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:日日チイソーの看護用晶…十
@ 

@ • @ 

看護用品の選択には的確な看護診断と
看護技術の工夫が必要です。

-看護の基本は体庄測定から。
寝返りがうてない患者，ギプス閤定ならびに

麻幹下の患者の局所庄が簡単に測定できます。

ら臨床の現場まで幅広く使用でき，

看護研究の基礎データーを提供します。

患者の体圧が簡単に計れる

開B体居計
( 1日名称:ヱレガ体在計)

-体位受換にも応用できます。

患者の苦痛を少なくし，看護者の労力を軽減

する新しい看護補助呉です。

-体圧変化と体~頻度。
どんなに優秀な審議者でも，

患者の介護に辻限界があります。

診察時，排油介助ならびに重い患者の体位交

換にも正、用できます。

使用上の工夫が求められる

リヨB革~

特に， 24時間の介助を求める患者には看護機

器の起用が必要です。

3種類の全身用マットがお投に立ちます。

〈袴療〉に的確な効果を示す

RB:J:P橿iJ!!Iト 写真は RB110タイプと送風装置

聞帝国臓器製薬掛特販部医療其課
もが' 〒107東京都港区赤坂2-5-1 TEL. 03-583-8361 
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第16回日本看護研究学会総会を迎えて

16冊目本看護研究学会

玄 国 公

このたび，会開各地から多数の の

会舘第 2ホールで開会主できますことは，

をお迎えして，第16民日本審議研究学会総会そ京都

を進めて参りました近畿・間関地方会の会長一向に

とりまして，大きな喜びとするところでございます。

本学会では，メインテーマを f者護診新jと致しまし 診衝については， でいまだ

コンセンサスが得られていないこともあって，時期尚早との もありましたが，者護診断ほ者

の体系のやで な を占めるものであり，そのリストは者 の範It討を明確に提示する

ものですので，日本石護訴究学会と致しましては何よりもまず取り組まなければならない大きな

テーマと考えました。そして，宥護診断のできる者護者を得るには， .{年詣IJ大;学の教育が必要と

えられます。そこで，シンポジウム Iでは.{年寄IJ大学の必妥寄せについて， シンポジウム豆で

は看護診断が，敦子千と総床の場にどう影響を与え，またどう段り絡むかという点を明らかにして

行きたいと思います。

招へい議撲にはボストン大学のカリスタ・ロイ博士;こご米nJ豆き

Clinical のテーマで，特別議誌には

におi拾い致しました。

られた

の将来に

の研究発表は，その lつ 1つが今後の

の をヰえてj翼けることと思いま

の

and Resea1'ch fo1' 

て iと題して1支出千之

の にとんだ内容であり，

ご承知のとうり，京都はいにしえの者ちであり豊かな自然と恵まれた占寺名利も数多く，加えで

は大阪で花と隷の万国博覧会がi謁俄されております。存分にお蔀の人箭，嵐物と接して認さ.

大会への盟、いIJlに花を添えていただければ幸いで

最後になりましたが， ，均{系各i泣の絶大なご協力を心から感謝Ltし上げます。
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て〉学会運

ついて皆様のご協力をお聴いします。会の運営が円滑に進行しますよう，

を車内めていただき2，000河〉

学会参加費と受付

1)本学会運営のため，受付で学会参加費7，000丹(但し，

ます。参加費約入者;こは引き換えに名札をお渡しします。

2 )名札にはちrr露・氏名を記入し，常に左胸につけて下さ L、0

3)受付は学会第 l日 (8月4日) 9 H寺，第 2日 (8月5El) 9時より始めます。

一般演題;護者および震接討論の方へ

1 )口損時間

一般;実態の口演時間は 7分です。 時間を厳守して…ドさい。告1Jf.現時1m1分前に i57ランプ，

時間終了時lこ赤ランフ。をつけブザーを鳴らします。時間超過の場合には路長から発表中止

を申し入れることがありますので，あらかじめこ了承下さし、

2 )討論

・各演星雲の討論時間は約 2分で

・追加i発表(1分以内，

におiモせドさし、。

場の討論係に!ドし 11¥て下さ

各j詳の討論!lおお!の記分

スライド t引をご希望のJjは:1"め各

2. 

の場合は路長の指示を得て，発の諮にまず所属・氏名をはっきり述べてか

をして下さい。なお，費疑・応答はテープにとりますので，討論!日のマイクを必

L 、。

iっ

ずお使い下さい。

・追加発表，質疑発言をされた方は発言後，直ちに内容要旨を質問用紙に200字以内にまと

めて，所属・氏名・発表議題番号を明記のうえ討論係に提出して Fーさし」

について降壊後感ちに整理して提出して下さい。

は費

るそへの

3 )口演内容の涼璃

一鍛議題は口績を1，200学 (400学原稿用紙 3枚)以内にまとめた饗旨を発表部分前までに

各発表会場のスライド受付に提出して下さい(提出された発表・発言の:~肖は

して日者研雑誌に集録します)。

と

またis1

会記

4)スライド

-スライド(ライカ販35mm)の使用は一殻演題では10枚以内とします O

各会場一合準備します。

• rnlじスライドそ 2度以上使月jされるときは，別々にごJfj意ドさい0

・スライド映写は読者自身の合!なjによって行います。 rスライド次

イドjと指示して下さい。

・スライドは各群[]演潟始30分前までに各発表会場のスライド受付 lこ提出して下さい。早

朝発表される場合は午前 9H寺00分より受け付けま

プロジェクターは

あるいは「次のスラ

2 



-スライド提出の擦は，i費者自身で備え付けのフレーム lこ入れ， 11誤審，方向を磁認し， ス

ライド引き換えカードをお受け取り下さし、。

・スライド{ふれ槙終了後 1時間以内に各発表会場のスライド受付で引き換えカードを提

出し，お受け取り下さ L、。

3. A室長へのお願い

1)路長氏名はプログラムに掲載してありますので，各群関長会の10分台ijまでに f次蕗長席j

にお若き下さし、。

2 )各群の持ち時間を藤守して下さい。

4. シンポジウムの演者および震疑討論の方々へ

1 )スライドはライカ

ありませんO

とし，プロジェクターは 2台 2掃とします O 枚数に市fJ[裂は

2 )談者試行 にまとめた日韻内訴を進行係に提出するか，または，

2選出10、内;こ にご送付下さい。 のおJ 発誌については

して据出して下さい。

3 ) をされた方は発言後立ちに 旨を鷲詔.~告に 200字以内にまとめて，

民名・指名講師を明記のうえ に提出して下さい。

5.懇親会のご案内

r後，懇議会をI#]f詑致しますので是非ご参加下さ~\

1 )日 II寺 平成 2年 8月4日 18: 30 ~ 20 : 00 

所 ホテ }v ランチルームj2 ) 

3 ) 5，000丹 はさ3汀学会会場受付でお支払いドさい

6.その鵠

の :ま の 開催しま

3 
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第 1会場〈京都会館第 2ホー 1!-) 

間 題

1階 主選良

綾人口

磁 覇軍

1唖 U

て怨む /せ

U 
む
自
由
田
富
野
弘

ドコ

書留

案 内 国

1 
霊童

む

第 2会場〈京蔀金舘金議場)

4 

3 P皆

立会場

〈会議場〉



第 3・4・5会場(伝統躍業会舘)

京都会館案内諮

{交通案内)

所:京都市左京区間約設務寺町[13

(ニ条通東大路東入)

市バス

京都駅より ⑤ 

四条河騨fよりzp③

g鈎
三条京阪より ① (2v 

京都会館・

東山二条下東

京都会館・美術館前下車[

東山二条下京

京都会按ー

代表 (075-771-6051)

タクシ

京総量Rより
阪念館条河原町駅より

三条京絞奴より

約20分
約10分

約 5分

5 
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8月 4B (土)一第 1日一

9 : 15 開会の辞 会長 玄 回公子

9: 20 一投演題発表 (第 1，第 2，第 3，第 4，第 5会場)

12 : 00 食・休憩

12 : 50 日本看護研究学会総会

c 議 →Mι;，:、 自公子

。日本看護研究学会奨学会奨学金授与

13 : 30 会長講読

過去・現在・米米J

会長 滋賀祭立短期大学 玄 出 公

内海 i発

14 : 30 休憩

14 : 40 特別講演

「伝統を越えて」

-演出家 茂山千之丞

座長 京都大学監療技術短期大学部 近 出 敬

15 : 40 休憩、

15 : 50 シンポジウム I

の尽指すものを獲得するために

メIJ

近畿大学援学部 )11 和

接者 塑隷学園浜松衛生綬期大学 高野 )1損

京都大学医学部附属務院 {rjl 輯子

型蕗加看護大学: 片 出範子

東京霞科齢科大学 羽山 自

18: 30 懇親会 京都会館内 蔀iホテル fランチルームJ

6 





111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月 4日(土)一第 1日-111111111111

1会場

(京都会館・第 2ホール〉

9 : 15 開会の辞

9 : 20 一般漬j週

14 : 30 

}'1 : 40 

15 : fl0 

15 : 50 

18 : 30 

第 1群 1~ 4 

第 2会場

(京都会舘・

第10群 39~42

臨床看護

第11群 43~47

看護法礎

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月 5日(呂)一第 28-1111111111111

第 1会場 2会場 3会場

(京都会舘・第 2ホール) (京都会館・会議場) (fi;統業会結・第 1fVffI彦ネD

9 : 10 一綾i議題 一般鵠題 一般演埠

第20群 80~82 第24群 97~99 第28群 1 1l~1l 5

第25群 100~ 1O2 第29昨 116~120

者護基礎 継続教育

~~26群 103~106 第30TI:'t 121 ~ 124 

臨床者護 臨床看護

107~110 

存護主主礎

民会・休憩

指開講演

ロイ教護へ記念品贈呈・休想、

シンポジウム H

17 : 00 ;開会の辞

8 



111111111111111111111111111111111111111I1111111111111111111111111111111111111111111111I11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

展示会場

-後]

9 : 15 

9 : 20 
48~52 第16t詩 63~66

i泉
53~56 67~70 

ノJ;;

57~59 71~74 

第15詳 60~62 75~79 2ホール入fl付近

民会・休
ず

ロビー

親会 18: 30 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

125~127 

石設立:
128~131 144~147 

鮭
148~151 

保健

i 第38群 152~155

{呆鍵

民食 ・ 休 憩

9 : 10 

民

/}¥ 

第 2ホール入IJ付近

第 1 ロビー

9 



1111111111111111111一般演題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月 4B (土)11111111111111111 

。第 1会場。

く第 1群> 看護教育 9 ・ 20~ 1O : 00 

ffi長熊本大学教符守':m)右護課程佐々木)¥:;難

i 第791ill者護婦問家試験問題における臨床検査関連設慌の分析

日本大学説学部的石護専門苧筏 C東瀬玲子 小I11すみれ:

竹内主主夫 f 泉しげ f

1~4 

日本大守:医学部龍床病理学教本 熊坂一見交

2 臨床実習を効果的lこすすめるためのグループ活動に関する

銀杏学:[ゑi短期大学者護科 (-柴m，i[;[ 子

3 高校衛生者護科の授内実習に関する考察

熊本大学教育学部宥護主主将 G大mゆかり 今井女子 f 東福千恵

佐々木克錐

し三}Jき't:th
C-ii.乙、n問

手71

ツヨ小、[]技

<箆2群〉 5~8 10 : 00~10 ・ 40

銀各学協同期大学

5 した性的U~ ~長引の分析〈その 2 ) 

元W~ほ女子短期大学 C村本淳子

議IJftl日大学大学技経済学研究科 tJ.~LLI 界

江東lX:l臨政センター 中村立拡充

千葉大学者護学郊11-護実技研究詰導センタ… 内海

6 子どもに対する学生のイメージの変イヒ

淑子中尾久子

ンター i勾nij

7 rどもの全人的記斜;のためのアブローチ

8 らみ

ンター 子

ハ
リ

ー
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1111111111111111111一般演題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月4B (土)11111111111111111 

O 第 2会場 。

く第4群〉 審議蕃礎 14~17 9 : 20~10 : 00 

!夜長弘前k学教育学部看護課寝入J市靖子

14 皮膚血流の研究 接触と斉楽の影響

大騒版科大半[1ft属病院 C農地あや子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センタ… 内海 混

15 皮膚血流の研究 一苦楽の警報奇に対するマスキンク。効果についてー

奈良県立医科大学付属病院 C揺れ磁 f

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

同皮膚血流の研究 ーたばこの壊の人体lこ及ぼす影響

大阪医科大学附属病院 治!恵子

千葉大学看護宇部容護実践研究指導センター 内海混

17 拘束負荷と皮!新制定 -tmililj需が人体におよ

夜業医科大学医療技術組j民大学者護学科 C元同美由紀

千葉大学者護学部存議実践研究指導センター 内海 出

<第 5群〉 18~21 10 : 00~10 : 40 

12 

千葉県立衛生短期大学 楼由紀子

18 皮終r(ll流の研究 …冷ぷ負誌による対{Rlj舟指のr(n管i民総についてー

千葉大学教育学部養護教諭義成課程 C武田知子 岩崎規子

LJ京す三子

千葉大~T:看護学部右護実践研究指導センタ… 内海 混

19 交互揺における皮f母耳目流の研究(第 2報〉

横浜市立大学援学部付属高等右護学校 稲見すま子 古H:!佳

LLI絡綾子向井克紀

主主;野美融 JU:千代

税務紀代?J

千葉大学者護学部看護実践研究指導センター 内海混

20 皮膚rill流の研究 …明JI民応時及びH在JI臨むIl与における光刺激の影特

!品tlLlI県立津山東高等学校 京子

千葉大学者護学部看護実技研究指導センター 内海 出

21 足部副帯法が生体に及ぼす影祥 一夜鴎去而jLi疫の変化について

千葉県立衛生短期大学 G加藤美智子

千葉大学:看護学部看護実践研究指導センター JI[L!2宇奈

松岡淳夫



1111111111111111111- 殻演題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月 4B (ニヒ)11111111111111111 

く第6群〉 看護基礎 22~25 10 ・ 40~11 : 20 

滋賀県立純題大学寄本明

22 シーツ素材によるら度変{とと

ンター 坂口禎男

23 仰初、位安静後の背部皮轡巡の変化 ラパーシーツのむ終によるサーモグラムの比較

子 i符曽洋子治j撃佳子

いで

24 訪;J<シ…ツ及び器物と

ンター 怯i渇淳夫

25 湯タンボを使JfJした条件日IJ温度比較

名出if栄市立大学者護縦揺大学部 C鈴村知子 日1r:t1i草子

竹:fr英子.12;111みどり

く第 7群〉 26~30 11 : 20~ 12 : 10 

大名門路子

26 エネルギー 日・休日の比較

明 玄m公f

27 おける

老人ホーム

よびエネルギー 連重iJ41:'j~範

i
 

f
ノ

rrLV 玄刑公 r-

28 }探}1'1の支パターンについて

IJ村I~美山内一史

石川捻生

29 縫常女性における足搭条件による Vital

名 mi~l道子

鈴卒、;初子河合洋子

30 安静時心4'1'1数の解釈について

ンター L以内義

'iItJl:和子

13 



1111111111111111111- 殻演題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月 4日(土)11111111111111111 

。第 3会場 O

く第8群> 臨床看護 31~35 9 ・ 20~10 : 10 

神戸大学医学;，\m~付属病院立総敬子

31 皮膚科外米患者の“かゆみ"の検討

東京大学:1;1と宇部11付属病院 C佐捺博子

千葉大学表護学部有護実技研究指導センター 令)1不Il{-
I:J長fr'i'J義

32 高齢者の服薬状訟に関する検討

日本医科大学付属第一二信説 。飯塚かおり

千葉大学在護学部石設定技研究指導センタ… l:I-'lrWj義

金井手Il{-

33 tJl力障主を訂する 1J\f~捺以病患おのインスリン持続法人ポンフつ波法への援1JJJ

札幌医大衛生短大石護学科 O鬼原 彰 Ll!f1l~. {-

札総長大病院器科有議京銀unt手f

31 I出科タト米における

宇札L龍E医』反」科λ大Jぐ''/学't向降悶;tl:属fバえ期?病A必郎J託i説5詑2 C ;1抗i叩HI正j王:.{-〈

向
山
門

:35 における

l11m一部

<第 9群> 臨床審護 36~38 10 : 1O~10 : 40 

パミ長 京都i

36 人 LI没関部全設換鉢j，l:i.t:tyにおける日常生活の向復過現に段iする研究(第 2報)

金沢大学説境技能J:'ciJVJA宇部宥護学科 C泉ニトヨ子

千葉大学者護学部存護実践研究お導センタ- 1--

令JH'1l{-

出rnu'l子

37 手術怒おiこj患111する の効果の議鎚的研究

II 子

38 

iJj II 1-←必i

14 
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く第10群> 露床看護 39~42 10 : 40~11 : 20 

~長札幌握科大学衛生短j謡大学部鬼顕彰

39 街後 ICじ入京患者の経u民・休忠、降(第2報〉 一皮j高唱位水準による予言的分析…

詳馬大学!2，;境技指ま弱大学郊 G二渡 k校 新11‘治子椎毘波史

千葉大学右護学部護実銭誹究指導センター 内海援

40 人i坂遊詩における心返附変化について

千葉大学者護学部む本j[明美

ンター 1:括的義 金井手口子

41 入読患子?の民jilt無呼吸;こ決iする検討 呼吸ホノレター心ヌiの解析をrt心に

L持院 C拾谷w美子

ンタ- 1ii:Jt-和f-t:).'rU，';J義

42 き 関する検討 一急性心諮使塞患者を対象に

<第11群〉 看護基獲 43~47 

祐三角館，言ij)j主

好枝

ンタ- L以尚義令井和子

11 : 20~12 : 10 

f~;J知女

京都市立石護短期大学卒、J1-_静子

と予背ttf~の弱点分布密境;こ対するマッサージ・

44 排以内¥r.にむけての援助方法論の検討

C高見沢恵美子

ンタ - U~-U，';l義金11二平11[-

45 立説法の高さに関する検討

山口大学医続技術短期大学部 C東 玲 f

46 洗髪11与の{本位とその負担 洗髪判能!日時の?守のfTl誌について

フ1:li'"I!手女[-短期大学 C村本淳子

明I，;}女子短期六学斉藤 f!

47 決努姿勢と恵子?の負担 一頭部品ij1rH及び持臥姿勢の筋緊張より

大阪市立大学医学部付属右護専門学校 C東ますみ

千葉大学詩護学部者護実技研究損導センター 松i渇淳夫

15 
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O第 4会場 O

く第12群> 看護管理 48~52 9 : 20~10 : 10 

鹿よ三 日本パブテスト約続 的ITI~::-枝子

48 看護度と看護業務の検討

近畿大学医学部[1ft属務院 支出いさお

千葉大学看護学部者護実践研究指導センター 寂11禎男

49 ぎ11.誌における主授業務の分析について

福岡大学病院 C江口容子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター i衷[1禎男

50 入院患者の看護度(鹿児島大学病院試案)の検討

鹿児島大学医学部附属病院 11 L 1マス

千葉大学看護学部者護実践研究指導センタ 1:桜前j義 金井手n子

51 A大学絹践における看護業務の議査と分析

52 設内における ICじ教ぢの意義

横浜市立人・学張学部付属3高等者護学校 G西JII美智子

東京大学医学部保母管理学教索 活10:

信州大学医学館I~;t属病院 C二本立rW:
千葉大学看護学部若議実践研究指導センター 販LI禎男

く第13群> 看護管理 53~56 10 : 1O~10 : 50 

16 

座長滋賀医科大学医学部11ft!陣内院井ド照、代

53 病棟三交林郁勤務の波労盟国

東京医科大学八王子医療センタ-高草木伸子

千-葉大学看護学部看護実践研究指導センター 総閥均:夫

54 手術窓勤務者の疲労の測定 - 選 別 を 利JIJして

岐皐大学医学部11ft属病院看護部 O松本亥智n: 石山光技

千葉県立衛生短期大学看護学科 浅井美千代

千葉大学者護学部看護実践研究指導センター 松開淳夫

55 看護体制変更に伴う勤務状挺の検討(第2報) 一業務内寂の分析を中心に一

56 r外米忠清の待ち時限JJの実態

千葉大学医学部i端麗病院 O赤)1:ユキ子 出村道子 内長窓子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センタ-]:尿尚義 金j持n子

厚生中央鵠説。戸沢和子 渡辺ナツ 村呉市美 ~と村光子

山内泰子

千葉大学者護学部看護実践研究指導センター 内海混
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<第14群〉 審議環境 57~59 10: 50~11 : 20 

t*長神戸大学医学部/lf1属持続巽妙子

57 内科病擦の騒斉調食 第 2報 一騒百{こ対する患有の;意識についてー

横浜市立大学医学部間属高等者護学校

58 誌棟内 について

く第15群〉 養護環境 60~62 

60 と

熊本大学教符学部(元) 荒川u自子

11 : 20~11 : 50 

C森山比路芙 i河田知恵

後藤出紀子佐総裕子

丹本恭子二本総多忠子

演村iI美議渡さおり

ンター内海混

。野村明美渡辺陽子

ンター 金井和子

厚生省者護研修研究センタ- tlJJt英子

ンタ 11IJ 

松i崎淳夫

61 務不における遮蔽物と患者心理 ーその1.カーテンの{吏IIJ怠識の調査

独協医科大学科!弱者護専門学技 匂子 佐渡瀬好子

ンタ… JlII 1 松i尚淳夫

62 病本におけるJm;蔽物とj患芥心恕 …その 2.実験による遮殺:技!の効mの検討

強諸説科大学付属宥護専門学校己佐綾瀬好 f 大詰旬子

ンター JlII 総i判淳夫

17 
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O第 5会場 O

く第16群〉保健 63~66 9 : 20~10 : 00 

時長明路加者護大学鎖的澄美子

63 乳がん自己検査法に関する意識調査 一議開受講手?と一般的j人との比較

熊み;大学教育学部特別者護ilW料 。岩上fl引f 詰ijmひとみ

成田栄 f

64 思春期前期の乳房発達の評価法に関する一考察 …623例の観察及び読IJii:航の検討一

東京大学教育学部 01河川加奈子

65 R告i産期の皮膚i&まから観た乳房管理

金沢大学医設技能短期大学部 O以弁明美

千葉大学看護学部右護実践研究指導センター 甑11槙児

66 丹経に関する保母行動の克壌調資と綿隣学的検討

群馬大学院捺技能短期大学部 C岩本仁子
:れぞ即時台f7，7究明Æ_L~Ofr河内 H--< ";P'I 1._ ンタ- I奴"禎刃

く築17群〉 看護基礎 67~70 10 : 00~10 : 40 

:ft r'1命保A:亨:[記能技術短期人‘宇部 [藤ハツヨ

67 新生児のオムツ交換による手指汚染について

i治j出入;学医学諮問属病i泣 OlifJJlJ都合加

千葉大学看護学部者護実技研究指導センター 寂"禎男

68 新生先轄の細商学的検討 ーイソジンとアルコーJv7n毒の比較一

弘前大学教育学部者護学科

木村宏子

69 冷議保存母乳の遊離脂肪畿と蛍~l質の変化

弘前大学教育学部看護学科 J 

木村宏 f

70 冷議保存tJ字しの pHと制民学的検討

弘前大学医学誌i号、;属病院己域的かおり

葛西敦 f 鈴木光子

子 鈴 木 光 子

葛 西 敦 子 鈴 木 光 子 木 村 宏 子

く第18群〉 臨床看護 71~74 10: 40~11 : 20 

77武香代子

71 マタニティーブル と発生~凶について

ンター j授i

18 
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72 母乳栄養の継続iこ!到する検討

~1 

弘前大学教討学部有護学科落語敦子鈴木光子木村宏子

73 母子持17i.作III Hl主後 4日けから 4ヶ月にかけて

前北海道大~T:!記境技街短期大学部看護学科 C石塚百合子

74 子後不良w.を抱えるtJ:殺の親子関誌について

東f~大学医学長f)佐倉純続開設準綴京 C梅田嘉子

ンタ… 阪LI迫労

く第19群〉 臨床蕃護 75~79 11 : 20~12: 10 

JJJ [ 1枝子

75 小児がん忠克をもっ母親への復基hに関する研究

成部栄子

76 忠克をもっ いて

、さお

77 る

78 おけるほ組と

79 ブラゼルトン

19 
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。第 1会場。

<第20群> 看護教育 80~82 9 :10~9 :40 

賂長 熊J本!トド;.}大〈学数台脊必守学:i部官右護詰設諜~穏 j河司瀬上比ヒ仏佐佐一)

8初O 高校f待綴寺弱j生看護科生徒徒論の STAlli髄筒の経年変化について

長野県自民高等学校 O柳沢ゆかり

千葉大学看護学部看護実践研究指導センタ一 二t.，民尚義 金井和子

東条鵠院渡辺隆祥

81 臨地実習の評価 基礎実習前後の学生の不安とエゴグラムの変化

滋賀設立短期大学 C太郎節子

82 自我ドヨ生地位テストの検討 一看護学生を対象とするi羽子分析によって

東邦大学:低能短期大学 O松下由美子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海挺

<第21群〉 看護教育 83~86 9 : 40~ 1O : 20 

時長大阪府立石護短期大学尾崎フサ子

83 ぎl'HtlI/it;'i宵持イメージの測定 実科l前後/実狩i易所の変化について

n~ぶ 1 ，-[:右足護大'ア:

84 臨床石護実符絞殺による学生の変化 一忠手?理解における的意的側ffliについて

大分東明高等学校f針生石護科 G佐藤笹子

熊本大学教育学部者護諜腹 水 t:明 r

85 媛助行為(精神的)を通して得る学生の変化(成長)

保能衛生大学:衛生学部衛生者護学科 OLLlfll子I.I.r

86 臨床看護実智の評価の研究(その 2) 臨床者護実背言ij・ct・後期における右護学生の;Nと1Illi記録

内存の変化

強協医科大学病院 O反語イク子熊合みつ f 野沢 L校子

sp:ますえ

千葉大学者護学部者護実技研究指導センター 内海混

<第22群> 看護教育 87~91 10: 20~11 : 10 

長弘前大学教育学部呑護課将木村宏子

87 看護学生の飲調行動 一一般女子学生との比較を通して

札幌援科大学衛生士延期大学部容護学科 C山田一期

88 t:J:tt宥護実狩が看護学生のほt'tt'4:の発達に及ぼす彰斡 (2)

福井県立短期大学第 1看護学科 C竹ノ Lケイ

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海 混

20 
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89 者護学生の食生活 食事調査ならびに生活活動議査を通して

90 看護学生の生活実態調査

91 ~.年女子の死に関する

く第23群〉 臨床看護 92~96 

92 人技患者の気がかりに関する

秋同大学医療短期大学部者護学科 O訟尾典子

千葉大学者護学部宥護実践研究指導センター 内海混

松精存護専門学校 C藤森美綾子

愛媛県立i妥結技続短期大学鈴木ルリ子

松山者護専門学校長~Ji:下可子

設報

札幌医科大学衛生短期大学部審議学科 C深沢 tf 深沢Z喜子

幸栄の竪和前車、潔子

11 : 1O~12 : 00 

銀杏学図版;謡大学 C坂哉繁子

元wn;J:女子短期大学卒、.J4:淳子
千葉県立衛生短期大学 大谷.rl^T~ 子

江東区謎康センター 中村支持美

下葉大学宕護学部 接泣

東京女子阪大宥護短期大学 JII野雅資

坂[1けさみ

大i長大学大学説松市たみ子

93 対人距離IHJの相違に関する検討 一精神疾患患者および右A護学生そ対象として

秋田大学医学部開属病院 村i制民 111本勝良IJ

94 大学医学部付揺鵠院における精神科患者の実態議資

損浜I!i¥l:大学医学部病院 ・さよ f 眼目洋子 日)11美和子

持m遊子

東京大学法学部保健管捜学教宗 1&10: 克

95 退院指導を考える 一患者ど家族の両面から

愛知県厚生農業協同組《連介会厚生病院 宕洋子

藤m学閥保健衛生大学衛生学部衛生石護学科 長谷川かずtr
谷[1ちえ

96 [i章容の心躍的受容への援助 一脊髄損傷の事例を通して

札騨医科大学11付属持続 C桜井繁子

札繰E医記科大，学苧衛と生主短期火学部石宥♂護学科 i山iμ1mη1一…………一一一一一一…(…(

21 
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O 第 2会場。

く第24群> 看護基礎 9 : 10~ 9 : 40 

路長 札幌医科大字衛生短期大学部 UJITI安 f

97 赤由球沈降速度 CI段沈)誕定方法についての研究山 一各寵I船主総定方法に関するアンケート

調査

97~99 

出1f人ザ:医療技術短期大守:;3s和子 令ILlt王子給付郁代

話同II!!!{-

路業医科大学:医療技術馬車!大学 JlI本手IJ恵子

98 亦自球沈静速境~liJ定方法についての研究 (2) ー紺定器呉加測定航の信頼性の検討

ÚHf大rT~医故技術短期大学部 C令Úll王子穐付#1\代諮問JllJi {-

津山干nf
売業医科大学医捺技術短知人;守 JII本手1]忠 f

99 季節変動による/1<硬性キャストが生体にうえる

京都dii'(石護短期大学 立f

く第25群> 100~102 9 : 40~10 : 10 

時長詑i応大学総合科学部秋ずn等な
日
り

日
り

宅
S
B
A による薬液汚染

大阪市立大学医学部Ilf;tJ;母子;護専門学校 11 f，;j I王子

千葉大学者護学部存護実践研究指導センター 絵槻淳夫

101 簡易手指消毒・に関する一考察 エタノールガーゼと却乾悦塩化ベンザルコニュウム

大販人;学医学:;想的属病院者護部 C浪下手fl{-

千葉大学石護学部者護実践研究結導センター 絵師淳夫

102 感染子i坊からみた石ー護生の5始Ij曜の総裁検索について 一箆i0，ブドウ球舗の分離とそのl¥IIC

の測定

札線医科大学徳i生短期大学者護学科 OWITI安f 木涼キヨ f

.b~ 1:8香鬼原彰

札幌医科大学微生物学講路 前JII静校

く第26群 > 臨床審護 10 : 1O~10 : 50 

務長京都府\J:医科大学I~t属病誌上野範子

103 放射線性[1内炎の子防に関する検討 一低ihrt合i歎永の能JlJ;を試みて

九州大学医学部Ilf;t属病院 C訟叩きよみ 人;泌jぶ保子五路公j代

原関長〔美

103~106 

22 
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104 鼠管内繋誼カテーテJvの感染予防 一三方活怜の管躍

名記長dil]:大学者護短;語大学部 G山田明子

千葉大学看護学部者護実践研究指導センター 絵関淳夫

105 易感染状態の患者への皮膚消毒方法の検討

京蔀府立医科大学的属病説。新木文子中村弥生大機富美子

106 B Jîl~肝炎感染子訪;こ関する

東鶴子

熊本大亨:医学部開属病院 C律問智 f

北県大学病続 剖議知子

鹿児島誌公立学技高議文代

熊本大学教育学部特別教科者護教員義成課桜 木原{おli

く第27群> 看護基礎 107~110 10 : 50~11 : 30 

座長神戸市立石護謡大学問曽洋子

107 歩行運動による循環動態の変化;こ関する研究

名 C渡辺憲子

1'1' 一部

108 血圧・箔環動態調IJ定装置を!日いた体役変換時の鱈環動態について

109 病床条件による

110 老人における

j坦JlI医科大学医学部開弱務院

弘前大学教育学部右護学科

部泣と詩人床11寺体圧との関連性

弘前大学教育学部

f 小 I~JEよi 高松むつ

子

子木村紀美米内山下託子

花的久美子福島設部

子 大 市 場 子
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O 第 3会場 O

く第28群> 養護管理 111~115 9 : 1O~10 : 00 

j手生省右護研修研究センター rn烏純子

111 ~.護婦の対人認知に関する研究 一経験3年目迄の認知方式と者護職適f生について

富山医科薬科大学付属病院 Cお減直子 LLi [1千鶴子

下葉大学教育学部三浦番[Ii

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

112 :{j-護婦の態度に関する卒業生の意識 一就職 6ヶ月後の意識の変2年

東京都立医療技術援期大学 o森下部 f
東京都立飯器看護専門学校小池妙子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海援

113 宥護学生の職業意識が他者への援WJ行動に及ぼす影響

東邦大学医続短期大学 C絞27英七 高森スミ

114 看護婦とソーシャルサポート エゴグラム像をi返してみた者護婦の人間関係

東北大学医学部付属病説

下3語大学者護学部石議実技研究指導センター 内海 混

115 点都府立医大!号、;属病誌における院内主護研究の変議

京都府立医大/~1属看護専門学校 。種池礼子

千葉大学看護学部お護実践研究指導センター 鵜沢陽子

く第29群> 継続教苔 116~120 10 : 00~10 : 50 

産長 {迂和会臨床看護学研究所 )1/鳥みどり

116 看護の役諮意識に関する検討 …者護技令指についての意識調査から

H苦手口大学病続 oniJIl幾恵 其毘初技

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 草刈淳子 )11 []孝泰

117 宥護態震に関する経験 3年未満の看護婦の意識 一就業期間による比較

東京都立板橋看護専門学校 C小池妙子

東京都立医療技術短期大学 森下節子

千葉大学者護学部看護実践研究指導センタ… 内海 混

118 プライマリ・ナーシンクにi却する看護婦の意識

東京医科出科大学医学部H属病院 C横内美代子

千葉大学者護学部看護実践研究指導センター 鵜沢陽子
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119 終末期患者右護の認識に1却する検討 一者護婦の場f??
名お!ぷk字i岩波技fよi短w]}(:T':tfs 水渓雅子

名副長記念、持続荘¥1なwf主
愛知県立尾張務院村弁存子

120 宥護婦の毅務満足に!認する検討 一私立大学病院の実態誠査かち

日本医科大学付属第二二務院 角谷英子

7:'.剖'I;r~.立f!ポザ1;仁川合間ゲ叫己主昨ムンター ;平均淳子 )11 

<第30群 > 臨床看護 121~124 10 : 50~ 11 : 30 

121 ベットサイド出議場におけるコミュニケーション技術に関する

心強11こ与える

)11 

f 浅井美千代

122 [足感場治iにおける

123 おける

124 身体的諮J還の訴え その条件に関する研究

熊本市医部会熊本地域訟法センタ一

大分日立持続勝生恭子

ンタ… 内議長 j晃

ンタ

馬t:l:11圭子

松i埼淳夫

25 



1111111111111111111- 殻演題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月5a (自)11111111111111111 

。第ヰ会場 O

<第31群〉 審議史 125~127 9 : 1O~ 9 : 40 

路長滋資県¥r.j;<;jJ部大学泊祐子

125 ~之氏産婆論の地方への伝矯

千葉大学看護学部 O高矯みや子

126 看護舎からみた明治期における清拭法の変遷

中村女子高等学校衛生者護専攻科教論 。問中愛子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 鵜沢陽子

127 学長IJ等からみた近代看護教育 一千葉援科大学的属看護婦養成所持代

く第32群> 看護診断 128~131 

128 

千葉大学医学部閉縞務院 O吉出智子鶴間藤子

千葉大学看護学部者護実技研究指導センター 鵜沢陽子

9 :40~10:20 

滋賀県立短期大学笥井総子

G平井康子高橋瑞恵

山部晴美大括経子

fti:rnコ

129 右護診断を離床へ応用するための研修効果について

}川!け!締援科大学学:[i開f，討、J持;長妥 増'*靖子

l口30 ‘損漬瀦?科性4生:大}路揚炎患者者nにこ必要な?清奇報i収i説文集のプロセス

JlII崎医科大学!射器持院 O綴p和子

131 看護診断を取り入れた高Jtrr在患者の生活指導

} 11 iIl奇医科大学時属病読 C山本孝子 酒井淳子

泉本美代子

く第33群〉 看護情報処理 132~ 135 10 ・ 20~11 ・ 00

康長 千葉大学者護学部看護実践研究指導センター 販!J禎男

132 肝硬変合併好務肝切i徐後の者ー護箭報 呼吸ケアiこ践する1，E本情報の収集状況に臨する考察

三重大学涯学諮問、;主語J病院 O明石惑子

ンタ

133 コンピュータ・ワープロに支すする

札幌医科大学付属病続

ンター阪i二i禎男
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134 お護と治報処理教育に関する議室研究 一一白由記載によるilll答についてー

135 マスメディアにおける存護関連記事の内存分析 一

<第34群> 136~139 11 : OO~ 11 : 40 

136 ぉ:アる について

。中野正孝野尻雑芙

討: 敏樹

Z三井トク

敏 謝 野fj{雅美

tlJ民一期

千葉県立衛生短期大学 子
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。第 5会場 。

く第35群> 臨床審議 140~143 9 : 10~ 9 : 50 

康長 熊本大学教育学部者護課f~1 木場話実

140 老いの自覚と受容に関する実態調主主(I) 一部資内存および主主本集計結#!:

札t幌艶竪科大学?衛弱生短揺大マ

i山u汀部i一一4 虫朗j丹j 望月主キド子

141 老いの自覚と受容に関する実態調査 (II) 一保鑓行動成立に関わる銭安除iの検討

札幌匿科大学:衛生期大学部者護学科 O木涼キヨ子 111m一郎

山田安子

142 老人のイメージと要因について(第一報) 一看護者，者護士匂大生，一般短大生の比較

銀杏学関穏期大学中尾八重 f

千葉大学看護学部看護実誤研究指導センタ l:lf尚義 金井和子

143 寝たきり老人の在宅ケアーにj渇する研究

鹿児島県立保鎚宥護学校

訪日ケim高 容 校 八ッ繁ひろみ

閉路万[lIr'1際病院渡辺 J皆、

鈴木大学教育学部者護科前田ひとみ

<第36群〉保健 144~147 9 : 50~10 : 30 

路長 tl!1 }-Iil i:¥'r看護録期大学 東サトエ

144 特別養護老人ホームにおける看護機能に関する研究(5f'i1報) …怒り，生活指導員，者護婦の

みよ務意識よりみた協i働鵠造一

千葉大学看護さ子:部看護実践研究指導センタ-吉田伸子

金井利子

145 特別養護老人ホームにおける体重変動と血液検査からの栄養アセスメント

藤田学:[ネi保{建衛生大学衛生学部衛生看護学科 O谷[Jちえ

長谷川iかず江

146 高齢者の冷えに関する検討

滋賀県立短期大学 C筒井路子

千葉大学者護学部右護実践探究指導センタ… u長尚義 金Jl和子

147 台東区における訪問看護の現状について 一過去 9年間のデータ分析より

弘前大学長療技術短期大学部 O青木主税

東京都台東区老人福祉センター 小沢幸子

千葉大学看護学部者護実銭研究指導センター

28 
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く第37群 〉保健 148~151 10: 30~11 : 10 

座長熊本大学教脊学部看護諜程成田栄子

148 毅尿病患者の{健康行動に関する検討 MHLCとの関連について

議浜市I[)三学医学部病続 武結子

千葉大学者護学部看護実技研究指導センター 金芥和子 i二回尚義

組中央病院赤須知明

149 喫穫をおItuとしている糖岩持患者の Vital

150 者護婦の母様行動{こi渇する検討

鹿島労災持続 二野手持子

北明大学病院小金能理子

弘前大学教育学部者護学科教本

金沢大学医学部!邪馬前院

い子津島 M宅

ンター 合弁干IJ子

泊中央病院赤須知明

151 地域{t誌の保母行動に関する研究 …鍵議行動タイフもとの関連

く第38群 >保健 152~155 11 : 1O~11 : 50 

敏樹野尻雅美

中野正孝

路長金沢大学医諜技続短期大学部 金)11克 f

152 虚血性心疾患患者の臼己管理行動の実態(1) 一議査内夜と対象者の話礎trr報
札幌医科大学ド付属鵠説 C前日l呉子 高村美智子

札毅医科大学衛生短期大学部看護学科 IlJm…部

153 虚血性心談窓患者の自己管理行動の実態 (II) 一患者の行動を変容させる姿国分析

札綬医科大学問!品約段。高村美智子 前同良子

札綴医科大学詣生穏期大学部看護学科 LlIm一部

154 麗i鼠性心疾患患者の自己管理行動の実態(彊) 一会生活パターンとその変化に関わる安ltJ

札幌医科大学衛生短期大学部容護学科 間一員FJ

札観i豆科大学附属病院 高付ラミ持子 前日1良子

155 心挨j宮、患者の鑓操行動 MHLCとの関連について

東京女子医大石護語大 O斉藤やよい 藤野文代

千葉大学看護学部者護実践研究指導センター 持品義 令弁和子
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展示会

日時 8月4日(土) 9:00~17:00 

8月5日(臼) 9:00~15:00 

会場 京都会館

第 2ホー jレ ロビー

ロどー

第一

展示協賛参加社名

株式会社長学者続

キッセイ薬品工業株式会社

株式会社高研

ダイナボット株式会社

株式会社 日総研111抜

持田製薬株式会社

株式会社金原自活

抹式会社京都科学

f)tミ式会社 坂本モデル

株式会社 向日月舎111販

フク夕、活子抹式会社

(Ti.卜者JI国)

r"-"-一一-"-"-一一一一一一一一一“一ー一一…一一一一一一一一一一一一一一-・ー一一一"寸

i 懇親会 i 
8月4白山 18:30~ 

i 会場 京都会館内部ホテル fランチルーム j

i 会費 5，0 0 0 Iっ

! 会費は当日総合受付でお支払い下さい。 I

i 矧のご参加を出しています。 I
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協賛参加社名

株式会社民学者院

大塚製薬抹式会社

株式会社金原蕗庖

J I1村義技掠式会主L

キッセイ薬品工業株式会社

抹式会社 高研

出版研抹式会社

株式会社照林計:

大研毘器縁式

子苦

株式会社同期舎出張

株式会社日総研111鼓

パラマウントベッド株式会社

フクダ電子株式会社

株式会社ホギメデイカル

持田製薬株式会社

ユニテック株式会社

黒氏科器誠抹式会社

株式会社学習研究社

株式会社カワスミ

の科学社

r株式会社京都科学

抹式会計:坂本モデル

JMS西部販売掠式会計:

接会主1:正文社

スリーヱム薬品抹式会社

ダイナポット株式会社

テルモ株式会社

株式会社南江

日本ナースサービス社

ヴァイン抹式会社

抹式会社へるすH1薮

株式会社毎日 EVRシステム

森下製薬株式会社

(五 1-f!j-lIItD

:1I 
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多用途・多機能で学生実習や実験研究用とし 大稲tt/.小型・軽量化を実現したインクレスレコー

で操作を容易にし、さらに経j斉性に優れたアンプ ダです;

システムで女専用の場綴・処理・電気刺激の 2チャネルのシャーフ。な波形記録が得られ、彼

フ。ラグイン式ユニットを用意し、 g的に応じたシ 務も445，000丹とお求め易い側絡になっています;

ステムを構成できま女

時lfjの健康と泌祉を守る

自離電錆三栄
'T160 }IO京都新宿区大久{呆]-]2-] 合 03(209)0811ffl:l



第諸国日本看護研究

講 演 要

会総会

ヒ中
日



会長講演(第 1 自白 13:30~14:30)

特別講演(第 l 日毘 14:40~15:40)

招轄講演(第2B 自 13:00~14:30)

シンポジウム 1 (第 lB El 15:50~18:10)

シンポジウム II (第 2 日目 14:40~17:00)
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会長講;糞

看護教育 過去・現在・未来

滋賀県立短期大学 玄田公子

E室長 千葉大学看護学部 内 海 混



会 長講 演

看護教育 過去・現在・未来

これまでの看護教育の実践を通して，過去-

Z完:tE・未来について述べることで，今自の

を果たしたいと思っている。

過去: かつての看護教育は，臨床実習に

重きが震かれ，実習では関じ技締項自を伺問

実擁したかをチェックし，技術の訓練に力を

そそいでいた。それは，一殻lこ実習で看護者の

していることの経験を重ねていれば，看護が

学べると考えられていたからであろう。

鵠床環境から，専任教員として記謹替えに

なったのは1963年であった。教える立場におか

れて，話すことができたのは昨日まで働いて

いた臨床での経験でしかなかった。

短期大学には1971年の開設にともなって就任

し，者護技術を担~した。大学では，教育と訴

究のウエイトが半々だと言う。震学・一般教

育系の先生は，就任に当たって研究機器を購

入され，それぞれ研究が継続できるように準

備されていた。しかし，研究をどのように手が

けたらよいのかさえわからなかった。専門の

異なる先生の実験の手記いをすることから始

まり文献の収集，データーの読み取りや処理，

学会への発表などの手ほどきを受けた。ご指

導項いた故舟木広先生(生理学)は，必要な

のは実誤であり，取り組む姿勢が大切である

ことを強調され，そのことが今も魁裏を離れ

滋袈県立短期大学 玄関公

にどのような変化があるのか，また対象者は

どのように感じるのかなど，実験を通して学

ぶことの重要性を実感している。

学会へ参加することの必要性を痛感し，本

学会へ参加したのは1978年であった。その後，

地方会を持つことが出来るようになり，第 1

回近畿・四国地方会は1986年 3月，京都教育文

化センターで開催され，現在は，年 1@]の学術

集会と New セミナーを開催するに玄つ

ている O

ところで，本学が 3年課程に移行した今， 20 

に近い教育・研究活動を通して，看護教育

では何を教えればいいのかが明確になるつつ

ある。特に，臨床実習では，講義，学内実習そ

して離床実習を体系的に関連させ，単に看護

のしていることを実習させるのではなく，

器床で実習する有効なモデルを選んで，それ

ぞれの自擦を掲げ学ぶ内容を明確にしている。

未来: 看護の目指すところを獲得するた

めには， 4年寄IJ大学の必要性が挙げられる。一

方，現状からみると，審議指導者の資賓の向上

が急務であろう O そのためには，大学(領期大

学〉の中に継続教育としての講座を鼠色研修

の場のシステムづくりが望まれる。

今日の科学技箭は加速度的に進歩し，その

過程では健康問題への対応も異なってきた。

ない。 これからの看護学の慕盤には健藤科学あるい

現在: 初めての仕事は，熱電対を用いて は人間科学の領域の重要性が予測され，社会

の護法の実験であった。教える場に立った時，

翠法の当て方だけでなく，貼用によって生体
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の変容を見鋸えながら広い視野を持つ人材の

育成が看護教育に求められることになろう。



特別講演

伝統を越えて

-演出家 茂 w千之丞

慶 長 京都大学罷療技術短期大学部 近田敬



特別講演

伝統を越えて

我々が現に受け継いでいる髄鑑ある伝統は，

次の世代へ伝承すべきであり，又それが伝統

の継承おとしての責任であることは言うまで

もありませんO

しかし，それを次代へ引き継ぐ場合，唯j呈然;

と{云統に対していてはならないと思し、ます O

それが真に継承に{諒するか否かを判f析するこ

とが大切です。タトi語的に F伝統jのレッテルを

iめられているものの中には， とんでもないま

やかしものが含まれています。 r伝統Jを権威

づけるために虚飾された『伝統，私物化主れ

rîHfflI~イとされた F伝統j …一関えば f家冗j とか

った源j玉名を{、jけられたものの

狂言役お・演出家 茂山千之丞

中にも，長年のrmに歪められ，搾り符えられて，

その伝統の持つ必然性やリアリティーを失っ

てしまったものも混在しています。

伝統を自己の責任において次代に伝えてい

くためには，そうした伝統に対する懐疑や批

判がなされなければなりません。百わば「伝統

の批判的摂取Jの心掛えが必裂です。

そして更には，伝統と言うものは決して絶

対的なものではないことを知らなければなら

ないと思います。伝統はそれぞれ告己の価値

、I'IH析によって対処すべきものであり，各個人

にとっては言わばゐつの素材に過ぎません。

伝統はそれを超えて行く者のためにだけ

実体:ま，読の伝統とは縁もゆかりもないもの するのです。

ですの又ーはみ;物の伝統らしく見えるものの
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招轄講演

了HξORYAND RξS王ARCH FOR CL I N I CAL 

KNOWしEDGEDEV正しOPMENτ

通訳

Callista Rov， R.N.， Ph.D.. F AAN 

Boston 

明銘加

高知医科大学

Theorist 
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片岡万



招轄講演

THEORY AND RESEARCH FOR CLINICAL KNOWLEDGE DEVELOPIVIENT 

Callista Roy， R.N.， Ph.D.， FAAN 

Boston Professor/子~urse Theorist 

The strength of nursing comes not only developing nursing science are included. Thε 

from its numbers， but from a unity in our scientific and philosophical assumptions of 

common beliefs. beliefs about people and the model's view of the person are described. 

beliefs about nursing and the purpose of our Emphasis is given to twenty-five years of 

professional service. Thes巴 common beliefs work to describ♀ cognator proces-

are highly relevant in dealing with global ses. 

social and h巴althcare concerns. Secondly， Particular examples ar、egiven of st!、仕

as a practice discipline we have a pluralism tegies in theo1'Y development and 1'esearch 

of models fOl合 practice，and clinical speciali- using the Roy Adaptation lVIodel of Nursing 

ties that can be used to makεour knowledge in the two clinical speciaHies of pediatric 

effective in to contemporary needs. and n台urosciencenursing. This p1'ocess ル

This paper a brief discussion of volves in clinicalεthat 

an common 。f have stimulated resea1'ch questions. Further-

then the task o[ know- more， it shows how both qualitative and 

out of， and in 1'elation to， clinical l'♀search are used in developing 

The overview pe1'spective includes within one theoretical framework 

current beliefs about nm、singscience asserted fo1' nursing. Knowledge then returns to clini 

nu1'se scholars throughout the じnited cal practice. An for futu1'e nu1'sing 

States. The relationship between this emeト science based on the Roy lVIodel 

ging unity of assumptions about nu1'sing， is p1'es巴n1ed. This includes two b1'anches of 

with th告i1' underlying philosophical stance， nu1'sing sci♀nce， a basic science of nu1'sing 

and the Roy Adaptation lVIodel is outlined. that s11'ives to understand the adapting pe1' 

Both an histo1'ical view and 1'ecen1 deve- son， and a clinical science of nu1'sing that 

lopments in the use of the Roy model for focuses on how nu1'sεs promote adaptation. 
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シ ン ポ ジ ウム 1

8月4s J 15 : 50~ 18 : 10 

の目指すものを獲存するために

メIJ

早川和生 (近畿大学)

シンポジスト 高野 11出

なぜ大学(4年寄JJ)が必張なのか

{ql 斡子

明日につながる

片田範子

における

はどのようなものか

羽 UJ 出美子 〈東京援科幽科大学)

アメリカでの動向から学ぶもの



司 会の言葉

ム
コ
子
口

世
十
ヂ
土
中
，

J

ハ
H
H
ハ

近畿大学医学部

監擦の世界は， ~長続法第 2 次改正(案)を始め しての Strategyそ活発に

としてiEIこ激動の時代に突入と会っても過言では

ないでしょう G 看護を取り巻く環境は，急速に変

化しつつあります。こうした時代の流れの中で，

これからの看護学の展開を看護識は主体的かっ強

力に進めていく必要があります。本シンポジウム

のテーマ「看護の尽指すものを獲得するためにj

は，こうした時代の流れを反換しています。

看護i践の日指すものとは，我々多くの者にとっ

て立のプロフェッショナル(専門職)としての地

と古って良いでしょう。社会の中で自立

した立印ある織:主人として認知され，知的にも技

始。がjにもおされる存{I:になることとえ‘えま

現イ1:，この I~I訴すものを獲得するため議来同と

42 

る必:裂がありま

ず。

本シンポジウムでは.特に者護の教育面(基礎

教育および卒後教符〉を中心に， rなぜ大学:が必

要なのかJ， r明日につながる継続教育はどのよ

うなものかJ， r石i護A学i誌で‘の教育についてj

および「アメリカの動向から学ぶものJの4点に

ついて各シンボジストの方に白論を展開していた

だきます。更に， お二二人の指定発言者からも笹口意

見をいただき，活設の日指すものを獲得するため

に行うべきことについて討論していただく予定で

す。フロアからも活発な御意見を11¥していただき

ながら議論を煮つめていきたいと存じます。



なぜ大 ( 4年制)が必要なのか

米国で総fT大学における して40

号r~隷学溺渋絵衛生短期大学 高野 III員子

学部が飛躍的な発援を遂げる時代に，大学教育

年後の今日，ようやく日本でのいくつかの綬大が， なしに専門家が育成される道はないと私は考えるC

4年の大学化へ向けて呉体的iこ重与さき始めた。型 私の恕怒とする者護の為の大学

(者護科学部)として設置され， この学部は修

とこ

して生ま

のctで必熱:的な計imと

として

iこ，キ 1)ス

ト として

日までお年

く~.

出発した。そ

，
 

j
 

1
3
 

2
5
 

i
 

システムの中で

と

日

スト

する

この

大学で育成されるもの

らuる。

として次のよう

能;こし，芝まかな人fm殺をはぐく

した人格をもって{役者にjふJt

る

ることもあって，

ない条件である

し探究する

る

るために務かれていく c

体系化iこ向けて専門者に関われる設も

'である

3. 

と学生i立地のさ子:間分野の人々 と

し，社会的な力主主びへんスケ

うO そし ること アについての法し うo 1 CNやWHOが

ができ，その分野;こ明るい者護者の養成も討議し 提唱するブライマリー・ヘルスケアを達成するた

ている。継続教育として大字院を設設しスベシャ めには独立して， f自の学館分立lFの人々と提携して

リスト，管理容，教育者，研究者の数奇も，近い 機能できる専問看護者が必嬰である

とし られている。
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明日につながる継続教育はどのようなものか

J
U
!
 

，asa 
げ
ハ
ド

念
日 朝京都大学医学部附嵩病院

現在病説で教育を担当する立場から，シンポジ

ウムに参加させて頂くことになった。

医能を取り巻く環境は，刻々と変化し，看護婦

の果たすべき役割も，ますます多様化，譲雑化す

る傾向にあり，高度な知識と技術が求められてい

る。

当大学:病読は，医学教育，研究が最擾先される

状況にある。一方，高度先進霞療のにないてとし

て，医学:の進歩に伴い， u長線の内容はめまぐるし

く変化し続けている O

医療現場は， i改新機器!こ取り[JfIまれともすれば，

データ…処.1]1，報告におわれ，ベッドサイドケア

に釘やす時HIJを縮小せざるをえない状況にある

そのような状況ドで，看護婦の来たすべき役

も拡大しその対応に苦癒しているのが袈状

である

しかし臨床で看護する立場にある私達は，

f患者の綿々のニーズを把握し，患者の立場に立っ

た質のおい看護が提供出米るJを目的に日々の業

務に取り組んでいる。

当i誌での，継続教育の内容を示し，皆様からの

ご意兄ご指導をi頁きたし、。

毎年4月lこは，約15%弱の新人程護婦を迎え汀々

の者護のレベルが抵下しないよう，業務を遂行し

ながら，新人教育を実擁しているのが現状であり，

fゆとりのあるj環境ではない。

敦子まは，看護部教育プログラムに添って，各者

殺単位万1Jに，主toHlJ計闘を立て実抱している。集合

教育と各宥護単位邪教育lこ[足分しているが，設外
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研修への参加も積極的に捻進している。

新人看護婦の場合，務院組織， {岳部局との関連

を理解し，日常業務を賠燥し，

として自立するには，かなりの時間を嬰する。業rr

~-年自の歪1J逮呂擦は，各科，多少の表現の差は

あるが下記の内容である。

1.その科の特殊粧を理解し，各疾患、の治絞介助，

者護が展開できる

2.基本的な看護技術がiE篠にできる

3. チームメンバーとしての役割を理解し，実行

できる

4.側々の患者に応じた基礎的な，看護行為がで

きる

5.後訟の指導ができる

教育方法については，オリエンテーション，講

実技出導， Z起銭，研修会，自己学習等であるc

教育資料としては，看護手順，業務手JIIfi，

護計画，各科オリエンテーションプログラム，チェ

ックりストによる向己主判断である。

実強には，全体のオリエンテーションの後各科

に記属され，マンツーマンでお導を受け業務内容

を理解することから始まる。

新人の資質は， /rf-々 変化する傾[;'J'こあり，その

中で臨床の指導者の戸惑いは，鞘り知れないもの

がある。法礎教育の目指す内容と，臨床の場での

思いが一致し，者護のレベルの ~'JJ'.を目指しての

協力体制と，創設，地域レベルでのより…痛の教

育{おじ1Jの擁立を望む。



者護学における大学院教育

私に与えられたこのシンポジウムでの課題はア

メザカで大学説教討を受けた体験と現イどの験場で

ある型路加右護大学での体験を通して看護学にお

ける大学説教育についての私見を述べることのよ

うです。それぞれ異なった場所と空間での体験で

型路加者護大学 j守田範子

ルへの期待が修士をもっていることが普通になっ

て米たことです。修士レベルで期待されているこ

とは臨床での専門性を延ばしていくことです。博

士レベルでの期待は岳分の専門性のr:tからさらに

深く看護の現象を掘り下げる研究的方法を修得す

すので，どのように展開するのが良いのか写汚労 ることにあるの 9年まえとの違いは，その

しています。私は#護学は実設を通して発展して 専門性を延ばす分野の選択が多様{としていること

いく学問だと思っています。どのように大学説教 でした。場の部柘が進み，計然とされる漏があ

の発援にかかわるのか

いと皆、います。 は，持の流れに

あてて見た

した{卒;

験を述べます。実務のシンポジウムで肉付けが111

るようにしたいもの

私は， 1970年代の了度中4'-1こテキサスで修士課

程を修了しましたc アメリカは広いですから，

に1970年代であってもきっと他の針?とは異なって

いることがたくさんあっただろうと忠、いますn た

だ， 1970年代はアメザカの看護にとっ

援が盛んなときで，政前かちの焚学金や大学への

仏学生数も多かった時期です。理論つ

てなんだろう，

カリキュラムの搭築の仕方などが呂新しく映った

ものでした。また，クリニカルスペシャリストと

プラクティショナーが教育背;設で戦っていた時期

でも右ります。実践の領域でヱキスパートになる

ことと専門職としての者護の拡大への翠要性が摂

}長にあったように患います。

それから 9年余りして，西海兵之のサンフランシ

スコで学びの機会が与えられました。修士課援に

いる学生数は300入を越していました。カワフォ

jレニアのこの大学自体が大学説大学の影態をとっ

ていることもあるため，学生数に差がiれたのでしょ

ることかちと長じている現象なのでしょうc

それが太平洋を越えて日本の大学院の場合，

としてはやっと同年を向かえようとし

ている時期です。次第にクリテイカルマスと

れる，向かを言語かしていく事が吋能になる

し始めているのではありましょうが，それぞれ

の分野ではまだまだ分散して活動せねばならない

のが現状のようです。 II与の流れは効来的に進んで

いれば，修了生の増加をもたらし，そ

きや大学のきを通して，者護へのお:会の受宥の

ありかたが変科するのを劫けるはずです。 また，

としで していること

えると双方の発援が結果として生ずるはずです。

側々の学生がそれぞれの日的を持ち，見なった

分野を1m妬しようと志している人の接まりなわけ

ですから，意欲的に勉学に取り組むことは古うま

でもありません。大学でも大学院でも教育体系が

作られた月rrで、の学科Iは，能率良く自分のものにし

やすい科点があると}どいます。 与えられた選択の

余地の広さ，選択外に行動しうる余地の!よさをど

う学生が使いこなすのか，組織と学生の相 i工作III

です。どちらか一方がかけたとしてもうまくいか

ない，その主体性が大学院での学びにはっきまと

うC しかし感じたことは，全綾的 レベ うのではないでしょうか。
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アメリカでの動向から学ぶもの

東京医科病科大学: 訟学館保健衛生学科 羽 llJ 山

真に社会から専門職として認知される

ためにはどのような要件が必要であろうか。看護

職は， これまでに専門職化への努力をしてきたが，

どの程度までそれは実現されているのだろうか。

そして，今後さらに，専門職としての確立をめざ

すためには，どのような要件を整綴する必要があ

るだろうか。その要件を満たすためには，どのよ

うな手だてが必要とされているのだろうか。

今自のシンポジウム・テーマ， “看護のめざす

ものを獲得するために"というタイトルには，日、

J-のような者謹識のあり方を問う関いかけがいく

つも隠されている。そして，暗黙の内に，敦子fが

専門騒化への道を進める aつの重要な手だてであ

るという答えが;J示唆されている。すなわち，

および大学院における者護の教討を促進:きそれか

っ，続続教育の充実をはかることが当面の課題と

して;是ノ'1'されているC

ところで，看護の大学教育では諸外弘!のiやでも

群を抜いているのがアメリカである。 1950年代か

ら看護の大学教育化を目指し '60年代 '70年代

にかけて圧倒的に者護の学士諜稼の数奇増やし，

それにともなって大学院llW程も整備してきたな985

年時点で，学:士課程453，修士諜程131，博士課程

35が設罰されている)。専門職化への道を，教育

体制の繋傍という観点からみるとかなりのところ
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まで速しているといっていいのではないだろうか。

もし仮lこ，専門職化を，教育，実践，研究，組

識的影響という 4つの側面から捉えるとすると，

アメリカの宥護における教育出での成果は地の{側

面にどのように反映しているのだろうか。この場

合，専門職化を捉える視点とて，実践i対で、

の独自の機能が確立し明文fとされていること，研

究崩では者護実践の理論{ヒ・体系化が行われ看護

学が確立していること，認識的影響というの

議職能間体の社会への影響力を指すとしよう O 者

設の大学教育{tが進むことは，専門職としての確

立にむけてどのような貢献をするのであろうか。

いくつカか〉の;撲英索から子日l本の石

ると，いやおうもなく，護の大学教符課訟が少

ないことがわかるO まず，一つでも大学そ増やす

ためにはどうしたらよいのかという実際的な諜認

が自の前にある。質を考i長せずに数さえ増えれば

いいというのではないが，数を増やすための戦略

と前ーせて，大学ではどのような右護礎教育をお

こなうべきかという，内容に関わる課題を追求し

ていく必要がある。

右-護の学士課棋を増やすためには，どのような

運動が必要なのだろうか。その実現を妨げている

ものは何なのだろうか。どのようなこと(内谷)

であれば，実現可能なのであろか。



シンポジウム E

8丹5臼(日) 14 : 40-17 : 00 第 1

断jとそれが者護に与える

井部校

中木高夫 (滋賀医科大学)

シンポジスト 拾木光 (大坂大学際境技街短期大学部)

は教育にどんな彰警を与えるか?

立高 (議袈県立短期大学)

看護診断をどう教えるか?

阪本恵子 (日本赤十字愛知女子短期大学〉

看護診街は看護ケアにどんな えるか?

題井律子 ci設費援科大学誌学部開属務読)

臨床の現場で看護診断をどう学んで行くか?



司会の言葉

要路加看護大学大学説博士諜緯 井部俊子

滋賀援科大学 内科学第 2講座 中木高夫

看護過騒が「看護実践の核心であるとともに欠

くことのできない本費でありJ， rあらゆる看護

活動の中心となり，どんな場合にでも，どんな準

拠枠内でも，どんな概念や理論にでも応躍するこ

とができるJ (YuraとWalsh) ものであること

については，ほぼ異論のないところだと患います。

この看護過寝をシステムとしてながめるとき，そ

の背景に問題解決過程が浮かびあがってきます。

問題解決過程は鰭略化すると， (1)情報の収集，

(2)情報の分析(問題の把握)， (3)問題解決策の

如実施の 4つのステップを繰り返すもの

といえます。私たちは問題解決過複を， 臼常の生

活において，ごく自然に身についたシステムとし

て用いています。専門的職業においても，問題解

決過程はごくあたりまえのこととして行われ，ス

テップを意識することもないくらいです。

構報の収集から計踊の実施まで，それぞれの段

階で専門性が反映されますが，なかで、も重要なの

は矯報分析をした結果の表現です。たとえば，託

部は身についた専門性である医学を駆使して，

さんの底学的状態を分析し，そのためのテクニ

カルターム(専門用語)である「梼名jを期いて

表現します。

看護においても，当然，患者さんの者護学的状

態の表現としての専門用語が必裂になってきます。

それが，本学会のメインテーマである「看護診断」

です。

Ann Marriner は審議過程をつぎのように分け

ています。
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1.アセスメント

(1)情報の収集

(2l情報の分析

(3l看護診断

2.計罷

(1)優先JI関位の設定

問看護目標

問看護介入の選択

3.実施

(1)看護行為の実行

(2)拾:報収集と分析の継続

問者護計画の検註

4. 評価

(1)目標達成の評価

(2lケア計画の再アセスメント

最近では，これこそ看護の専門性を具現化した

ものとして看護診断の重要性が認識されるように

なり，アセスメントの最終産物といった捉えかた

から，アセスメントと計踊との間の看護過謹の独

した一段階と捉えられるようになってきていま

す。

看護診断の開発が進み，そのリストが充実して

くると，そのリスト全体は看護の範閣を表すもの

となり，ときとして不明確なものになりがちだっ

た「看護jの姿が，明瞭な形に焦点を結んで、きま

す。当然，看護教育の場にも，臨床の場にも，看

護診断の影響が現れるはずです。本シンポジウム

の目的は，その変化に積撮的な意義を見出すこと

です。



看護診断は教育にどんな影響を与えるか

大阪大学底療技術短期大学部 松木光子

看護診断は看護退程の lステップであるが，そ

れは看護婦の扱う範践の診断であり，アセスメン

トの結論としてクライエントの問題状況を示す欝

潔な要約記述である。

としての養護過程はJ2J、前から教脊

されてきているし，そのな と言うこ

とも決して自新しいものではないG しかし， この

方法論には中身は無いのであるO その中身の入れ

している。各者護婦は各自の

知識や技能を投入していく。従って，方法論だけ

でなく中身が模めて大切なのである。

特iこ，中身に関連する体系的知識は今までのと

ころ不十分であり，診断カテゴリーも路発されて

なかった。しかし， 1973年以来，北米においてこ

の診新カテゴリーが勢力的に開発されている。ま

た，診惨?にたいする看護方法についても開発が始

まっている。そして，それを実務に適用し始めて

いる。これらの勤きは者護学の体系化iこ資するで

あろう。

そこで，上記課題には知識をつかいこなす衰護

過程の強化と雷うことと，その知識には診断カテ

ゴリーも含められるだろうことがあるように思う。

そのため，看護教膏には次のような影響があるだ

ろう O

1.者護韻念と看護遜揺を結びつけて系統だった

教脊が可能になるだろうo そのため，理念と

設の家離を訪ぐことができる

2.診断カテゴリーは看護の守錆範箇となるので，

おいては教脊分野を設定する

ことが容易となる

3.審議学を審議診衝とそのアプローチで講成し

カワキュラムも看護診額の鐙念的枠組みで看護

学を編成することができる

4.者護教育において看護過程，特に診麟過謹を

強化することによって看護を追求する姿勢と方

法を身につけることにより，持来騒々の状況に

対応でき問題解決のできる看護婦を育成するこ

とができる
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看護診新をどう教えるか

超高齢化社会を迎え，めまぐるしく変貌するで

あろう21世紀の看護を担う学生に求められる能力

のひとつに，看護診断能力をあげることができま

す。したがって卒業までに看護診断にいたる過程

をしっかりと身につけてもらおうと苦心していま

す。成人看護学(精神看護学)における取り組み

について報告し，ご意見，ご劫言を]頁きたいと思っ

ています。

看護退程について学習するにあたって f看護診

という用語を使い拾めたのは 3年記iからです

が， r司様の思考過程を導入して10年近くになりま

初期の頃は，摺題の1(11tllにあたってへンダ…ソ

ンの「慈本的者i識の構成要素jをベース;こして，

患者の能駿な状態と現在の状態との葉を，身体的・

精神的・社会的制面という大きな枠組みからとら

えようとしていました。しカ主し， クラスタリング

の捺，心を病む人に接したことが殆どない学生に

とっては，靖報関の関連を読み取るのが大変な作

業でした。

そこで1985年に邦訳されたゴードンの f機能面

からみた健康状態のパターンjに添って構報を整

理することを試みますと，クラスタリングが容易

になってきました。とくにこころを病む患者の梼

題会見いだす際には，後半のパターンが f自己認

識一自己捷念J， r役部…関係J， rt:生一生殖J，

「コーピングーストレス樹性， r錨髄 信念J

A
V
 

F
h
u
 

滋賀援立短期大学 端 章恵、

に分類されていることで，情報収集の焦点が明確

となり，患者の問題がより的確に見えてくるよう

になりました。ところが f看護診断マニュアノレj

を片手に靖報を整理するのですが，どのパターン

に入れるかで悩みます。今年度は中木先生の訳に

よる看護歴を活用させて頂こうと恵、っています。

看護過程の中で学生が最も苦慮するところはネー

ミング，つまり「者護診断名j号をつける部分です。

ゴードンの看護診断名ワストの活用を勧めるので

すが，こころを緯む人の診新にピッタリとはまる

診指名が少なく，敬遠されがちでした。そこで昨

年，臨床者護マニュアル(リピンコット・マニ品

アル)の f精神障害者のケアのための審議診断j

とを併せて活用してみました。この 2つのマニュ

ア)ldこ示された診断名リストの中から， これに近

いなと思う診新名の定義や特徴，診断基準と

が得た患者の情報を誤らし合わせて可能性のある

診器名を選択する方法で実習してみますと，活用

訴の学生に比べて患者の皮定、がより明確に伝わる

表現になってきています。

1)ピンコットの看護アセスメントをみて靖報不

足に気づき，マニュアルを活用することで自分の

とらえた患者の問題がどントはずれでないことが

実感でき不安が軽減したとの感想が述べられてい

ます。

今後，交流分析理論を取り入れて活用し易いマ

ニュアルを作成できないかと模索しています。



看護診断は看護ケアにどんな影響を及ぼすか一一看護実

践に役立つ看護診断・目標・計画の記述一一

日本赤十字愛知女子短期大学 阪本意子

臨床現場では，問題点・ 目標・計調等の記 葬B.右側j片麻捧・陸位，立柱時の重みによる右

述がいまひとつ抽象的であるという問題がある 扇関節の脱臼のおそれ。 Goal 脱臼をおこさな

(とくに看護活壌の記述が抽象的〉。しかし，現 い……とは異体的にどういうこと

実には結構向とかうまく看護屡関できているとい 葬C.右乳房窃断能(大鞠筋切絵・浮腫・動かさ

う側面もある。このことは，

とは別に(すなわち記述とは}jIH:::)，ナース 1人

ひとりの特断・言!ー題による実強・評舘〈目壌と照

ない〉による右額lJj二日支・右諸問館の機能欝害(運

のおそれ。 Goal:機能額容をおこさな

い……とは具体的にどういうこと

合)にもとずし

いえる

しているからであると

るからそう 適切な養護自擦

のための清浄間欠

る知識不足。 Goal:退院までに

きる(表 1ノ

しているのである)0 要するに，現実は，ナース 尊D.

たり行っていることと，者護計器と 自

しての記述内容がちぐはぐなのである(ズレ)0 清浄関欠自

このズレを珂とかする必要がある。看護診新，と

くに目壌を明確に文章イとすることの重要性は皆潟

知している。授説的な すなわち， した

結果こうなる(結果の予渓1])という，外部からの

る必要がある。

ナースの研務会

とりくんでいる。その研穆会で

ログラム，

と看護災銭iこ活かす行動形成ブ

1989. 1050 

行っている

このよう
J-

そど

し，ナースカ渓擦に考 ⑪!実擁サる

えたり行っていることと記述内容の一致のための こうなる(=

と

、たい。加えて，

るかについ

アに ⑪ η
 

a& 
仏i
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竹
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ふ
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ン-フプ

どのよう しfこし、。 とりあげた問題は， した結梁，すなわち，

一一一一一……一一一一・…一一…一一一一一一一一一 T -plan， E -planを実施した結果， 長くなっ

不適切な審議昌穣 たのか，悪くなったのか，現状維持なのか，を半IJ

替A.手続による (程境 :Tココ38.5~39. 0) 0 誌rrする

Goal:発熱しない……とは異体的にはどういう

こと
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臨床の現場で春護診断をどう学んで行くか

滋翠罷科大学医学部指賭病続審議部 楼井律

プロプレムごとにSOAPという POSの形式

面をマスターすることは，それほど閤難なことで

はありません。それよりも，形式が整うにしたがっ

て，内容の不足やプロブレムと記載された内容と

が論理的 していないことが問題として浮き

上がってきます。

私どもがPOSを始めた頃のプロブレムリスト

には，主として疾患名があげられていました。

護上のプロブレムは審議独自のものであるはずだ

という実惑を持ちながら，ではどうすればよいの

か，正解のない毎日というのがその頃の実様です。

それに対するf拝答として現れたのが看護診断で

したの 「診断Jという言葉ーに多少の撹抗を感じな

がらも，向か自の前が明るくなってきたのを感じ

ましfこO

そこで錦様で行っている学習会に講師を招いて，

~tアメザカ看護診断協会 CNANDA) の看護診

断を紹介してもらい，その「要因の伺Jと「プロ

プレムJ を r~に関連したj という言葉で、結ひずつ

ける表現形式を学び，まずそこから取りかかるこ

とにしましfこ。

ところが，次に問題になったのは語訳された看

護診断摺語のとっつきの悪さとその内容の難しさ

でした。

翻訳用語のとっつきの悪さは fどうせ王手門用語

は難しいのだから，そのまま鵜呑みしなければしょ

うがない」という指摘もありました。事実，時が
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解決してくれ，掠抗感は徐々に簿らいで持きまし

た。内容の難しさについては，アメリカのナース

たちが毘指す看護と， 日本の看護婦が寵かれてい

る状況のギャップのためではないかと思います。

いずれにしろ，看護診断を身につけることは緊急、

の課題といえます。

看護診断の学習の方向性には 2通りのものがあ

ると患います。 lつは診訴を行う側からのアプロー

チ，もう lつはいまffっている看護持為はどのよ

うな看護診訴から導き出されたものかという，

ケアの{関からのアプローチです。

臨床の看護婦は，どちらかというと，患者さん

に向をしてあげられるかということに一番興味が

あるようです。幸い，アメリカでの看護診掛の関

も診断レベルから，治療レベルに進み，出版さ

れる本もそれを皮映するようになってきていまし

た。そこで，講師に紹介された 1間の本から興味

をもった疾患をとりあげ，そこに展開された看護

診断の 1つlつを分担して翻訳しました。さらに，

欝訳したケア計磁を実際の看護計部に取り入れ，

看護実銭にも初期するようにしました。このこと

は，自分の中の看護を再構築することにつながっ

たと患います。

さらに，カンファレンスを利用して審議計額の

妥当性を検討することや，事例検討会でプロセス

のオーディットを行うことは，看護診断のよい学

習の場になると皆、います。



実習モデル(Kyoko )誕生

思京都科学
本社
東京支扇

畿自己紹介在します

手よくKyoko目立、身長158cm体重詰約

151汚です。〈ケイコ〉の妹とし

まれ、締よりもずっとソフトで入

あたりがよく、 L、ろいろな{士三長が

できます。どうぞよろしくお騒い

致します。

喝パイタルサイン人形
@心音{立音量も調箭できます。

副長1専は左右こめかみ、 E蝦市長、

手苦で触診でき、速度も調部可

能です。

@温度調節もできます。

(075)621-2225 
(a) 253-2861 



08欄 33001ま，従芸誌のモニタシステムとは星雲なり率五しい綴点か

ら設計されたユニークなモニタシステムでザ。モニタ本体の

08-33001まそれE主体力、セントラルモニタとして，またインプ

ットボックスを銭綴すればベッドサイドモニタとしてそれぞ

れ動作します。このためシステムは祭軟に設計されており，

CCU・ICUや李総蒙などで活援するのはもちろん将来の燦

床やシステムの再築がでた縫合!こも充分に対応できます。

tヱントラ?モエタ
{盛大4盆}

ベッドライドモニタ
畑山山、

@ベッドサイドモニタとセントうルモニタi立共遂でプログラム!こ

より;冨定

012インチブラウン鐙iこ2支持~6 チャネル， et滋ft!j，トレンドグラ
ムを箆やすく表示

@繁言語タッチキーのj宗潟による関援;翠{宇{鐙滋スイッチを会みアヶ)

@霊雪面i立長湾問霊主主晃もうクな告にや往しいアンバー色

@インプットボックス方式を採用し慾大6t護主義の計総ユニットま

たはアダプタを麹み込むことがま司書室

• Ji)j自出雲警などユニットiま翠霞iこ率緩

@血行動慾やE手級劾懇のデータ入カ，言十塁率およびグラフィック表

示が可能

@ローカル・ Iソア・ネットワーク{しAN)1こより惚床表示や

セントラルモニタと接続および通信が可能

.1台のセントラ)[，モニタiこ24台のベッドサイドモニタを主室長亮湾

高言

.ICメモソカードによるデータ然号室やブリセットがE芸能

@記録著書iまサ…マMj式でε1霊祭考察官需， 6chf土綴i立心室護E室長
長寺翻反撃asG努力ミ可後

oME機著書の総合メーカー 事 7'7場悪事韓議鍾誼⑧
4>- 1:工 東京昔話文京区本郷小39イ fï(03)815叩2121<1~)



一般 演題

第 l 日

( 8月 4日)



一般演題ヰ臼第 1会場第 1群

1) 言語 79~主義議長選 E宮家試験問題における

話器沫検笈 003璽設問の分析

B*大学医学昔話然爆愛護塚門学校

o変緩玲二子、小)11すみf工、竹内登菜子、

裂しげ二子

臼本大学医学部隊派綴怒学教塗

熊坂一成

今@]も 5学年に引き続告、看護憲主予言における磁床

検至宝のありかたを探る目的で、審議長諸国家試験の

富島球検主主に関する分析を試みた。特に第 79@]より

看護珍新能力を問う状況設定問霊童が 60籍取り入れ

られたので、改正時Ijとの変化も紛らかにしたいと

考えた。

[幸吉塁走]総出塁き妻女 220皇室中、 童話E転校室主の知識が必

繋なものは 61!!lきであった。これらの間星雲から臨床

検授に関する Key Wordを遂び出し、 a本E長5転病潔

学会の)Eめた準高lj.卒後カワキュラムの分菱重 lこ談

じて、その内容を分綴した{表}。さらにそれら

の設鈎を、 自主雲分類学の'a知後}読のレぺんにさまず

いて分幾した総築、午前では TaxonomyIが約 90%

を!:[告さち、午後では TaxonomyIlが約 40耳、 Taxonomyl立

が 55%であソた。

[考警を・絵;議]滋床検ままの工員院はお白河争率、 一号2

検さ'Hこ多少綴ってはいるものの、会綴 iこ亘ってお

足立されていることが緩認でき、この点においては

望ましい傾向であると言える。

数済学約立場からの分析では、午後がすべて状

況設定問題に変わったことにより TaxonomyII ~凶

{解釈~間菱重解決レベル)が滋加し、看護診断能

力会問う設問としては街効であると蓄えよう。し

かし、状況設定問皇室の中にも 等生 iこTaxonomy1 

(想起レベル)の設問も含まれていた。

診断後移i 霊語F転言手{函

臨床血液学 1 2 1 

喜義E転化さ詳{合一絞) 6 70 

臨床免 疫 血 液 学 I 7 

堅議派 微 生 物 学 1 1 

総理・総総診新学 5 4 

喜義 E転生漆空宇 1 3 2 1 
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2 ) 緩床実習を効条約にすすめるためのグ

ループ浴室誌に関する一考察

銀至宝学関短期大学雲雪量撃科

。伊藤美E草子、 量発a;繁子、 岩護費裕子

目的:グループのまと家りが、 グループへの護選

定渓や震基床実習効系に影警警を与えることをsJlらか

にする。

方法:本学(進学務懇)の 2学年、 48名 o君
子 4名を含む)の学生を対象とし、実習書立にソシ

オメトリックテストをさ認絡した。その線系より A

・B・C.Dの4グループ4こ綴主主し、実習中、実

習後に同テストをfjい、然E遺構霊童の変化をみた。

蓄電A.B芝については、 5経習後}こアンケート議室まを行

った。また、喜善沫実務効5裂をみる指擦としては成

緩をfflいたe

棄事終:祭Elf害警遂について… [Aグループ]グル

ープ内の選択委主は機加しているが、グループ外の

選択数は滋少L，ているむしかし、絡IL滋択数は減

少しており、また、周辺審が成長の半数以上を占

めている。 [Bグループ]笑霊安中、 グループ内の

選択費支・絡 IL~議決費支は、 主事{遼を示している。主審辺

委を・主主ti.草子はいない。 しかし、笑轡後はそれらの

数は滋り、燃辺者・擁立造まがいる。 [Cグループ]

選択数・綴互主義絞警交は、 グループ内では機加し、

グループ外では綴少している。 [Dグループ]周

辺各・孤立姿が王手数以上を占め、残りの成長も 2

つに分かれている。

グループに対する縁起草芝…不潔が少なかったの

は、 Bグループであり、絡のグループと比較して

も溺足度が認かった， ;援に護者f毛皮が{低い綴!勾にあ

ったのはDグループであった。

E支緩について…主主緩は喜善い方から B、 A、 C、

Dのi穫であった。



3 ) 高校衛生器護科の校内実習に関する考

察

熊本大学教青学部春護課穀

つ大田ゆか号、今井好子、策編守二窓

佐々木光雄

高校衛生看護科における者護教脊の中で臨床実

習の占める意義は緩めて大きく、臨床実習に出る

ための基礎教脊となる校内実習は甚だ重要である。

そこで、九1'11内治、

12校の校内実習担当の教締28名と 3年生483名令

として校内実習の実態を摂関紙法により

した。

結采

1.教締の校内実習の位置つ九十は、

技衝を身につけるjよりも子教科警に基づいた

つける fこ近いものが多かった。

と君子護j と f診療と君子護j と

時間数は84待問から 245

3. -デモンストレー

であった0

5.校内実脅の問題点については f物品不足、

は物品が古しづ f教錦 1人あたり

すぎるよなど、学校運営上に関するもの、

徒同士の実習のため緊猿惑がなLづ 「時績不足j

など、教師の努力により改装可能と患われるも

の、さらに f手s議会教えるのみに終わっているj

と窮誌の方法が違う jなど、校内実替の

鱈題iこi上どまらず、者護教湾全設の問題とも言

えるものがあがった。

熊本大学教育学部では約li年前に類似の譲受報

告があり、当時の報管と今題の議査結桑を比べる

と、校内実習の抱える纂本的な簡題はあまり変わ

っていないように受けとられた。

ヰ) 襲撃E草翁毒事務の稼棄と認議

名古媛大学廷を蒸技綴短潟大学部老若護学科

O~反ロしげ子、工藤ハツヨ、小笠}京知枝

控室i墨書愛子、 i.l<渓磯子、安芸豪祥子

霊草Eま笑習指導lま， 主襲撃撃な愛護士暴言耳で， "d，どさま

な立主警の滋床滋害事警によって遂められている@従

って，学生の体験全学習は霊童夜指導者Lこ多大な影響

そ受けていると考えられる@そこで， t量理事者の事号

室設と，かれらが審議および捻遂に衡してどのよう

に認識しているかを恕鐙するために務交を試みた。

後験者は平成元年渓愛知終審議協会3::1畿の，臨

床笑習指導者講習会参加者 138名。議官~ll警にアンケ

ートおよびY-G俊幸善後変iこより， -J専務室量殺2契

機した。アンケートはプロフィール (5境問)， 

t程遠事 Lこ言語ずる認識 (4~翠êI)を内容とし， 主義数慰

霊芸とした。その総擦は以下のとおりである。

1 . 箆Eまま設毒事務のプロフィー 1t.-。平均年議告は討

議室， 餐畿の経験ま手数1¥.9年， 後遺事寝室緩ま手数4.6主手で

るった争犠伎は愛護綴54%，之校26%，長警災10%，

警宣言~10% であった 9 辞令ば紛争誌が号をけており.主8

%の受議彰台1平均208僚の奴惨を受けていた。

2. 指導撃に箆ずる認滋は，1)繁華~(こ x~ ずる 131雲，

2)爽習場における銭関題， 3)治議事後の感怒などに

ついて検討した。1)では83%が笑習にますして131警

がなく，終2こt資導者としての総力不足60%，意愛護

の表日議不足37%を怒E討にあげた。 2)では，総務方

針の弓q数液29%，指議事への治銭的選義援25%などが

f室長蓄された。 めでは， t審議事方法38%，露f違反23%

などに際迭した慾怒が述べられていた。

3. 認議への影警察を奪還{立，辞令の幸喜警警， 指導事経

験， i斉悠の有棄をなどから分析すると，いずれの綴

{立も捻毒事選まとしての舎を力不.@.~量殺く認識していた。

笑苦言壌の総務怒はま看護事緩草案ま手数および辞令の軍事実ぎ

によって慈雲亀がみられた。を斉綴の季害警警はま謹毒事への

慾援と 131蓄欠如の肉祭iこ妥爽古主主主じていた。

4. t設毒事審の Y-Gによる内約綴寝苦ば D務38%，

A祭28%，C務16%，B務13%，E雲孝4%であった e

警察伎との務長撃では，数窓および主任:立後終的安定，

社会約霊童応，外向的思考忽の綴向にあり，終lこ教

室rtま後事者lliiにおいて，ま径は浴室主役においてその

養護向が強められていた。
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5 ) 看護学生が総床実務で体験した役it:J出来事

の分析(その 2)

元雪雲母女子士宮期大学 O村本 洋子

鋭イ耐火学大学院経済学研究科 目雪山 鉾

江東区健康センター ψ村主主祐三宅

千さを大学i:f護学部選議実践研究指導センター

内i毎混

昨年度の本学会第 15郎総会において表護学生が

梅床実湾中に体験した性的防来事の内容の分析結

果を報告したが、体験した性的出来季事の感じ方、

その対処・方法には学生俄々の生予言隆、生活体験

、学習等が関与すると思われる。今回、飽床実習

中に体験した性的出来季五の有然、体験した内容、

そして学生の 背 受 お よ び ? 家 庭 父 毅 牲 と

いうコトパ自分自身5などのイメージについ

て調査した。 対象i立、私立看護短期大学 (3年

波殺)のすべての臨床実習が終了した 3年次のさF

ゑ35;:3で、 3年長iJの喜怒床実習中に体験した性約出

のうちでとくに印象に残っていることを緩をき

したれ例 18例とそうでない学生時名とのすべてに

アンケート )j式でその??茨を潟殺した。学生の

11 1ま、列議i慾:ff34 名、核家;後の言語 31名、~、りっ

こ 2;f，、兄弟 3人以上が15名であった。

!さ父 ごft'J'というコトパ 自分自

身ぶなどのイメージについてはそれぞれ協子分析

を施行して、 3t双子を主主役iした。すなわち、 5雲支

j窓Jの f1 :あかるいJ rコミュニケーションj

f父貌との会話雨続は衿がよいj などが3主将

され、 f2: r i河殺の伎役割Jf3: rしつけ j など

がみられ、 5父童話2ではfl: rt主主主主さJ rたより

になる安心できる Jf2: r三記念っかう Jf3: 

f楽しいJ rあかるい j があり、 ?伎というコト

ノでi士、f1: r IまずかしいJ rざけたいJf2: 

「弱点いJ r楽しいJ rドキドキするJf3: r興

味がある Jなどであった。

それらの 12関予のお関は、 2父童話3のはど支

!なj の f1、 F殺というコトパ3のf3と el分自身

の f1、 Ii' t'l: ~の f2 と 5家庭三の f2 、 5父毅三の

f1とま!i筆3のf1などにお慈;の初演がみられた。

まずこ、 性 的i必至長畿の体験の手事実震により 5家庭j

の口、 5性急の f2にヰミ主主のまをがみられた@
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6) 子どもに対する学生のイメ…ジの変化

悪霊祭筏科大学箆霊安技術媛期大学

O 仁ド 議運T‘中尾久子

二子愛護大学緩護学章容密主菱3短長量級交総務センター

内海 j晃

昨今子どもを知らない学生が綴加している e 学

生は 3年間のさ詳'la滋事室 iこ必いて、子どもをどのよ

うにイメージしていくのでおろうか e 上EBI品"イ

メージ l立行委舎の怒寝室伝言語く"と述べている。イメ

ジと行動の綴総殺は災後が:t.となる蚤議行動 iこ

さ重要な霊長警警な与える。凝って、第一段滋として、

学生の 3年閣の“子どもへのイメージの変化"を

明縫!こすることな試みたので絡をきする

方法:(1)議室主対象は入学療f去の 1年生 60名、

2年生 iこ霊童数i1ft交のち 9名、義語長転三宅事まの終了した

3 ~手生 4 ラ名の計 1 ち 9 名。 (2) 4 0 J翼尽からな

る形容認対 i立学生の予告蓄認交をもととして作成し

た(3)形'f4.認立すは 7段隊法 iこより委主愛 Itし、そ

のずメ ジ主主因子分析法 iこより後討した ο

争点渓および考察

会学年第IJイメ ジの沈毅

どの学年も、子どもは緩やか、動的な、苦笑しい、

明るい.妻子さなどの形容認の得点が言語く、反対 iこ

緩い、つまらない、震をしい、港線ななどの彩容認

の終点が低いや得点三査は 1"手主主と 3王手主主の簡では

p<.OOl、 ヱ年生と 3王手生のi習では p<.01の手子主主

援を示すイメージtJl多い

l])学年JJIJイメージの綴関

1浮き主では妻子さ.雲寺毒素草案い、豪雪しみや苦いなど

の形若手誇{こ代表eれるように、子どもの見方i立学

生の慾僚が中心をなし、 2杯全ては白い、蒸しい、

議室雲など学生の 13!こうつるイメージとはり、 3年

生!こなると緩やか、委長約、長議後など子ども主主主長の

活動約な還をへとえ方tJl変化守るふ以上から、学生

が子どもをまイメージしていく長霊祭!革、!3己の慾緩

や心であった 1.:手金i立、 2l手金になると害事霊堂島守護霊

祭室長が意義わり務約なものへ、 δら{こ 3王手主主におい

ては動的なものそ主認め誇るようになった。

ミま}学年総段よ子分続の変化

関子分続により冬季撃のおそ子がみられ、上認の考

察盗塁霊づけるものがあった



7) 子どものぞ人的記録e のためのアプロー

チ(寄i2綴)一学佼{こ必きさな絞念枠組一

大緊語的、'r:fI'議室:'El奴k.学:

m鈴木野総菜

はじめに

T!-l警の対象とえp;人を余人民Hこ抱嫁することは、

n議過ねのfえら夜祭主主部分でありさ?議アセスメン

トiこはかえまらない。，、i';!tがす7議室滋夜ミを学言ぎする繁

しさの'つは、この令人員!.Ji包装芸である。 努 l綴で

は全体的作伐としての人!i司令金砲の f人認め発達;

としてとおえることで、子どもの会人約恕採がで

さことがわか勺たっ

ノテニジ r人務め告をj笠(!)緩念特薮iが、イ学生iこ

とぺてら子どもをとらえおとさに役立っかどうか

会、 i 季初IJ(!)n漆滋耗与を委員り返って検討 Ltニ。

続交ji法

ややめ定ぷ室長及び教i認 の 勾Iれのお塚記録を

分析しとれ

予与の

や土、受持犯の絞殺i夜祭はしていたが、その

絞殺な菱重到していたにすご子むかつ允む受持予三iこ対

しでは、

. -c、

しそう七、かわいそう j という lttい

の必愛子主を ts. iJ、勺 fニc そ

ラトー/フの山人終給機能在宅iカ言語約十祭主主

を1去にしたす主III すそ俸としての人間!~こしての

人燃の絞殺そ学，!ごiこぶしに。それは、内つめ下位

(ぎi1 下役務あ~ぷ!勾役、言i2 伎十議i主~災

後、ぎi:-3役務造-)メ険、言<1門主務j設~気号室〉

から淡り、閥次がjおわり...てまf;めて会人的把銭

いえらめである。まず学{こ、 1'，tに済綴会人然

内つるつ H主主雪道iニ従勺でき妻子主之させ、 絞殺と

との関孫、つまり、際お?の関わりおいをはさせて

いっとれその絞果、学伎はF堅手?の関浅が見えた持、

fti]雲寺i二行議室必祭然会認議でき、関長挙終決への方

向然が主主まぺ fこ。 行議室滋ねi之、対象となる人与をうま

人告さに記録守る滋認で教義吉が十分iこ指導売をすれば、

あとは fH裂が~ Iこ還さ差益する。人絡め発途 jの綴念

事争議{主、学が子どもを会人民J1ことるるえる持{こも

行総であると;支えるむ

8) 
言語床実苦手記長会からみた絞級以袋の傾向

一役会約・心P者が:Jt.'ff設からー

島nf昔日!次子災等学校

O太郎後二子

子音芝大学手?譲??与がM撃とたE主税究お写室センター

与丹沢E君子

i はじめに

や伎のすliY税収集の肉祭i主、人泌犯i還の僚警警が専

門j;fl殺や絞殺の;.jミ主ささからくる情報収集そのもの

の持i襲撃であるとゅうことが術総されている。その

うち身体的後綴の収支~，まi七事支持哲学主主3であるが、社

会的・心照的税幸誌の i授~，まより問要撃でかつ計 i釘へ

の JX~会も雲撃しい U

そこで今季最の総務上の強溺点‘を E月らかにするた

めに役会的・心Fど詰'>)総f幸禁止立長ミの傾向とその;lt長老jへ

の以後状況を学，'1，の77j会見守 iこ分析したので銀総す

ゐ。

H 母校方淡

奈子安ゑ:手長支え<!'弓 J!~ 6 fJ ，こ、 き望形外科書話機で

2量llUの実子?をおこなったJmI世.総長とヂお等学校

'!， 1"潔 '，Ifr女終 2{f:， '1: 3 8 :f， 
，もわ!，の 11 ，~è JlIJ分綴

1，t'j: 2 2名 女役泳三?を受け持った守:生

J ~1 名

:n校jぷJミーを受け持ったさ子:後

汚名

:'1'むj設や'E {):f， ~dゴ:lJJ .Jr'なきをけ持ったや生

91九
%然jゑ.Jr-を受け絞った学生

?ず3

Jj 1J~ :実f1終 n変1~l!号以内 iこ長さめされた尖災

必委主務の分tir
lil 総)f~

1， 託子主約七守幸員以f誌の綴i勾とatlfIへの反絞状況

1 )や伎の絞殺収~の状況

2) *UIミ秘義iのマ:伎の受け持ち慾J守の性別々

lt孝之

;3) l!立祭十'11絡めr'j:'tの??設lllJtt絞

な) 11立-Ij~1是認のや伎の予行会lll)，受け持ちj慾誇

の性JlIJ々 た絞

ら) Ji;1!義務絡め計主導へのJii.後状況

2. 心均約七守幸蓄え立11ミの綴I，.JとJt爾への1記号名状況

1 ) ，学生のす;綴J/l(ミの状況

2) J[実繁務幸震の1:'1:のき芝 11持ち怒一努の然混ぜ々

J;ち絞

3) J!文集lIf織の学伎の子75そlJH七絞

1¥ )収支3絡事室の予伎のpjj;立lJlJ・きをけよ寺ち授、殺

のすを刻々 上む絞

行) J!立慾絞殺の言tt耗へのt話機状況
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9 ) 滋 F狂気望号における学伎のストレスに関

ずる綴究{その1)

ストレス委設の側主主とその分析

塁塁氾潟大学夜空費3支被安立級犬繁i5s事警護学総

つ毛主役i笑子、 E羽織さよ三子、Efll渓経三子、終回淡路

oヨ官官3今@]のカリキュラム欲IEにみられるよう

な~雲寺終容の減少を補っていく為;こは、学主主の三た

波長3への綴.f{;そ使途し、より誌撃ちついた次提言で談

滋:こ取り絞めるよう芸委員IJしていくことが急務とな

ってくる。

そこで今i沼、がさ主の塁語手記三宅護主 Lこ交すするストレス

のヨミ滋をUJiらかにする g約で、 Paganaの綴佼渓

ストレスぷH王殺(以下CS Q )を臼4s:~2} (こ災以、

深湾総滋 Lこ沿って実5還してみたので守護告する。

Jjぷ) :4:校の在員総宅渓n立、 1クール 3;議開の

よt7クー jしで守主了する。その 6クール!341;ろと 7

クール :37さきの学生:二、定例行rygの 終 了 後fをび各

後 (j)民休 み 持fIU0) 4 [さ;:ことだ3選じた。 CS Q 

、 Lalarus (j)ストレス舎に;三づいて f災どされ

ている。 r乏から災る P災奪三は、その

G 、也、

5 去で求者うるものである。

のぞ受ε:攻分析でお分・ 手

は 0.2 以上、クロンパックのt:A係数ば0.85

で 、 い ず れ も ー 淡E民)JAl¥Il fi貰を務たしており、子宝好守

合後のよちるタカ$1緩主まされた。 おゴ三宮'J妥当官室の者支

τ，，:スクリーニングテストで 31忍子力3書室主まされた。

そこでさ主じ母子分析後、パリマックス関紙を行なっ

た。 議主主認を寄与さ髭は52空手であった。 言苦手 11溺三子:ま f宗寺

是認約r'6'5t液状懇Jsg 2 ltI三子は 13b終的議簿状認雲菩

31調子は f努 ~-1B a的話芸惨状認長 j と熔ぴうるも

ので、 paganaの綴;廷にほぼー殺し fこ。 CS Q 1澄の

後対:3 琴子の実雲寺章受ゑiJijf設多をみるために、 C母

子とミ認すj絞識の二元首a畿の分数分析を行なった。

その奈選後、第 1綴三FLま初日に後も総く、 1~3 関

長32までは慾の綴 Tよりも絡{疫を示したが、!怒次長支

少し、 4@]!3では祭 21浅子よりも後7J)フ fこ。怒 2

C廷三F~ま 1~3 主主 Eヨよりも 4@] !37J5 あかった。雲蓉 3

ltIミ子は 1~3@] !3まで悠の関子より滋主査で一定し、

4lEヨ!3でさらに{ji;くなった。 8クール!3と 7ク

jレ滋では、首君主雪のコちが C S Q f複合t総かった。
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10) 総床潔習における学伎のストレスに関

ず る 係 資 ( そ の 2) 

ーストレス通遺産量における脅威とその分析

接話95雲寺大学長長議室技術短真芸大学務総潔学芸品

。悶織さよ三子縫El3美子 回綴様子 然 m淡路

うザルスの緩ま惑では、人は、認知的評{阪とれう

な話人的プロセスを滋して、ストレス的状菩るを害警燐

約か、 ~b 終的か、惑的かを言手{隠する。磁床実習

に交すするストレスそ、全浮き主がどのように認知して

れるかを言審査室したところ、挑戦的あるれは tJ怒約

と認知ずるよりは、事李総約と認知していることが

わかった。脅威とこは、 ミヂ綴約f議三喜であり、事塾長主的

とき手絡すると、玉沢潔警察の務長芝約後激的反応やさ主主主

学的反応そ起こす。緩い不安は、学慾行霊訪の立1Ji警

ltI子となり怒る e そこで、意雲氏三宅苦還において、学

生がどのようなことを護署長認を立とま手綴しているかを

よ謬官そし、学生の学登喜男告後玄室ずる主霊長tJについて五霊祭

した。

;忍主去三支び完全長会:パガナの支持究総長誌をもとに、事診察

の芽と緩笈そ総うもの 35.r廷!3そ手ぎする望者総数を

f下 F蒸し、学主主4こ王宝己終笈させた。本校の若宮主義iJlj:S廷

は、 1クール 3淡路を言t7クールで完了する。

その§クール 41:sと 7クール臼 37:sのゆ主主 l二、

長う日終了後及び:{?j.水器翌日のきt4協案5翠した。

綴祭 1)華客綴畿の:{?j.L実関と会主主の浴話語録護士:立会工認

!3 O. 4以上、ク U ンパックの&然建立は0・怖と伝道f疫

を示し、均約縫合空主力3綴認された。 2)スクリーニ

ングテストで 21双子が鐙認された。そこで金協子

分析後、パリマックス@奪三を行なった。議塁強還後与

惑は 48.7忽であった。後三F1 ~ま「総務・筏綴・議

jJIこ突すする臼f遂のなさ J、i濁ミFH ，ま ffl'll!事答との

録係主主力Lこ交すする自信のなさ j とi移びうるもので

ある。これより、我々の ft 完した縁関紙は[5J子治

芸1'''3伎を安まずる尺獲であると設える。 3)じ母子 Iの

得点は5喜子 Eより復滋 3こ長率い7J)、手話関号事長が認め

られた。これより、学匁に f忍議~ーとしてElßを

もたせるj かかわり方は透惑と三まえる。 4)空会i支Eヨ

の平均怒点の綴草寺約変化のパターンには 4つある。

務長認するもの、ほとんど変化しないらの、突雲還後

半 Lこ毒事務ずるもの、さ迄湾総了前日:こ者~11!Jするも以

である。そのパターンのちがいは、そのストレス

的状況のもつを左後と喜寝室祭器寺の学生の援かれている

状協の遂によるものと考える。



11) まそごだき還におけると学会三 0)ストレス:こ終

ずる筏交(その 3ルストレスと符ぎを不雪さとのj予選然ー

長室 t怠駒大 θ宇野ミ喜善宇宣幸寿絞葉芸大学総意?殺さ芋彩

()!DJil(総子、塁走路美子、 E百;滋さよ子、後!D喜告発

(潟約}終f金不安の路い人 i土、を菱総な条件ドでの

開票霊奪還淡殺事ぎでは‘ 点字望号;建 frレベル l士事n;:すると

二まわれている匂言語法実習という条千字下でも、 i可後

の義喜よ誌であることが‘これまで紛らかにされてき

た e 今問、学佼 l二重護旅3名誉妥ストレス喜怒愛媛{以ド

C S Q) 在三宅総した幸喜楽、 ?学 F舎は3実習に立すし、 事李

総約5李総・総議長会主好意義・ギミ 2喜一銭安約三李総e をして

いることがわかった。これらのことから、終十生不

安 iま、長義深突き?に立すすると学伎の料金援の途絡に撃手畿

を及;ぎしていることがT怒、されたので、その潟苦手、

をき長討することにした令

( )言法} 卒毛主 3年生 45:tちに、 STAIを露諸派災

対と然関係の苦李錫 Lこ突き撃し、さらに、 CSQを 1

7ール 3;議長u(n-念}の綴後jJIJ::た努?クール中

主~ Gあふいは 7クーんの、 L長官妥結JlJ Cむ終了後・各

;援本語遂げの主義体みの百十，1f"J災害さした e

{線機}終?を不安を傍点から・rf1・絞め詩書季 iご

う〉け さらに。 fプ汽 Q 0) ijt j;習得点を俊子 lllHこ践し

以下の~f，\\について検討した e

1 .終手金:不安と 3気予号初日め潟チとの関係

どアソンの本ft滋係数により、学寺f生不苦言i主、第 I

E母子{脅威的議後放棄塁} ・2認3G震予{手1客一長認否子

約喜多潜伏緩} とはiEO)総長還を示し、議;2 1お子(主義

護支がj喜多惨状慾)とは蓄電 (1)綴泌を糸した。さらに、

三つの綴総長室の発を宅金まさしてみたとごろ、学寺?生不

安 i主慾 1~母子と長室も関係会t 震いことがわかった e

2.終?宝弓cj<と 2毛筆若葉耳語II取の磁テとの露善意義

手寺後不安と災要望緩滋のニ二 j主義号護霊の分譲受分析を行

った@

務 11251そ子:芸事総 iま3実習会体 3ti還して. 中・主主総

よりも潟く、終 Lこ、災宝章初臼が棄まも語審かった e ま

た、if1.億総長H;こは手芸慈愛 iまなかった e

言客 2鶴子:告主総 i土実務会俸を返して、選言務より

も麹かった@

2露3留子:長主意字は実習会主主を i議して、 中・議喜善孝

よりも露五かった@ また、中・ 3義務総もこは革主主客室長は

なかった@

12) 務護学生の?自己評俗的支量殺j の検討

議さ 2綴:鐙言霊塔門学校における学年隠の上七絞

予乾家警官31:6ま察室投手持受章綴大学 O喜重 子 署議

議芝E王者11:1主主主義菱銭安守主室長芸大学 後緩 みつよ子

議芝Z文書官立主主毅技者守綴禁芸大学

T祭大学望号室警告詳き5

{弱音寺]

森下節子

内海 潔

忽織にある走塁ま護学生の議室普ぎにあたり、学生の

e三務!俗的支室長畿について、言官邸 i立意!f護短縮大学学

生を対象 iこ長率3ました o その緩察、学年間 iこさをがあ

ること、 Z雪{主塁審きをやす…ク It--活動が自己言李総約書室

滋に少なからずの議長警撃を与えていることがわかっ

たコ今立ヨ i立、選支持意義滋の祭主主る奪.警専門学車交のさ詳

の自己評綴的支霊語審を務らかにするため議選交した。

UHξ] 

門学校(3生手話義援〉の!匁次学ゑ77名、

2年次学生母7そろ、 3年次学生89名、計 263名をと対

象iこ、銭湯による f自己滋f務約落;移譲登宅資筏;を

もとに笈 r::j義主主どにより議議3をした。

[長寿美ミ及び考察]

変委主30を践す三分析〈パ 1)<'ァデス~}]奪三〉により、

自己妨害誇設立一子、 己安塁走塁鶴子、 自己受ミ警鈎子、 利

己的鈴子、自己劣等級予の 5夜二子を銭lf討し fこ

i 刷 サ詳王手足雪上と誉主では、 き 1授受二子 iこJすいて、 i空手

次と 3子診:惨さ主 0)間 iこt後三さにより 5%の3をiJ;認

めら hた。学年が立さむにつれて JEIこ政経をぷし、

f名人の尽を怒滋してi1lとをよ率緩する綴 i古}が受注まっ

ているものと総務王子れる。撃さ 2泊予において、 i 

年主主:と 2、 3 {手次長詳伎との総 lこ5%のき三が認めら

れた。 1今主主主主詳ゑのみ灸 4こ空襲くま主将しているのは、

交友関係が浅いため、人とのかかわりが内綴にで

きないという協笈綴向にあると考えられる。

2 '苦主主主警き誌によるえ絞をみると、 i1l"t三重学若手

では、設さ 2綴二子において i年次と 2、 3俸とた学生

とのr"，にそれぞれ 1%、 5%のさをが認められた。

3.サークん主主筆書の学芸会震による比較では、渓夜、

サーク I~ 活動〈主筆致系ー文化系〉をしているき字 i立、

雲寺 5iZヨ二子において、 i年次 iま2、 3年次学金との

f習に 5%、 1 9"6のさをが認められた o サークん活動

を滋して、学棄を以外の自分自身を認める怒謀議が努

主主えていることが議われる。
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13) 審議学生の f自主::Z'手{源的支ま選議 iの検討

第 3綴:学伎のf緩みとの関透からみた主主議室

東京都波長記事寝技約綴i毅大学 O佐藤 みつ子

東京総3友銀療技 続短期大学

東京都iz:6豆罪悪技術短潟大学

千祭大学審護学部

{目的}

姦下 室君子

主薬 チ養護

内務 潔

青年郊の自己怒議 室 の 形 成 遜 緩 に お い て は 、 さ ま

ざまな緩みを抱えていると言われている。手寄生手期

にある ;fH整学生においても問機であると考えられ

る。第 2 綴では、 Eヨと:.~事!筏約意識についての学年

間による変容を綴fきした o 今関 l立、看護学生の悩

みとの関連から自己評{額約怒織の変容を知るため

に溺まました。

{方法1

2事2幸設で述べた{翠護学生の自己評価約怒滋 j

i立、自己防後I鶴子、自己潔i復関子、自己受容認ヨテ、

利e.(jぬi尽子、i3己劣等協二子の 5様子が始的されたの

そ会開予スコアから平均値、害警 f事綴室長を撃手段;し、悩

みのいl'f~などをJ:と駁した。

{季奇策及び今祭]

1 . 11五みの内容〈没後問答) I土、 f将来の問定義j

13，1 (4 1 .4% )、 rど友 jニの閲覧選 103(31.8%) 

などであった。悩みの綴{旬以、学年がi生むにつれ

て将米の問題が多かったが学年間には有怒澄は認

められなかった。交友関係に悩みのあるものは i

年次と 2年次との間に、務 2、言語 H度予に有3ままま

が認められた。 1年次 lまF母国子ともに負 4こ強く負

荷していた。このこ と は 、 学 生 生 活 へ の 滋 応 に 幸 喜

一杯で他人との関係で自分を見つめられない状況

に あ る た め で はないかと推察される。一方、 2年

次 i立務議室学をさ詳ぶにつれ対人関係のあ号ようにつ

いての考えが深まるために互の回答綴向を示した

の で な い か と 怒 われる。

2 .悩みの相談枢手〈議後問答〉は r友人J 233 

(69.3% )、 f綴 J65 09.3%)であった。友人

と問答したものは、第 2殴こ子で 2年次がlEに灸符

し、 i年次と 2年次との鑓に挙事宮家主査が認められた。

また、 f主主』と回答したものは、第 2殴二子におい

て 3年次が廷に負 荷し、 2年次と 3年次との問に

手主主ままをが認められた。
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14) f主燦i註j立の研究

際舞金とよf楽の務室l'

火 i綬i豆f4大学術綴f伝統

。I災地あや子

千葉大祭主1J護学級議j堅実践術交;話線 tンター

i今必見

はじめに

翁遂における J選後!こは匁i設・技術の子によるも

のと、主義主主殺による予のJ委員全がある l!i1)長分野で

のお楽は手術的 fえの ，tj?， 長の絞ぬ状態を!i:Y:立させた

り銭1m効果をはかったりする少双 }jともそのため

には安心惑と!浸かさとが必ききである e 日常生活や

IH主将宣言では終滋や王子決が滋神安定{こ及 iますまき*

について総々な研究がなされている e しかし、岳

災の分野では主童話的な事実にとどまっているのが

現状である。今在昔、 J芸島全や 27?裂が身体に及 iます事5

i祭を議:綴 (1守{こ童話r.~するために実草案を rr い i支 1持政 i1L

の変!とより約定しそれを後討した

'た馬実力ィ去

ì.t 長:終 E誌なた然。名 (2~J 、 44 tJ怒 rm :子(J詩実

験 flie年10111、101120{!本実験討が10月21、11月10

謝花ぷ i主:災 j露目立inf お手 iiH室内側、皮!霧滋…主:

f' liij Jtl宅内f!l.q、実験為法:災験者の緩する手の滋度

以 3!J、3Gてとし、 J芸員全の殺さは 300 話 、 被 験 者 は 安

終喜子、派、ア fマス 71'，' HI、実験中待問 30{'少のお子

学上にて i自li立交{とを比較検討した. I司u寺に言葉終長室

{以下t委員会とする。)あるいは額t委員全十音楽負荷

(以下室f否定.t毒数とする)各実i設を 3r主II又i足L

埠li定.[主 iゑi品 笠 泌 ・ 食 事 を 記 録 Lた。

主主祭

1.!無音楽ー主要後詰室、管楽 J委長室、 J産量室の底流変化

をlt事去した結果特徴的な谷怒と水平恕がみられた

被験者別の互主流変化の比較で。 は谷ll:16名、*1fI.話1

3 ~きであった e

2谷主2水平ll:1と年鈴では年齢を 25才、 28才、 29才

、44才の 2M!こ分け比絞した総*、 i持続とも後最室

2苦楽{こ血泌がI滋加し、祭2苦楽 祭篠島室、後燃に血

流の減少があった⑤

3主主潔水平殺と j言語ij 食後では食後 Lこ血流がl1'IlJu

し重量言iHこ鼠淡の減少があった。

4.皮 f鐙j誌とさ立滋との関係では一資楽 J妥長室、 t室長室に

おいて、 ~i，品 Lこ応じて 0.2 、83tの上昇があったゐ



15) 夜長葬重立流の談交ー霊安楽の撃事幸護憲に対す

るマスキング効薬さについてー

奈良潔立援科大学付震警察綴

。接室口 議子

内滋譲宅

1 .研究目的

ンター

近年、援毅の議は喜三塁菱綾器の後及iこ{学い、慾者

iま警菱銀資警護士棄のやでのさ主活を縫いられている。慾

重言の受けるさ主怒的、心潔約彩警警は緩めて大きく、

その続交もしばしばみられるようになった。不俊

之主警警察妥習をおらげる自約で BGMを利用するとき、

祭、替のためにも、務幾重ぎのためにも BGMによる

マスキング効長さは、 なき霊淡をもっ研究テーマ

である o 今回、 BG会iと警警報室去との混合による影

警撃を波長警血流治、ら援交をした o

II. 経験151会

対象は 20才から 34才ミまでの長選漆な女性 5名

である。警報者;まi議官号待絞滋、後霊安持続2去の 2務

綴ぞ使用した。玉手去を努震をはバッハ作差益然伴奏チェ

ロ綴必と然伴奏パイオ 1)ン綴路、さらに滋還をなし

の 3怒殺でみる Q 後毅ぎに;まさ王手干に努事室主去、た王手

iこま苦渋の流れるイヤネン号をつけ、アイマスクを使

mしベット上で鈴愛人伎としたo 血流ii!lJA宣;ま語号室義務

で fT った。さらに2定数終了後~饗毅Eまと音楽につ

いてアンケート潟涯をffった。

E在経験結 祭

1. 警菱総督穏露支持の邸流i主、潟奇警警報室号、仮設襲警

報ままとも王手還をなしが長室も大きかった。

2. 務議後還をチェロの降、低音響毅務総互支持の血

流変動が章受も小さかった。

3. 湾最後還をバイオザンの持、商務撃事事望者毒事責支持

の血淡変動が経も小さかった 6

4. アンケートによりでた成綴そパザマックス回

転により 31Zヨ子iこ分綴した。(コントラスト関子

余裕関子・印象印象〉

5. 各協子とフェイスシ…トならびに実験成畿と

は綴践がみられた。

16) E支持響血流の研究ーたばこの幾の人体 iこ

及lます警3警警

大詰支援終大学手話喜義務銭

O~主将滋子

=rJ露大学審議学害事務室霊祭後センター

内誇善 努

草子堅主務系渓怒、 議雪意護苦言系室主怒の土器主0'こ惨い、 撃さ

後iこ支せする塁塁心は、皇室々高くなってきた。Elらが

行う喫媛のみならず、長警童書の人々に与える警護士翠の

~警撃ち総選護になってきている o 今回、たばこの媛

という潔浅からうける人俸の疾走塁約、心王製!(t:j影響

をと知るため、 5芝藤忠告発途夜、パイタルサインの認

定を行い主主討した。

災基議方法

立す 室長 長室長菱な女数 5名 (26::t-34二す警護空襲

重~ 3名、 必警霊長室毛n 毛主〉

l¥ll滋 平成長己主手 9.Fl24B-l1.Fl7隠

滅主主総後.右泌総内総

Jj き:安奇襲露!..tIミ iこでアイマスクを号室滋し、た

ばこの綴災災建立 2問、右上援を 1分間

接上しその擦のぜ誌を支主主i交を路復した。

何時;こ次5警護之、 盛II夜、 産支給、 喜子雪之のき議

定を行い検討した。実験はそ多々 2お]絡

行しヲミ毒素'1=1，立、 をさ資実毒素:1l:r与の送量去を

中止した o

童書;誌

1、警芝生整容と非警契機名;とでは、務負荷主をの磁波途

{文芸えびパイタルサインの変化 iこ援があった。

2、主主変数fmの綴喜善Bll綴は、全警の夜警護 iこより全く

i授のパターンをぶした。

3、警察繁一ぎにおいても、磁波長警はヰえもたであり主義足

長率や議委譲は認められなかった。
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17) 約*:í:t j~j と皮 }~i 1叡流 -lmni1j;:I}が人i号、

におよほすぷj 'l~' -

1'])，ミ医科λヤ次長室技術必JUiノミヴ':.fì'æ~ 小平与

ÜJi;!々 ~llJ孟己

千 j長火'1;主3・d長''j<~íf;;úJ\{ ')~長長際交釣場センター

内ii語 誌も

f1iJiがいjrFは、 i怠手Tの安全孫ji宗と安静保持の罰的で

しばしは1*J討さ j¥， o。抑制はほとんどの場合、ィ、

快感 H手い、紛争h的 Lこ;江主滋をおよぼすといわれ

るむまた身体的な li5{'~! としても、抑制約伎の í~ìfi

5章容やi主的必%かは:められている。今 r;'i、」;t{本な

抑制することに 4より起こるj主Jfisl泌を後Ji-rした。

[対忽およひ‘方法]

J)災草案JUi11近:、FTY: 1 q， 9 J J z:m ~ 10 fJ 2~ f j 

2) J.i話会:刻。さま:/泌j去なj久人ム:1'1:6 1， (27;'h~仏ふ)

3) :k!~主 Jjlよ

災基金 ~1午: f>}j (j' ";'; iλ;でよ史後おはベッド iこね:泳{な

になり、アイマスクを ;r，fぶした， Shincord引

ClE301毛;JIjいて、 li，):i h7J内u訟のi支J}iI鼠ぷL:{と ι"

主主した。

完全-;' p~ ・ 5 のえき愛知 (1; 笑:;;~ '2とつよー

八%以 :Ji f，ぅ 1'，→子i止を抑制して Jif.Y I 

→::'drをflpj討してお子うえ 1:→jj}jUj!jをとって

イーiJo>戸J'，

lJ実験:;(i千うす1'.→全 β'をJ取jjll;してお f')I: J'， 

→そf.j止を抑制して，(jf栄 j'，→ Jl!I~れをとって

;(:iニJ.)f.J'， 

おお手当5仁は壬;j，そ、t，t.1分間とし、，(jrl~ 乍

仁するため f~; 以しない，

U-，Ii ~i:J 

l)抑制jをbったぬのと、 ff;j)ない場f?とでは、 jム

i持品uitにゑ:イじひあった c

2)全』止を fJjJ似しためf7と、 手足のみな }Iil以した弘

f?には、 Jy.J;J llii 災の変化に l~~ がみられた。

3)糾i総長jUH主の)1!.J.{;illl泌は、八.B'JU話iにまiいて

A¥式i、あった(p < .0]) 。

4))'， hlをJ泌総したら合よりも、会』訟を fit~ì;!j した 15i

f?の1iが A ' 1うiムj災後において、分散が/、さか

った lp< .O~I) ， 
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18) 皮 i露I血縁の研究ー冷水 1HJiによる対側

総務の康管 q立案きについてー

チ3葉大学数手子学総長霊長室主主論議成品票率を

O武凶会11子、;おJfi続ミ子、 l::Jj事すぐ子

之f.l露大会会選手凝令部教授

i勾j毎滋

私 i霊は .t'i 手に冷水 f1.f;~を与えた場合の友手 Jほお

の J主凝血管の収書害状慾を溺べるため、 f主i議lfil流の

苦手~ i'さを行い、あわせて対 1fTの反腐訟を d!IJjをした e

そしてこの反応がどのような悶 Fにより彩務をうを

けるかを潟べるため、綴々な条件下 における 2主義完

結采を分析した。

<災霊会 jj法>

・3定数淡段 取主誌の総定 Lこは u n 司 u e 

med  ca  1役製 UM METEI< (UM 

2 0 0 0) 、 必 然 に は 日 本 浴 気 三 栄 総 式 会 社 製

PEN OSCILLOGR八 PIlをI!lいた。

また、皮 j持基ょのき!!̂主 Lこは芝主1i<註気事長式会社祭-lj

ミスターサーモメーター (MGAIII21) を

Hlいた e

• JVI r旬 、l(成広 'Io1 0 Jl 5 U ~ 2 6 [1 

・被験者 子議)("'j:'
、
;':JL2;f， (22才・T:.r-l

・災審会討議主 1 8 8 [1，'1 

・i!l9:.E jf談 後数千?を災後{JjII払位 Lこさせ、 JiTを

lO"Cのノド Lこ手行まで :50秒 間 以 水 さ せ た 際 の

AてT.fU長?の皮1議磁波a:i!llJ定した e

<紡糸および考祭>

お1"'Iこ冷7)<ft iJiを与えると、占:'I'jjH告の l主lお血

流 iまi夜ちに滋少し始め、ある緩まで速した後 iこ[<'1

t菱 に 向 か う こ と が わ か っ た 。 実 験 結 ; 長 を 分 析 し た

ところ、以下のような結;裂が符られた。

1，反応には綴人 i設 が あ り 、 ま た fl{.ljiIIiの議i沈没が

多いときには反応も火きい。

2反応は環境滋および皮 jお滋の影壌を受ける e 草若

者主滋および皮 f議i包のおいときには反応も大きい。

3 反応は 14~16ß寺、 20-2 !J ß寺に大会く、

終 に 籾 Itjjに小さいという臼内変動がある e

4，反応は反復により滅若草する。

5.冷水玉'Hも?によるぷ局、は滋水 j'T.街によるものより

大きい。



19) 交互浴?とおける皮綴血流の研究

(第 2毅)

内海 淀

て統究してきた。

と、 17
0Cの冷必と

を行い、糸線な滋訟を又は冷浴よりも、より大きな

の変化を認めた。穏3もは、 5語以上の交

立浴で主主、

浴部位は、潟務銭関節支

8名-e108 

より溺交をし、よ主

.冷浴

3分認

ものきど冷浴と

・議・冷浴の 8

しfニ。

。主計ヌ1えひ父f王子会札おいて、全ての

がみられた。。夏季数忍iちより、議議と冷洛を

-冷・溢;谷の議

('C.潜却した。 3どた、左手数の議

浴よりも、冷総長設を加えてから滋惑1]教をど加える冷

し、 1鶴溢剰設を加

えそれから再び溢利数を加える

3 

刻は、草委関節においても認められるようであった。

20) 皮膚鼠流の研究

一税額応雲寺及び審議騒応終における光刺激の影響ー

潟UJ県立浮出来高等学校

。立買はi謹子

千葉大学看護学部

内海?晃

適切な視議環は身体に安定をもたらし、縫療の

綴ともなる。そこで、明若者 2つの異なった撹潔竣

が生体lこ及iます影響を客観的に観察するために皮

膚血流を測定・検討した。

対象:

期間:

7名 (26才"-'38才〉

10/5"-'10/15， 

10/18"-'10/28 

方 法 e お努CiAIi長後、総・明および明・磁の 2

とおりの変化する視環境下で各雲寺鶏に

2関づっ900
挙上し、

内側において、皮勝鼠流を測定した。

明絡に関するアンケ…ト

を行った。

結果

1 )明裕潔境下の滋流変動そ総体的にみると、階

環境において増大傾向が認められた。

2) 

E音・明

られた。

3)明暗環境下の血流変動を年齢別にみると、い

づれも硲・明の場合は稽環境iこ、明-

l立、明環境に治大傾向が認められた。

4)明日妥iζ関するアンケート25演目では、パワマ

後、各項臼の

第 1

子、第3陸子を不線留子と名づけた。
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21) 足若手議室警護法卓主主主体に及ぼす影響

皮 E奪三員言語議室皮の変化についてー

"'f'J察安芸立主結集緩鰯大学

O加重喜美智子

ニn薬大学審緩学灘署雪談笑産量研究指導 t;l;-

Jf/[コ ミ奪髪、松問 主事夫

〈研究目的〉

議室警護法の路行は、 身体表 iiiの康管の主主主義お

よび耳証言奪還の会議加を従し、 詩人 威主義者の言葉弱体

議室を上J1.させ、その緩主義として、ぬくもり議

党が得られている。このことは、日常の愛重量

に於いて，患者にきた童話をもたらす宝章受な愛護技

織となっている。

この議室警護法によって、身体の局長奇に数約審設

を加えるとき、葬義務Ji毅のき霊緩や方ままの遠いに

より、 皮 5警表喜吉護室長芝の変化や j議畿の長察室主にど

のような影畿を与えるかについて突撃室長さに検

討した。

く5経験方淡〉

よ註苦手に(1)ゴム襲警議たんよぎ ( 2) よ主総 (3)蒸

しタオル、の 3条件で議義務u設を加えた。総務j

雲撃の待問は 10分、 若手 20分 の 2害警護費とし、 3経

験中の争奪事字書予約宣言の f定書警災街蓄基笈の変化さを喜連

遂芸道義霊長芝放射議室長芝言t (ミ王手投トそトレート6T66) ~ 

}普いて縫均約』こ主義童話，記録した。 なお、露義務j

滋にあたっては、施行 20分約から義主主長後 10分

までな 2分限 E請で主義影・認定した。

義童数多は長室長警な主主人努女各5名とした。議室

塁柔道きには、 ショートパンツのみ送局させ、緩

吉脅から下淡にき詩け絡をした状長撃でベットょに

害事駄伎をとらせた。

災段取は意義容量言塁塁塁塁塁 (23~24CC 、 60~70~の

が一定となるように麹警察した e

く3警護素案葬祭〉

①議義務j滋童話行量すの t主総事実 iii蓄量皮は、 友おの

E議官官、 仰と E愛吉事、 塁審寺署吉容に潔い議室皮左翼 (31. 1~ 

34.5"C) がみられた。②護義務j雲読書議行ゅは 5懇意替、

上長室吉春、 畿管喜容を中心、とし潔い議室長室暴露が総務

していくが、その変化の状滋は数約護遠方ままの

遂 い に よ っ て 災なった。③熱療Ji祭儀浴室撃の皮

終選警護審議室笈においても護義務j滋 15訟により雲警な

った e

以上について、よ習終募警に警警告告する。
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22) シーツ雲器材による滋m笈変化と害基礎代

溺喜多について

北海遂大学医学泌総長義務院

OUJaニfi泰子

千葉大学務護学総

絞口被努

はじめに

入総慾者にとって、ミ菱累lま必重要不可欠のもので

あるが、その霊祭H(こよっては慾容に色々な影響を

与えている。例えは、ゴムシーツやディスボシー

ツなどは防波のためには良くても、 i選気?宝・吸i援

伎がないために、姦然、ベッド関の滋E王者をi!liめる。

その富吉E襲、事寺努J;をま需要還し滋くするといったよ誌が挙

げられる。従って、防長立のためのシーツにはi湿気

性、数滋性、防*殺といった 3つの綴反する特徴

を併せ持ったものが喜要求される。 そこで、今@]

10合%ウーんの努遂の毛布と紡尿シーツ、および

ストロングブランケットの 3綴警震の雲器移設用いて、

滋気ど後i'!Hをおよび紡7Jd笠lこ関して沼湿度計を灼

いて、終終的:こ iliJ'i宣した。また、各議室草案翁の築後

代溺立主ジiこ裂を整1"'(潔芸名もil'j)'宣して、比較検討した。

対をまと n法

支 1 立な滋養護然混合I~ 1氏滋媛E寺の25殺から32殺の女

性ち名とした。 1E~撃波 ì~ij 1定以毛布、防派シーツ、

スト Eゴングブランケットのシーツの上ーに、持続的

lこ仰星人税者ととり、それぞれのシーツの体鎮守織とベ、ソ

ド総の際援の主主務的総長寺郊でエース銭感議滋度計

を賂いて S分空事iこiI'J)tした。 また、 3客室撃代主審と塁審

縫代議喜多L立、呼吸代譲渡IJ，芝漆援を用いて援護禁治霊堂

滋から害事定した。

えまま手、ま譲渡さ条件は察後25浅から 26遅芝、滋皮切%

総菜

1 路線シーツ減、モヰ言、ストロングプランケヴ

トiこ比べて、 t塁長室の上努力1鎚草寺関でその後滋縫合i

長い。

2 i妥疫のi釜i透伎は毛布、ストロングブランケッ

トよりも f尽く、さらに、その飽和待問も 120分と

焚く、務7)((こも塁審れていると怠われる。

3 í翁人によって体滋が爽なり、綴皮肉の綴~

7議選芝と発汗 iこ3きる雲寺務は塁審養護代議主容と季語関する。



23) 符喜入役災毒事後の符苦言E主寿喜滋の変化:

ラハサヴの本i警によるトモfラムの上と毅

き卒戸市立さ手渡鐙禁芸大学

C 夜祭主義仁子 潟勢湾そ子 誌主事警主主主主

主主 苦言JII智子

はじめに: 均一線f立による縁、泌を余儀なく

される長詩人のぎ緩め緩殺をばかり、 喜多議ぎのそ予立さ

をすることは、 設営霊祭銭において愛媛な淡緩で

あるG 義選後の予をゑ 3之、 素詩人の議室E衰え支慾によるこ

とが多いが、 議詩人の話人長どする議球環きをも j之さえよ

である φ き表彰ちは、 終き奪三主主主の後WJにおけ

る毛主役交換によ三おし添昇級ト初予与による検討

をま之みているe 今波紋長記若年?務め灸主ぎによる脅さ5

， -
告}

;之、

分においてる、

したe

えよ女殺人、 3で、

後迄~立に主主役交換し、

?と‘さニ将校機 3去による領綾子今

これは、 媛、反による滋援の愛6撃さを渓脅さしつつも

義人佼終 iご浸透されていたき立の主主災認泣き窓会主、

ゑ伎になったことで、機会さしたとも考えられ

る窃 ま?と予A“ーシーすをいることは、 労務主主主警議室

への影警警が絡f安芸芝主義したさをも持続していること

卓三議ぎえられる。

与えーとのことから、 ラf シ司?を F語いる主義fきには、

その篤いる議事役・後祭器寺?怒愛護主 Jれにとどめるこ

が、 長議後予言さのためにもさ塁ましいと考えるc

24) 紡7.1<シーツ及び援物と寝床気綴

一滋・滋笈変化について一

新潟大学医学銀総長室務段

。士子谷泰子

守二議大学審緩学部審議笑芸菜談究総務センヲー

松潟滋夫

を寒波気{設の溺警警は、 安議さなlV-Eまの義主主約君主条件で

あるe 一方、マットレス毒事、ミ菱呉の汚淡防止のき喜

iこ、日常的iこ、紡71<シーツが使用される撃が多い。

この縫合、防水シーツがマットレスの遜気性や数

滋怜を慾類して、意A13まずる5雪、警に取って不快走去を菱

夜気{漢を生じることとなるむ ll'.tと、この寝床筑後

lま続き遂の愛肉祭緩や、 主要予之の灸{キiこも彩警察される。

そこで、防水シーツ告さ潟による主要夜祭緩について、

後絡の条件による変化努多言葉実的iこ採り、 訪7.1<シー

ツ後慰霊寺の不校長芸lこ対する奪苦言警の支司祭主と検討した。

〈三宅重量方法〉

長室長義主主総人女子 6名を議室奪実務ーに、 5撃者用ベッド iこ

28寺問要人j奈さをさ、紡71<シーツ〈ラミネートシーツ〉

をき締官寺、 及び是主絞F有終について、 媛郊の滋後、譲

渡を後 10うきi銭安した。

この土葬会、終々に、;議務Lこ毛布を滋げで、設以下

の会選手後援った擦と、害義務ゑ意義潟さから辺関言語喜容

までを穫った緩め、 2喜孝についてj害をした。ぎた

その長還の不校iこ話蓄えまる渓えの上ちま箆そそきillj定喜善主主さぎ

した。

く絵塁悪〉

1 )緩訟の湯浅、その絞遜では李事務iこ殺はみられ

なかった@

2) 愛では、会 務次シーツ後続雲寺、会選手繁っ

た議会、 援護後から3急激iこ上奔する奪事と、 …tI1寸隠

しその後議議後iこ上:鉾Tる診が見られたe 一斉客室露出

の議会では総綴後手まの務となったe

長手 数*シ…ツ若手緩潟雲寺、 いづれも-s.r撃し、

緩い状慾主主{議たれた。 しかし、 条委争議った議会で

は 100分緩から務総雲寺のさ霊長芝となり以後上界が

みられた。

3)撃手え議室愛では、 務次シーツ長室熔降、 E警護容の警誉

棄議長率、 汗ばみ長率会1率くから5もられた。 一毒事務社iiこ

よりこれらの誘えは少なくなった。

これらよ号、 室部塁喜多、 iこ塁塁慾すればj義務の雲寺霊容で

WJ7.I<シーツによる警誉棄さ、 tれまみ警察の務E互の不快感

受察室議案できるミ撃を務らかにした。
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25) 病床内温度環境の基礎的研究

湯タンポを使用した条件部温度比較

名E古屋市立大学看護短期大学部

。鈴村初予問中道子竹谷英子烏111みどり

冬期や低温状態にある患者の病床内環境を整え

る l方法に湯タンボ使用がある。今回、病床内温

度を保持する効果的な湯タンポ貼用を日的に、湯

タンボ使用条件に関して検討した令

方法:ゴム裂湯タンポを用い、湯iliii.60'Cの湯を

準備した会湯タンボ使Jfl条件は、く号滋蚤:750rne 

と1500rne、 会 湯タンボカバー枚と 2枚、

タンポの偶数:lffPlと 2個、号案溢:夜間高温符

26'Cと長関冷務中低j部寺24'C、号ベッド条件:毛

布と布i労使用の 5条件を設定した。 5条件におけ

る湯タンポ表訟~ì邸主、滋タンポカバー表樹滋!交を

を沼い、 10.511手関連続的に測定したc

タン;F1<IT!i溢!立は平均1il(で、開始i冷却

:;2.6
0

C、1.5時間的47.9'C、 311引IIlfl判3.TC、6

IL'i III]lL'i38. 1 'c、10.5l!:JlIlJII;j'33. 4'Cと、 6U寺HlJでほ

ぼ H;i誌と IIIJれ!itiこjiA皮下砕した '1ξHH¥:のいう jMi

!幻ふ設をし :;II'HI¥jIL'iと 6[1与Il¥JII.)から m、比較し

た〆 {込Hutt'l二がよい条fl'土、沿[IU500rne、iiJタンボ

カパ-枚、 iらタン ;j，2 111;]、お;jえ11与および:(fil，tli史

IfjベァドのiM.J支係数時1.66であった。また10.511.)

1l¥J1!与においてもその平均f[![は39.5'Cとinii弘を保持

じごいたっ 逆に、 j~~ìInì.1tのJぜん、条件はit)jJr~:750me 、

カバー 1枚、渇タンボ 2f問、低温11寺および毛布使

用ベソドの条f午で滋皮係数-2.68であったc 表m
iJi，U支を与条件ーでよヒ絞すると、渇法750rneは1500rnC

に比し、 ~;iれこ 1i・意 (P<0.05) に ìlnì. f支が下降した。

タンポカバー表凶温度は平均fili.で開始時38.5

℃、 1. 5[1寺院J[I寺43.1'c、 3ft討lijll寺40.1'c、 6 !f!ffltJ 

II寺35.7'C、10.5!lれHJ時32.3'Cと滋タンボ表部j釦支

よりややi湾問的に連れて温度カリニ芥したが、カパ

言語滋皮と滋タンポ表面温度は泥棒に有意な正の

宇lII¥!J関係にあった (P<0.05)oi品皮係数からみた

保j益性はカバー表I百ii足度においても湯タンポ表lliI

溢皮と同様で、滋タンポのlf.ll数以外の条件では全

て…致した。

以上の結果から、病床内議皮環境を整えるため

の湯タンボ交換i時間は 61!寺街を 8安とし、湯量、

カバーの枚数、個数号事の意義を鳴らかにすること

ができた。
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26) 還ま護学生のエネ11-キー治塁塁震;こ関する研

究ー臨床実習 8・議委菱自・休日の比絞-

t長室童話UL:怨望号大学審議as

C惑はi佳子.ZZ本 的.玄関公子

一役:こ.審議機;こ対するイメージは.身体唱を使

うことが多いことから.愛労働ととらえられでい

るが‘き壁際:こ審議警察の身体活動重量殺愛労働として

示している笈科試少ない。そこで今回.審議学生

を対象とし.霊童Eま繁華~ B.務委委包および休日のエ

ネルギー消警護霊童そ. ¥02/討R方式:こより求め.各々

における身体活動雲量投銭討した。

方法:後検苦言:ま. H)~2~綴の審議学生 11 名てあ

る。 24B寺関心総選交の鈎交日以.平成元年 7 月 ~9

月における笑習 BC向一病害警の内 3B長男).藷季菱自

(学内実習者と含まない 3B長男)およUf本B( 1 B間〉

である。実習臼:ふ察官&~奇問中の吉弘中.後燃の

各 1B つつについて総資した。ヱ芋 I~ キーィ合室霊祭

;ふ 'L、rB妻女と霊童霊祭摂取撃との?自間関係在京す節係

長室綴からt設定するもので.それぞれの被険者につ

いて.変喜争終および遂勤時代言討を測定して窃?暴露草

滋そ求)1). 24待問心iB数より事事おした。心指数:ま.

後手許F号心;自数記録袋畿各飼いて 1分単位て記惨さ

せた。

さ毒薬:実 %\'8 ‘講義日およひ休日の工手)~ギ-

4書室霊祭〈可ぞan:tSD)は.爽溜 8 2133土397hcaI/da，咽

議後臼!U27念348hcal/ぬ， . f本B 171H:t37Dhcal/ 

dめとなり.言定習 Bと講義建白の間CPく0.01)および

実習臼と{本Eヨの関(Pく0.001);こそれそれ有意な還

が認められた。

実習日のよLネ1!.-キ-，送量愛媛:ま.吉右翼詩が2048:主主73

hcal/da，で長をも多く .1欠いで中関の1988:t411hcai

/dめ.後期の 1829:t391hca 1 /dayであり.言さ習の経

過iこともないエネルギー治畿援が減少していた@

病後約の{本愛~りI.ネ)~キー治後霊童;ふ 孝義幹事科

病後34.05:t4. 55hc<! 1/1、 g/da~ .小児科病篠39.71:t

3. 66hca I /hg/da，およびE室長謬人科病後48.20土7.30

hcal/hg/dめであり.~室長護人科病後とき議事事科病擦の

問。くO.∞5)および号室鯵人科終綴と小児終病擦の

長著作く0.0りにそれぞれ幸喜重まな号室が認められた。

j:)、jュのことより.意雪2護士詐主主の爽%¥'Bにおけるヱ

ネ~)~ 4'蕗蓄電量撃は.き警習議室遜芝溜f斉藤裏iこより災

なるが.議終日および徐Bと上主絞すると生活活動

後援の議いことが示唆された。



27) 高卒者における24時関心拍数変動およ

ぴヱネルギー消費還について ー遂動実総務，遂

動券実施者，老人ホーム入居者の比較一

;湿気県立主主鰯大学

本 語凡深山佳子，玄関公子

高年設の日常生活iこさfける身体活動強度および

}言動議会犯慢しておくことは，高年訟の健康緩持

・管惣ーを推し進めるうえで援要である o しかし，

これらに隠する資料は少なく，その実態は十分雲寺

査されていなし、ひそこで，今Iill.簡便でかつ後検

会への負-if!グ}少ない心総数からエネルギー消襲撃

を後iEする方法を潟いて，高等教の 1臼エネルギ

ー;潟毅議を求め，検討を加えたヨ

{方法}

後絞殺;ふち9~91滋の男性18~. 女性 3名であ

るη 被検容は，測定自の活動状況によって，遂動

や肉体的労働を11'った活動若手 (8~ i .ぞれらの

活動を jfっていない泳活勤務(6各).老人;t;

ムで生活をしている老人ホーム生活群 17名) ，こ

分領されたc なれ，測定日{よ務段通りのぞ長治内容

でぺ結ご?とうに滋示した。

エネルギ…;お望号殺の算;iiiふ心拍数と震を家摂殺

との栂間関係、から，その間繍長支線を用いてf設定

するむのであり，それぞれの被検蓄について，安

静雲寺れよぴ運動時代議を測定し. Iill'，滞夜線をオミめ

た。 24~寺fIll 心拍童文は. j誇祭用心拍記録袋綴をfflい

て 1分単位で記穫させ，この心始数からうもの関s縁

用いて 1Bエネルギ-j潟竣簸を害事;ちした。

{結果}

24i1寺郊の王子均心始数公開日主SDHふ活動群が最

む多く 78.らま7.2bpmで，教活動塁手の 66.9さ7.6bpm

や老人泳ーム生活若手の 68.6土9.0bp認より， それぞ

れ 5%水準で手'Ï~まに大きくなっていた。また， :jド

活動若手と老人*…ム生活滋との協に，さをは認めら

れなかった。

1 Bのヱネルギ…iお稜議{羽田n士SD)は，活動若手

が3229土432kcal!day，手ド活動群が2053:i:424kcal!

day. 老人ホーム生活鮮が1630土480kcal!dayであ

り，活動群は他の二若手より 0.1%水準で有怒lこ大

きかったが. :j~活動群と老人ホーム生活群との務

iこは，手ま窓な号室iま認められなかった。また，体重

当りの 1臼ヱネルギー消鍵盤についても，これと

お]綾な結果が得られた。

28) 塁審台薬事象議室露事後の鼠任、 係強の包復パタ

一ンについて

千3雲大学審幾学部機能代議学務E華

0111弁室主主主、 山内一史、 主義重苦島義哉、 :0 111稔笠

20;:t官官後の女子学主主 (93名)を遂動幾重量のあるな

しで 2毒事に分け、護主遂動委主演の粂終で絡会界総議護告

を行わせ、 i袋綴算書鼠I.E(SYS) ，主主主義葉書鼠I.E(DIAS) • 

孫始 (Pl:L)を翻主主し、以下の総予裂をt撃た。

1.談議章者総キのfffit整パターンさをみると SYS.PUし

の fffit菱パターンはSYSよりもPULの方が回復の緩い

燦始綾部変 (62.4%)と、れしよりもSYSの方が回

復の逐い血圧上界裂 (37.6%)の2;墨ちあった会

2. 盗I.E上昇怒と長官数増加裂て~SYS. DIAS， Pどしに

ついて遂勤続後の鐙を比毅すると、 SYSおよび

DIASでは有窓受章なく、 PULのみ線数土留金書裂が重量底上

~H史よりも夜窓 4こ多かった e

3. 感I.E上昇裂のがには緩捻土議筋書さよりも露菱重詰愛護

ありの泰が多く fきまれていた窃

4. トレーニング究主主裂をあらわすす詰援の Katz'

index11議 (SYSX Pじし) を遂勤皇まあるなし)jIJlこ害事tち

したところ護運動燈ありの殺のゆでも特にトレーニ

ング効主義のある畿が海底上昇華さに多く?きまれてい

ることが示唆された e

以上のことから今回の後遂致委主務で、 20才事立後

の務い長室 E警な女性を被毒素通雪としても必I.E J二~裂が

少なからずみられるので、特 Lこ護霊長語審では議事件後

緩捻だけでなく級王Eも務定し、風圧がE主主菱するま

で重量務を線つ必要警があることがわかった。

また芸事政圧殺や淡!i-主義言語鼠E王者ではより I護上

言とのことに浅怠が必姿であると考えられる e
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29) 健常女性における足浴条件による

Vital signsの変動

河合洋子

68 

30) 安静持心拾数の解釈について

奈良文化女子短期大学 O~主Hl穏

ニFj重大学審議学部 土震尚議、金子宇和二子

はじめに:

検僚は、 f震E素系の負荷状態を軒続するために飼い

られる情報収薬の一手段である。塚原らは前回本学

会で、主持丹後;震時の題fI拾数と怠者の行動の関係~検

討し、字額検jiZ持続?台数を手IJffH函畿のおい情殺令す

るためには、検j愚前少なくとも15分以上の安静が必

婆なことを毅告している。そこで今回iま、安静時心

拍数の解釈について 2.3の検討を試みた。

対象および方法.

明らかな心疾祭主E手寄せず、 i透予定の8常生活可能な

対象の 24s寺開封。Iter心議留から、 5~議j警の年鈴J! IJ

に書著作為!こ 10名づっ、計 50:名を tffi~おした。そし

て綬際命、日中安静持、一部で日中賞受大心姶袴の心

議認を分析し、安静袴および5塁線中心拾数、 Inter-

val Coefflむlentof Variation ( C V 持)との関

係そを検討した。

j成綴および結論ー

(1)安喜争時心総数と年令と11.低いま宅の相穏を示

し7こ( rで -0.32)。

(2)年令に関係なく、安静時とE塁線中の心拍数iま、

高いまの一次相関をえミした(ド O.73. Y 19. 7士

0.87X)。

(3) C V持R I立、年令と食の摺関を有し、安静時

よりも媛滋中でとくに明らかであり( r竺 0.66，

日<O. 001 )、また 50才以上は、以下に上とし低髄の

者が多かった。

(4) E3中銭大心拾数の、安害事時心iB数iこ対する変

動鎮!立、経畿中 CV R=伎の4底値の者11~{箆の者に

上とし、 手苦言霊iこ小さかった(p < 0.01 )。

以上より綬駁中心拍数i立、安静符心?台数の捻定に

有用であるが、安静F寺心治数の解釈にあたっては、

年令と CV符 a について配癒することが、 3基礎と

して重要である率が示Zされた。
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31) 

はじめに:

3 3 

E支議終外交怠遂の"かゆみ"のき設会;

E築家主こ学医学習ß~合議続続 C 佐塁審簿二子

千祭大学務護学部 金子宇和二子

ニと援鈍重量

"かゆみ"は会議反感荻忍で殺もしばしば訴えら

れ、かなちのf苦痛を伴う党窓殺である G そUの〉寝皮

;ば立、潔疾，議怒の怒簿!類や?務爽枚と i符湾若柊寺;にこ忍3考号の務?袴衿雪卒3釣才絞丈態

;にこも受強設く芝友王右され、 3玄uたこよ没逆設愛qにこ "IJ治か、咋ヤ冷弁Jみメ〆..tは立忍季薮号Uの〉弓不之

3安芝、二不ド瀦を一;怒幾諾める怠循紫をもfたこら

ま勺す宇 "か争ゆ多タ)1みメ"について夜効i;t援立さの方途さと採るべ

く、終に高齢者iこっし γ ご幾つかの検討をと試みたa

対象よび方法:

(])γ大余病波茂綴終タ十三交を1988年10月からの!塁手

IlHlこ受診した新交怠考4969名〈内"かゆみ"を来す

茨怠忍議2153名〉について!な刻、年齢別、疾怠)]1)、fI)]IJ、

受殺状況の検討。

(2) 1989';宇治月中匂;こ外交そ受診した杯米患え警

の内、部二tJユーとのあ総務100名(69.2:6.7;r)につし、て、

"かゆみ"Iこ関するアンケート潟三筆、高議事者fflSTAI祭

主主法;jjよひ入金三瀦足度言為法〈土屋ら〉による不安度

および瀦よさgrO)役j廷を行む¥"かゆみ"との関返さと

検討した。

f災緩および結論:

Cl) "かゆみ"を来す茨忍忠義i立公務系lJi遂の達協を

おめ、段、塁手令、受診fI)]1]1こよ号三去を認める:かった。

(2) "IJ、ゆみ"の涼疾怠は滋疹、自務、アトピーで60覧

おめ、守主湿疹、5長楽lJ誌は女性に、乾燥役綬疹、務襲撃は

努!おこ潟綴grであった。

(3)お続殺の浸主主0)状慾;こ隠するアンケート斜交

では、"かゆみ"疾患とした原疾患の滋疹、自襲撃、皮綴

そうよう銭、じんま疹でお震であったが、般に乾襲撃が

20需を占めていた。現在"かゆみ"を幸子する多は凶器

〈内"かゆみ"々しとした乾警察が25.5幻をδめた。体

滋が怒、いミ警は20震であった。

(のこれら高齢者のSTATE筋、総足度と"かゆみ"

との関係は籾らかでなく、"かゆみ"1こかかわらず体

裁の懇い翁はSTATE潟{際、総足度低僚であった。

以上よ号、"かゆみ'"立皮腐科外来茨怠の過半数でさ芝

喜さな問題とな号、終に潟齢者の体鋭の怒い者では綴

持活への配滋も蜜撃さな議題と窓、われた。

32) 必需主診の後 jたj廷に段iする検討

1I本氏手;大学校総 議修{1窓会もおり

子雪芝大字よ護学長f， 土1翠{みq宝 :i)-J宇和子

必手議訟の持己評l!玄、 写会存で後f霊的ぞと終i畿をたどる

ことが 15く‘ tft後 }f泣Hi姦約f禁法がや心てrふる

めため存続必警告 ñ の絞奈は、長室授~~沈殿上必警警

らめにな勺ている そこで、高遠喜一読め綴義行動と

緩茶めなよ還を L検討を加えた

会長てごら1."lこ方法

ゎ弓字以上で';[殺人波(7)tぬまて~ (二処方議室さと?設問

Lていた〈ちおち()会{こ(1 )、 i攻略、 Fi霊喜多によ

終容疑 0)チ x ァク(ス}綴喜(こ隠す f訴ま長

{否) S T ( ，:?:;緊急誇跨jf議長3t去、 :u設によ

る}ならびに MHし仁 a11 s t on )潟三塁 を行

〆 r ニ

b'支室長ならびにま主総;

1 .疑問議i立、 l、 11 f.季滋にわたり、平均

ミ匂 2. 手委主義である

三.絞殺;状況は、守s}fど t，り燦 filLていた(際

1Il!詳}弓り丸、 7 H 九，手交 3率五\~ ~ J~ 薬がある{ぷ

!j設!日t:fl J 1 7，、 ヱヱペι てJ もおふ

下 J~J ;".全会;之、!渋時jlli ，非核問 幹部{こ設はみられ

ない きsJi認の級交1護士 i主、I!J .8 を 2 1宇多i . 

Jド燦飯沢ら G I 2録ー級て〆ふり右立系があ勺え:

ーのことから、綴 F玄の f議級会五急くてよみと~!1 H 返り

!設薬できなくなる傾向があるとえる

号.議~菱;(こ!渇するを;認は‘ 1ド援fIl l詳では f さわ

んと緩l!lLている j がり"のと機関若干に比べ (1まく、

j主{こ{うっかりして忘れた j がむφ7Uf とおい

1. 1潔玄it話機i主、 j下段fIl若手では、 い'ftlすた;が

63. 7ü~ と JJ~ m若手{こ比べて主主く子怒{こ泌する会主導iを

'1; Lた

弓“ STAlおよび奴 HL C (主、全体と Lて上

限らの必i護主義ーの長支室長と LU玄関と滋をぷし、!疑問若干

1r I緩持]若手f認め平均!乏に設はないが、 jド疑問若手て'

l土、 STATE.PHしCとも分散が、 JJH詩苦手と

i七べ妻子しく小さい

STATEI立、己主ーヰ， . (阪の終点絞{こわけてみ

ると完遂F持続・手ド喜望Fお雲手 0)分布Lこは澄がみられた

M H L C'止、 3若手にわけてみると F滋鐙で燦Fお

きま・ 1F緩F詩若手Lこ涯がみられた
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33) 視力際号室を有する I髭糖尿病患者のイン

スワン持続注入ポンプ療法への援助

札線医大衛生綬火器護学科

07草原 彰、 i幻自主主子

本し続径大病院叡科看護室

飯田洋子

[目的1糖尿病怠容の増加にwない、重度線膜症

に対する絞科手術の機会も増えている。 i裂糖尿

病では邸機{疫の変動が大きい症例も多く、視力!議

答を手ぎするものではインスワン注射を安全lζ実織

することに樹難を感ずる場合が多い。したがって

看護の弱からも糖尿病に関しより誌く、深い知識

が妥求される時代となっている。今閣はインスワ

ン持続注入療法 (CS 1 I)の導入を余儀なくされ

たi型滋尿病に対し、これを自力で操作出来るま

での看護過程を中心に報告する。

[対象]定例は 26;t-.女性・既婚・職業は病院検

査幼子。 12才より i主2者;!iLおおでインスワン療法を

受けていた。このiおlIIl綴の日内変動はi緩めて大き

く、コント口…ル不良の状態が長く持続していた。

符1{f..、対l緩痕どを合I:I干し、鈴子{本

子術のH的で人践した。

にとって全く

ものであり、機械袋i伎とその操作j去に対する不安

が大きく、また本療法にさいしての段々の経済的

災犯があった。これらに対しては看護のfLJおから

C S l 1の有用性と主主作伐をくり返えし教脊する

ことにより本法法への不安は次第に解消し、血穏

健も次第に安定した。経済的負担に関しては夫に

対しても CS 1 1の有効性を十分に説明し、さら

に雨入に対し、本療法を現夜実施している他患と

i函談させることにより、その理解を得ることが出来

た。c).ミi殺に当っては針の袋5支部位や終織対策を本

人の窓見をi絞り入れながら行うことにより出題の

多くは解決した。その結采、血糖のコントローん

は大iりに攻慈し、限科手術が可能となった。術後

は視力の己主務もあり、本人iま積綴約iこCS 1 1療

法の手伎をマスターし、看護側は時々効言を行う

程度で十分であった。

E結論3当初cS 1 1療法に否定的であった患者

{主義護者がくり返えし、教育・指導を行った給泉

、安定した血糖値と手術の成功が得られ、病気治

療への明るい後受が得られた。
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34) !l!Uヰ外来における怒訟の笑霊童続交

礼申室長三科大学郊綴病絞

o p~ Pu9 lE子

キL綴喜三科大学衛生綬銀大学苦s務護学科

LU EE !lI1 

くはじめに〉密度のおい外来診綴の場 iiiiで、霊童話

の応対は、業務の効率化を級む妥協のひとつとも

いえる。主主税究では一主主奴関内 iこ受診した全ての

霊童話について、その件数ー内~・ i設認証寺関空事を調

査し、今後の対応策を議じる資料とした。

くます雪量と方法>1989王手?月 17白から 7Jl298の 2il!J

f割にわたって、言電話機 lこ行7;it'ヲnヲ7'(A Iね FP守

11)を袋務し、 i透予言芸義務時 pu'I勾(8:1ト 17:00)1こ受診

した遜認を録音し、 5建計・分事7を fiなった。

く幸吉桑および考察>総滋認件数は 2891'1'ーであった O

<D j透 ~ð B寺総は長主主塁 5秒、議長 623紗で、平均 62.H告

であった。このうち 60秒以内が約 7~tl をおめた。

多滋訟の発信設として滋も多かったのが f慾 議 j

(36. 7覧}であった。以下 rfi畏科医 ffili( 15. 2完)J ulHI 

2子i薬品立(I2. 1幻打線科関係翁(IO. 7主)の綴である

か、彼の:;'fiそ合計す岳と 3S. 0完でめり、首長千寺内部

での?窓滋件数が滋設からのそれをよ邸っていた c

ただし j選滋 E寺照準均{議で見ると、後若~ 1ま30-40紗

会と緩く、 iきり手i・受け手ともに約手が多忙とき

う22議があり、できるだけ慾時間で透訟を終えよ

うとする議滋が効いているものと考えられた。ミき

滋認の対象者をみると、 TI守護協 (6 1.路上~ ffm (35.3 

完)の向者a でほぼ会護士号をおめた。③内容5JIJ1こ{半数総

会と平均i竪務的 ru9号をみると f逮絡 (25.6%.46.3秒)J 

f伝言 (24.9覧.42. 7秒)Jf診察問い合せ ([5.6完.98.5 

秒 )Jr~宝飾の tH~二(I 5. 2覧.35. 9秒)Jf総談(7.6%.169

秒)Jとなっており、件数の多さと通話雲寺燃の長さ

とは f吉抗関係にあることが認め会れた c

くまとめ〉③看護金請を診療滋おからおす袈主主とし

て、途詩吟郊よりも件数の彰警警が大きいものと考

えられた。②盟主織を対象とする怒誌が多く、主護送

は診療そのものをもや新させる皇霊祭であることが

わかった。@科内でのコミュニケ Y :;1ンの手段

として鐙 3蓄がやJJ努されており、 ~ffilí の外来および

応援予定表をお燃することで、件数の減少と j透滋

待問のま立案習に言寄与できるものと考えられた。



35) 泌尿霊童科受診長寺における意義お心のき宅慾

警書室変

宇L綴E妥科大学総廃案寺院

O佐藤{佳子

宇L李完 Eま科大学後i~主主霊怒!大学部華子護学科

WEE 滋

くはじめに〉必Jll(l!li終外来を初めて受診する容に

とっては、身体約?を1言Iこ紛えて、強い滋夜、心とい

う心経j約ゑ授が大きいものと!J!.(われる o 1宇野1'ii: I立、

怒穫のま妥夜、心の実態を籾もかにし、より.'.!¥餐サイ

ドiこ立った者会菱のあち 3ぎを検討することを夜釣と

したものである。

〈対象と方法〉沼、夜祭料の蜜?采慾務 05/:夜以上}を

対象とし J受診 E与に議終心を撃さじた診草案土暴言言 j

段、心を感じた霊童 E封Jf診察寺のミ委託事心の干支皮 Jのをき

議留を 1返り込んだアンケート{こ記入そ;j(めた

く季書系〉震と f't数 14Hキiこ対し、災後 71名、女役討を5

1 O{宇のf'ilが待合れた ~CD 診暴言滋 iììi で{降らかの

Eる心を j感じたことがうる j という芸ぎのた奈は、

!JH主53.5雲、女役 76.8警と、さと後 iこ~かった夜々の

控室主義滋ごとにみると、労役では!を緩や ijrr~ の

を受けたとき j が4. 5完とも多く、女伎で iま

f さ懇 B~ が 76.8翠と際立って多かった. 1をに宝石

でiま11)-20fl':においてそのた会;るかった。会

夜、心そ慾じた綬 [13 として長室も~主主ったのが、 r~

よuご(:t ilる姿がま誇だった (34.3草)Jであり、以下

fパンツを段ぐのがま撃だった (25.絡)Jf El分だけ

方的 iこ見られているか令(!4. 3室)Jの綴であった G

終 iこf災後{答議長吉}がそばにいたから j という

:g:が災殺のうち i寺名(14.1覧}会， G寄せかれた脅さ会

葬る心の設長芝について i士だがないと恕い、やっと

のことで致後できた j と:g:えた獲が 6S:g(46. 4幻

であり、 I可ともl!:!わなかった j というf'il容は災

後の 50.7葉、女役の 29.0 覧 iこ~もれた。@会擦の

Z今後らにいてもよいと潔う人 j を路うたところ、

会俸のうち 63‘草案が r~記録と務遂綴 j とf'il:g:した.

しかしながら努径のうち 25名(35.2幻、米綴劣後ゅ

では 63.絡が f箆長官だけの方がよい jとf'il:g:したむ

くまとめ〉主主研究絵泉をもとに、今後とたのような

爽銭を行なっていきたい。①労役の診察終法、診

察 iこさしっかえない緩佼 iこ絞をはずす c ②蕊善言の

添えが明綴でないとき、それとなく雪渓を絞って

不潔な絞り返しを主義いることのないようにする。

③診綴のタイミングを免許い、慾i毛ぎの f寺ち終間後

長室 !J、予翠とする a

ヰ臼第3会場第9群

36) 人工鮫島号室主金援擦衝窓者における8常生

活の印後退緩に関する続交{繁2毅)

O泉キヨ子

た学窓護学議室付属意5 ンタ

土屋尚義、金持二和子

8的:私共;主人工股関節全緩換街{以下てrHRと絡

す}者のより望ましい退院指導や継続表護を際的

に、彼等の日常生活動作(以下ADL)の回復状況

や遜ごし方の変化の過裂について検討している。

手術後6か月までの@]復過程の変

ついて報告した。今簡は、さらに幕僚をおえ、手続

後 lif.践にわた

室

長ゑ衡を受け、~段綾 1年間経過を追跡することので

きた31名(男性4名、女性27名)でおり、王子均王手

続は58.4念6.5畿で三うる。方法;土、大学病院送続時お

よび退読後 2~3かJHおこ、 E見在のADL の状況、

行常気活の過ごし方、校i実郊の有無、

等について、外来での蘭緩または一部郵送により調

主ましたo ADL疫反i之、 B

B 

しば{吏われる動作さど加えた11模自である o ADLO) 

行11訟は自立3点、部分介助2)点、玉三介助{不銭安含

む) 1点とした。

1. ADL11夜討の開後状況を返錠時、手総

後3か}j、 6か}j、 12か月と検討した総菜、経ね以

下のヰグんーブに大別できた。(1)~設持から殆ど

自主芝できる動作は綬かげであった。 (2)退院持はほ

ぼtlJ1:でき、少なくとも務後3か月には殆どお立で

きる動作;之、ズボン着鋭、立ち上がりであった。

(引退院ff寺に殆どできなく、衝後3~6か月にほぼ

自立できる動作は入浴、靴下着段、階段努降、定お

のJfi.切りであった。 (4)術後3か月、 6かえにも自

立しにくく、 12か月後にほぼ自立できる動作は、lE

座、すわっておじさ¥しゃがみ、パス梁降であっ

た。 2.ADしの間後が間警護な容はら名(1静香)

みられ、 ワウ

もADL項目の半数以上は

節分介助に留まっていた。

3. 12か月後にl本校を使用している者は22名 (71

%)であり、していない者は9名 (29%)であっ

た。
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37) r H本1怒~に i畿}りする筋鍛緩法 j の効

!誌のJ主{縫lY-JliIf究

了然大学，{j~~tffl\成人，{j議学第Il議録

。線問符忠夫 111:謀長持子

f子総}ぷニr，に適}むする筋強緩i1、Jfま予級!J;~者の

術後11誌の緩手11な診(1るu約で、筋4也緩訟の務i後iill緩

和:こ対する1i効性の説得i→筒絡イとした II分1mの

持者j立がj筋必緩i1;→ 4分fHlの深JI予i淡の総長立により作

成したものである。本ftlf究では、 ryo体:j!.t~還にj!j

jりする筋娘緩i1;Jが、交感神経糸の輿子容を静め、

、 v. ，'官?な心身状態安 1~1 るために効栄があるかどうか

な、後'治人を対象に検討することをは的としたり

く研究jj法> 裁主鼓茎ょ身体的お総がなく、筋

強緩法子~l1~J.の経験のない 20~30代の久性 2 0名

よる身体的変化 (lf1江

川、心rf'l数 )係筋強緩訟の[ill数別による変化(

Ifn1!、心}il数)(3)筋弛緩法夫絡による心照的変化

(1本塁走内科、 sγ 八 1) 

絞殺行 i 人;ごみ;しておIl!flm~ 2ヰI!与H誌のインタ

パんで :ll"l 実筏 !H去、がj変化はなuヲ;伝説 ;!!~il'i (CB怒

2000) ヰャ終i)討し、 ?ミ去をに I~、 jぶした~A' í!，li;で '~JÆ長，jíi か

終 rt変iらう〉まで毛主 1分ilt!!l!絞でrtUJiとするむ i本

綾!付7予は 11illぷぷi1;で終 rt受;こ記入してもらう。

名'1'.R・行祭>

1 、 íìJJ';設緩 i};'~Jft低による身体的変化:収総j努ff1UI

、説、必WJI立lJlおよび心ffl数は'文純益ijに比絞しての

なに減少した(1'<0.01) ， ，fllJLは漸進flI，)筋強緩

iム'kJj後t/'から減少し、持;こ担!t:;ld草llfillfはrmMi[i'(後

から、 q立総WJlfll11ーはifrjjJ;がj筋強緩iJニから深呼吸ヘ

移れするtiUこ減少したれ)<0.0')。心ftl数は深呼

吸終 f後 か ら 減少をぶしたげ<0.01)。係数jjlj，こ

みた子科予i詮n!i在¥11訟のだーはなかった U

之、体殺体n年と s-，・l¥I 実主義qq立、 r 1婆かい、

しびれるようなfぷじ j や r{ilJも考えないで心地よ

いJ1本絞殺してお乃、終 f支給i待I::tr絞っていた

r絞ってはいないが拶を見ているような j 体験

令している人が多く、糸どの人はこれな炊いも客数

と総じていた~ s -S T八 II立夫総前3こ比べて :3

lnl E!終了後H;I立に低下していた (P<O.000) • 

);1 Jより「子一線怒裁に適用する筋強緩法j は主TJ

[n]の実j泡から身体約・心開的;こ緊張緩和をもたら

し‘すえの体毒素主主もたらすことに街効であることが

明らかである。
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38) 緩後手字詰 j去の長暴言若葉霊童主{こ雲寺擦を及 iます

~と後l!!J

キL事晃長支科大学IlH総務j淀

O芝Z終: t孝子

本し総長支科大学祭i没後初大学苦s務議会仁科

山m一良11

くはじめに〉

?守縫とくに綬捻李総後のえさl設は、 i議?言のきさ形外

科李総i支の看護以外 iこ3号交i'!!滋1Iこ立せするケアが必

塁きとなることが多 L、。この研究は、終 !!t手術後の

綴郊主主主主の安霊祭ミ綴渓と iヨ;然封H受f}fj始時刻の泣か

ら5塁後巡:!i1J'を{阪?ごさせ鉾伎を遂まきさせる姿僚を i将

告かにし、?と1党与えよ

そEI約とした。

〈対象と方法〉

効について検討すること

キL校塚本寺大学野f翼タ;信号で緩縫李総を受けた 2号炉j

を対象とした o 李総後の ß~ 1をi護霊誌の低下そる会わ

す箔緩として、(j)後援3・!l1!きち膨 i;i'J・ gとi丞え2どの終

51:波紋の夜祭、冬季 g然然{突の開始Il与;訟をゑ守主主した

そのぎさ裂をもとに、会手iJ，:jl湾問、@手jl，;ii支の!以上京

)til号、@李総後の体手l'認定方法が務総手続;交のお

受!jい主主立す Ji:5務官後品、j し 7こ。

および考察〉

1)月程波紋の発生!iJI支はき主 体で 35.5%とおいも

必であったむき Iこli'i1j手続 i訟のEli捻稼手足の 1myt;与

I~J(灸 2‘. 6 ぷ=5)はi主主J手i，.?}手{ヰi.le]

5. 6土 3.3El. 24)iこえベて逐くなる磁 iaJにあった禽

2) El X主総{廷のfJ完全会降級以、手jl，;j誌を11号および手

i麦の詩人旅怒lrH9と手i t，i 11l J]還をぶしていた{それぞ

ttu. 582. p(O. OOi. O. 808. pくO.001) 0 

3) "ジックベ y ドiこより体鈴 j認定をなった

のg宏、淡伎の関長会特Jti!(替支平均.0三.0 Iヨ，三 12)

法、非{更だl渓{平均 5.3こ土 58.芦之 17)1こえべEl伐採

子互の{実li台湾 lV!が湾;登、 iこ三きかった (p<u.05)0

言.j[tの綴号きへの季語争えがJI王.ifil主総労宣言ゑむの気下

をきたすーっの還さ留と考えられた。また、ベァド

上の努llV.伎の災絞やよ宇奈'j'，蜜 rJl}jの斜線;ま、公立

の後7ごをきたす露支も火さえ丈一妥協と考えられた。

jミJ‘上(!)多言f設から薮遂援Eめとして、総務の波数、

事11 窓H立での 11~ 1後iこliIlした号室絞めかけ方を、手総務

から淡主義吉宮 iこ怒さ撃することが大切である c また

誌'il交は、諒j三えや E設定方浅から 5宣言(lJ友v;の予言伎を予

約した長jJむを行い、 i主役ぎ芝;桑はできるだけままを

多くすることが緩ましいと考える
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39) 事籍後 ICじ入室主慾遂の警警燦・宇孝三暴露奪三喜

{塁審 2警護-}j主5喜怒校設立主撃による3量約分析ー

喜事E番大学控室議義主支季語緩潟大学費予

。二議愛5豆江、 議奇弁綾子、 後E支援史、 伊幾多ー

ヱf雲大学審撃さ字書事選安富霊祭銭安野交努語審センター

Fヨ;議 譲宅

{はじめに;

我々 は綴後の警警撃事室主絞t色浅の懇E習である警警隊長議

室警の悲喜状を然後襲撃約な波長警警翼後水盤整 (SkinPoten 

tial Level:以下 SPLとする}を渇いてき室長さに

分寺去しその奪主主主の怒護還を蓄えみている。

その綴然、人窓会"3段・ 48と愛護lHこ及ぶと身

体的誉議にき習えて、 心理室約ままf遂など、 心身ともに

きびしい状況におかれていた。そこで今駁3主義査を脅

さ旨愛ねるとともに、 SPLと援霊祭介入の額数ふる手客

数、 慾畿の滋えなど雪之護霊設立さ撃を冠王す翁綴との喜遺言撃

について検討さを:!Jnえた。

{震翌爽方法;

立さ雲裂は14議-n長畿の綴後 Cじ入主主慾ままで、 参

議3こ銭安さへのゑ喜警が得らさも、 幾三遂な総長愛会後議室さt

f手わないもの δ穏である令

SPL務主主の誉議綴ょこは分綴警芝f乏が 0.5読む以内の

ものさを議室と子、 奪還交童手佼をさとそ子繁f率緩写会、 セロハン

デーブさ設により弓~i'毒殺伐主義理愛した尚喜審議告審議議事な 3喜

怒き立として、 護主言葉記録ぎ?より金量王子20憾の奪還王室り

遂愛で記多量し、 30宅金さを 1!&f穏として 0.5怒言語く畿で

平均警護設さを議之さち?と。

認定以 ICU糸、笈芝きおの21襲撃から務務 5襲撃Eまで

の n誉総で、議、診が返雪量する認まで行った。

{裏表幾三えそ診察芝}

SPLに滋綴人受査があり、 多緩めを受襲撃の後後、

綴主義の総量撃やまお毅・長義護室主)~'J.さではないので綴々

の重喜多若者旨主義審議に比率支ずることはできないe そこで、

g総書言絞め SPLの幾分を霊会議喜後として雲客様しさ議

議ぎをさ設えた。 その車道主義人芝撃が幾菜室?こ及んだ室主総で

は雲葬祭警察ぷ必ずしもEl季語iこ減少せず、 ゑ畿の主義室

長きな潔警警の綴えも機意義し、 警警護支・手本懇主主軽量電撃され

ていたe 三星fと、 多喜怒談室撃を王去す全客数ふ争議誇えなどの

お警交と震議議後との喜遺棄撃を後遺ぎした綴主義、 老若謬 i王

の綴喜還がみちれた 6綴さき絡め号審議隊、 r =.8是G

(P< .01)、 5 Eヨ以上の援護護人家となった之室主事警の

綴喜還はそれぞれ、 r ぺ70(P<.Ol)， r=.553 

(P< .01)であった@

40) 入銭i昼寝における心議ag変化について

二子3重大学審議学部 O本工工務きを

土E譲治義、宮廷弁和子

e 的:

緩緩鶴容の訴えは近年綴加し、とくに姦齢容にお

いてはしばしば漆養老E総5ぎする言霊祭な宮子となる。

その支援を;密接し対応そ各究する一勧として、J.;I‘下

の検討を行った。

対象および方法・

E愛媛状態iことくに影響を及iますような疾患を苓せ

ず、日常生活が自立し、 iまiぎ滋常のさむきを営んでい

るお針〔努 18倒、女 8{;IJ、平均年令 62.4:!:10. 1;;t) 

について隆銭iこ関するアンケート謁支を行い、問符

iこ夜間緩怒前後の HoI te r心議訟の、設j奈から入鍛

iこいたる過程そを分析し、これらの関還を後討した。

足立畿ならびに結論:

(1)アンケート務支では、計 6=名(23警〉が不審実

感、 7ド溺慾を訴えた。これらはとくに、波茂待問が

しくネいかまたは返しねっき湾問が長く、熱銭

安警務が銭いとお交し、中途支援が多い格拘にあり、

これらはこと幾らの以約の本学会毅告の成幾と間援で

あった。 'ift:こ卒のしびれや喜多とくにネ授な喜多などの

をと強い隠さ撃がみられた。

(2)心窪密上、設j部変心捻数が減少し安定し始め

までの雲寺鈎i之、.q'i今 22.8土21.5分であったが、 s
3芝的なねっさま雲寺怒と明らか主主総務を予言し、言義援湾問

および党議鈴鰐と祭の穏認さを示した。また安定ま

でにお分以上婆ずる裂はや途党惑が多く、警察をよ

くみるぬ向にあった。

(3) SJ量約なねつき待問が、絞j京後Jむ?合数が安定

するミ芝での終鑓iこょとして長い翁1;1、 SJ霊的なねっき

待問が援し騒緩慢2ぎをS党ずる綴笈が~く、女笠

iこ多し吋議拘にあった。

〈ヰ〉 議後でほぼネ

変の護蓄が約字数であり、次いで蕊j京後滋少 27露，か

えって緩総 15露、一旦減少後手等び縫会話 12警で、こ

れらと媛怒鰐言葉との鑓透1;1認められな力、った。

73 



41) 入続患者の磁波野寺無呼吸に関する倹討

呼吸ホルター心滋図の解析を中心に

E主主主主主窓会医科大学術援第三病院0始谷 由美子

千葉大学看護学部 会弁和子

ニt慶 尚喜重

はじめに.

怒綬袴無呼吸は、夜間の突然死や不怒との関連で

近年注目されてきた病態である。その詳細iまなお

不拐の部分が多いが、入院高齢者の増加もあって、

勤務安でも陸怒中の呼吸不繋が話題となることも

珍しくなL、。 呼吸状態の把握は重要な務護情報の

一つであり、今回当病後人税患者の夜窃E菱銀中の

呼吸状態を検討し、 2.3の成綴を得たので報告する。

対象および方法:

J大学的属第三f高校混合外科病棟〈惣科、耳鼻科、

泌尿器科)Iこ入院中の患者 20名(男 12名、女 S名)

(1ふ83才)の事例について、夜間援夜中、呼吸ホル

ター心湾計(s舗ω28およびIA-28)を装議し、 E蚤銭

ゅの会波形そE記録、分析した。

成綴および結議。

綬緩やの然呼吸は程度の如何にかかわらずさE

f??に認められたが‘ 20手当の約ヰ円以i立主宰関知数

29沼以下、総回数 752田中の約半数は持続野寺院

が 9秒以下であった。しかしながら一部!こ 169

@]、 60秒以よ!こ及ぶ191Jもあった。

②発現回数、持続湾問により 3群に分類すると、

G I I I ern I na u I t らの経綬雲寺然呼吸症綬君事に拐さ告す

る例 (Group3)は 5伊iであった。

③無呼吸の発現時間帯は、多くの伊!で散発的な

時間帯iこ限って、連続して発現する傾向にあっ

たが、Group3では持間帯を関わずー続中発現

ずる傾向にあった。

④ Groω3において然呼吸時iま心拍数の明らか

な減少、 R-員間照の明らかな径主主を系し、この

事!ま特!こ持続時間が 20秒以上で議拐であった。

⑤今沼の対象では心露国波形上i立、明らかな薬

常を采した191](ま認められなかった。

今日芸の対象は篠漆器疾患そ含まないが、このよう

な循環変動は、対象によってはなんらかの筏漆負

荷をもたらす可能性も考えられ、今後の慾者観察

よ室重姿な視点、仁恕われ報告した。

7rj 

42) 歯獲さ動作の循環負荷に関する検討

…急性心筋援護懇者を対象に

山口大学医学節制緩持続 。問中好枝

・金チ宇和子

儲磨きは とi湾時iこ，患者lζ爽快感

令与え，生活のけじめとしても蕊裂な;意義令有し

ている。しかし，樹鰐き動作iま他の日常勤作iζ比

べ，注意ぞ払われることが少ない。

例えば，当科の急性心筋梗窓慾者のワハピワテー

ションブログラムにおいても，歯磨き開始は第 7

以降と，他の動作に比べ遼いが，その摂拠lζ

関する検討は殆ど見当たらないようである。

患者は早期から歯療きを強く希望し猿磨

き後その焚決感lこしばしば満足の;滋向を表した。

そこで，態療き部始時織をもっと平践に設定出

来なし、かと湾え，特に循環系への負荷の留から検

415について仰臥位での介助

き!待の循潔負荷の様相会，

，自動1fn正号j-，こより綬時的に記録

。
ふ
iしと

きペ1季心的数iまt首加するが，この傾向;主主主

談成人よりも心筋授窓併で，また介助よりも自

った。縫康成人では介助持むしろ

減少していたa 自在. PRPも きた

した。

思考におけるこれらの変動は，一絞{ζ心的数で

ら心:tË1I分程度，平均血圧で 5~ 10mmHg程度

であったが，一部の例でlま10約/分. 23.5 

mmHg. PRP十 30%と明らかな変動会きだし

た倒もゐった。

これらの変動の開始前安静持への回復は，鍵談

成人では速やかであったが，心筋授芸達朗では

10 分以上~延ずる劉もあった。

，安静持から軽度の ST低下のあ

た一部で密鰐き中さらに低下イをきたしたが一過

性であり.f也のタuでは不変であったの

以上の成綴から，態磨き動作の綴環負荷iま，他

の日常生活動作iζ比べ特iこ大きいとは思えず，

i諮3病尽に介助で路始可能と思われる a
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43) 三角宣告、務総、手習各害容の皮書響機点分

権と挙事孝義容の濁点分布を態度に主主するマッサージ・

霊童奪還主主・冷害警告去の影響馨

E室滋大学露華院理署警護室哲

O喜警弁喜喜代子

高知女子大学芸主義文学費君愛護学科

大名門裕子

塁審E較でi土、 主主射綴u:主総量十が約される善寺や、 注

射中、童十草剤入室普及びその付近の皮緩から主主じる絡

み} を毒暴露霊j二の跨緩として後縫合きもこ取り上げると

とは少く注射華客伎の皮縁矯党感受伎や、事霊法やマ

マ yサージのt主封書蓄に主主する有効伎はまだ電話らか

にされていない@そ::で、 (1)三三然査室、節約、

宅手事雪各毒事の2笠尾署上の震警3奪還議長霊を上主義主宅金書すし、 (2 ) 

愛護霊的義暴露蓄を支争奪としてよく F語いられるマッサージ

、蓄量署警告長、 f告華遺言去を手事ぎ毒事皮草書上もこ行った際の図

的役実蓄食襲霊長室を総定し、 それらの売さ5裂を重量約に検

討する図的で本察霊童を行った e

[方法] 後験者は努子学生 27名、女子学生

61;sの1t88名 (18-37::t)であった e 注

射幸警に議議似した災雲量的絡みは‘ F r e iの言語til畿各

{後し、 君主にはうも議選n'綴王手で躍を後 1;¥140μ 弱の F号機

彩の警議事選慰タングステン車裏金F苦い、主主の先議選にか

かるカを 3g fこ霊登怨した)によって終た e この見詰j

緩急で上総皮磯上を長選j若撃して綴党を生じた点{主審

点、) の分布務笈}土、 E芝草署露蓄党総意義と i湾議室である@

マッサージ言語IJi数}主総書量主主見事IJl数と fJi主主総の挙管務を

災撃義務が手で襲撃くこすって行い、蓄基署撃さまは 42-

44' Cの綴Lこ手をき撃したさ愛蒸し !J7; )レで容量議室し

て、 F告筆護老まは O' C の氷水さを言語たした氷幾 ~F若い

てそれぞれ行った e

〔車率5畏と考察J=..1警護室、線対、参事ぎ各章容のうち

、!11!3た芸者、 喜吉封書容の芸懇点草分布署議選芝方1毅もコえをく、

学習喜容で章受毛，~ふさかった。また、努後はどの寄ll{立

でも女後より草著書撃に喜善点分殺を義援が小ざかった@

とこれらの議遂には、 ま受E芝予警察露警の毒事佼霊堂や絵芝室、

緩みの知覚綴玉えや針縫の喜義人主警がE診察すると幾重議

された e 学務毒事の2告署警告去、蓄量害警主主、 マッサージ約

書撃によって潟療の繍ぷ分布後笈は議案少した a 足また

長会議発言幾はいずれの事議会も女役が5還後よりコたさき

く、 1事室綴のま支綴で効5裂のある人i主主主の校舎警でも

効幾が認められた@これらの隊長著技綴は中主主レベ

ルでの終覚書事奪還審議後を作動させると考えられ、注

射警警に、より務主義的にJt:.J号されることが綴絡さされ

る@

44) 務長主怒立にむけての援助方法の検討

策京女子筏科大学餐言葉短綴大学

0，議鬼沢恵美子

コH芸大学務長菱災後61f究綴縁日夕 ω

こじ虚偽善襲、 金弁利子

長言語立に行う援著書{吏F司書1I綴と浴後の綴E発言語総合q廷

後の総長芸窃立におよ iます野綾密検討した。

対象および方法:

対象は、 1984年以後 iこT終居老銭形外科綴綴!こ人

践しヨミ絞殺うけた怒遂のうち、縁者患の手軽~;:を受け

た著まと、 入院終持率簿、 t議長ミーilE状のあったぎを総く

91名で、努後37名、女役54名、平均年数39.4::tだ

った。 入院綴緩と還ま皇室記録から、 後}jll、 年齢、 李

総長手主主、 長:rJi告の長支援俊民話11後、 務総務長愛幻寸法&

畿の手王室妻、 &塁塁鈎潟、 'tJ1夜中の務総務授の手若葉妻、

総長禁致作のEllL{こ委書した日数、 総長言動{'F0 .i主将の

まと毒事tj'の関淡について検討した。

f皮綴および絡線:

カ7づ1，どを綴喜撃したを74名、 &11愛しなかった滋 17

為、言語緩しなかったものは、殺i議室n郊の'f.j夜会総

くtIlJi主 ω-t:i.~j "二ゑ芸者i夜21はf4ふ っ た れ ら の 〉

ち併後長i:1認をおこした者は話各のみたった 6 主7ヴ

I[会主ぎ綾したおを、 絞関童話をと総く沼E主の守三潟、 絞

問飽き主義量検討i(THR)、{湾紙記霊符切り?行〈制0)の詩

若手 iこう?け分析した。 それぞれの約日間平均fI1緩期

間は、 1.4-段、 3.0臼、;l.3 Elで篠原数作のおなに

雲さした平均投数{主、 1.7段、 5.5段、 11. Ilヨだった@

長i絡の原著書{吏緑色.111終について、 i曳絞め手術とT

I!誌は、 読ま言立の尿~(専問綴緩め手王室豪で総 j表裏金{守:0 立

に著書したEl数 iこ手f窓授はなかったe 制。では泌総

長言議後潟事11後そしなかった殺は2名のみだ咋たが、

長塁塁塁後}奇 rull卒業をfTわなかったガが?とf{;金銭降、自立に

婆した日数がまをかった。

術後の務総翠号線について、 I'B絞の1予言，立、 喜多統

語ijき撃とをした遂と、 塁塁絞諮I1綴どをせずに幻イJlを抜去

した著までは、 誌ifゑ益事統芸i号線ミ去した万台i カ 7~テIH主公

iゑiiFJI.K撃さ{乍のEllLまでに喜きした日数、 浴後fii'JI.K El 

立に重要した iヨ数がともに夜遂に長く (p<o.ooon、

術後総統諮11ま撃をfTった容はおi'JI.K動作の自立が浅い

綴向があった。 THR、郎容では全長設かお後綴統え111綴

を行っていた。
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ヰ5) ~佼tí~i控の高さに関する検討

山口大学医療技術短期大学部

OJ交 E令子

ベヴドサイドで汚いられている*0 タブル便器

の~さは、 31 ~52 .6cmの各議におよび、認言語可能

なものもある令しかし、浅切なものが筏慰されて

いないことにより、患者及び介助者の負援を大き

くしていることもあるわ今回、渡佼排j授の皇室まし

い高さのまき礎的知えを得るために、 i受~の高さJlIJ

において一定の灸荷後の厳庄、派拾数の認定と務

窓毘のiIl1l定及び主観的諮3撃を行い検討した。

縫E突な成人女子 11名を被験者とし、{更獲の主義

さとして 31~52cm lH cm間際で‘浸117をした。

血圧. JlI言拾l立、 5分問の安苦手後、 45思/分の速

さで10般の立ち~りを繰り返し、安静E寺、夜後、

ち分後に潟11jをした。務E立図i手、大諮江守JiJ.筋{大総

長室筋)、大混二頭筋、大段筋で表弱電経を用いて

認定した令これらの約定{疫を、…同支;長と{受識のお

さめ表.~e滋刻、~伎によってできあ際関節の角

度(列、角角度別の二方向から枚討した令

給与立:らち宅情i主将経号iI、 fIl俊男11の読者表においで

大Jii!1ニガi筋、大?sJ関空長務とも筏る動作{こ比較して

立つ動作で大きな泡{立が符られた。立つ動作の際

経 }JI)では、大i~l 二頭筋{式保縫が縫い場合の電{立{立

大きく 1.55mVであっ、長い場合は小さく 0悦蹄Vで

あった。大認街頭筋は思議が緩い場合の電位は小

さく 0.57州、長い烏合i立大きく 1.52mVであった。

荷主主の電位認はlIe滋が36~44cmの簡で逆転した。

角度別でも問擦に、大渓二塁長筋は角度の小さい場

合の言~j伎は大きく1. 2mV であり、角度の大きい場

合は小さく 0.63mVでおった Q 大法1!9Ji.真筋は角度の

小さい得合の窓伎は小さく 0.7mV、免疫の大きい

兵器会{立大きく 1.28mVであった Q 雨筋は81~85" で

逆転した令大殿筋は距離刻、角度別とも立ち怒り

の動作で大きな変化はなかったが、 gg滋の長い方

角度の大きい方で~{立が大きくなる傾向がみられ

たやこの~e喜t5J IJ と角度別の二紛争の3之さを部の後堅実対

象は82%でー孜していた。また、このi装紙部分で

主綴的弱査の~I) 雲寺い、疲れない、余り疲れない

が滋い伎を占めていた。託証圧は三菱明な変化l!:-みな

かった。 E官始数lまZ至高まが長く、予雪渓が大きくなる

( j受務が低くなる)(こしたがい増加する傾向がみ

られ、 1翠動還の増加によるものと判断した。
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ヰB) え髪E寺の{卒{立とその fII号

災受議後持H寺iJ)鐙の角度について

え裂は子主語設立大学

O十t/怠;奉子

受It上女子短実現大学

選手綴

t走塁さは、 J斉潔:こ関する援護校総iJ)ゆで7警務;ととも

に議室きである。ある務総 床上変喜多安保たなければ

ならない忍設に対し、いかにf主体長主犯を去を小限:こし、

災?主主主を与える災撃さをうかは愛護設の~者心務であ

る。近年、 3雪i撃手号線にとって便事IJな流撃さ畿が…義主的

:こi童子百されるようになった。しかし、ケリーパヅド

と比率交すると窓、滋のぬ綴が大きいことがいくつかの

級交毅 72から務総されている。その際協泳、 t先霊~t畿

と室員訟の援する i滋カ;えく緩いことや、洗髪綴:こ5長室主

体が洛ちることなとが考えられる。そこで率的交は、

流変革H史Illll寺の F主体重ミおについて5員総の状慾i二務お

し‘J;HlさOiJな叉:喜多;を試みた。

義霊童義務:立、 20~21 才の長室 E警な女子学生 8 名とし、

;左後El:立、 心fEJ重之、 i鼠夜、 室員吉s廷:綴J!毒患芝、 l'Jl総体

Iおよび身体i笠T在感とした。議後設には、ベッド iニ

て3分間(I)IJII主人1"ょによる間際'1;'綴を1fわせた後ヤ被

災，r!努力、去三も塁;と怒しる状慾て流量n警に媛rm;をi訴

させ i告すよIlllそのままの{卒!立を保持させた。終了

後、 Ilj0' :> 0 rJI iJ)間際交員事をけった。心的数は10秒

近、議JJ}，ま i分録、 ifJl議;総長JI角度:主主手tHこより、{卒

j上:主力一;t.~紙とき日華民(アルコ -Jl.- さき}による餓{受

:';:ijllJ去を liった o 身体j藍干口語芸:主、 E霊祭衛生学会疲労

主主自 ~tf，r::ff; JnJ 駁iヨと予総3定数から13摂Elの箆i笥を

作成し、爽毒素の詰iii訟に liった。

その総果、身体i塁手[J!惑について実験前後で比べて

みると rg長がほんやりする」、 F怠読しい J、 r g震

がおもい JなどのI翼民:こfTく訴えが築中した。王手線

IJ， 'Ie急車と鉛i産主惑のなす角度i立、 29~51 0 C P勾 40，7

o )であった。この中で符:ニ滋jfな還がうミされた 2

8についてi七絞すると、l'Jl，li; fみfF.が;先撃さ縫季まの a 音s

i}，こ築中している蓄は、 4'<最善i舗の綴圧が上昇する傾

向!を示したが、平均約:こ分数している替は下降する

綴rfi!を示した。また、主1:<1.長望号lIllfF. ，主、分散している

ま言はほぼ一定であるのに対し、壌やしているものは

多少の変動が認められた。しかし、心総数の変動は

大きな援は認のられなかった。さらに、塁手体滋和惑

は、 i卒I支が祭やしている設より分散している設の行

が訴えが少ないことがわかった。



47) お主撃さ姿勢と怒容のぞミi!l

5長2言;泌総及てf{奇}室入宣言季きの総務後より一

文芸妥m立大学反争議長イ寸蕊f:H警警手 門学校

O露ミ E去すみ

子宝芸大三許容護学きち援護'jlf:/;支iillヲモ;義務センヲ

磁潟;事長ミ

ぎ多数できる慾殺の誌記撃さには、 誌記撃さ擦に向かう主立き客

約恋愛事きや、銃撃さ卒寿子を汚いた終JIゑ去を事きでfまわれ

る。これらの努事きてe のまた慾終にも、後室義務や緩郊

の委主'1;1蓄え手緩や、議みなどの訴えが少なくない。

これらの没後方法についてそのお平IJ殺やfi.義経に

ついての認遂はみられるがこれらの選手えや災認の

礎的主主検討は乏しい。

そこで今潟、災警察約にこの主主童三万;までの必認姿勢、

鈴除去さ李きによる主主緊張をや心;こ、 eEl受約後イとを検

討し、遺言絞め f立について若突し1':.0

<警察 fj法〉

なij成人女子 o名の後警察設に、究主義撃しだま3

滋そ j決笈喜望行手?として、 約五言及tffJIJ芸人苦言季きで淡

を行わせた。この主走塁 0)守主綴は喜多 53テ…プで綴ぶ

して、 ザ]後、遠i交与を一定とした。

そのl!ll0)受立総務:約鈴ぎLきさ主語、 惨事手の筋:i祭総務、

i苦手i 務、 立愛災支芸、 Zえ乙戸大E護側記長j務め主設立ii 軽量誘

導法でilii茎潟を機え;して災警"立伎のf長授と持主交際

Ill!をみた。 r弓終!こ員手草委trt詰ま棄を fllいて緑江主縁、 心

やl(乃代金支il支で益支約数そを{詩草寺記録した c

誇毛髪終了 [rH愛、 そのささ季きでの後室さの;た慾した印象、

及び訴えを筏関長耳炎した。

くまさ然}

1 )主主の緊張は、 陶芸員乳きさ露五を主主いて、 姿勢ぞき芝

える将、係長人主義務でtlH莞が多くみられる綴向とな

った。 総長察署レ炎綴では手異変;二容をって会議1mし、 前ゑ;

きさ絡の土議会この手iiiuJが強かった。

2 )露首の雲寺号長線笈の筏j交を冨V ・君主総でみた定議会{野

総鏡、 関手若手753では前緩還さ終守、 潟多翼手しき足筋、 立議

長支筋、 大E選限緩iliiでは鍔1義人苦言季きで大きくなった。

3 )将級委主、豪語数委主ともに泌緩姿勢が滋よffJIJ主人袋

署きの i議会より滋加する綴 i的がみられたが、手~1室三を

はみられなかった。

4 )主主奪実務の訴えは、諸官綴姿勢では大終き~ ~ご、仰

義人姿勢では後綴喜IIIこ多かった。

これらについて考察し綴告する。

4B 第ヰ会主義 第12群

48) 意まま霊童芝と愛護霊童務の検討

iIi蓄量大学18学書官隊長義露等監t

O浅笠いさお

子3雲大雪量脅さ護学若手護号室襲警ま号室

級ロ主義3第

1. ~斉災目的

5普段では、 昭和 61年笈より、 苦手丹署霊祭協会分類

の意号室撃笈綴変を行なっているe また、 iIi喜重大学数

台審議行会議員誇笈や、 タイムスタディままにより繁華奪

雪量翁笈をt=rなっているが、人Jl総裁のための愛幾

重喜連事分析までには怒っていないs そこで、 今E君、

慾奪が必繋としている緩毅ケアニードが怨援でさき、

言警護警務3震の反撃さずる護霊童襲撃芝を検討するため、 泰

三菱笈と餐奇襲行為の務室芝を行い、 弱者の喜選議後につ

いてき義討を試み、 緩ま襲撃芝議室の一蓄電擦な作成した。

2. 対象と方主主

写真支え年 6.Fl28B、 白壁車率警のみの翼運潟、 会20書籍

機入後 iぞ脅 989名を主?教として、 章子幾重芝と愛護行

為について議資した。 なお、 考量殺後菜室 iま、 葬芝;祭大

雪舎の護ま2菱重芝を参考にし、 受2こ、 これを点数イとしたc

11、 数殺行為については、 没後で後尽している

雲まま霊行為分警護をもさ燭し、 議ま緩援との塁塁遼?撃につい

て検討を行い餐幾重芝主義のー雪之擦を作成した。 受 4こ、

緩笈からみた雲まま菱重警災の棄毒機jJ~蕊畿の妥当役に

ついても主義討を試みた。

3. 幸喜疑

義詩春季郊の総雲菱皮 iこ総養護行為ポイント韓基には、

総関答書偽は認められなかった。 しかし、 慾袋一人

当りの餐緩後と愛幾行為について絡際関係をみる

と、 宇宮島喜係数 0.8と言語い綴答書が認められた。 更に、

審幾度と塁塁音量行為の内容についてみると、 まを察、

事事?愛、 誇警護雲、 衣E蓄の務差是は、 各身に潔い絹雲還が蓄率

められたe このように、 今関議室をした審議笈と還ま

ま霊行為は、 議い塁塁護妻役が認められたので、 受;こ、

愛護愛護霊に審議行為の内容が綴襲撃され、 できるだ

け3義務震が反験するように、 内容の重量漆を行い、

蓄え擦を作成した。

77 



49) 当践における主任繁務の分析について

議関大学病院

Or工口智子

千3露大学審議学滋

阪口被男

はじめに

翁筏における主任3義務〈以下主任〉の役割は、

F嫁長の抱示を受け、自ら考雪渓主義務者と行なうと共

iこ、皇警災不在隠その義務を代行する。 J r治療上・

審議上必童書なコミュニケーシヨン者d宣告事と主主lこ行

なう。 J又、 「病E完後穫のうち特に、 J替、者審議に

ついて業務内容安代行する。 J と示されています。

しかし、その重量務内空軍は不明確であり、宅事主義f立で

の=tf壬議手話の内容はそこに所主義する主任の考えで

主査がみられる。又、 f事臼を繁華をな主義務で過ごし、

自分のやりたいことも十分に行なえていないと感

じる場合が多い。そこで、主任を中心lこ、者5震ま塁

手~rH字、書1 び lこ、 j窓滋草寺 3筆者去し、今後の主任のあ

りプ子について検討しF た。

支J霧ミと rji去

?長潟大学病絞の続長室主{そ20名そ対象:こ、業務lこ

対すら j裁f毛皮や、全{壬として自分:こ::ffさずる点は

j"1かなど 9工授尽についてアンケート潟淡を行ない、

主将の設殺について争議討した。一方、=t i壬20~ 、

;名、 綴i町名を対さまに、 8fl寺から 1711寺まで

(i)ゑ務内ミ手を、 5分間綴 (J)ワークサンブリンク j去

そnない李主主せした。なお、おま菱総簡は一日で、

務!村主学:ま 19分類136工震回とした。

総号ミ

冬革連絡での主義務内容7JIJ所雪害時間では、綴fをが、

緩祭ー巡視、スタッフ・後重量の綴毒事などの重苦怒主義

務が多く、言雪議長率では、主干の閲りのt立E苦・検j還な

どの定、者養護や記録が多かった。一方、主任では、

長室終・綴f昔、後季語交換が多かった。次lこ、主任塁塁

務iこ対する溺足度では、 23%前後約回分のーの主

任のみが満足していた。叉、不満については、主

任経験査手数が長くなるほど強かった。そして、夜

夜、一番行なっていると答えたき芝務は、密告容との

主塁率各・議喜怒であった。不機な内容としては、怒、議

議、妻女資.li持努力1あり、主任経験 4査手ElJ辺、上で

芸達務内容が籾喜撃でないが多かった。 Eぎに、 f訟での

主任方言、自分lこは主任として不足しているよ誌があ

るとさ事えており、不足している内務としては、指

導総力、毒事門的知識が多く、その怒おとしては、

学資不足、人雲母約撃さ力、多忙などが挙げられる。
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50) 入続怠審の看護j支(凌!息長吉大学策定完試

案)の検討

鹿児島大学医学部開爆病院

千葉大学審議学部

OJIIロマス

土慶尚護

金弁和子

鹿児怠大学ではコンピューターによる看援システ

ムの開発を包指し、患者情綴の一手段として看護度

分類の凌児島大学践を作成し看護j支マスタとして活

用している。看護度分類!立、大、仁科、小の分類から

檎成されており、それぞれ 31実包 (A. B. C)、

1 01頁 a(11~20) 、 2 31翼自 (Ol~23)

よりなる。今@]、てf成元年5FllBから 7月 31 B 

の 3ヶ月間に入践した怠遂の病擦管理g誌縁台(延

べ54、546名分)を対象に、そのうち零護j度Aの毅告

(延べS、735名分)について築計し、分析そ行った。

成績および結議

1. ~簿登裁問中の入説忍者数および看護j笈入の患者

数は、~や綬gによる惑そ殆ど手寄せず、したがって

以後の検討は Bヤ均をもってき受す。

2. や分類 11 ~2 0について筑後刻にその分布を

浅討すると、 1 !ま全然擦!こ分布するが病床数!こお

める談合(;t然擦により異なる。 12 rま外科病棟で多

くの分布を.5め、 171立精神科で多い。 15 rま袴怒

脳外科、?率緩内科終療に分布している。

3. IJI分類については、全病擦を透じ全く利用され

ていない環af.Ji、 08、 1 5、 1 7、 1 8、 21で

あり、 o1、 02、 o3、 23 (ま多くの病棟でき!Jffl

されている。

4. 小分ま真Z票aの o1、 02、 o 3、 04、 1 2お

よび 23 rま多くの中分競演ê~を遜じてわJ!'脅されてい

る。 05、 1 1、 1 3、 14、 1 6 rま絞られたや分

類Z票日のみの利用である。

以上のことから、務護j支!ま工員自によって怒2をされ

た務擦のみに見られ各務擦の特殊性が箸譲渡分類!こ

反殺したものと思われる。 'J:.f;こ、小分類の李lJfflされ

ていない環Bについては、今後、検討を泌えより務

j支の高い慾重苦情毅そ蓄援し、表議i交分懇の効史的活

用をすすめていきたい。



人大物完投における看護業務の調査と

ある ψ

52) 設内における ICU教育の意義

{雲州大学医学総約媛病絞

O二本語iH工

守ニ3葉大学審議学部

絞口被努

はじめに

近年疾病の緩殺{とは，長霊長室長室療を必警警とし，築

中医草案化の傾向にある。それに{辛い， 1 C むの利

用多重獲が滋す一方，務擦で塁塁主主主意義毛主審譲せざる

そ怒ない率慾が主主じている。又，義主総数警ぎとして

さま急務畿や緩うをま議E霊安泰をさ詳ぶ機会は少なく， これ

殺害義う方法として 1Cじ総数が資効であると考え

られている。今iヨiCU数賓の設内での方向殺を

遺言える芸事潟撃をを行ない検討した。

対象

平成元年 9FH晃子主{ぎ斜大学E語学長喜総長義綴段 IC 

じ奪愛護綴19:名， 1 Cじ緩霊安j愛綴綴勤務署ま緩長選13名，

ICU絞殺のない外事ヰ;災後孝子殺会議14名・内科f選挙豪

華号議長議15名合計61名。

方法

1 . 20域Flの笈f湾総による議君主筆 (¥'il~愛法〉

2. 1 Cじ滋滋義務まIH霊長芝言受 10分室長!ミミI妥EIぞ

}詩い， j晃rrI C U警急務署愛護綴17名:こ el己i李総及u
1t!l怒る手i弱者と ffない比絞検討した。

総菜

1. 1 C U数寄安芸察本校綴・愛護受注綴 .Lt-fflID

交の 3~.受滋 iこ分けた。この 3 1'受祭きの言 f尋 Lこ必要喜な

期総は， 1 C じ勤務畿ではヶ FL 外科;議後鮮で25

ヶ月 iこ支まし， f復の 2若手は 9ヶ釘と緩い。 E長総n訟

については事後3~4i手 lこローテーションで 1T なう

という~がほとんどであった。

2. 事務のよと絞では，第 1雲字(1 C U緩草案 8ヶ

月〉 が言語 2 務〈談室主 12~24 ヶ月) ， 言語 3務 〈毒霊験

25ヶ月以上) (こ比べて， j俊季t~干潟 iこませして êl C'.

tこぢい符{援の議 EI菱交が多くこの簡には手著書芝皇室を認

めた。
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53) 務者奪三交妻子紛勤務の疲労婆図

築家j英科大学八京子反綴センイデー

。おE草木 f中 子

守二3芸大学事手護学詰日警護突銭研究指導-l2ンう，-

杉 ff電 t享夫

はじめに

三交管制i勤務による、病擦での雲542菱金蓄の疲労は、

特 lこ夜勤では、事事しいとされ、 その主義務内容毒事と

の関主主が穏々検討されている。しかし、業務疲労

についてはさ義務内容のみならず休養の絞り1Hこも

深い関慾ぞ持っと言われている。

当医療センヲーでは茶本的な就労単伎として、

日裏金、当主夜、深夜及び休日安一巡とした体制を緩

ん で い る が 、 この一巡を終えた後、勤務者の疲労

の訴えは緩めて潟い実状である。

そこで、この一巡の勤務{本斜 lこ於ける活動状況

と、 その間の手守1"1の主主汚内幸子'から、その疲労lこ関

透する潟予絞殺討した。

く滋f究1Ji主〉 東氏!架科大さわ¥弓:ヲ'-[爽綴センヲ…、

混合約十議〈小¥'t肉、 外科 231末、 露連総係長室郊 22

lま〉校波長選 17寺ろについて、 平成 元 年 6fi22fヨ

~7 河 2il [Jの rJl での、 ~!!>\3 1議室の絞設につい

てお?tした。滋奈は、 1 j忽勤務iこ入るがiの{本自の

午前 OR与がら 1巡 終 ア の OH寺30分s;の、 96  H寺

泌30分間lこ於げる、 4そでの然活1内容、勤務内若手

完全 10分空軍!又分の認夜用紙{こ詳綴iこ自己記殺させ、

Ĵl符及t，<H寺間の資料とした。

終勤務手持繁務の照始吉守及びi副会:こ、 日本労働後i

k住宅全会暴露、 Fl党疲労主主状音寺交棄をmいた評点、 及

'(Jブリッカ -(CFF)lu買をiJ.IJJtした。 これら

を、集計システム、tJータス、及び、統計システ

ム、ハルボウを用いてき集計解析した。

〈結果〉

1 )この間のE寺閥復分は殺さ送勤務lま28%で自己

生活が 72%となった。

2) 波状疲労綴lま各勤務ともj査が脊遂に後初した。

3)CFFl選iまi撃夜前後間及び B警ilJllii滋夜後間で

挙事窓lこ低下したが他の勤務では資芸家主義はなかった。

4)劾 務 後 の 疲労鐙及び CF FI，滋の主主と生活、勤

務内容時間との霊童殴然分析で、相関する攻尽につ

いて、 疲労ifj11筆書事と不変喜孝の終問者d主義変ずると、

疲労綴:立、深夜及び幾夜詰立の外出終筒、勤務の活

動時郊の主筆が関与することが切らかになった@
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54) 手術家数務殺の察室労のr買IJl芝

一変遷話せを利mしてー

4安阜大学長室学昔話附廃病段審議総

。総本亥害事t工 有tlJ光枝

千・3喜際立衛生綬期大学審護学科

浅弁美千代

千葉大学署号室護学部看護実践研究t器移センター

松 潤 j事夫

審議織の疲労は、夜勤や交響勤務、不綴員IJな勤務

での肉体約疲労lこ加えて、緊張の持続による綴神

的疲労が加議することに特徴ずけられている。

務神的疲労のìJ.~定万;去には、フリ、y カ -1霞検支菱、

または、クレペリン検資、 TAF検 笈 絡 が あ 勺 ま

す。 若君主手、 おu.d立主主選別での作議パブオ}マンス

の努力を疲労によるさ義中力の変化として総定する

方法ぞ考案し、淡夜室主務省では、 この克i餐完IJi去で

き案中力の低下と考えられる絞り委設の機加が特徴付

られると寝をきした。

今[tiJ(立、手術家 tこ勤務する審議長議の疲労の特徴

ぞ怒る続的で、手術家勤務者そ対象:こ主主遂罪IJi去と、

フレペリン、及びフリッカーテストの測定そ行い、

品ij[a1[1iJ f.表、 議事雪会の受議者と tt絞し、 受 lこ高言問の

夜撃力者について行った成事実と比絞検討 ii:行った。

く実験方法〉

被験者は議予司会の受譲宅手議綴 10名及u、 大 学 病 段

手術喜容の i援常勤務 (8B寺 30分~ 178寺〉の直後介IIJJ苦言

4::1宅、及び間後介勤務 4;:jZ，の協力を得た。議議棄の

前後及び、手術家の勤務の関始前、終γ後 iこf等々 、

ブリッカーテスト、及びクレベリンテスト 10分問、

そ の 後 S分織の議官襲、休君主後おいて、 R遂罪IJi去 10

分織を、このIi慢に11'ない、その成緩を得た。 R遂

罪せは、 j箆姦する 2縁類の妥当量選別させ、 そのf字数

量章、 誤り鐙宅事を経終的 lこ渓Ij)'芝ずる方法である。

く総書誌>

1 )フリッカー綴は、受談者では食事者喜Utこ比べて

負 荷 後 Lこ低い傾向がみられ、後援介IIJJ手号、長丹波介

効革まではほとんど変化がみられなかった。

2) クレペリンテストでは、産主援介助者の初等努

力認のみ低下の領向となり、間後プト塁主義では該り

支撃の低下と、 護主;議室撃のj二重手が終徴的である。

3 )主主滋別では、特徴約に持毒液介助努で、絞り重量

の低下と動揺喜多が上昇した。

以上の総菜について努客室を加え絡をきする。



55) 審議体制変更に伴う勤務状況の検討

〔第2毅〉 一業務内容の分析を中心にー

千葉大学医学部約属病院 O若手弁ユキ子

包村道子、 F号室電窓子

二子3重大学務護学部 こと獲得;議、さな弁和子

P学生手、本学会で勤務{本語11変受!こ伴う総勤務湾問、

超過勤務湾問の短縮について報告したが、今包はさ

らに審議議務内容について後討をおえ幸設さをする。

対象および方法:

認:fo62年 2F123Elから 3J'i 1自の 1週間(変更煎)

(会醤 7大学?実践主主透誤笈)と'T'成元匁 1J奇 98か

ら 1J'i158の1i塁賂〈変更後〉のタイムスタディ

([苦;よ校式〉の肉、丹~てをの臼勤務の総勤務待問、

怒透勤務雲寺務、経退勤務雲寺鰐ctの雲義務内容について

た較、後討した。

法務及び結議.

(1)今@lの後討でも、勤務停総変更議後の総勤務

雲寺樹、怒i誘致務雲寺務の短縮の綴!吉]1ま前回毅告とさきく

海援であり、総勤務拷問 1;1:、一人てv均変更喜~ 599.5 

:1:47.8分、後 523.0土42.9分、怒iゑ童主務善寺間はそれぞ

れ 119.5:+:41.8分、 43.0さ4;:.~分、超過幻務教会長 U)

B総怒i金勤務雲寺務もマi今 1099.0!:177調 3分から後

473.3:1:125.7分と短絡した。

(2)変更議後の超滋勤務中の亥務内容の比較では、

すべての三重務とも短絡したが、特に rg~fi菱介護主j で

透明であった。 日記録・毅会・遂事名Jも明らかに短絡

したが、なお怒退勤務雲寺間の約半分を占めていた。

(3)業務綴Eìでは、 í.~意衰の士吉話j のF号、銭繋、慾

選雪の鶏i芝、渓護家紋への対応が01こ近くなり、「診

察介助j のF旬、点、;~'IV認の滋綴と1ì'効が議しく短絡

した。 r記録・議告，護絡jのF号、王争し送りが殆どO

となり、このま長EiのFちでは、記録が大部分そをおめて

いたの

56) r外来患者の待ち袴龍 jの実態

渡辺ナツ

山内空宇子

内海渓

し、診療にか Lる

くなっている傾向にある。

よっては、長い待ち時障は、不安・緊張

・焦りなどの感情をひきおこすものと考える。そ

こで今語、その実態:を知る EI的でアンケート譲受

をど行った。

f方法〕 当

、自己記載方式によるアンク

し、簿渓特に箆i叙した。(

質問率墳として:

した彦、老若を対

ト子語紙を配布

間 1 待ち雲寺j習はが]分仁、¥../I'-IJ 0 

間 2 いつも干きち符簡をどのようにお過ごしで

ずかoA じっとしているふ 8
を読んでいるふc話をしている D T 
Vな免ている

間 3 待ち時間をどのような気持ちでお返こ。し
vε守山会、。

結果〕 辺部答者 498名

隠i荻窪 89.6 % 

16~3O:;す 13.7% 31~5û:t 

23.7%、 51 ~64オ 26.9%、65オ以上33.1ちも

器 開 1 に対しては30分~2 時認と答えた人が
金移の 66.7吹きであった。

タ 間 2応対しては、 65オ以上は Jえが多く、 6.1
J字以下、ごは Bが多かった。

ごしていた令その

「長く感じるj

る rイライラするj

に合れてL、たc 実擦に待ち時間との思惑速では、

長待問待つ人程、銭議・不安惑に路い

えたo じっとしているj鮮は、短い時鯖でもイ

ライラした気持;てなりやすく、 f話をしているj

詳もj弓様な綴向が認められた。 iTV会みているj

鮮は、緩主義傍受を{疫が大で、 TVの番組内容と関

係するものと窓、われるc

〔結論〕 援療を受ける環境、 特に待合室さを

設綴し、怒者のニーズに応じた対応をすることが

必要と考える。
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57) 内科病擦の騒音調査第 2毅

一騒音K対する患者の意識について

。森山比銘美、 i潟El3知窓、

見本恭子、

二子 ンター

内海渓

はじめに:入総生活を送る慾者認とって、その

様々な音が、 i何らかの影援を与

えることが考えられる O 今婦、昨年の f'iまのレベ

ルが箆L、から議音と惑じるのではなLづという結

桑を明確記する尽的で、調査@分析、検討した。

7 f:l24 B 24時認、等錨録音レベ

}V計 5台、普通議官ま計 l台、議官筆・苦言動レベノレ計

用レコーダー 1台にて測定した。同時に、約機内

通行量減定を行ない、

るアンケート誤査を実滋した。

議手投および35祭:緩音レベノレ討では、 くしゃみ

!授、説内放滋の綴でよる{複合示した。アンケ ト

る習は、}話会人の話L 、IHJ家主去

のいてFき、翁ぎしり、密締・看護婦の込者のぶと

なったのこれらは作俸と苅様の絡会誌で、人誌の行

動に伴う三去の方がえになり、畿を言十では疑える

とので、きない去に影さ援を受けている。

うるさいと感じる待尚子部主、夜中320/0、師会終

間22%、起床時i計らという られたO その

結果に騒音計の去のレベノレを加えると、 -lifのレベ

ノレが低い時尚子苦氏、最も患者は綴畿が気になって

いるot去のレベノレが低い夜帰の方が、患者の録音

に対する意識が言語まることが考えられるO

病後内の替の変化は、 21将 30分をどーク民主去の

レベノレは低下し、 5時30分を境に上発がみられ、

騒音レベル変化~L 2相性を示した。しかし、北側

く、持続的認作動して

いる製氷巡のコンプレッサーが彰緩していると足、

われた。だが、持続的な機械に闘する?去に対して

は、患者からの訴えはなかった。

している島幸は、 と

の同¥1:r鶏迷伎がみられたが、通行設が80-100回以

下になると関係は織れ、通行設が低下しても騒音

レぺんには、あまり関与しないと考えられるつ
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58) 続奪室内の騒音についての翁3霊 祭三綴

後浜市立大学医学部付属溺毒事審議学校

野村明美・波辺潟そ子

策京大学医学部俊縫望雪渓学教室藍

主査鍾 E主

I 自約

昭和 60年から Y大学病院外科病壌における騒

音総定調変を爽絡し、本学会でも綴告した。今回

:ま忍者のぎのだ芸じ方iこ焦点妥当で、騒音語IJ定とア

ンケート謁変そ行い絵累そ分析した。

日方法

調査対象 y病院外科務綴及び入残忍姿 23名

音寺笈望月間:平成元年 7 月 12B~13B

認変方法 1)アンケート翁変〈工質問遂択方式

で、気になる音、替の3誌になる心身校慾について、

各項目 5段階で評{隠する。 これそ号室EZI事{磁得点、と
する。 2)滋資測定(iiii ~塞1-- "¥)1-1--コーヲ

ー、 環境騒音測定義道援、 号室2霊長十そ潟いで続事室内及

びf商事室外の号室主苦測定そ 2主将隊li牽緩してiTった〉

I宣 言毒薬及v考察

三事{筏綴苦言レベ)1-(ま、 病室で笈 S主dB、 夜 38 

d B、 総~(])~去の外て主主 72 d B、夜 62d Bで

ある。突発をとしてワゴン家、ナースコーんなと

80 d Bのものが 326@]である。 5225i手簡得点

を検討した総祭、入段日数:こより紛れてくる~と、

i援にうるさくたさし'5'&かあることか分かった。きJII

.itてくるのは緩滅的な表、 うるさく慾しるのは人

の似す裁という傾向がみられた。このことは、入

校生活における緩奮か祭主?に対する影響として、

物王室約で後欲的な護法、徐々にハソヴクラントノ

イズ{としていくと考えられる。 しかし、復後関係

者や患者総 Ii からず糸?生してくる1I~i去は、 人波主主;ぎ

における人間関係が加望者されて、 より不快性か滋

すと是まえられる。 との綴え主将Lこ、 ままが気になるか

との問いには、限れない雲寺、いらいらしている焼、

儀が綴む終などで得点(IJl硲くなっている。身体A':J

，;: 1苦痛のある終や、 卒議事事約:こ不安定な E寺:こ習がう

るさいと感じている。

以上の寝室苦iこ立すする授、殺の詳f胞から、 審議サー

ビスとしては、客観的な騒音レベんが潟くなくて

も、 意義重量生活中の窓、苦まには、 様々な問題耳量生じさ

せていることを深く認識する必要かある。終:こ李

総'T~患者がいる持法、より-)惑の復授が必愛である。



59) 入院による生活様式の変化に関する検討

〔第一綴) ー走塁住環境の蕊からー

埼玉際立衛生短期大学 O/J¥妓矯E喜久代

熊本大学教育学叡(元〕

千葉大学審護学部

大河原子鶴子

主主}IID嘉子

こと慶尚畿、会予千和子

f幾康際安にf辛う生;雲行動の変化i立、入設により受

!こ生活の土還の変化がおわって、入院怠議のさ主;~様式

iま縫箆跨とはかなりさ雲なったものとなる。務審の生

活状況の1'8援は患者支援の墓ネであるが、現在まで、

その5主体的怒径は十分とは雲い緩い。今思入段!こ伴

う生活環渓の内、特!こ箆往漢語草の変化について検討

を行ったので報告する。

対象及び方法ー

2…絞然銭外科、祭形外科務後入渓ゅの計 152:s

に対して、 o宅および入段然i支の生活環滋に露遣する

アンケ…ト読ままを行い、特に入続生活環境の実態に

ついて、白雪2震携との上と援の蕊から後討を行った。

成綾および絃議:

(1)然2室主薬没iこ対するさをけよとめ方i立、全体として

!ま総てのrj1自にわたって常史的なEl1蓄が透半数をとき

めていたが、否定的なさき答!;):広ざ、 2雪、El娘、ブ

ライパシーのj療に多かった。

〔2)怒f主主主務では、入説弟一人マ均 34.35nlから

入銃後i出密室でふ10. き;/玄室でかに過ぎないが、

窓議よiまf十分〔含やや)Jが約半数、 fI弘主〔やや)J

iまヰ号室であり、特!こEきでの…人平均尿器議の広いも

のが n~H\(やや)J と怒じる傾向が強かった。

(3)惹環境1;):、京宣言はほ争か〈やや)Jが 60語、

f騒がしし《ややたが 20震で、 f緩がしLミ〔やや)Jと

答えた善計立病室まは自でよりむしろ少なかった。

〈ヰ) El雲i立、銭安iま「良い〔やや)Jが?服、 fl是く

ない〈やや)Jが 20覧で、然変!まel宅での答えによとし

「浅くなし〈やや)Jが多い傾向にあった。

(5)プライバシーは、円ト分(!ま1;t')Jが約半数、認5

j惑されていない(あまり )Jが 15露で、 10-20二H-tlま
5か60オ代iこ上として、「藍[.1，蓄されていなしミ〔あまり )J

の警1]会が多かった。「霞5慶されていなしてあまり )J

と感じるのは、特iこ密会者、医療事ぎとの会話雲寺、三号

の廻りのt立話や診察雲寺、本本怠・縫露支持であった。

4自第4会 場 第15群

60) 章者家意還後と怒毛まの援察署塁

一長患者の生活3意書室言語交よりー

二fJ護大苦手意まま撃学部愛護笑銭高斉究銭毒事センター

0JII日著言語義， 松害毒罪事炎

E器研爽の尽的

病室主は、惑通雪にとって治療を受ける主義であると

i河野寺に談室護主主主芸のさ惑でもある@ 終4こ回復織の怠者

やま量葉霊祭事蓄のj慾落まには、 段予言の伎主主主主に近い欲求

もあると考えられるe

しかし、入後慾殺が竣主主の夜警察主審磁のなかで、

警察室護主主義きをiまる畿会、 慾毛雪の持つ費三重姿警警による欲

求の内脅さ算事苦手1で、 密室主義務から与えられた主導重量車禁容量

を容認する老議会も多く、 そのため、実葬祭意義淡にだ

する慾若手のニードが、議議l'E'dれないことが多いと

考えられる。

ヌ幹事震をきではこの害事総により務毛針とした忍者の務

室註潔携に対ずるさ主義き約ニードを主主援し後塁さのため

の選議室約な知.l'iを得ることを践的としている。

震警務長室の15主主

議警宝をは、 す大学童霊祭書評付長義務院 (611))長， 12愛護

懲役}の長選室主及び多皮療に入鈴しているi慾者1661'，

を対畿に、 百当記玉主のアンケートによりおこなった@

アンケート肉筆;:¥之、主考察で議選雪に緩こると奪え

た草議後約欲求、 20):災関 {務理室長き塁塁線欲求 10液

13，社会約警護事室の欲求 10 ~話傍}についての宅建泌

を示し、各々に対して、 [a.そう思うふそう怒わ

ない C.どちらでもない;で答えさせ、 [a.ぞう思

うく欲求行数>1とき事えた人には、その務自に総

2.喜善後だ

から仕方主主主主

問符に、これと潔遂ずる霊霊協[パーソナリティ

ー妥協1 (葬葬祭の状況霊霊安室i繁についてアンケー

トをおこなった e また喜善後愛媛察署より愛護交対談i議、

畿のl'E続日童文、 薬害名、 愛幾重芝号事 [翼民主義に隠する渓

!?'Il を議議室愛した。

震襲語審議芝の綴よ義

季語ま翠約奪還殺に立すする会復きぎのうち、 欲求行動は

26.59るみられ、 うち 8.5%がF守的事事憲立のもの

であったe 校長量的環畿では、欲求行童数忌~ 35.9手る

みられ、 うち 16.0%が内約鈎番号であった。

宅翼箆郊にみると、 後jjlJ，移譲籍， 診療科， 意号室警笈

などとの僚に、欲求行豪語との総量撃がみられた@

これらの総長撃について総議還を絡を告する e
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61) 葬者主主における菜室長長物と慾者心療

ーその1. カーテンの後F苦窓裁の義理主主-

1泉銭医科火学付溺愛護専門学校

O大約勾テ， 佼皇室議室妻子子

二子媛大学議号室菱学誠意愛護警察銭研究翁華客センター

JIID者繁華色 絵問主事炎

襲警はじめに

書善意きは、滋審にとって治療の主義であるとともに、

終主義さ主義きの擦でもある。終に多成主義で療養生活を

送る慾若手は、 狭い芸君主主空主砲での共湾主主浴を強いら

れている。 そこで餐幾三雪が、授、考の主主主主の金量やプ

ライパシーをき事援する喜寿康意義壌のぎ愛吉撃を行うこと

は、護霊護実践において霊童書な役劉である。

多床雪量}こ、滋華子の生活のさ警やプライパシーの苦意

書誌のために俊われる滋又.として、ベット踏に引か

れるカーテンがある。

ヌド毅告では、 この綴:l't約な透露支物であるカーテ

ンが、 !;l?者の fj'ijl;毛主mのヰzで、 どのように滋絡さ

れているかな溺愛した総淡を終告する。

襲撃災後の方法

災復は、 1、火予告語学部付長選病院 (6111来， 12おト後

11l.f女)の多土在家よこ入品2している慾者 188名そ対

象に、 l'liIe式のアンケート及び、その後の義n，宅問
さき絞り繍交によりおこなわれた。アンケート内容

は、 素詩宇設で hわれる代主誌がjな日常生長Hf~ の 1 0 

場泌 (1.食事 2.義務え 3.i脅拭 4.排{使 5.診然

・主義援 6.主主総体む 7.1支凝る 8.読み議き 9.室長族

と2吉 10.11差締・孝子宮菱総』こ相談} を提示し、 各宅建立主

時における問主主患者に対する<気になる皮合い>

と、その毛暴言語でのカーテンの使用の欲求について

綬掬した。 また、滋革まの紋別，年鈴，ベットイ立室主，

診豪語科， 主E渓日数， 主主主苦自由fJf.， 自怠塁審 (A.H.BU

SS) など、併せて議室主した。

震露言韓交の絡よ長

1.カーテンの俊賂の欲求は、間愛者への<主えにな

る段会>の章者糸と関逃がみられた。 (P<O.OO1)

2.食理事， i資試さ量産認でのカーテンの佼般の欲求は、

年総との塁塁透がみられた。 (P<0.05)

3.:1語家，夜隠る、滋言語では、 415在家、 6/;i在愛で遠い

がみられた。 (P<0.05)

4.室長主義と話，121.主事・章子緩綴4こ秘書語、 の場援では、

自足季語案との協議がみられた。 (P<O.05)

以上の成緩を終幸運に被告する。
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62) 主導?主における議室長変季語と慾考心主君

ーその 2. S建綴よる議喜怒号替の紛然の検討-

2虫主義医科大今付長義務緩毒事門学校

。伎を愛護霊女子チ， 大前勾そ子

千3護大学愛護学書事務室霊祭塁塁研究務悪事センター

JII口参議努， 松!潟字率夫

塁警はじめに

書官毅告でカーテンの佼殿の欲求は、慾殺が 81君

主主主きを遜ごす際に、主主主主会審磁により災なることが

明らかとなった。

この絡よ裂に葵づいて主幹事霊祭では、多成主主のベッ

ト!習に溶薮絡を驚くことで、そのき暴の繁華uこ対す

る窓裁に、どのようなJj畿を与えるかを、モデル

化した実験により検討を行ったので銭告する。

襲撃笑霊会の方法

3定数は、木裂の星空パネル{灼公色)で 415在家の

王手切モデル数泌を作成し、ベット j二に後塁柔道ま(I司

祭問えま) をきた務仰詩人させて {jった誌襲安条件は、

4手議案翼のベット問緩 (50，7む，90，120cm)のそれぞ

れについて、 [ 1 .;選滋物なし1，ベット f砲の中央

に [2. nI.^9~ 寸 1 (布畿の白色スクリーン) (3 

.ハ→"1.1]予す1 (水銀の茶色雲寺-u)の遼語表物を霊堂く

3条件をつくり、合計 12のき暴言百条件を設定した。

実験方法は、 1 2の宅急減条件をランダムに総合

せ、関 ti良状?畿のまま 3分{磁の詩人旅体験をしてもら

い、その!憶に被験者の自民毒素i震動を後祭・記録した。

被毒素若手には、 各主勢立百のt本塁金終了後4こ、 環境祭儀の

~に俊 F話される 25 夜間の形容認対(谷口会事，に

よる}と、対人滋綴3こ泌する 4現段について、 5

後手苦喜~ÎI傾によりさ事えさせた。また、被験者の終伎

をお援するために、 MAS不安テストを併せて行

い、分析のま変終とした 9

襲警5定数の絡主義

1.滋重宝物の 3条件は、環境番手絡毛質問の留子分析に

より、重量なる印象がもたれた。議室議室絡が加わる

と<閉鎖約な>印委設が強くなる一方で、<落ち

議いた><平穏な>などの印象が皇室くなった。

2.綴竣芸霊童誌の然主義から、 ベット関隠50cnで、 長室露ま

物なしの機会、特よこ絡手側をJiない後向がみら

れた。

3.ベット問機50c毘では、 ~7トスク 9-)' をよ苦いても、 M 

人窓裁はマイナスの印象を示した。

などについて総菜を殺をきする e
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63) 乳がんEl己検査i去に関する窓識調査

一銭縛人との比較一

乳がんば近年我が留に玄武、ても増加傾向念示し

将来i孜米諸留のように女性のがんの第 1位をおめ

されている。乳がんば自分自身で捜触診

であった今

( p 

11号名(

られ、iIIIrrilの賂手n訟年

3. 自己の

うち357名 (71‘れも)が知っており、そ

みられた。(p ぇ0.01)

64) 忍選手葉若宮言葉喜の乳潔発遂の務審議訟に喜還する

一考察 623告発の綴綴及び蓄君主主鐙の検討ー

家主主大学 妻女育学部

or.署a 1Jll芸美子

官事二次後議室によっておこる皮下腿主主や乳綴怒号会

主t乳E警の発途令、 f言?総による喜子儀j と f筏党によ

る喜子総j を若干潟して、脅f霞3と検討を行った a

今回は、その中でも、後室患による喜子{滋と絡の務{密主主

とを上主警交した籍条を中心に発炎ずる。

E回践をJ]

撃し援の f後党による務{総iの翁綴がどの畿な変化を

するのか、 E主た、島苦手事の警手綴主主との比較、 および言f

Z警による喜子長選法との比率交安行ない、それらが務長還に

路いることができるか検針すること@

〔議行しむ、、第~-f磁 ζ質問 3

銭安まによる喜子長惑について

《大きさと後三塁について》一一一今臼広く事j織さ

れているTannerの喜子害警は、乳E蓄と乳議選の路のE室主室、

乳援金本容の大さきさについてー総人の変化をキ君主主約に

事i襲請したもので、 室主義喜重寺大雪きささの幾定がないため判

定fs不iE審議になりやすい。そこで窓研究では、大き

さに;t;綴約的喜多量惨を言受ける方がよいと革まえ、乳湾審を

軽費から筏でみた荒主(rSHAPEJ ) というミ率緩告さ

な事j主主主義務iこ縫って滋綴ずる方言訟を護人し行うこと

とした匂

rSHAPEJ は、それだけでも大きさのより等霊童

約終{遂になる@ また、 f渓，1.遂と撃し畿の長室去をj とを詳せ

て審議鏡約にみていくことにより、 Tannerの妻子綴と問

機の経綴ができ、一長選人の乳隊長室主撃をi皐警察するのに

も縫える "1宣言慾があるなどお殿であると護まえられるa

そこで rSHAPEJと f乳綴と乳畿の段遣をj を総

合したものとして、 rSHAPEIiιDA災 SAJと

いう綴奪還会綬け、 l~ ら後践で喜子{認した。

仁釘之主乏3 小品から*3の女子 623名

を遂rf1988i手Q月上幸容に針識による達手緩の渓段、

主義交による喜子審議の議Elについて総主主をした。

E衆議長迄と議参露悪霊3
③、 SHAPEの役務緩の平均体重きに有芸奪三塁{災分

譲受分析の多議上主毅}があることより、乳E警の2たきささ

と終E撃とは、宅密室委主主塁塁係があると奪えられるα

③、先行綴究と比較してえると、気援の大さきさはま英

霊草炎を計らなくとも、後からみた君主でほぼ判断でき

るe

③乳霊夏佼線装着から乳E護下部隊霊童をさ{いたiit愛Jt.議がS

HAPEの若手段滋との対応がa}n撃である e
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65) 局i!1U認の皮潟温から霊草た乳E草堅苦潔

金沢大学E主主泰f主総支霊綴大学部

。坂井 sJJ0定

ヂ予露大学理t緩学務理号喜重管潔

話Z口全員 5号

Iまとめに:

馬渡期の手し弱?f王軍 iま，妊主要郊で i土手u員異常等;二

よワ出産後の浅草u奪容が予怒される場合以外，綴

綴1't9:こfJわれない傾向にある a また産主導員若では乳

湾トラブんの予劾のため，あるいはトラブル発症

の際;こは主訴を蚤鈍した対議書憲法が行われている

そこで今[1j]，乳厳守王室;こ・食慾を持たせる翠を

只((J:ニ，hl1淀殿の管 E理方法として，コンタクトサー

モグラフィーを佼 j召し，検討したので報告する a

対象:

災緩 3G滋 ζ(;手，;lli害事初見詰および主主善幸 1i'riij 11の

1I.y)誌に孝義絞して絞-r;，さの flJfi迄であった総人

)Ji.ム:

(i.1L'r怒'J~ニヰ殺の泌 l支 J主のある jまふうプレートから

主主も!9.ぎな色彩伎をみ1ずプレートを i草び，言:の

条!?子でk，fj干しig;ニ対応した。'与しおされた芸名後

~~i を方ラー;t:ラロイ;: 7 イノ~ムで記録した a

*!i泉:.

J. 経喜署長耳の葬品f霊長Eでは左fi手u;き;こ設が認められ

LdlJl:ニ必泌{撃を i子、す容が多かった。

2 .体滋と然後 IZJとの関係については，体巡の長追

い人 i土然像 E訟でも j潟滋像をぷ宇傾向にあった e

3 .経産会議では古官邸の t討議後;これ?十分泌良好であ

た乳房はそうでない乳潟よ')潟滋f撃を示していた

4. 然 f撃泌を語道 j孟協の広がり等;こよ号 4 きil~こ分室去

し検討した総書ミ，妊娠真喜 iニタイプ N~ であった容

は，主主事事 1j籾月時の母乳育児 E容は語遣い傾向であっ

た@

?立党喜業体を f受mして長署員菱芸請の手LIJ署管濯を災意義して

従来の主訴を φ心とした援幼方法の他;こ，本方法

の併用も草案畿のある警まではないかと捻察された@
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66) 汚絡に際1ずる{疑終行動の実態調王症と線路

学的後討

書学潟大学i笈f的支総主主駒大学幸男

O~号本{ニテ

ニF繁大学審議学部

阪口f貿易

lはじめに

月絡は、火性のもつ妓腐葉丹のあらわれのーっと

しておこるもので、絞殺機能はもちろん、全身の

縫波状態の 1¥仁lメーヲーともなるもの(}ある。月

経 lこr，(Jする保後行劾は、去をもセルフケアーに主主う

ところが大きく、しかもf詩人がもっている皇室E霊感、

生活怨が佼践して出てくる行動である。そこで今

閥、 J守主主Lこ燃する 1袋縫行動についてのアンケート

談u誌をfrい、併せて汚絡用ナプキンの総額学的後

討をけなって、Il主主:こ閉する保健行委主の拘禁事内容

会主主審さした。

11 úW~ 1i i去

1 ) i';ノノy、一 i、必奇

バ家、;野鳥大学波紋f主総:総燃え:'l':f，fll，r.プ子学や200

% 

自ljfi:l :平成え;f5Fl下旬

議uをni去;繁記名、 fl己記室主、 i釜沢支℃で{すなった。

2)安建設

総務it苦言案:ナプキン宅止法地:こスヲンブし、 24時間

{珪lこ発7ぎした:JU二一数をカウントずる。

m 害者祭
1 )アンケート五時交

Fi縫E寺lこは終的iによる不快感、を感じているもの

がほとんどであること、対露呈H寺、手f:!'1終的ともハ

ンディストッキングおよびプjートル安易 iこつけて

いる努力t多く滋賀¥1笠が災くないことが示唆された。

2)月緩芹jナプキンの級衡法議

fJ経時には非Fl綴E寺tこ上七べ表しい綴僚のI替もをが

認められた。

これらのことから、月経時の段己保終をき1壊に関

する傑縫f言語事について考察してみたい。
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67) 新設!乏のオムツ交換による手後汚染iこ

ついて

潟 UJ大学皇室学部約長率病渓

O閥均紛泌

ニf~語大学審議学銘

絞口被E号

はじめに

級生%は綴務!感染iこますする紡綴後能力1未熟なた

め感染を受けおく、しかも、院内では築関で繁繁

されるため、ひとたび慾3廷が起これば、新設!えき室

長主体の究Lこ菜室影響会与える危険伎がある。また、

疑獄1怒言語の言語一際泌が、室長綴iiI募者のミf-t旨である

と滋摘されていることから、愛護者は新設!えの慾

言及予紡:こますして1f;~こ事選心の t主慈設払わねばならな

い。室長短!廷に宣言して綴磁Lこ行なわれる者獲行為:こ

後乳、後乙(こオムツ交j撃があるが、オムツ交段以

議替の宇治汚ち誌の!烹阪となるため、終:こ j主主霊会i

必要書である φ そこで今線、手足慰問の才、ムツ交換に

よる手指汚染について事選隊法務そljない絞殺した φ

対象と方法

交す警立は、 ぬ際金護学会長 1寺号、 長老後 41:f.のllhj表綴 l

名、裏手数 9王手のlJhil室長蚤 1:名で、 行法iま、 字決いjを

に 1人オムツ交際と手浅い?をに 3人オムツ交j愛し

た後、援議室襲撃玉突t藷t注[:，こ、 必三予の玄ま滋・ヰミ;旨・吟3

t訟のスヲンブさと対象 3 名:こっ ~5 砲 tr ない、 37

ふらん雪量で 24終的士宮喜棄をきを絡した fき池上iこ

発?ぎした奪還~没、 1 0 のまきi窓の広言語撃をでカウン

トし、怒緩ま手数見IJ、 1人オムツ交換と 3人オムツ

交滋賀IJ、李総のをお刻、括主{護状況釈で上とを交検討し

た。

総予塁

手淡い後はJlJJ産室長等学生にのみ言語室長議が検;必され

た。オムツ3芝長翼後では、緩霊童ま手数主主多くなる:まど

磁繁穫は少なくなった。オムツ交換人数日せでは、

終重量 9停の慰Jj家長語以外はすべて、 3人オムツ交後

後よりも 1人オムツ交換j去の1nこE蓄さ義務が多く検

出さされた。t.:おiJlJでは、llJJJ!室長番号主役は左手?語、ぬ

号室長議Lま2名ともお手f暑に窃築穫が多く後淑された o

また、!i}:健在主数が多くなる況どE霊祭落の検出は多

くなった。

68) 新生児鎮の総菌学的検討ーイソジンと

アルコ…Jt..i湾霊祭の比較一

弘前大学教育学部看護学科

。佐藤 愛，蕊酉敦子，鈴ヌド光子，木村宏子

I. 臼的

新生克の務部は総額により最も汚染されやすい

部位であり，感染夜、となる怠険性がおL、ひそれゆ

え，看護上感染防止対援が厳しく婆求される。そ

こで今剖，鱗処置の消忍filJとしてイソジンとアル

コーJむを使用し，二法の消毒効果を比較するとと

もに，駿f持続落との関連も

学的に検討したc

ll. 研究対象および方法

対象は，

象iこj本浴と

した新生手話7名で，このおI

， I同iれ斗i]弘]

護忍e 結果およ

1 泳お訟に比較し， イソジン

-アルコー)v 7ì~i告訴ともに倍数は翁IJnの顕向にあ

った。このことは，汚染疫のおL

らの簡の移行によるものと考えられた。

2 沫浴後iこ比較し，消毒後の鰭では雨併とも

した。また，イソジン治混の;与が有

4.9 Jヨ，アルコール消毒!l下では 5.3日であり， u!ij 

Ilffl:lHこ有意差はj認められなかったc

本研究において，個々の検体主が大きかったこ

とから，環境問子が新生児に与える影響は大きく，

それゆえ新生児ぞ取り扱う人々は常に消潔を心が

け，手話IGt、を実娠し，感染前止に努めることのm
要役が係縫認された会
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69) 冷蔵保存母乳の遊離脂肪重量と蛋白震の

変化

弘前大学教育学部看護学科

。小鷹真弓，葛西敦子，鈴木光子，木村宏子

1. 図的

近年，母乳栄養の意義が湾認識され，直接授乳

が図難な場合でも人工栄養l乙頼らず，一時的に保

存しても母乳を与えるべきだとされている。しか

し，その度面，保存によって母乳成分が変化し，

児に悪影響を及ぼすという側面もある O そこで本

研究では，一絞家庭で行われているら℃での冷議

保存に着目し，遊離務妨酸と蛋白質の爵遅延の変化

から検討した。

n.対象および方法

母乳は，平成元年6"'-9月までの間，弘前大学

医学部;付属病院および尽な弘前病院の産科婦人科，

外来に 1か月検診で来院した正常持婦30名より採

取した。採取した母乳はら℃の冷蔵内で傍白保

f[.し舎?とに飲ませること会主主定して泌滋で3TCに

JJil1f"iしてからiJllJ注射泊めした。 遊離)11'1)出銭lj-(，蛍

ht， i長!'I分Ilhjは実験IJ詩的j¥'I後， 2・4・6・

2411寺Il¥H去にillil定し，遊離IJお)U5殺総/j立は11'(後と 41時

間後のみ認定した。 ìl~l定}5法は， J袋詰後:誌は

ダンカン変法，遊離脂肪殻級Ijxlまガス・クロ?ト

グラブィー， t長自費設はビューレット法， t長自分

Ilhitまセルロース・アセテート膿電気泳動法で前j定

した。

Is. 主Jij茶および考察

1 保存時間の経過に{，~い，遊離脂肪様最は 2 時

間後から有意に.ti!lhnした。また，袴l誌の年代がお

く，分娩回数が多いほど、高値安示した。

2. 直後と 4時間後の比較では，遊露関旨腕綬組成

lこも変化がみられ，特に不飽和総肪殺の有意な治

主nが認められた。

3. llil~賀廷は傑存によって変化せず，縛婦の年

代や分娩経験においても差異はなかった。

4. 蛋~l分断も 24時間後まで変化はみられなかっ

以上の結采より，冷蔵保存母乳では蛋白質量・

蛋自分泌には24時間変化は認められないが，遊離

賠紡酸盤は 2時間後より有惑に滋1Jnする。そのた

め，搾乳後2時間以内，あるいは次の段乳までの

擬時間の保存が望ましいと考えられた。
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70) 冷蔵保存母乳の p討と総菌学的検討

弘前大学医学部li付属絹院

。成田かおり

弘前大学教予言学部看護学科

葛西敦子，鈴木光子，木村宏子

1. 目的

母乳は，乳児にとって栄護・免疫学的にも最適

である。しかし，母乳分泌があるにもかかわらず，

直接授乳が揺難，あるいは不可能な場合には，母

乳を搾乳して(以下搾母乳とする)用いることが

ある。この搾母乳保存中には，細磁増殖，成分の

変北がおこる。そこで，冷蔵保存母乳の安全性を

級菌学的方面と pH測定により検討した。

n. 研究対象および方法

対象は 1か月検診に米院した正常得総35名{初

鐙婦19名，絞産婦161'1) であった。

身iこ一定の搾手L手技により，方;

してもらった。この

スピッツ Sねこ分注し，家庭用冷蔵!奈

は C)で冷!銭をしたα 実験開始時金搾乳i以

後とし， 2・4・6・24時間後にスピッツを絞り

:1¥し，先に騎手しすること令想定して却。C5分間}JIl

よび pHi1lil定ぞりった。縮i議数

はコロニー数より算定した(colony 認の。 ま

た，細菌学的安全性の対照必殺は，繍i窓数ら¥

104/mt以下，大路i和洋・黄色ブドウ球琵i陰性j と

し7ニ。

乱研究成Utおよび考祭

l. 搾乳直後では，全平均 p況は7.29:乞0.2σで

あり， 24時間中段もおかった。 時間経過によりpH

は下降していき，保存後6時間より有窓に低下し

fこの

2 搾乳院後では，翁1I的検出率は 97.1%，平均

的数は38.6:と9.1X10ベばであり，議Ili策学的安全

性の対照主主慾を超えた検体はなかったo 1i.. tこ， 24

i呼応1保存rj:qこ菌数の子子立な.ti!IlJnや減少は認められ

なかった。検出関怒は，表皮ブドウ法的などの非

絹原殺の皮腐・口腔内常夜釣ーであったっ

3. pHと綿菌数との拐に拐関関係はなかった。

以上より，母乳は24f時間の冷蔵保存では，細j翁

t繁殖は認められないが， pHIま6時間後から有意

に低下した。そこで，母乳成分の変化を考慮し，

搾乳後6時開以内lこ犯に与えることが望ましい。
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71) マヂニティブルーの言言葉雲と発生祭器Hご

ついて

手え IE大学医学部隊総選雪護学校

O 街中 Eまり

二子畿大学審議学鈴

絞仁i後5誇

くはじめに>

マずニティブルーとは、 長変後 3~ 106に予言案をす

る一途伎の奪三笈の塁手うつ;波状をいう e きさでの機会議

のほぼ王手数が綬案受するとささわれているが、 その手写

室をには務総の豪雪しい務毛堂への不透Eさもが総与してい

る@ 務委譲がスムーズ iこ獲ささに遂E与するためには、

係長室祭主撃がさ豪華警となるだろう。 今Iilll立、 警警多選にど

のような縫うつ後双方t綴ているのか、 さらにどの

ような姿筏が関与しているのかを潔去をした@ これ

そ援に、 今後の係長室お議事を校長すしたい。

く五月予言方法>

1. 6誇党支星 放 IE大学夜祭f祭器f議終段緩総人続

会主に分後 f予Hこ遂絞している災級20名。 内

訳}立総経 7名、 長芝夜 13名e

2. 長考湾総 会経キヰタ主主長 tこで、 必然37;議i兵隊で

総長者約 iこY-G後総後授を災後した。

会長i潟絞委譲;こ、 分会議後 56E1に、 れれのお長室綴

不安・害事うつめ喜子{透鍛霊堂j話]テストを行った。

参マタニティブルーの予ささ主に童三襲撃を与え~[;雪

子について、 ガルチ・問診 iこて f道警護JIヌ銭安行

う。

く孫究室吉長ミ〉

1. 総長室と経笈では、 初夏室のプ}v…得点力iミく、

ネ?に不安・宮容務長率・心気約の王立において

v、。

2. マヲニティブルーは、 空手数・安王立長ゅのさ主i呑・

表~9監禁話芸撃の手芸然、 譲先への擦を支のお警察で主主:u;

の絞鐙がli:おされるe

3. ブ)v…後点の認いもの浪、 f宝1各fちには?議終不

安定、 発事士会約、 手ド警5綴約、 {淫?還義1)1生の綴!待

があった。

72) 母乳栄護の縫続iこ関する検討

自治医科大学的弱矯院

弘前大学教子子学部看護学科

，鈴オミ光子，木村宏子

1. 目的

近年，母乳栄護の援要性が凡認J設されるように

なり， f悲観の母乳栄謹:こ対する意識も向上してき

たc しかし，厚生省調査によると昭和的年の母乳

1 か J~ If寺49.5~ふ， 3か月時39.6%ときド

ないのが現正夫である。そこで，

とg

i主役与をi狩らかにし，

日立11寺， ， 3か}]I時;こ

はアンケート調子tをりった。

震.

1. 

1かJj

より低い混合であった。これは，

，まだまど消婚約であるた

った。よって，授娠中の

判的・改善する

3. Y G校絡検室主では， B裂(不安定続編l¥'D
も母乳栄設の継続状態が不良であった。ょっ

も少なから

ものと考えられた。

4. CM  1における神経窓際およびMASにお

けるお不安鮮は，母乳栄設の継続状態が不良であ

った令
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73) 母子級友作用~出没後 4El ~l から 4 ケ

月にかけて~

前北海道大学医療技術綬溺大学部宥護学科

0石塚区子会予

本研究の目的は、母子愛着形成tこいたる過程に

符がおきているのかを生後初もなくから 4ヶ月践

にかけて母子総互交渉の実際を綴祭し、その資料

から検討していくことにある。

対象ば妊娠中から縦新約に追跡している S市内

;窓会病訟で出生した第一子とその母綴の 21総 (

努忍 8 た~t 1 3)。妊娠中の合併症や分娩経過や

況の出や涛におけるリスクはなく、いづれもま常

箱路の母子と考える。そ手続きは出生後4Eleの病

誌の授乳場活i(平均 32分)と 4ヶ月 iヨの子の家

庭で母子のEl然な湯原 (60分)を綴客三(ビデオ

にも収録)記録し子の感情表現と母親の応答行動、

ずと付税の{が花関係を 15秒を l守主位として分折

淡之さ計iiijの一致ぷは 82.0きもである。

ミイi~l~i主、治ほ殺の 11そ宅建のための刺殺が多いほど

1)ズミカノレなぷ""(';Jみやすのが多いが分り筏手L行

委与が jこにとってのよ設初の狩ぷといわれる窓味の

ぺ寄与がみられるつ 04 HO)授ぎしだこ!lJIるい戸

でれこぶしかけるすEのき会いほFえは 4ケ1]!三も多い O

(:jJ 4ケの家終滋必で Jこのほギえをみつめる行動

IJ:多い筏子にやさしい滋かなt誌でぶしかけたり、

リズミカノレな街であやすことが多くなり子がうれ

しい向をあげるタが多くなる。また予のうれしい

発潟が多い径子に数笑んだり、ふれたり、タカイ

タカイをしたりの母親行動tJ:多くなる。③ 4ヶf.I

じiで子が守三やf誌やおもちゃ等をi汲援している行動

ば母親の情緒的炎/:L¥行動:a::'低め予の行動へのネガ

テイブな印象を高めているつ(5)4ケ eで予のボ

ジイテイブやネガテイブの炎治の多さは、少ない

よりもほ綴のボジイテイブな情緒表出行主{むを多く

させる。⑤ 4ヶ月 eで子がネガテイブの炎治が多

いほどほ綴の子を弱いている行動が多く、チがボ

ジイテイブな炎治が多い程、母子tJ;facc も0

faccの佼震にいることが多い。

結論、 4臼段も 4ヶf.leも予の行動が母親の行

動に影欝を与えていることが示唆された。今後は

子の機嫌の良さ・慈さといったま突出の遊いからい

くつかの群に分けて、より詳溜に分析していきた

し、。
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74) 予後不良児を抱える母親の親子関係に

ついて

東邦大学援学部佐倉病院開設機Il1I!室

C侮m嘉子

坂口被男

小児病棟における看護はも他病棟と異なち母子

ともにケアの対象となれよち複雑性?帯びてい

る。従って、小児病被勤務の看護婦には患児の直

接的ケアのみならず、母親の養育態度などぞよく

綴察し、援助することが姿求される。特iこ、予後

不良党を抱え、心恕的にゆれ動く母殺への看護はも

非常に難ししまた、関慾なことと日頃よ号痛切

に感、じてし、る。

そこで、今回、母子関係の実態並びに予後不良

光のターミナノレケアについて当病練看護婦の意議

い母親に対する援助のあち方について検

討した。

].. 
} 

東封fi大学医学部付属大橋病続小児病棟に入院し

26名{予後不良児8名を含む)を対象とし、

Y G性格検査並びに毅子関係診断テストを調査

した。なおもコントローノレとして健康児の母親58

名を用いた。一方、予後不良児の母親8名中6名

どについて扇按鵡査をするととも

23名を対象iこ予後不良克のケ

、てのアンケート

結果

1. Y G性格検資で尺度別、国子JJIJにおいて、

予後不良児の母親;こ Ag‘Coが、部ち攻撃的、衝

動的顕子が高い得点を示す額向がみられた。

2. 親子関係診断テストでは積極的fB11'、溺愛

型服従に危検率5婦で有意援が認められた。

3. 母親への顕接と

にし 2の結果を併せ考えると、

a. 信頼関係を持つこと

b. チームアブ口ーチの必要性

C. 日常生活援助技術指導

などが挙げられる。
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75) 小児がん慾児をもっ母親への援助!こ関す

る研究

神奈川県立がんセンター

つ佐伯和，~き:

熊本大学教育学部者護課程

成問栄子

小児がん患児をもっ母緩が、その鴎鴇生活のr+l
で遭遇する危機状態を早期に発見し、審議殺によ

るアブローチのあり方について検討した。

研究方法:面接法により小児怠血鴇患、見をもっ

母親ろ事例を対象として、アギュララとメズイッ

クの危機モデルを用いて分析し、援助過程につい

て考察する。

結楽ならびに考察:事例Aは、 E号、児が関疾患の

他見より外見上元気にみえる事に注且し、 f弱気は

必ず治ると考える事てJ均綴を保っていた。従って

病気の自郎、側面を知る毒事を恐れ、部疾患見なもつ

の交流を絞んでいた為、 十分な社会的支

援も得られず、対処規制も 1-分活用できない状況

にあった。そこへ、医師より接、見の病気は非常に

条件が惑い旨をムンテラされ、自分の認識と

呉に深刻な危機に陥った。事事例Bt土、 J態、]誌の見合

がすぐれないのは、患!J己が食事や服薬を意、る

と考えていたところへ、民締より患兇には延命治

しかできない行合ムンテラされ深刻な危機に捕

った。約2か丹後それきkやっと克服した頃に慾見

は死仁し、母親は一時的にぼう然としていたもの

の、前期より速やかにそれを克鰻し f!廷に死んだ

より、延命治療しかーと言われた事の方が余終

ショックだったj と諮っている。事例Cは、子供

の鑓性骨髄性自制おについての里子訴に努め、骨髄

移植の有用性を絶対的に評価しており、万一急性

転fとした場合の予後についても十分理解し、その

過程の中で生じる不安等の心構令吐露できる社会

的支援者を自ら求め、それにより対処捜部会十分

活用できる状説を接待している。

結論:母親にとって、 j窓、!尽の病状についてのム

ンテラは、その各々が危機を促進する出来事とな

り得る。そして、それと母親の認識していた内容

(怠兇の疾患や病状についての現実的知党)との

笈が大きい殺、母親の危機は深刻化し、その他の

ノ〈ランス保持要因のあり方に影響を与えてし'7.>0

76) 怒iえをもっ母綴の不安について

近緩大学医学部納長義続税

O霊宝村i圭奈美，浅笠いささ三

千薬大学餐護学部

阪口被男

E斉究!3aヲ

人設とやの慾!尽の母毅がさまざまな不安唱を縫いて

いることは、 5手言の産主E主主義滋からも

f弓える。とりわけ、 Eま綴が不安をつらせることは

そ子どもに大きな影撃者全与えるといわれている。し

たがって審議綴は、王寺綴が安心して子どもを入院

させていけるよう、早費者襲約iこ援助していかなけれ

ばならない。そのためにはまず、霊ま豪語がどのよう

な持に、どのような不安安感じているかを知る必

要書がある。これまで、慾箆の苦手緩の不安について

は多くの研究がなされてきたが、災体約Lこ不安の

内容やその程度を示した綴をきはない。そこで今題、

不安尺E芸者全局いでそれらを議室主検討した。

対象と方法

近畿大学医学童話約残務総小児科病綴入銭仁科の慾

交の絞殺51~毛そ対象とし、アンケート勢三菱〈慾!筏

の病気、入院生活、成長発途、務総iliiについて〉

および、 STAI宅Uflいで不安テストを行ない比

較検討した@

事実害義

1 .急性疾Eきでは終性不安は仮く、状態不安法

比較的潟{践を示したが、後段f実怒ではi設の{磁均台3

5もられた@また、懇?を疾慾ではどちらも溺惨を示

しており、 Fかなり心裂がある j と答えたをま緩は

63.6%であった。

2， j守~添いをしている 2 緩以下の慾宛の王寺緩

は篠宮誌にますしての不安が強く、 3緩から 5議室!えの

E豪華支は般の母綴lこ比べ入院生活lこ F不安がある j

と季さえた母綴が多かった。 STAIでは 2綴以下

の!足の録綴の状態不安カ宝章受も長jjj護者~~した。

3.入E完B数男せでは長室IHこなると、 「心霊己があ

るJ と答える王寺殺がt替えているが、 STAIでは

入校一滋間以内が滋令状室長不安が長jjj護を示し、日

数台1緩返していくにつれ徐々に依くなった。

4.入旋回数覧せでは、初めての入院で章受も状主義

不安が蕊!議を示した。

5. ~霊性疾怒では夜滋 8 数、入院@数にかかわ

らず不安が強かった。

6. 誌を、怒児が務緒不安がある綴合、塁手緩の

状線不安は言語緩を示し、後絡が安定している援会

は悠緩を示した。
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77) L廷の入段lこ対する古寺綴の反応、不安Lこ

ついて

Eヨ本:~芸科大学多摩永山病需主

O竹之内明菜， 潟豊子童話'f， 正文i欠言喜三喜子

千三護大学審議学芸5

絞口被男

はじめに

小児の発病、入院は慾兜だけではなく、家絞全

体tこも影警撃を及ぼすという綴告がこれ迄数多くな

されている。終iこ、一言霊長近かに務わっている母

殺にとって、我が予の入践による綴神的勤務は、

滋よりも大きいものと考えられる。そのような絞

殺の動銭、不安が怒!えに及:ます影響も少なくない

とi守われている。しかし、日媛私i童小児務綴勤務

の繁務総:立、入践して予去る慈犯逮へのケアを後先

し、そこに付き添う絞殺殺へのケアを認さ去りに

しがちであ誌の

そこで今i旬、思 l，ftの主手緩が入校 5寺にどのように

fぶしたか、たどのような不安があるのかについ

ど、ぬるせした々コで手若手?ずる。

対象と方法

fヨオ三次予洋大学tfi護多発表 i}q1J1災絞 1]、兇j4(こ入段し

た怒ヲ誌の絞殺、 :30名と、!湾続減[(i)i'fマ液喜多 21 ;jろ

そ対象 iこ、人絞当ト!の主是の気持ちゃ、芝:I廷の鱗

父、事実王室・処後.7お?家、人続生活 lこ対する不安な

ど 15孫自をアンケート議後し、五寺霊支の不安につ

いて検討すると共に、 ST A 1 (こより不安得点と

よ乙絞した。 Eさに委譲綴 Lこ対し、人税当日 tこ援する

待問、 f宇奈立から鐙問委受ける内容、玉幸殺と援する

5寺iこ心掛けていることについても認交し、王寺殺の

気持ちと比較検討した。

給与契

入続時オリエンテーションの潔奪事L立、母豪語の重力

鎗の5獲さによって、廷が見られた。人続時オリエ

ンチーションをわかったとする王寺毅の状慾不安得

点よりも、だいたいわかった、わからなかったと

ささえた縁綴の状慾不安得点の万台，~illiい総向にあっ

た。また、病気、検査・怨霊堂・治療、人絞主主滋lこ

不安があると~えた母豪語の状慾不安終点以、ない

と答えた母豪震に比べ認後を示した。長ま豪語の緩く不

安 iま事選々であったが、!えのま手令、安定怒、人綴~妻女

iこ務塁後カ1淡い綴砲がみられた。

号2

78) 小児警苦言警における母綴と審議長請の役寄せ

-~寺 iこ綴待認知について一

秋応大学箆学部樹祭義務段

O三鴻llii'f， ~夏草警洛そ子. 1宮崎務子

千言露大学審5護学総

綴口被5号

はじめに

近年、小児誘i撃では、怒、見への愛護活動 lこ、母

児 のj箆fさと王寺葉支の学童還を録的として、五若葉立の参加

が奨劾されている。しかし、母緩の付き添いの磁

波 Lこは施設によって援があり、また、後緩の疲労

や"とまどい"といった多くの問題が存在してい

る。終に、母菜室と等号滋綴の役割:ま不明憾で、その

主義その場で処王室されているのが現状である。そこ

で、今原王寺綴と審議会警がそれぞれの役割をどうと

らえているのか、 E号ヲ雪の籾f寺認郊のiliiから検討し

た。

支すきまと 1Hlミ

干支rn大誌や言B，付滋病院小児科病綴で慾!足Lこ付

き添う宮ま豪~25'名と!弓病害事勤務の緩や議長率25名設立すゑ

:こ 7ンケート話号変をf"rなった。アンケートの内務

は、 1入段ゅの授、!廷にかかわる行為36J重gで、邸答

はそれぞれ殺が行なうのが災いか、審議会議、をま綴、

潟1i、わからないの 4つのゆから滋択させた。一

方、これらのいlきさを 8震学lこ分殺した。すなわち、

食多・後三議(8 J露関〉、総;毅.~議滋( 7 J長El)、

綾子襲 〈品工員El)、ぎ主総 (3綴El)、主手議 (Lp妥I'D

、医療、介助 (3 坂El)、 ~il器・記録( 4 J員El)、

介添い(3攻El)とした。そして、分室長]jIHこ努綴

と務後磁の~答を比奪完全長討し併せて、 J祭、犯とをま殺

の 符E費約の検討も試みた。

結祭

1 .審議綴の期待認知は、主将プ7か務務綴がじゃ心

であるのに対し、王寺綴の長111寺認知は 母綴が中

心か弱プ7であった。

2.若手緩と餐議長警でよさi議した綴j寺認知:立、 j欠の

2点である。

品.食事事・然髪、 j資i認.f議後、持Fi績に関しで

は古豪綴が中心。

b. 子警護、苦支持義介主主、介添いに燃しでは務議

長響力1中心。

3. t琴!廷の稼祭別では、入段回数、議経夜、 E撃

波長謀、授、!えおよび定基綴のま手代郊で後 葉支の期待

認 知lこ重量がある e



79)プラゼルトンの新生児行動評憶を用いて

一検交E寺の母緩の反応についてー

長上寺大学医療技術 Mi銀大学部 O彩妻子三走綾子

千葉大学者援学:言語 pqi毎 :晃

くはじめに〉

ぱ飢えr.¥LBEHAVI(IRAL ASSESS'1E¥T SCALE (以下

主Bえの新生i廷の!I勤評{径尺E霊法、単なる新生児の

災認ではなく、1f;~こ沼1i f乍mの過程における新生

Jflの評1[5である。又、 この尺EZ:ま外部(j)事1]滋:こ対

する級生児 (j)~主怒約な統i銭銘力を検まをするもので

ある。今回20診:](j)新設!尽に対して持BAS用いた新生

児(j)lf勤評箔を次のような民的で爽京ました号母緩

(j)雲5て¥B総会 fJう喜三:こより、新生りなの能力や1随伎

を湾総:こ;¥づいてもらう家、また級生犯のlf動や

ストレスサイシを知る惑により、湾総の赤ちゃん

に討する潟心安認めるま工、絞殺の兇をみる 13や愛

情が受:こ況に浅がれるように認す還まである。これ

は、母殺や家絞が赤ちゃんの行動をや心;こ、受:こ

ri.l!忍を凝立するきまにつながる。又、Iij:絞め

問心耳とおめ?~容が、 f-.'1 ~主 1そのよりよい発途への平

均げとなる事と1;えるe そこ r(令路¥誌へS<lJt会 ~iltl

rJJf!J殺の反応ti:J二記のf!約:こ照らして検討し t，。

く方法〉

~Hl!な生後三 -..GD (j)級生犯で給見熔及u出生

若手;こ際怨のなかった見20普IJ;を対象とした。後 2霊法、

必ず E手絞 i可作て lf った。 i李総;こな :W~30うをそ裂し

た争又、 1金玉霊前後の王寺綴の反応及 ZJ"~Bおの37J妥 13

rJJ総点との問主主を検討するため、九BASの37務自の

き豆点、そ入力し、怒子分析を !Iった。

く結論〉

会新生死20j?1]そ持BAS1i:j使って f!J殺の反応ぞ綴笈し

たe 零封君主S0綴関係数とフェイスシートの項 13と

沼関係数を調べた結果、若干の脊Eまの2をが認めら

れた。ミ李総おの成緩1i:1t9子分析して61t9予を拾おし

た。さ長時ASの底二子分析したものと 61t9予とフェイス

シートたの相関係数そ調べた。{室長持BASの8因子とて

6顕子とフヱイスシートの名軽量尺E互において資:窓の

笈があった。⑤持BASの成富査は新生児の診断や母子

関係の診叡においてかなりの妥当役宅是認める。
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エアー噴気型
特許

く〉寝た事り病人や

※従来の沫ずれ治療器と根本的に

原理が異号、空気を噴き出し、

皮j欝を乾環状態に保ちます.0

く〉病人独F持の惑央をi宣投することが認められた。

領酔⑧

者に朗報く〉

。一殺の健康人の使用にも寝呉がむれず衛生的で、特に寝返りの不能な幼児や老人の[玄石亡しっしん三虫記

に大役を5裂して居ります。

。重症の長W]!未ずれ患者で御使用後王手い方;土 5 臼位より l~、音I1の乾燥と認H支徴伎が発えでき、 i沼通も良くなり、

その突綴は医縦、看護婦の方々より高〈評織されました。

厚生省関生活用具適格品工アーパット

特 長

Q)~湾節器も特許の防音装還で25ホーンと祭奮状態です。

争-8の電気使用代は約 5内と最も絡安です。

Q)マットは一般の敷布自は不婆で、硬軟が出来ます。



一般 演題

第 2 日

( 8月 5B) 



5日 第 1会 場第20群

80) 高校衛生看護科生徒のSTAI径の経年

変化について

長野祭呂田高等学校

千葉大学養護学部

3震条病院

Otgpi.尺ゆかり

土濠尚義、三宏弁和子

渡辺滋祥

STAI{I直の意義に関し、高校生についても過去数屈

にわたり報告してきた。第12@]および13四本学会総

会では、言案校衛生看護科生徒{以下術者生)のSTAI

f直の動向iま即性格検査とともに、問題行動との関

連が密接であり、生徒の生活指導よ有用な指標の一

つであることを報告した。これまでの検討は学年れ

の比較で行ってきたものであるが、今回1;1同一生徒

について 1年;欠から 3年;欠まで、学年進行iこともな

い綬年的に追跡し、経年変化の蛮から検討を蒙ねた

ので季語念ずる。

対象および方法

υ蕊校衛生看護科にE召~o60年(以下60年生)および

61年(以下61年生)1こ入学した生徒〔以下街務生〉のう

ち、 1王手;欠から 3年次まで継続してSTAI;去を旋行し

得た者、'&年度それぞれ 30名ずつ、計 50:名。

STAii奈は、学校行率、定期試喜章、 ~&;j京支33の祭 Liß寺

黙で、各年;欠ともほぼ!弓じ時綴!こ総行したの

日立綴および結論会

1. i務審1::の STAT日自立、以前報告したお校ぎ透

科の生徒!こ土とし、 τp勾鐙的に明らかに高債であった。

2.衛義生の 1年;欠から 3年次に至る STATE{震の

終年変化!立、 60年生!ま 2年;欠に低下する従来の高校

普通科生徒の年;欠JjIJ傾向に…致するのに反し、 61年

生iま2年次著しく高値と、入学年度により全く招反

する経年変化そ示した。 51年生 2年次{立、特に問

題行動の多かった符郊であった。 T員AIT績は不変で

あった。

3. STATE各項自得点、JjIJfこ検討すると、 60・61年

生の 1年;欠と 60年生の 2年;欠は従来の高校普通科

1::の成綴とほぼ一致するが、 61年伎の 2年;欠と、 60・

61年伎の 3年;欠1ま異なった傾向を示した。 61年生

の 2年;欠では、さらに 41貢自が上昇する項目として

選択され、総得点、のみならず各項包得点、も変動に特

f数を有するものと怠われた。
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81) 践的 ~iWCl) 認{菌

一延長宅~~詩îl!哉の学生の不安とエゴグラムの

の変化

j議室星携王立短期大学

O 太田節子

1.はじめに
慾 I現実 ~tこは、?望号室な条件が{十うため、その評

僚は幾 Lいのしかし学生の後;意弱の詳1創立、初期

の看護学生に立すする指導を考えるよで大切と思う

ふこ℃、 3室長霊祭習前伐の餐議学生の不安とエゴグ

ラムをaliJJをして、説憾のー笈flとした

2.方法

二三年 j塁手主一年次の議議学生4訂名 Lこ対して、ミ~'，li，'

品主役に、生存!えlでの実 f!i{J)祭{弱とまとめの時間をと

け、 C.Il.Spi!'ll>prがγらが関手ました不安尺l支(s 

T，¥ 1 1ヨホJ再販}と〆j;安())釘然とそのr"Jf;とねI支の

ぷ鉄、決uエゴグラムの随時疫を行ない、実お"Jf {磁

の 4 資料とした

、、 45栄

'だ l~ll 語J (}).j!，fs'.1、.i;:ω ドjサfti!.エ、ル)) .::、終(

f吃lま‘う品、'Jうてt あった ちり。てが千i.b:i:去を認めfよお益

1 "。では奈はなかった 特性不安得点i手、完封前

17う目、手守 n吃17.10で‘ 11:b:i:援は認められなか

勺 t~ (火 1) 

エコグラムでは、 t子"liii i毛とも、E]{也iな定めタ

イブとなる i隊、fbJを'1ミLてL、たが、うつ(})長11えiUl(

CP 争完!ぺふれ弓i\(♂)'1' て iエ、!l(î!じした子 l!~ (})心、を炎

ずA<が、実'おU.交，ち三で千(:~、 Lこ r!;l くなっていた。ま

た、 i弱状Iffi不安若手lまうださf前後をi丞じて一色もなく

{託状慾不安若手の学生iこ ユニゴグラムの'I'(})、eu.;

AA:のずイフがみられた

不安の内容は、怠f:iとの関係、後D1Jt支i台、 fiよ護

婦との関係、写生の写会23条件の4J員協であった 3

炎 1. STi¥ 1による不安得点の変化 十 40

7.01 

b.53 



82) 自我間一性土色佼テストの検討

一一看護学生を対象とする民子分析によって一一

東邦大栄医療銭湯大学

O松下 白菜 子

千葉大学~~，霊空宇部看護突銭研究指導センター

内海 渓

綴楽的問一校形成i土最近とくに女殺にとっても

走塁さな発途緩怒のひとつになってきている。

riE護学生が、一女殺としてのライフサイク Jレの

なかで悉護という機業を佼緩づけてゆく形態およ

び、専問機としての看護綴の間一性が形成されて

ゆく議室絞を知るために、 ri護学生に透した自主主ドヨj

~ t't:1射をテストを開先することを日約とした。

〔方法]私立23護短大 3年課程 1{f次89名、芝生F

次 93名の計 182~さを対象とし、中筒(1981) が関

ぎをした自主主同一?を地佼テスト (60~民 EI) を実施し

7こ。

[結*および毛主祭]有効問符 161名 (80.5%)で、

金調査60JJiEIを 5段階に数議化し、協子分析を 3

rhJ行い、それぞれ 5~経子、 10罰子、口約予を主b tlJ

しずこ。

治 i似 [1の言磁子までの主I!{11で/;i:， f I :同一

切:達成向子(以下"“同一性"は省略) f2:授、数

第 i調子、 f3: 早期完ず関子、 f4 :機業鍛淡路子

f 5 :鉱数w2関子と命名した@

tfHO関子までの主主役;でi土、 f1 :達成溺子、 f2: 

鉱員支第 i民子、 f3:字額5とす尚毅関与綴子、 f4: 

総菜領域i室長主民子、 f 5 :稼業領主主主手期完了C母子、

f 8 :早期完了[母子、f7:拡散露~ 2l羽子、 f8:職業

績主主鉱激烈子、 f9:総数第3関手、f10 緩因子

と命名しずこ。

第 12凶子ーまでの主主iちでは、それらの議障子のほ

か「モラトリアム照子j がみられた。

以上の分析の総来、第 6間二子までの始tおでは

綴業主義主主がひとつの関子にまとまり過ぎて向~'i生

地伎がよく分講義していない。一方、 12凶子主主出で

は~子が線分化しすぎて、設現がつけにくいこと

から、 10図子治出が妥話会であると考えた。会 5綴

子・ 10因子始tちではモラトリアム因子が拾tlJでき

なかった。モラトリアムは尚一性透民主と拡散との

や間的な状態であることから分絵が襲撃かしいもの

と思う。モラトリアム土色佼の認定が今後の検討課

題と考える。
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83) 精神照沼おイメージのポ.IJJi:

実君子前後/実狩場所の変化について

ほ本赤十三戸看護大学 OLjJJII奈子

El約本学では、精神看護学実習を泥議・小児

務事事科専門病院、総合病税調放病棟(成人)の 2カ

耳石で、 2i袈濁ずつ前期/後期にわけで行なってい

る。務神看護学実習は、学伎がはじめて精神衛議

議と佼銭関わりを持つ機会であり、学生が精神間

2葬祭やその者護iこ対してもつイメージは、 3定潔安

行う場所やそこでの体験によりだねされると考え

た。今題字ミ予手前後の精神隊2存者イメージの変化を

i切らかにするために SD法により溺交を行なった。

研究:Jj'f.た:4 AJf羽の務停科学ミi与のrjJで、平成元

1f 6 Ji-王手成 2'rド 3月iこ務者11科実科そ行った 3、

4 if次の学生 56?，を対象iこ3尚 CAWI期金f;自ij、

2i銭円、終iIl寺)アンケート斜伐を総行し、 lWfil1

i硲 :t~!{、総符1科7H室、およびれと:の 3 つの概念に

ついて、形手~Jríl対 4 7 Iミ!交でら段慨により立予定を

fJった。-'71"/(まt.'ifif11!号待将イメージのみ毅itJする。

分析は災]f;手:~~~6J 文、Hこ閉する評定l，t号変数として、

まずi人1Jて分析がiの1:1えi子解を求め、少なくとも 2

I"J、!将 TfH:PitO.60以上を得た 19変数をj支択し I~il

Ji:した。次 iこ、 11~ ヰ. .小児精神科病段から'A1'マを

i羽治した八グループと、総fì1~1境開主主病棟から開

始した Bグノレ…ブiこ分けて、 1:1人!子解およびパリ

"7 '1クスIr村'1¥を込とめ、それぞれ3尚子会総IIIし、

解釈命名したのお;R~絞 l1f1.í-'容は 65%以上であったο

まt1f*とJ3論争史 1) tlUIHされた 3附 jてを仮iこ!託

会的関係?吹いIFJ Ifl常 生 活 態 皮 肉 子 活 動 f '1:
尚子 iと$?'，した。 2) 八グループの実符i乏の

結符Ij!奈:tfおイメージlまれ:会的関係f'!:t*l子、活動flj:

lぺ子が実予1fiiilこ比較して、?イナスに変化し、 11

?主役訴態度照子は議ちおいたイメージへと変化し

た。これは対象が成長発達の変化の可能性iこfおち

た小児から、成人という比較的安定した存.([1こ変

化したためと考えられる。 Bグループでは、逆iこ

社会的関係性関子、 j，Tj動性尚子がプラスのイメー

ジiこ変化した。また生活の援JJjJぞ泉浴とした実狩

において、波状のf受性化した成人から、成長発i主

の変化のけIにある小児へと対象が変化しでも、行

常生活態皮肉子iまだおされない。 3)~1守的後の

務f!IlK章得者ーイメージの変化iま、今後、対象だけで

なく災対日援との関連を検討する必立さがある。
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84) 臨床審議案習経験による学生の変化

一怠審理解における情意的側面についてー

大分東明高等学校衛生審議科 O佐藤 直子

熊本大学教湾学部看護課程 水上明子

自的:臨床看護実習は、学生が、患者と自己と

の招互関係の中で、患者を深く理解していくと共

に自己認識を深め、より良い看護を探求していく

過程である。従って、臨床春護実智における学生

の患者原鐸の過程を情意的側面におし、て明確に記

握することを試みた。

方法:対象は、熊本大学教湾学部特別教科(看

護)教員養成課程の 2・5・4学年の計58名の

学生である。方法は、質問紙による議査であり、

ブルームの教育目標の情窓領域タキソノミーを参

した f受け入れJr反応侃儀づけJ 組

識 化jの各レベルにおける患者理解の概念規定に

法づく宮部 (4項目先三十 16頃臼)に対する実感

の粍度を S段階評価で求め

結果及び考察:実習緩く初期の 2学年、中郊の

ろ学年、終了後のヰ学年を比較したところ、各学

とも f実感有り jの割合i土、情怠領域のレベjレ

が上がるiこるお、石志:に誠少しているが、減少のfil

1邸主、 2学年が最も大きく、次いでろ学年、 A

年の)1僚である。また、会レベルで、 2学年と 4学

年fliJの実感震には有意授がみられたが、 (Pく0.05) 

2学年とろ学年間では有意差はなく、 5学年と 4

学年間では、 f反応J 組識化Jで有怠授がみら

れた。(Pく0.05)更に支た、 f受け入れ]のレベ

ルの到達は、各学年ともに容易であるが、「皮応j

以上の到達は、 2・3学年では国難であり、現場

への適応や自己へのとらわれ等の愛関との欝速が

あること、ヰ学年では、 2・5学年に比べ、明ら

かな稽定;能力の深まりがみられるが、 〔組織化j

のレベルの到達は国懇であることが伺えた。

これらの結果より、実智経験を積むことによっ

て、学生の患者理解における情意能力が深まって

いくことが明綾にされた。吏tこ、学生の情意能力

に影響を及ぼす婆閣が示唆された。

官8

85) 綴主主行為(務字率約}を透して得る学生

の変化{成長)

儀後衛生大学衛生学筋書寄生幾重要望罪科

O 山箆五十子

等審議は患者と議護者の人総約交液によって成立

する佐賀上、母綴が子育ての中で成長するように

餐護者もまた、忍者への援助行為を巡して変化し

成長する e 患者への草斉検約援効という、看護実習

遂穫をi璽して、学生がどの様に変化し、成長する

かについて検討した。

身体波状が蕊うように災くならないとき、患者

は思うようにならない気持ちを縫いき室係、怒りの

言動、疑いの心、 fを3ぎ約怒Jtで表務する e 身体に

も医学にも限界がある以上、やむを得ないことで

ある会養護はこうした人々を対象とする以上、養護

切な後民主を考える必警警がある。

今回、 i !3己支援が号室く、訴えが多い忍者 J

f軽量い索後で、文句をよくいう主義者 j r不安気で

務くま言さない授、議 j を6滋麹受持ち、援助を行っ

た@援助したのは、本学4~手主主の 3 名である。

古学生 3名の後きかけの中心i立、慾者のま蓄をよく

護憲くことで、それぞれ、 .蓄を蕊くための時簡

をとるロをはさまないで章受後まで蕊く J r気

持ちをさくことにき重点をおく J であった。これ

らの行為i之、滋互主Lて患者にあわせるという点に

おいて、学生自身の忍湾?と努力を必褒とする。そ

れは、怠者を脅定ずる "fL*撃であり、告とよりも怒

務の気持ちが後先ずることである e

総泉および考察

学生がみずから5器、ずる変化はそれぞれに爽なり

f穏手にたいして怒、いやりがもてる r!3分の語霊

祭や気持ちを表渓ずることで、人にどう窓、われて

いるか悩まなくて淡むようになった j 撃である。

友人がみた変化てオ立、 f愛護霊的な謡鐙であったの

が本蓄電的な話題に変わった J r El分の意見を抑え、

絡手の言蓄を繁華室に関き、性絡が丸くなった自

分を義務ずることが多くなった Jなどである.

エゴグラム(TAO五)での災透した変化i止、自己

否定の主義少、 g己事雪5主の義勢主君、般のjこ努であった e

g長主主主に脅定して主主きる菜室笈を翠ましいと考える

とき、これらの変化は翠ましい変化であり、人間

としての成長と奪える。



86) 臨床語、認定igの尚子憾のIiJf究{そのヱ}

隊派岳災受おfrIIi . rt . fをi畿におけるお奨学生め

訴後，記録 iえi径の変化

j警f品医潟大々tlfii淀

C 絞 t~ イデ子、幾重宝 みつ子

野沢 と三校子、4'- ますえ

千祭大学抗議学おl'お議実絞研究 lli~率センデー

内海 i晃

設よ草学生i手芸革派手3潔うたちtで多綴多尽な葉会警撃を受

けながら長記録する 1 9 R 9 ;ドグ〉木片手会では堅議床

実il]lにおける'学生のb!.~議機 iE について、いくつか

のi母子えコアーを始以し、学生め常設による浅い

を?苦渋 L丈:向今綬JlまLf;，完封i時織による写生めI!:.

災後i主の'変化について.臨床災況を 3鍔Hニ';tlt?千

i!Jll1Hこ!lC絡したぞ，':J[グ}隊派ぐだf-jltこ立;t ずる!~怨主去を

Lとに後付寸切る

Ji e去およ乙ピ支縫

I-t良:ilH品i天災 J、'子':Itl {i愛専門"r:校{こなおす

るお長室守宅金 1 1 q各 tヂJ';J;1'. 20 i Ii覧}

'~ 5き:隊派会設友好 3'3泌を'3f号J(二分ける

J! IIIi!ち1:長ぷ~~tti' I沼紛l長 約 i設fl;7)'仁子?終 ifl

小!!JI:径一長友会tIlfllzti I造三三1'1の完封終([J

j受詳il.各;お'た i!~ll i約者会?を 3号j設れの完封終 rH

内容 r~lJ長けが 1 つづっ忍いてある Iき弓

flj;7) f! ~渓 j を弓殺づつだ孫、 ~j !お d己李主r去とする

三段Lf::丈 iWr11、次;7)よ η なことについて臼 IU(ニ li:

いて下さい三 夜間以 !:l: 1)主義しかったこと、淡 L

かったこと、線級だったニと、 2)絞められたこと、

役交叶たこと、 3)I婚まぺたこと、 F1":怒ったこと

、不安だったこと、 4);{t:しかったこと、 iきかった

こと、イヤだ円たこと、!J)災直去の 4ちること、これ

からを長後しようと思うこと。

分析 In去:学生記録した!きsJ.絞め内容を、.r.s皇室

を議長えする討さ長持'11こり袋、翁の反応 2 )窓、名iの i訴後

や退院 3 ):学校!!!¥I支 4 )翁議絞街ーチ筏 5 )疾患

について 6) i!i後スタヴフの反応 7)その飽など

7つのカテゴリーに分類、その話芝草委主を数え E母子

分析し、関テスコアーを採lti:lして rt絞検討する作

結果および考察 J

学伎の2主B実務段、部活の手王室警になどによって、

終られたItl子スコアーは、'*f.!.l昔日lIll、中禁罪、 f長級

においていくつかの終後約な変化を示した②
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87) 務護学生の欽2霊行動

一一一般女子学生との比豪査を議して

キし綴控室科大学術主主主童英高大学部務長菱学科

O山E自ー郊

くはじめに〉

女絵の欽言語人口の増加および欽滋開宣告の務停化

が指摘されて久しい。今回、審議学生とー絞女子

学生との豊島で比較筆書斎を行ない、霊童警察知書設の有罪棄

と欽溺行動との関わ習について塁塁線あるまE克を得

たので毅告したい。

く対象および方法〉

キL綴市内のー援護菱系宝章大学生 155名(以下A総)、

な.;ぴ iこ対奴若手として湾市内室主童文学系学生 140名

(以下B若手)を対毅とした。露草議内容として f室主務皇室

窃Jf童文語雪機会・場所 jなど渓主主の童文箔状災を長男う談

窓、 f初童文学総 HきっかけJf勧めた絡手 j など紛童文

状況を問う攻問、 f童文緩や滋 iこ隠する慈裁や皇室皮i

をi浅う壌闘を盛り込んだ。

く総長さおよび考察〉

8立文芸容は A苦手 85.Z案、 S翼手 91食品覧であった。(じ童文マ主3

害義援芝がi題 1- 4窃という畿僚がj食文言妥当警は A繁 13‘Sゑ

B群7.0露であった。②童文滋奪霊会について、 A若手では

35.4%が fストレスがたまった跨 jを謬げた.この比

率 iまE淡の1.51告に主撃していた.それと呼応して、童文

議室雲お iこf笈さ若蓄し jを挙げた護ぎがA雲予の 24，6%1こEえ

んだ.G奇話雲予の哲]街宣支i滋王手護請は 15-18後 iこ3震やして

いたのに対し‘ A若手 iま12主義以下;こ 40，7草が緩やし、 E昇

級室主語室長完全会容が多い綴!吉]にあった。 また、初創立党

綴を勧めた芸ぎは、 f綴 j が章受も多かった.③ F綬議長

の湾総伎のある女主主 Iこ対して、 「童文潜のおH裂は

ない Jと答えた容は、 A意字 11.5草、 5詳し問、 fま急対

不可 j と答えた主警は、 A若手 43.1革、 E務 56.0%であり‘

いずれも A務の方が少なかった.③ g綬緩詰I!'t支綴3

について「童文語警は給対不可 j と答えた言警の都合を.

A詳の学年ごとに返ってみた. I総長ilJについては

1等生 71.1葉、 2王手主主 76.錦、 3年生 93.6完であり、

「後綴 j については.1年生 75.6葉、 2王手主主 79.5草、

3年生 91.5%となり、学年がよがる援に議室くなる綴

{勾が5もられた。これは A群において、母性審議や綴

衿終審議のま奪還義が 3年次に絡まれていることと関

長室しており、ひとつのま主資効祭とも務係できょう.

しかし総体的にみると、近い干守系医喜撃に携わる A若手

が、援護警に殆ど終街係といってよい S群よりも、欽

滋 iこ対してき午:g在宅な霊童話芝を示すという慈外な綴向

が認められた。
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88) 母校巻談笑習が看護学生の母性殺の発

途に及ぼす影響 ( 2) 

磁井県立短期大学 第 l肴緩学科

O竹ノ上ケ イ子

千葉大学審議学部看護実践研究指導センター

内海渓

母役看護学を学習するということが、看護学生

の母性性の発逮}こ影饗するのか、影響するとした

らどう影饗するのかを明らかにしたいと考え、喜守

幸震では産量床実習前後の母校綴の変化を調査し報告

した。 本線では看護学生のf宇佐性会者署長立すると

考えられる E君子についての怒査結主義を報告するc

<調査対象・務査方t去>

怒弁廃立短期大学の看護学科(3年務懇)の学

生150名(1年49名、 2"手50名、 3年51名)に64項目

についてその内容が自分にあてはまるかどうか 5

段階で記入を求め、その結果を医子分析し、問時

4こ認交した{濁人特投との潟逮について分析したe

くま喜族>

因子分析の終よ荘、 事まま撃さ学生の母性性を綴足立する

と考えられる!Nテとして以下の 6つが鈎おされたc

調子宝寄与率

山中高山著場口や-聞山こ4乙 18.5号交

出産耳u主的rn主関子 6.36% 

自分のfま絞i守主主因子 5.94% 

子どもt守主主泊予 5.12% 

女性従?守主主因子 4.57耳

努 1~喜子

第 2!N子

第 3!Nヲ亡

霊~ 4 !N子

第 5!Nチ

3害6!N子 出E量育児谷主主!N子 3.62% 

この 6つの関子と学年遂度との関係を見たところ、

第 2!N子の出主主理論的脅定図子で 1年生の平均が

3年生の平均より省主主(p<0.05Hこ高かった。 これ

は理論的には出産に肯定的だがいざ兵体的 lこ自分

のこととなると否定的であるというものであるが、

3年生では王室翁と実際が合致してくるのではない

かと考えられた。塁審 4因子の子ども宵2主!N.:rは工

年生の平均が最も渇く、次いで 3年生、 2年生の

i演で、 l年生と 2年生には有窓の差 (p<O.Ol)があ

り、 2年生で子どもへの常定惑が低下するものと

考えられた。

f患にこの 6つの!N子と関巡する綴人特性として、

学生倒々のi弓飽数，父親・母親の綴業，月総隊警

の宥主義， 現在の書室E禁状態， 署まま撃学科志望動機， 子

どもの役訟の経験度，空事が考えられた。

ハりハH
vl

 

89) 肴議学生の食生活

食事調査念らびに生活活動調査を過して

秋語大学医療短期大学部看護学科

。松尾典子

千葉大学肴議学部肴議実銭研究指導センター

内海 混

〔民的〕 絞近の学生の食生活と生活活動には各

方面より関心がょせられている。今位1，

の食事調査を行い，同時に生活活動調交を実施す

る機会を待たので，そのエネノレギーの摂取畿を算

出， 1.た，生活活動時間よりエネノレギーの消費蚤

を算出したのでその結果を比較検討した。

〔対象 J K大学付脳病院看護学校に夜学中の看

護学生45名(年令19-20オ)の食ネ療法の講義に

bいて， r百L1二識査を施行Lt:こ。

〔方法 J 1 様、準体数，肥満度，一日の必要念

カ口 1) W:合計-筑させた。

(2)食事調子主表にて 3日間の食や内容の調査を

行い，その結果を食品 4若手毎に単位換算 L，一臼

の摂取カロリ をiゑ出させた。

(3) 生活i待問調査では，生活動作項目録の活動

代謝をi則的により，当該生活動作消費エネノレギ←

を苦手::11¥L，全項目治資エネノレギ の合計に年令係

数.t"よび{本可1を乗じて一日の消費エネノレギーを算

出させた。

〔結来.t，.よび考察〕

身長の平均は 156 であった。体系のそれは，

50 K9，体芽n 均15りの仕事故は30カロリー，機i年

体IFi;平均51匂，肥満}交の平均は 1，一日の必要

カロリ-1538，絞取カロリ… 1224，者l，tr'f1153'i 

E長自質48>'，脂肪 33>'と念り，一日の的資カロリ

が 1833カロリ…となった。ヰ王手!i何年令女性に

i之L，若干劣っている傾向にある。

これを相関関係に4ずいて論じると， 1本立〈は把i!IIli

}支とずとご.609'こて村H均し， IJ巴純度と消費カロリー

とは r .374身長と摂取カロザ r . 362機 準

体遺と摂取カロリー r二二.360 の相関国係にあっ

た。生活動作と生活時間より2741出した消費カロザ

は体重工と r=.535にて格崩し，また，一日必要

カロザーと摂取カロリーとは r=.495糖賀，蛋白

質，脂肪はいずれも摂取カロリ…と連動していた。



90) 努護学後の毛主f.li~起草き塁審そを

総務還を護主事門学校

O~裏袋三塁綾子

愛媛然立反撃襲主主自衛実若葉芸大学

鈴木ルリ子

絵tlJ季~警察門学校

深約千モヨヂ

:余年lifから爽ぎをされたカザキュラムの3基本会守えよ

考え方 iこ fゆと勺品うる護士事警 j がき葬げられており、

従来のカワキュラムの 3議室密化が緩李設され、?受笈雲寺

務が議案少している。この緩和された袴癒をゆとり

のき寺潟として浴潟するためにどのようにすればよ

いか考えていきたL、。そこで学会主{立2史家干の5李

総をどう滋ごしているかについて3号室塁線まきを笑きを

し、これからの務左翼教事ぎの絞り 17そ奪えるうえで

の議後霊室料とした L¥ 0 そこで今協はその受滋実態

認を立についてまとめた。

務党支17表予

立?塁塁と方法:滋議裕二年率裏手宣A持続校長野学者う 17

名、符夜 rlil さ詳 50~寺、ま妥;沼今第一手震予季、l 詳ぞ

48名、 i議第二手?議ぞ学科学守 4詰:?;o会 16詩名で手5

F会誌に-去年である告のづ&李総の!だ琶

を叡鐙主去でをした。{<i]?キ数 149(91.4芸}である。

議選後級感1:と自主 2f手 Jfl2 8 Fl~2 ，Lj 3 flo 

薬害緊》

(1l各学校号IJの平均露支絞時閣は 6&寺鈎 4 7 分 ~7

湾総12 5分、平均己吹き?待問{ま i善寺fl号13分~

2持続 11分、平均余警芸時間{ま 3It.寺号 5 分 ~5 的

Rll 4 7分、学士写勤務またはア JJ.，バイト喜寺問{ま JH寺

務14 5 分~ 7 a;寺tl号24分であった。

(2)… gの自己学苦&寺総 i立、 o~59分が 40名 (26.

9幻 i 待問 ~I 待問 59分が 65お (43. 燃は持 11耳~ 2~寺

問59分協会{31名(20.8事)3 8寺間以上 13名(8.7支}で

あった。また一途 rn~ のうちでÊîc.学努をした fl が

5 B以上の殺は問主主 (66.4如、 <1日以下の翁iま50

名(33.6れであった。

13)余震装草寺間の玄な告をい方{立、 テレビ 126:?;(86

5草)ショッピング72お(48.3れ液簿52名 (34.9れ

どデオ 40名(26.8草)ドライブ32名(21.5幻などで

あった。

(4)毒事後最55震から学生が気付いた主主なふとは寝室主主

審寺院号が綬すぎる、テレどを見で¥* {) H寺燃が多心、

支華街、な時間が多い、などであった。これらのこと

に勺いて若干の考察を飢えて幸ijiきする。

91) IT年余子の死に鵠する意議調炎第Il報

本し綴医科大学衛生短期大学部看護学科

1.はじめに 終末期の者護教子まの手がかりを

得たく、高校女子を含む青年女子の死に寵する謁

査を行なったので報告する。

0.議室主方法 対象:看護学生・女子綴大生長

び女子高校主の総数 723名。期詳し平成元年8丹

下旬自記式アンケート用紙を潟いた。

滋.結采 1.対象の背長: 山山出，本te

者の死に出会ったことのある者77.7 で、その

も多いのは祖父母の死 80.5%である。 2.死

たことのある者は

• rI毒

死を

22 . 5 と主主も多かっ

2)身近な人の死に11I会った時の気持は、悲しい

が53.1 とJ，えも多く、次いで淋しいJ.1.1 

であり、協い・ふたくない等の百定的感情をしめ

した者 8.ぉ%あった。 3)タとを考え

てみると、若護学生は、短大・

本主f読んでが有意におく、 rl
低い傾向が認められた。支

短大生に比較し社会への搾折感からが有意におく、

身近な人の死からに依い傾向が認められたの 4)死

に対する気持では自分自身に士、.JLては運命と苓え

た者が最も多かった。子供の死は可愛想、が多く、

i'H士王手の死は惜しいが多しさらに老人の死は安

らかと答えた者が多かった05)末期癌で掴援の見

込みのない場合あなたならどうしてほしいかは、

苦痛の緩和と答えた者が多く、家擦についても関

様であった。しかし、高校生は自分自身に対して

持もせずそっとしてほしいと答えた者(28.9 %) 

が多かった。

lV.おわりに つ〉青年女子の約制%が他者の

死に出会っていたo@死についての気持に三者に

おいて大きな差はなかった。窃死について考えた

ことのある容は審議学生に高かった。④死を考え

た動機に孝子護学生と短大生・高校生または看護学

生・短大生と高校生潤に意識の違いが認められ、

年代あるいは教育背景の差が考えられる。

i
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92) 入段怒革まの気がかりに関する義勢変

皇室護学E雪緩潟大学 O毛友電量襲警子

元塁喜怒女子短縮大学

"fJ察県立衛生短真芸大学

江潔区鍵燦センター

E警京女子苦言大宅まま警緩潟大学

三三塁霊安芸立雲まま整短真芸大学

大阪火学大学説

宜的

村本t泰子

大谷3率二子子

中村主主裕美

J!I野号室重量

坂口けさみ

松臼たみ子

よい看護を提供するために、怒毛まがどのような

ことを心髭し主主にかけながら入段生活を遜ごして

いるかを知る。

議議友主主

東京事事および熊本市の4医療機関に入設中の怠

者 417名{図i奴若手 88.7:6)にアンケート鋳査

をさ建絡した。 議室芝草書隠は 1989年 11月1おか

ら11Fl30臼である。

アンケートの内容は、入院中の怒畿にとって、

筆記がかりと，'.!!-、われること 34~翼民主E 数けワド予言に

気になるJ r少し宝えになるJ r全く室えにならないj

の尺援で飽きぎを求めた 34境問は、淡喜寿.1安委譲、

入揺さ主主主主、 主主妥当、 心E翠の4カテゴリーから議署長文'd

3も-o，

議援

を立急事審の平均王手際は49.8:と17.7才、 後Bせ

は5号役250名 (60.0%)、 女役 161名 (38.6%)

主な露著名は努・関節談窓 114名 (27・3%)、緩軽量

縁談窓 69名(16.5%)、務室長感59名(14.1%)

済化縁談J怒57:s (13.7%)である。

リド予舎に宝えになるj のお答がき多いのは、 病気は

いつごろ治るか (52.7%)、後宝撃の綴5裂がどうなっ

たか (50.4%)、 干等発や長義イちのこと (42.9%)であ

る。遂に f全く気にならないj の殴答が多いのは

夫然、滋人の{中が塁塁くならないか (73.4%)、f浴室撃

さを受けたことが鐙後終にさしさわりないか(57.1%)

、滋疑後後生活に支隊ないか (56.6%)である。こ

の3議f"lはいずれも役に認することであり、議選雪

の予霊祭のF守の王手代、 緩麹、 入露言葉華街と塁塁係がある。

ま誌がかりと長急変の焚畿の関係毛をみると、社会脅さ

なことに隠する渓罰と年代や委譲露塁、室長潟.?浴室撃に

関する議混と護憲各や手季語の務会警が雲署名議している。

93) 対人we書室長峯の持i遂に!渇する検討

事告干l~ 疾 f怠慾;おおよびおよ霊'[:伎を対室長として一

秋波大学復学節約泌総絞

O木村 fお{圭 UJ本務員IJ

[ EI的 1

1立、i章人 1111は{也後と関わるときに一定の we縫を係

っている@そのE告書室より近すきfたり i返すぎたりす

ると途和究会を感じる。一絞』こ綴しい関係では we離

がilIくそうでなければ淡い。しかし、 E日経惑には

f[，母人 2査があり、日常生活ではほとんど主義 J~: 議に身

を動かして総ダーにみHl誌でない綴君主をとる@医療の

土器では、窓、設は受け身の史上嘉 iこ立ちやすく、本tJ1L

のwe終には隊長譲宅守の we令書室長率が反吹されやすい。 し

たがって、仮綴おは気付かずに、怒、設にi童手口主義を

与える危険がある. iE [留から不透1;7)な凝議撃をとら

れたりするとかなり法務なことがある。そして、

悠お-B託金若者関係 iこも影擦を及ぼすと考えられる

。そこで、淡々は皮綴者一寝室長護者協の答日経慾およ

び!j.¥， i守一医綴翁阪の we露霊感について議1をした。

{方法]

以下の者を対象としてベットサイドで unj星を行

ない、好ましいE告書撃を&ねてそれを IOcm単fu:で滋IJ

Aした@一方の医療主H立当日寺務 z護学校の 3年生で

あった毅公務自身である。他方の医療殺はその [5J

級生および下級生各 S名である。，急i 芸~ ~:立総子事完走怒、

!J.， ~で入l1t'1'のお 21名{総得分裂病慾者 5毛5. う

つ病慾芸14名，幹事長主総 j忍議 4:g .その{也の怒号I 7 

:g)である e

{室長泉・考警告]

[ぎ害警議燃の we議室長窪では、[llJ級生と下級生でi室い

が認められ、凶暴設住ーのほうが IOcm近い。図的で民主

べたように、綴しい関係では ~E 露震がìlÍい。

医療議と窓、妥協では、 t:の室主ゑでも、医療滋!お

よりもバラツキが大きい a 定延fゑ郊の特徴は認めら

れない。幸喜子申分裂寄持者が健常議より俗芸立との滋蓄量

をEむくとるという報告があるが、今[E1Jの議選ままでは

そのような綴向は認められなかった@ 品名会主主が

40cmから IOOcmのFa'にそれぞれi率う凝議撃をま子まし

いとしている。したがって、さまざまな路綴令と

ることが特徴と考えられる.李選手事分裂毒者以外の務

字申書芸怒怒者に隠する毅告はほとんどJ!られず、今

後検討の必獲がある a



94) 大学~~評議付緩喜寿露告における絡事宇終患者

のさた態言審査

蓄電浜市立大学援学部務絞

Oij1.;I宇'dよ子、 係a洋子、 '&r )1( S議事喜子、 持償還霊そ子

葬ミ京大学医学部係鐙今季怒教室主

至宝塚5'i

談浜市立大学務説草毒事争科書若者警は40"転の会開放喜寿

綴で、 接言予言、学総研究に加え、 デイケア等の社会

後予選波数も行っている喜雲市裂のサービスを災絡し

ているa 今在芸大学義者援における愛護の役綴を妨害警

にしより災い災援を蓄量立する為返続強若手のき発慾に

ついて議室霊分析したので害警告する。

<対象及びjjさま>

昭事u63年にi塁援した慾者192名について入後カル

テ及びタト長ミカルテから護多額名、 主手畿、 主主務釘護堂、

護支鈴、 透警告状況号事について怒愛したe

<綴還さ及び謬祭>

必修議議長警戒は各主手議議で平均化している。1ii践はFぢ

のが心、協にあり、 絵選手の72字毛主主主義浜市内に老若往す

る選手であったa また入読経芸書をみると62%が綴介

入段差雪であり、 繁一次医警察機関との室義援は綴畿に

行われている。

三島室長慾分類では、 綴挙事分毅疑惑官長をも多く 33%をお

め襲撃欝病 16%、 災3緩淡路%、 緩繁華寄筏3喜寿9%で怒幸子

真夏季警善事長察後や薬物市議葬祭多彩である。，主た、 合併

誌を存ずるj慾達子も36%孝子ぞまし、 1ii俊治2総合約援護翼

活動を行っていることを訴している。

奇襲初侵入絞殺が73%で、 しかも予言議してからの溺

総は S匁決議の選手がおうるである。 主主絞菜互協は約 3

2むだ以内志'78%であり、 設会織の緩まきや治霊祭の検討

さを 13約iこ人絞する選手が多いことをぶしている。

委長デイケアを人設がから行っている殺は 10名で、

会長が務終分裂喜寿であり、 総長量殺と上告毅して分裂

葬蓄基?のおめる会~~告が大をきいと設える。

号争当滋の緩綴ぎを喜多芸撃は50%で、 市街した三まは11%

i透設の死亡した殺は4うるであった。 -jj給路設?と

豪語絞した畿は30%であり奪三段うもはき主科の務終喜寿設

が42%、 綴然科併殺の総会喜善後37%、幾康診談所

11%である。以上のことから波大令書寿院における

綴衿科援護警は、 発溶から主士会後終までの一愛治療

を-i;支援護霊機関とのネットワークの中で分絞する

佼霊登づけにあると雪える。

〈参有機若手は34%でi塁段後は土手数が豪語警護または然織

であった。 しかし家族向緩義容は93%で、 会士会複線

}こ緩し家族への織さきかけの愛護霊殺が示唆されたa

95) i翠続指導者を還まえる

一窓、容と芸家綴の碕喜若からー

愛知燥厚生幾重露協i湾綴合主整会会長芝生病段

O .ijZ-~き洋子

後医学留保縫衛生大学衛生学部事寄生餐後学科

長谷川 かず江 谷口ちえ

({!3a':J)} 

症状の~Æ:した長線入校三雲、苦言を:ìU定させ、 芸家庭

悪霊祭へと切り換える F在宅ケア Jが云々されてい

る今日、 その悪霊祭慾書室古言、 良言きにも、怒しさにも

向かう霊童警警な畿を怒る。 そこで、逮著者が良い語襲警察

生活を塁手iこつけ、夜宅ケアiこ議事くことのできる務

緩緩ぬのあ哲方者去、 襲撃緩急議室撃に滋緩やの忍者と雲宗

務書記i還して、晃つめ議すこととした。

ま7Ji表》

入院霊襲警護後退設し、 渓夜警護終喜議議事iこi義援ゅの50

奪還~総選警の努・女34名とその霊祭主薬iこ立すし、 幸義務主主

滋上の問菱重点:こっき、 言語後鍔宝筆者去三宅金をした@

主総緩2

1 )擦を護主主j答書室欲:密室主でのりハピリテーショ

ン綴喜撃について、 ，管、主整合El幾重苦iこ行う苦言以 17名、

家左翼のすす与ちゃt霊長きによって行う苦言合1)名、 るま

り行ねない・念会合ltわない教が11名で、妻家言葉iこも

介幾協力の，愛欲がないと震対子;立総しい。

2)リハビリテーション務委譲i議践の13約:リハ

ビリテーション議後、気分転換、き還しみ、友長案作

り、主主j蓄の餓13ができる、主治医:こ会うと安心で

きるなどが考察げられている。

3)入陵中の不安とi遼段後滋ったこと:これを

感じたのはさ主援に室童数釣t<I.殺に多く、 その内害警も

j芙，怒、約えまことから、~校後 iま撃さ{乍・公共約なこと

へと格安広げている。また、不安、 E怒ったこと f

察し j と答えた遺言のまな書室E設として、入絞め幾度

かの試験外泊により、家主霊のま支透などの滋段講義綴

をltっていたことが挙げられる。

《警察》

入後生活の援助、芸評、滋絞t量挙事と心得、 家い華寺

湖から警護会あるを事:こ、 5義務と芸家主撃に~読後の生活

への議室綴、心機えを王寺iこつけさせることが必要書で

ある。受lこ、 すべての窓、苦言と家族iこ察室護主主活慾疫

の向上にむけて毅怒伎をもたせる機、務室撃援護主を

行う隊問者をもっI炎と努力が必要きであると議室えら

れる。
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96) 隊3蓄の心Z霊約受容へのま菱劫

一…華字霊選後畿の奪事伊'1'をi透して

札総主主科大学間際雲寺 E完

O絞手宇 3震予

宇L童話怒科大学衛生綬奴大会詳音f，一審議学科

tlJa -li月

くはじめに〉身体機能のー誌もしくはその大半を

幾灸した復後は、 怒 者 に と っ て 身 体 的 ・ 心 主 主 約 な

ぎf惑が議室も多く、苦悩する E寺湖といえる。その際

審議者法、慾遂の;滋喜容受 ~lこ向けた援J!lJ という大

きな f交番e1'をmっている。今回、幸子被横綴 iこより完

全線絡を妥しな が る も 比 絞 約 平 郊 に 路 復 の 心 主 主 約

受容に恋った繋タ1];を怒り返り、どのような援助が

災いまさ祭をもたらし得たのかについて湾笈した o

く方法〉審議記 録 お よ び カ ー デ ァ ク ス よ り 、 怒 窓

会'S己の際惑に ついて祭出している部分と、窓

会言の支Hちま至i裁に 関する絞殺をおi似し、心主室長え'JI務1!f

にき多くことができた支雲閣をライトの i議後絞

め変後 j の 4i滋liii、すなわち③内約五翁{去の繁郎、

委主綴後事室 長Eの主主火、長野身体約外受立の{あまえ後一ド‘話会

の銃撃警のお1;初、 iこ?況をきして後しとっ

{手 ~1 6主主主主iL't臼母 j月・手t露 iiiiおーユ二塁文手;

嘉手線・下絞完全然高容を援しすこ、 43絞めぬ?立:思議で

ある O

〈李主祭および考察>1.怒翁 iま交¥6主主lB tJjより S己

の j移譲にElとを i河1:t始め、 S己主主 (body Image)の後

失のために怒号棄を表出した。この時矧審議設は、

主室長主の劾ましを避けて苦手さを共慾することにま重点

をおいて援した 。 こ の こ と に よ り 、 慾 者 は 危 機 を

霊長皇室えるための怒号菜作桑 (grief 判 rk)を充分 iこ行

ないえたものと考えられる o 2慾設が自己の篠号室

を認議した段隊の後効について、以下のようにき喜

怒した。①審議議 i立、{吏汚する F司ゑをヱ炎するな

ど患者 S~の力で行なえる動作を滋し、わずかで

もできたことに対しては充分に褒めるよう努めた.

このような議び の 共 感 的 態 度 が 、 慾 容 のi蕊段箆盟

企墜還を i珪した。②慾主雪のElt撃を 5月後fとし、かっ

それを毒事愛して、 AD Lの拡大を図った。これが

慾主警の盤銭箆盟企基本へと謬いた。③刻象者効祭が

上がらないことを逸話t'こ総主寄せず、わずかでも谷、

翁の努力を務長量的 iこ言平協する主主復で援した。これ

が身体約外審員の儀後低下へとき事いた。③慾、若ぎに社

会約な役itlJ.議議を持たせるよう{ぬきかけたことが、

隊 3容の影警警の主u~訟につながった~[1;1と考えられた.
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97) 

る

稲垣顕子

}Il本利蕊子

の方法が隣発されているが、

遂に模する諜査研究は少ない。そこで、全国の病

を対象とした。さら

内科、外科、建科、小児科の 4病綴単位毎;こ血沈

の活用状況、総定方法の現状等に関する?項目の

アンケート謁査を行った。(沼収率74.6%)

結果と考紫

1. 活沼状況 1遊間の王子均Ifn.沈本数は O

~250本 3こ及び、約50%が 0~20本以内、約80%が

50本以内で、 200本以上が0.5%あった。以上の結

祭から、足立沈は続続主まはあるが現在もかなり活用

されている検交ブJj去の一つであると考えられる。

2. 総定方法の現状:ガラス管と松定式血沈台

ゴム桧を使用する方法を笑施している

54.0%で最も多かった。他方法はすべて10.0%以

下であった。また、提訴した 5援のディスポーザ

ブル製品のうち 4識は、 50.0%の病棟が知らなか

った。そして、ガラス管と松王宮式鼠沈会ゴム授の

方法を好ましいとみなしている病擦が、 21.4%で

多かった。以上の結果から、現在はまだディスボ

ーザプル製品は活用されておらず、ガラス管と訟

斎式i立l沈台ゴム;後を使用する方法が;f，'ピュラ…だ

といえる。

3. 各種澱定方法の利点・欠点.方法別特徴が簡

便性、安全性、経済殺の倶1100から示された。

4. 将来への望書望:ディスポ…ザブル製品が

27.4%で多かった。自動測定器も期待されていた。

この結泉より、今後はディスポーザブル製品の

活用度が高まると考える。そこで、その製品の信

頼性について検討すべきであると考える。



赤血球沈緯遼震j溺定方法についての研究

<目的>第 1報のアンケ…ト結果で、

ィスポ…ザブル製品の活

まる方向性が三示唆された。そ

そって額々

ない。そこで、各麓溺定器具による

8 

ス管‘ゴム絵{底磁注入〉、

・ガレンCTチューブ、金71ラス管・ガレン

チューブ、告プラスチック管・ゴム桧(側関注

入}、舎ディスペッりを潟いて、 30分鎖、 60分

銭、

く結果と考察>1)

の SDIま60分{飽で0.4~0.8であり、潤定{設の誤差

ことができた。

以上の結祭より、審議定著書奨の選択には溺定値の

る必要があると考える。

99) 等皇室詰変重きによる Jk磁役キャストがE主体

lこ与える影響

家者雲市玉工務緩怒綴大学

O宣言 m 長室 子

〔艮約〕水警霊位キャストについて渓す Jki，農の遂

いや放棄さ材の遂いによる皮j務室霊党への影響を調べ

綴会した 1)2)。これらの突撃棄を行う中で考察郊の変

化によって変緩雪道党に与える影警警に遂いが見いだ

された。そこで，今腐は，要芝と衰の書室童話において

!弱ま撃の焚整案者正行い，比較した。

〔方法]選受験警は，隊長繁務停女子 11名で行った。

綴史認i立は， 1ご鍵務緩室奪取災意書で緩篠より 15c官， 1マ

とした。 E芝長審議iI~J:定iこは返滋度記録喜義援の綴小セ

ンサーをFおい，皇室雲寺約lこ30分総記録した。関善寺lこ

棄さ策室若子毒三留ま芝し， 棄さ議室設そ綴1をした@議IJJをき喜絞

の五芝擦のを主筆芸者E色彩色援討を汚いて言十j到した。 3経

験雲寺銭Lま，変では8Fl rt勾でクーラーを後熔し，

祭 jlii24.5-27"C.滋渓55-60%であった。還ま

では4 Jヨ上勾でき護送 16-18"C，滋笈55-58%

であった。

[数多塁] くEを誇警護>ゴムシーツ主嘉手干の費支では後言語

綴40.3"C (口語11の平均綴〉毛主示した。畿では，

緩語審緩36.2"Cぞ示した。ネット機会の愛では，

39. 5"Cそ示し， 畿では， 後iii.i綴34.5"C宅とえ示し

た。変と選手の関iこ皮f警遂の議委譲言綴iこ誇還して移譲ま姦

(pく0.05)があった@

くキャストの愛護妥滋皮〉ゴムシーツの愛では後衛

!語[49.6"Cで，選手では緩災後36.2"C疫不した。ネ

ットの笈では絞話芸緩44"Cで， 選手では， 34. 5"Cで

あった。

く棄さ淡雪量>ゴムシーツの交では蓄を語審緩0.59cd/

d開， 務では章受言語綴0.38cd/d問後2おした@

く皮籍軍j震度感覚>ゴムシーツの愛では“非常に熱

い"と添え t<!~J 会古'~6 %，務ではo%であった e

く色彩の変化〉ゴムシーツの笈では F事ましく疑えま

るj という割合が55%.務では 10%であった。

ネットでは笈も選手も F還ましく要望ーなる j というi!!lJ合

力) 0%であった。

以上により変の11が還まより，主主体tこ与える影響

が大きいことがわかった。

1n文書哲司王立養護短大総童書君事 14母， 49-55，1989. 

2)系議司王立餐護媛大紀重要事喜 14号， 57-62.1989. 

105 



58 第2会場第25群

100) 綴波書1]i'iiJによる議液汚染

大阪市立大学医学部総潟毅j整理主門学校

OJII 島正予

千葉大学看護学部遺言i震災霊長研究ま器禁事センタ

松何?享夫

言寄E室医療の予主主主に伴い、 事業主主主禁法のま重度が潟ま

っている。この綴液の箆合言j司浄1]1立、多くの土器合、

看護綴によって務綴の処滋主主禁事で行われており、

その潔緩や手投には、害警践的条件がみたされてい

るとはいい縫い。

事寒波の調郊IJH寺に言語液を汚染するお予は多いが、

今回、溺i'iiJに用いる注射滋について注践し、その

!勾筒に手t震が長会れることてもの塁率液汚染について災

験的に後討したので絡をきする。

{三塁数tn去〉
B ')，'tの議室液iJUJのaJ絡をモデルイとした災綴留践

を作成し、このaJlI各袋畿を fflいて、 20 cc注射務

でそのいj簡にそH話を綴れながら、議選E議会::1支 yド20 

cc後XH愛投入する主義f'Fを 10随行い 1:;さ堅実どした。

この?括的のさu支*2 0 ccを試殺として、 i童心決議委

( 3000@章式/分) 3分後、 その沈淡 cc-l!: 3 7 oc 
2 '1終的1き議後その滋警交を計総しt:o 李総の粂{牛

;二、 大 t裂をま季、ぷとして ZE議後塗布した持主会手

議と、 この宅H誌を水送水でお毒素李総いした李総い

後手指の 2訴とした。 また、 a!l1設は、言語溺ガラ

ス シ リ ン ジ と 、司7絞ディスボリンジを芹jiハ、 4

3立の笑綴とし、ぞき鐙 10 illlの3主義実を行った。

なお、浴後には、大綴露iWfflt奇i也5%デゾキシ

コレート t在地を}干jい、波紋 t害総した。

〈絡築〉

1 )ガラスシリンジでの、汚染手滋の場合は 4閲

闘の注入から溺F墨絵がみられ、 6illl!ヨからは際救

援im'ば遣ましくおくなった。

2 )喜三絞手淡い後の手指では、 2[滋ElIこ箇 F量殺が

みられたが、 P品位努u震は汚主主宰'ttiの潟合;ご章受べて

ほい。しかし、 6問問からは約加する傾向がみら

れた。

3 )ガラスシリンジでは、長義務後となると i藍ま売し、

関畿は問委主カq撃すに縫って立さ加する綴向となった。

4 )ディスポシリンジでは、会ての3経験 iこ於て lli

lま ~H主となった。

以上の総菜を考察し発途ずる。
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101) 総務手指j浴室撃に燃する一考察

ーエタノールガーゼと

郎総十主務-ftベンザルコニュウム一

大際大学医学務総長著病院努E菱自5

Oi.喪?で利子

千3護大学審まま護学部署ま議室電銭研究指導センヲー

絞隠浮夫

続向感染のi笈尽のーっとして、 E室寿喜従3審議のミ手

指の伝綴がある。総設や芸有名義iこより手指i海老警の方

法は多様である。ぞれらの方法が、効果的に行わ

れているかは、問題方言多い。

私i塞の病擦では、言語気主主手指潟務方法として、

ヱタノールガーゼミ手淡さぞ笑絡している。このエ

ヲノールガーゼ平然誉主主と主君事主役法化ベンザ)[，.コ

ニュウム洋IJ (市緩ウニr.)[，.パス〉による採み手法に

ついて、上七毅し、 この方法の忽窓点を検討する。

〈言電霊会1Ji去〉

イソジンで、 30彩、問、設み手淡いによる消務

後、 手t習に緩mE選〈火線務〉宅去を室布して汚染皮f審

条件考古作った。

2起草案的手f普治幸禁法lま、 2， 8 gのガーゼ lこ潟務F号

ヱヲノー}[，. (> 7 0 %) 7 m J ;を浸したこr.Jノール

ガーゼを用いて、その 1殺で潟手滋を済主主ずる 1

校総と、 1枚をi藍方自してj藷試した 2枚雲卒、 及び、

ウエルパス 3ml;を手iこ受(J、手探みした手緩み訴

の 3若手どした。

各々 の滋雲蓉防長昇:式、 5、 1 0、 1 5、 20、 3 

0、 40、 60移として、各々についてi商務した

手の詰主将?液 10mJをグロ}ブ法で採取した。その

試料そ 1mJずつ、デゾキシコレート培地 2枚:こ混

釈し、 37¥;、 24R寺間t宮議後その務数を iJ.IJ定し

て、比較検討した。

〈主主菜〉

検出された額数lこは、バラツキが大きかった。

この中で、次のような傾向がみられた。

ヱタノー)!，ガーゼの場合、ガーゼlこ緩みて会学ま

されたヱヲノー}!，霊童が 7mJ~ 1 OmJ以上で脊効性

カI~ .J¥I.られ、拭き待問カH警すと残額建設は減少するi隊

i勾がみられる。 1枚試さと 2絞ま式三宮の問では、終

lこ羨はみられなかった。

ウエルパスの手後み袴織と残関数については、

華寺防士費鈎とともに残滋数は明かに滋少した。

これらの成緩について警察を鍛え発渓ずる。



102) 塁率染予紡からみた還を震学生の築総~の

草密警警後護主について

一一気主主ブドウ深夜の分譲撃とその賠 ICの;Jt1J>芝

礼務経科大学者寄生匁溺大学総餐護学科

0UJEE重喜子、 :U支キヨ子、上下 a号、 5芸妓章3

札綴医科大学微生物学議

関111害事校

く8約〉近年、惑さを予訪の治療の燦 iこ安芸読書家の手IJ

F司会n勢総してきている。しかし、人々の身体を翁

1'.としている予言tt慾のうち、総没後を主主主主すると

慾われている芸者急ブドウ援護霊は、人の鋒 liii!乏に予言

ttし、その告主総長義としての役割そしていると考え

られている G 終 iこ雲藍者 iま塁 i努と;妾する震設会会f多

いc そこでこれから審議長警になることをめざして

いるさ詳伎の雲李総室主の予言tt綴援護交の渓談受然り、今

後の慾認さ予Eさのま免震fIこ役立てることを際的とした.

くますゑおよび方法〉対委設は 18淡から 20緩までの絡

さろの女子妻子三菱写生 1 手会で、主者伎における隊長在宅号

室撃の緩草案はない。主義体の採草~)吉之さは、学設の芸懇詩守

護主からさ率緩急事絡を灼いて、tr.寝苦!]iこ塁率私立葉スワブ

ぞ分軽量材料とした G 総盗塁宅金'ぷ i主将ネ縫i淡支喜子ミtき;訟

をF詰い、 37.Cで 245寺!湯浅愛し、 Colonyぅ後続;を後

察した ν ブドウ 1宗務のささ授の民主さはげトST立Pll~ i r 

を後潟した.ぞき援護喜寿!j，δ詩ICの潟主主 iまEヨヌ主化学長霊法

学会緩 f禁法 iこ従った‘(淡路大学芸霊祭器si11薬務淡

認Ji4投機災後会量殺に後室長した}

く暴言笑〉上妻季語ij際会》もうま議室されたブドウ球議室法、

S. aureus 晶玉 32(33.3事)、 S. i der弱 id i s主主 71(74.告菟}

であち、その it!ls.驚arneri、S.capitis、S.hae滋01y-

t i c u s 1、S.ho努in i s 1がわずかにみもれた.2.長室長支

な養三菱学生の務総践におけるま立~ブドウ援護警の保

護喜怒 i立、念体の 41‘?支にみられ、そのうち潟{会i綴主主

筆[，ま 25需であったー 3.主役約ブドウ緊密ぎの分手話ィ霧器芝

lま、支実数 12(37.5覧}、 100j議以上 7(21.9葉)、 1-100綴

14(40.6覧}であった o 以上の諮索令 1還して、議後予

防の数習す上手H詰な i刀、下の示唆を i辱た。 u)J義務長きか

らの材料採取に学主主êI~まを察知させることによ号、

終策廃 iこ葬者療従をもっている気色ブドウ主主務が予言

夜していることを認議させることができた。②長喜

怒ミな学生 iこも務長室奪還言語が 25%常設していることが

薮翌月された。これにより、長室長室な学生であっても

警護ケアを室主義 iこ機器もする土星合、 くしゃみ・ 5撃千十

・長率孔 iこ手をふれること苓の動作が、}感設につな

がる愛芸きな忠子として考えられた。

5日第2会場第26群

103) 放射線性口内炎の予坊に関する検討

一抵温合厳水の捷用を試みてー

九州大学髭学部F討議鵠院

。松沼きよみ、大漢i志保子、者藤嘉代、

Eはとめに3耳鼻璃敬科額域にたける放射線治療

は、，照射部位が頭頭部iこ援局されるので、口内炎

の発症は必発である。口内炎が進行すると、口内

稿、磯T国難、食事掠取量の穏下、流誕さらには

苦痛による不眠にまで発盤し、患者の全身状態に

そこで、今器放射線設口内炎の予

践に話を向け、 i呈i員合殿*の夜尽を試みたの

E対象及びJj法3

;額頭部に照去すした患者 37名(冷却

15名、非冷却群22名〉

， a.低溢合数水の作製氷 1kgと*1200

ml、イソジンガ…グル75r討を援持し、 OOcの

会機*を作る。 b.含磁期間投射線治療爵始日

z ック

念、毎8チェヅクする。 チェックザ

は、合綾の部数、議状の出現時類、口

腔内の抗議、鎮痛剤の援態、食議の変化とした。

冷却務・非冷却欝i認を比較すると、口内

痛が出現し

践に明らかな有意謹が認められた (x2倹定法)。

口内炎についてはびらん、議壌にまで遂行してい

るJ患者が、非冷却群では全体の 239多をおめるのに

し、冷却群では全く見られなかった。

E考察]放射線数口内炎の予践に錯する研究では、

患議合滋*の授爵が有効であると報告されている。

その翠患としては、組議血流撃を議少させ、

よる放射線惑受注を低下させること

ていると、洪らは述べている。今屈の弱査で、放

25 Gy IC;T'v>て、

*を援用することで口内炎の発生が著しく抵下し

ていることがわかった。 3また、口内炎だけでなく

犠頭痛、轄下策をミ主訴とする稽韻炎の予訪にも効

巣がみられた。

今後は、設射線治療効主義も含めた口内炎の予践

について検許していきたいと考えている。
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104) 血管内著書霊堂カデーテルの長率染予紡

一三万滋桧の霊安理一

名古慶市立大学審務綬綴大学部

OUJ a llJl予
千3重大学審議学銘愛護笑銭妨害E指導センター

松締 i享夫

近年、院内感染力;$A塁重要な議題となり、 日字書官官lこ

多く用いられる阪管内潔援カテーテ;Hま、その感

染経路として注gされている。その感染は時Lこ致

命的な長女鹿疲につながる。

この感染の幾重喜な沼予となる三方活栓の使用は、

j笈員IJ約iこ室主怠とされている。 しかし治療援約から

使用されており、その取扱いには祭E霊的繁獲の徹

夜が必警警となっている。

三15浴後よりの書室主安汚染については、 接続主義f乍

と後手芸環境の関係を問中古i幸設をきしている。

今滋l主主=.1it毒殺の取扱いについて、汚染防止を

続的としたイソジン洗浄の効泉寺在中心tこ笑験的iこ

検討し絡会する。

{爽裏金方法〕

ヨプnぎ校 I閣に延長チューブを袋綴したセット

を作成した@これに薬液 5mlを反j愛媛緩注入し、

その衡にイソジン洗浄の手著書きと保存環後者E絡み合

わてきた 4鮮のき建霊安をした。チューブより滋出した

3懇話支 4ml毛色試料として、その総額汚染を yiた。

不潔環境よりの汚染の捻擦として大際関を用い、

試料の培J畿は5.5%大腸讃毒事湾培地〈デゾキシコレ

ート培地) (こ混釈t音蓄量した。

[総菜1

1.保存環境では、不潔環境が涜潔環境よりも、

夜数及び蕗務性主義はおくなった。清潔環撲におい

ても汚染はみられた。

投入湯数がt謹すと、 i議潔・不潔環境いずれも、

磁路f主主裂が増した。しかし、溶潔環境で初回よ号

汚染がみられた。

これらは、阪中の綴舎と向様の{隊向である。

2. イソジン洗浄を加えた壌合は、環境の主U1可を

長男わず汚染はみられなかった。

3. 以上より、イソジン洗浄は、環筏の郊何を関

わず有効でみるといえる。
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105) 

後対

E喜怒E誌を犬慾の!J!.者への皮j霧消綴方法の

京都府受注主将大学 H 露絡続

O新木文子、 rt村弥生、大綴2苦笑子、交際子、

護霊訪受忍

1 . 釘約

?!il資金では、 主主長率染状慾にある慾遂に主ずし、綴

々の滋護雪機{乍を行ない、怒る話予i坊に努めている。

今回、採長Il&寺の長率殺予防の段的として{使用してい

るスキントレイでの皮 j霧消話予効塁さを R切らかにする

ために綴l1i学約災後を 11なった。

2 .方法

被毒素:;lj-の前綴に大勝滋を畿弁7し、お 0.5%ヒピ

テンアルコール綴然(オートケレーブ義主義守淡)与を

滅磁波綴予で絞り拭きとる 9 お O.出会ヒどチン

アルコー;i;f有線(米議実務)を手で、絞り試さきとる。

③ 70 %アルコー Jt，-ffj線{来議案r，;j)をそ手で絞りぷ;

きとる。 ③大縁遠言を安全布し、約若手をしない。

その各々を 3段滋(20然、 200倍、 2000!g) こ

絵筆去しハートインフュージョン望寒天坊主告で 24 &寺

防筑後し、コロニーを霊支えた。

3. 車道lIUkび柔道溺

CD、@、おともにコロニーの検出はなかった。

③は多くの大路E警が検討3された。

当然会のスキントレイで行っていたのの方法と

②、③のような方法に有窓な2去を認めなかった a

Btl滋i角毛筆についての浴潔操作は厳惑にすればする

程効巣があると考えるが、それとともに効率ょく

することも必喜きであり、その %i墜しがはかれた。
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107) き多行号室警告による喜霊祭鈴懸の変化:こ織す

るE斉交

名古E童文学E菱重委主支総生愛媛大学務務後学科

O緩辺受章子、 安警察喜孝子、 {宇 一路

総?愛 i議後察室姿、警~ 0)移行透撃さは、 喜子綴・告義援音量子長

:こ及:玄 -9雲j裂が少なく、 しかち歩行後に来季議事警擦

の己変喜多語、支 f寺できる参fJ去がま愛ましいと:考える。

これまでの綴2主主主愛で没、 鈴疑約ごま歩行没、 100 

多/うをで必容器をき診 17 るF王手まであった。 そこで今

題、 さらに護還さ災害寄そを下げたさ信行方j去を談窓し、

夜f詩拾を袋発言せしたので警警告守%及。

〔喜寿

i本

記録討、光

女子 は'f ~J 157. 

警表後こ oトコフ;苦

心議討、心主ヲメモリー

リズムメイト、 77誉主計会五よき 1)歩行総

ねと名Ji!.王子誌の

する。 2 ) 

分号OJタで 4号詩謬， 60参で寺00援 100考察で翠事

長喜多でお恨の援護:こ災後ずる。 多 'f' 去襲撃立と

5李総会綴 2主。) 1麦、 係長生後で受章警にし、

後とき暴行後 2うすごとに 20分鶴、 さ義行総と内協同

;務 2主するむ ヰ}塁手行総・ 5十2 ・1衰の心警交を線変す

令 e

{ 寄与

J )歩行やめ心総数f])ド均:玄、 100タ/分で話題

fJで段、昔話.J，tン分 10喜多/分でお持参 17

で;ま さ6.8，心約/告示， 総務/うをもと 40容器参frでは、

91.1心め/分， 60多/分で 20持参17では、 92. 心

鈴/うをであった。 芸号室三重警官等の心総数の平均没、 64 

~きあ心 ITl 分であった。

2) 100参/ラ?で40号翠め歩行授は、 数災慾手襲撃表

I袋詰〉淡言語f])議主n裏方、総参fJに上として章受災てノぁ η、

1分後まで努窓{歩行総とf])去を争議A:P<号砂 05) 

;二検知した。 ヰ立議選立君臨:立 4分後まで卒事懇:こま議寿喜

し、 H警緩や霊室長率であるがその後:二予喜怒号室はない。

滋号義務 i立1互に変?とはなかゥた。警支給警交没後後f]);系

綴息苦したが、 14分後以後は害事慈;:緩 j;'した。

3 )印参 J 分で 200翠ぬき暴行後段、 詩文季第禁建議[1乏が

18分後まで済笈{二機 hnL 、長t~長総歳以:ま遂に n撃

している c 警護総数:ま o分後まで事著書ぎに機会話した e

これらの絡察ど、 考察を寿喜えて警警告告する。
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108) 血EE.綴霊禁致護霊祭j定後後愛用いた体役選芝

言語雲寺の綴綴喜議案震について

弘前大学教予言学部室蓄量護学科

O霊童沢審議ミ子， 小三五五五言， 芸事松むつ

はじめに:体佼変換は日字詰， 自動約あるいは総

滋約iこ爽絡される。 しかし， ~本佼変告発 E寺の綴潔警告3

慾!こ喜遣する終綴な毅告は数少ない。そこで本務~

ではよ卒佼変委設による綴霊禁致霊童を総らかにすること

を民的とした。

方主主:縫E警な女子大学生 50名を対象とし， 自

動的に総数位からtr.右の総数佼， 主主位， 立佼 l己変

喜連した終の血E王@告書潔動言語を設OJ!した。 総まさには

パラマ会議式会主主畿の燦蓄え@コロトコブ議記録きtG

P-303Sを沼い， -t事役変全員約， il室後 2分後，

S分後の品回総定した。

章者築

1 )章受大， 語読IJ、政EEともに1Jl!駄伎では下降， 主投銭，

立役では上野した。変化努 i立緩大成皮はこt1 0 %， 

後小鹿授はご主 25%緩授であった。疑約はどのよ卒

伎でもよ塁手した。 変包装多i立鈴菱u立で;ま 2%，さ長後

では 10 %，立役では 25%総長芝であった。

会)心霊ミミをH怒警交， 心後室電エネルギーは総量i佼では

下襲撃， さゑ佼，5L絞ではよ録した。 変化喜多i立総草人設

では-1 0 %，さ控伎では 10 %， 5L佼では 40%

程変であった。

3)心、数出塁塁， 心主義童文 l立総意A伎では下鋒， 主主役，

5L伎ではよ努し， 変化率;ま綴喜え伎では 5%怒&，

E詮佼，5L佼では磁後iこ各々 5%， 20%事室援であ

ったが 2分後にはil!!l2A伎と!司緩皮となった。 1磁

の心lai:l:l還はどの体位でも下撃事し， 変化務l立言立後

iこはどのt客室主も 5%慾渓であち 2分後 iこは懲

役，立伎は 10-20%とさらに下降した。

4 )心動作効率i立il!!l2A伎では上塁手，さ話役， 立設で

は下島撃し， 変化奪還は綴震え位では 10 %毅箆， ささ佼，

立佼では 2分後にそれぞれ-1 0， -2 0 %事室笈

乏で議案少した。

主雪渓;今僚の最1EE .綴綴還さ緩該当支空談後令F語いた

言語擦では， 綴務室議総はよ卒佼夜会議 2うま主義 iとは;ま;ぎまさ

ま芝していた。 自動約な綴喜え佼への変換では心霊主将

l立大きくないが金 言室主義の lfilEE古q 0%察室皮下降す

ること， および， 幾泣，5L伎で i立心食事寄金2大ささい

ことから， 争奪佼変喜美長室主義か 5与な分間の綴警警が塁塁蓄さ

である。
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109) 病床条件によ

}t!.!JlI援科大学医学部開属病院

。搬出

，米内山手笠子，

，福島松郎

長期間臥床している慾者にとって，

は常に葉大な問題であり，その予防は者議の基本

ともいえる c 袴務予拐のためには様々な用兵・寝

兵が使用されているが，本研究では務床条約二によ

って得議好発部{立の体圧がどのように変化するの

かを検討したや

女性的名の計120

とした。病床条件は，

i滋ベッド，普通ベッドにエアーマットを詮いたも

の，回転ベッド，凶転ベッド!とベスタンマットを

lltj汚したものの4議類を設定し，fLlJ問、位， 90度右

nUH山立， 60D立右側i別立の 3お;類の体{jLでそれぞれ

した。測定部伎は， fLlJl弘位では後頭部，

flh'l'J'都，右録'1宇部の 4か所，部臥{立

られた。

したが，

しにつ以上のように，エアー?ットやベスタンマ

ットの{使潟により体庄の滅少という効果が見られ

た。 しカ〉し，

と

め，



110) 送人におけ

58 第 3

111) 選議会議の対人認知に関する研究

一経験 3丞手段迄の認知方式と選議綴透設について

富山髭科系科大学付媛章者援

Oミ岩波 一綾子、 tlHl T総子

二子楽大学教等学務

三三f議 議官喜

三子き豪大学窓護学務念議実議長斉究怒議事々ンター

内滋 渓

議i主人践と人間の密接合きなかかわりであり、

漂い人間王霊祭が必変である e 議議えきが窓殺をどの

ように籾綴するかは選議議がお裁の対人関誌にお

いて後三きをどのように努駁しているかということ

に務援に[認さぶしている e 議選総数?ぎの観点からは養

護綴の人総成長の透蓄を性i玄務織されてはいるが、

それを災体的に{廷がす方式法残念ながら認発tされ

ていないと怒われる@今問、 RoleConstruct R悲鳴

F告rtoryTe討を人間的露支援の議会裂にある議議綴に

し、どのような対人認知をしているか

し、 また、;議議長蓄の議役務績の童話斜により、対人

総長自にさま3警のみられることを傍らかにした。

対象 :T文学付緩務箆緩験 3季子箆迄の議長護綴

方主主:1) RCR'l'の実線、 2)同僚の言李総{仏国主

語hoTesto)実務) r議主義綴としての員整役と忍議へ

の災受蓄性についてJ3)今愛媛襲撃による務綴 f議議綴

としての透設についてJ 経鐙の議毅の奴笈

議幾:選議綴としての途殺を線ねた後援襲撃認定と

間後読まをとにはお議主主総額はみられなかった。間

後数廷の議選後と共感性4こは潟い綴関があった。同

僚は途設のあるノ人依然惑殺もあると将綴している

。緩援と交ぜ人認匁Jo)綴多量殺 e李争議みのお潟協議i玄

滋滋綴警察の夜警察に綴箆(P<O.05)があったe 経畿

• RCRT得点を達設立変数4こし、今季潔警護および間後設

綴を後援変数4こしてき室開然分析をしたところ、間

後祭主芝〔議設)で「務遂約稔毅j の出夜祭笈

意主主縁関綴係数がえられた。玄?とも間後三季A(主主

総数}では、議緩め手守護撃に潟怠え玄マイナス 0)穣IID

熔係数がえられ?と e 問授から議議会警としての議整役

ありと採録された人i念、 「物遼約終段j で人を免

る緩依lがあり、芸名慈性議ちりと誇綴された人i玄米鍛

え語であることが示唆された。今奪三襲警察詳廷には議事滋

主主診、立変警交法ふいだせなかったことから管理襲撃は

対委愛ミきをそれ以外の鋳言語から言字額していることが

幾われた。
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112) の慾佼 iこ関するさ手議伎の

宗主総 6ヶ災後の鐙畿の変容

疑京都立医療技翁綬潟大学

。森下節子

祭主主姦llz:絞綴議議主禁門学校

小池妙子

滋大さ学審議空宇きs

F句滋

認約

慾度以{騒人の総議、後鏡、係luま綴害事;こ彩警撃され

るが、前年授の続交からま翠i立も婆!還でるることが

捻祭された G そこで今路、議後!こ宗主毅し 6ヶ丹後

の模索全長の泰三菱総iこ隠する意識を知るためにお至宝

した。

[方法)

資潟緩i土省三菱総;こ必L警さな慾授と段、われる内容

言語会、ら;議長支し 28沼 i二警察怒したものであ

対象は森喜襲撃よ絡さ学校 3年よ愛媛 3入、

ヌj溺メ;さヌ 35手潔怒 1授の路孝[163>引受主主幾分-鋭校

続名。

新(パリマァタス記事長)により E塁手そ治出し、

子夕、の平均鎖、援主事綴さをかりw手会学校

ぷ〉滋?君主体長官三事を支した。

総支ミー淡び考察]

1 )潟l{立~ 135名のお 7 %である。ハザマヅク

ス的争えによる因子分析では、 3~喜子が議 tちされた。

努l!道子は慾言'f1t5l子、務 2民三三;まさ詳官主因子、芸誌 3

原子lまノ¥間関係忠子と命名した。池上討された 3因

子は在学吟と類似した怒議綴!匂号告示していた。

2 )出身校総を分数分析した総祭、第 31t5l子iこ1

%のさをが認められた 3)絞殺の経営主体言1]では

都立絞め 77名 (57，0 %)、都立以外の塁手58忽(

43， 0 %)でみる。雨雲手溜においても t後主主;こ

より潔 3陸予i二1%の芝警が認められた。都立祭は

言語 3溺予のsp勾f疫が1Eの筏{蕊をえ立していた o 4) 

在学柊iこ指導すべき Ii!fぎさに対する[iJ]:g:では、怒

;こ対する在TIs:が66名 (52，0 %)と怒ら多かった。

影響を受けた人5iIJiこその部名を分類し上と殺した。

言語 2関子 iこ慾議経と上お1祭とに t検定;こより 5%

の芝査が認められ、慾議室手がさ詳努;こ践する寝尽 にた

いしてよ Iこ潔い僚を示した。
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113) 5主の幾多選慾議会幾重まへの後激愛読

!こ没返す義三塁警

受路大学波警護矢空襲詩文

。総会等きさ士、 滋意護ス

El約:

BJJそ!:終的:こ行えるよう

カ1告妥へのせご j認の

することは、 すと撃さ支

にとって のひとつであるのそしても こ

しているた》

七、

テイの発

ているか

方法

( 2 )ぷi

;こ :二之、

毛を

ウづ。

のひとつとし

を没;乏し

o 

与する

れは r きさをととく奪還緩め正還後 J や f祭器tへ

の援!lIJJ などの祭!こだして絞?えがふるかな

いかと、 3設;立を f名じる長君!到についての

(ゑ安委譲{こ夕、t る三塁識についてのアイ

ィテイ(])発途{こ j返する議王室。 この子会令につい

以下山 (1986)による「幾多率三ミ子夫 iミ笈 j と r 

分0) fミ後 j を詩jいたc 多策室?号事(])支

認を支持祭 会fゑど舎については 1 手段n
ちにについては 1 苧(])

j1'っ

と考察:笠おの綴滋{こ立せしてえよんらかの炎

tえをぷす毛替のぞをについてみると、 r 毒3・i翠;議

への事BiJJ r滋滋へのま妥llJlJ 立、 災澄泌{こはそれ

ぞれ，49，5%とほ{ま半数のヲきが;去し;えをぶしてい

たが災妻子j去には 35，3札 18，撃と大卒還に減少してい

しかし、 そのほかの議おについては{まとんど変化

しないかむしろ幾分;誉総しているものもみられ

務~ ，こ、 f後三雲表決定代後こよ

おの援立さに立せする努絞!遂と(])妻名について検討し

てみよると、 「毒ミ然絞殺 J 点と:ぞ I災での

;ま;えを示詩委主との綴 lこ、 後くはあるが

主主総関偶然がみられた。 家主と、 対象主雪之還さ警 5主主主

絞めタイブ分げによって分殺してみたさ室、 [決

言語] タイブ(])学生号事力)fゑ(])こたペて、 ミ主災おむまを

とる抵抗去す1雲(])警交がきをF い主義?みがみられ

らに、 口語害者;ヲイブの急務のみが突きき立

さをで抵抗をヌヌす工設(])護支がぎま:怒ふ減少してい



とジーシャ jレサポート

縁を逸 して みた 議会 議人 議採

センタ}

人 ちなが

らのサポートが不可，欠してい

われる人の年

主主

喜多ヱゴダラム ー絞め女?をと繁之宮

祭、災 一義受波人会訟に伴う

は累々りも c 、ゑ (J)総会話とは比係売さず

襲撃佼，~IJ(}ヲエゴグラムで

もおく、議議愛護が去三くなり、

C 

2‘緩喜多め女三人関係におけるジーシャルサボー

段、 議議喜多と問委子代金主義支も芸会〈、 努性よ

友人会2長会い②

とソーシャルサボー

は…綾にお認するが、エゴグ

ラム(J)裂のみ級協しない@

4.長議委譲(J)緩{立とソ…シャルサポートにあげた

人の絡会は A 裁に総務する綴{吉;があるが‘ェゴグ

ラム災 Pt愛役務、、 i笠泌さぎの渋?低投A穣位

裂はお箆しない。

5. 議議綴の議佼とソーシャルサポートにあげた

人の知りぜきってからの字数がお関するのは、 A緩

佼雲号、将愛、 子J翠の{足後援、 災壌の FC{底佼愛

s ごび?守護~(J) A穣佼裂であった。

求書T rL犬家l露支警縫における段子守護議

長交交の変更警

求書

妥詩多毛2霊長奪セン

警護沢総

:ましめ iこ

続交の関，1>問、 ます長選ミ去り議まき

どま三いても芝室長友約三芸高三り縁体がなされている G

議長之にさ三げる殺が;設議長斉交発表会役、 雲撃の霊童話〉

め一議として、 tD 8年

てい

そこで、 き湾 怒るために5言、

ずる。

九一

J4
 

i
 
;
 

zz ;
 

4 

iとして L、之 o 長男

俸の o を zさめる

綴際交が、

友会喜怒られている。

成人におけるを葬祭を際交で浴、 (J)変化浴、

字以門、

上

おな然いられていない。 1多f

f災義立は、 与とえが iごるにつれて

議選!l綴F誌にある。 多喜三菱交霊立にみた i続交対象の

i玄、 ら詰主事u奉;こ変化が完られる。 1護霊祭では、

以外愛後姿三塁かろ主義へe 努きどは率。 年議会役

代から言語議会;ご e

露三;災後、 ミ子

でが

ゑとし

星雲警交{立、 薬事務委立に関係主主く議案少綴向。 内容以

後主主主之、 心号室、 怒議室支資金五ーとげている。

記入におげる議選室長号交では、 5 2学蓄電際会長

ィ去、 5 浮から、 記録・綴警察などま愛護交の方法。対

象泳、 3塁、護主主幹線が i9 0 fl号室塁内主主!季、 き多多奪淡ヲ之

とほ i玄関じである。

iょi之、 h文人(J)毒事銭安号交、 続交て¥ま‘ 五五ヲモガ

の遂いはあるか、長i!予言 内3ぎは、 5 6年以降、 設

予言受滋行動、 冬季議後枚、 心主室、 三塁、殺害文字7き撃の総合

意言言語返から芸露Elごとに焦点を絞った主ヘと

{としている。
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116) 看護の投書5意識に関する検討 117) 看護慾皮{こちきする経験 3年来i誌の誉議

いての窓識調査から
総の滋詳述

絞談員ijf認によるJt絞

ンタ 然主文書~ J'Lf反捻薮獲得門学校 oIJ、i設 妙 子

1.はじめに

、看護業務の範囲は拡大し、

内容的にも複雑、 i環境{としてきている。臨床現場

では、臨床工学技士、介護福祉士などの新しい戦

より、看護の役割が一層不明確さを増

している。この様な状況下で審議の専門領域や、

看護の役割を確認することが緊急課題となってき

ているO そこで看護技術の呉体的な項目について

し、分析検討した。

立@語交の方法

常生活行動罷劫技術、舎診療の補助技術、

3区分からなる慈

脅さ主主者自立!2i1議絞泌総矧大学 森下 支持子

守二3語大学務議考記長界 内海 渓

i3 a3 :昨年、愛護学校専任教員の2総務における

慾疫の滋毒事 lこ関する主主殺を潟筆記したところ、 妻子議

学生のjぎ滋とは委主なる結受さであった。 また、 数s1

の意主義{ま経営主体、 i注減努 iこより 2査がみられた。

今[CiJ(立、 塁;}菱総の就浮き!境問による者援慾度{こ容器

ずる主主主義のを筆者を 紛らかにすることをi303とした。

方法待望をは、 愛護綴{こ必望書主主慾皮と思われる

28項目を実習土暴言語から後続した笈関紙を汚いた。

対象{ま、就議後 Gカfiの者議長議67名〈以下昌若手〉、

1年 Gカ1'1の務淡長選25::g(J;)、下 iJ苦学〉、 2査手 Gカ

バのぞ1菱総36名〈以下 c詳〉である。 各滋間へ

の 等分 ;1mそもとに、バリマックス[!jJ転j去により

傍られた沼子得点平均{透、 1翠滋{馬主義により設業紛

らの flili)IJ(こ比絞後討した。

とした。
つ
に). 

25読に勤務する経験3 229名

を対象として行い、有効問答の201名について、

戦位以j、経験年数別、担当科目IJ、判断理由民!こ比

較後討した。

中、

しているものはない。

2.全体の8裂が看護の本質的な技術としている

のは、 24項醤 0/3)である。

3. 日常生活行動議劫技術項目の6

するもの

は、内科系ナースが多L、。 (p<0.05)

5.殺{立別では、管理ナースより、スタッフナ…

、。 (P<O. 05) 

である。

11:1 

をき匁および 空空間28工:ili3の得点数ヰをおそ子

分析した滋祭では 4つの問予が鈎出 dれた。予言 1

5母子(fけるを E聖怒的雰議留子、言書 2鶴子(f 2) 安

芸5議室凶子、 ぢ嘉 3図そ子げのぞ人間関係留子、 第 4

2ヨ子(f，n疫学習向上問予と命名した。

3若手そ分散分析した絵察では、第 1国子および

第 2因子においては7)(主で資窓笈がみられた。

さらに t検定により潟べた総菜、第 1関子にお

いては、 c若手:ま註若手と b若手との関にそれぞれぬの

2査がみられ、 務;主因子では a若干{ま h若手ど c若手どの

関 iこそれぞれれの危F会主義で援が認めら hfcと。 しか

し、第 3、第 4溺予ではどの若手間おいても乏が認

められなかった。

以上から審議綴として殺怨的奴泌が~くさ案まっ

た第 l因子の凌i3(こは、 急務l'な災行できている

とした問答が iilif療であったのに対し、還ま議綴絞殺

を経るにつれて爽nできないとの[!jJ事があ{度表示

したものと捻奪還されるe 一方、授、苦言およびチーム

メンバーに対して li~ !撃して行動ずる議~ 21t;l予の工雪

留には、 a若手{ま笑1Tできないとした回答がお{度表

示したのに対し、ま手数そ終るにしたがって爽nで

きるとした[!jJ努力 iilif遺伝示したものと後雲之される。



119) 終末綴5患者餐畿の認議(;:関する検討

一章号室霊長警の主義合

07.1<渓綾子

手譲渡ai支

持井容子

名君子獲大学芸言語襲、t支援言短綴大宅金量客
名古慶記念索後

愛知潔ft尾張務総

シン?に認する看護

センデー

118) 

長選の怒

楽家箆き毛主義科大学窓生学務付言翼潟波

:ぺ事ミ{て

ーニヰイマ IJ .ナ

はじめに:終3主義E怒蓄をの愛護については、病状

や務名のをき郊のf塁手与やその灸終について議論され

ているま翼殺でお智、必ずしも務議主主審議方法とし

て、示される状況ではない。この緩会iま議終末綴

怒号安泰傍受返して審議長警の審議iこ襲警ずる認議護者去を量

殺するもの <:0る@

{方法}議室変苦笑の鈴筏:務笈綴の慾苦手荻野まとその

慾畿の綴名、 予後への塁塁潟三護邸主警護若を記長さし、 4 

ま字以上の緩奪実ある還を幾綴45名iこ異色本語吉松孝雪護方法

と不宣言議出土警護言での宣言Jt.15去について記章受そ祭給、

緑られた愛護方法会愛護怒じ 30綴Elとした o ( 

ではない 1からゑ滋iこ愛媛5，どでの 5J室鯵評定〉ま

た、続名、予後への幾隊三祭出主義溺での対応につい

ては義務の方針(7~受緩評定) ，こ務怒した@豪華

対象:塁審議教緊議後議室言言語、 長蓄Eまき建言ま;警護姿主義務

会受援護ぎであり、チームリーダーとして還を幾方針

を援議する立主義で鐙波警号室警護と怒撃棄している緩議会議

ライマワ・十一シングプ子

会、災銭され、設でも、将手話この15

幾人3二三二泳、致事寄与をかさねてきた。

iJ)怒裏表 i議繋気? 、
ず

知 町

緩沢滋子

で

し

筏

変

災

受

諾

の

阿

波

で

く

蕊

}

〆

と

多

め

一

併

心

象

、

ザ

hv

ヴ

知

ザ

て

仲

間

叫

い

hJ川

‘
ぷ
ぷ

に

に

鴻

m

J
A
J
A
 

校

長長与を

/' 

トで

n ノ

ーを ?。、

怒、総力

5震後

fこう

アンヤ

さで ふ

¥'"¥勺F

である

{数多義}

l 警ぎ緩方法について

愛媛殺の弱い滋滋 i立、 F怒長撃との主義絡を潔ち

談後聖書の的言撃を緩ーする j IL 85 r 姿、遣をの不絞め訴

えに滋皇室主交をとわず終震著者をかけて関く .69でお

り、 i廷緩iま q意義iこ箆かれたとき安芸が近いこと

i!i乏しない J3.01 r栄審議不足の寝室芝考量級るため、

カロリー計襲撃殺する j 3.0告である。

の指導率iJ)

、在誇鯵約三雲フぷ〉怒奪実空手数、7 

J 

えー

綴名、予後への疑問談邸主翠綴での対応

J授、殺の蓄まえに対して、その疑問や緩み会霊童援す

るように対応ずるか、襲警務iこ緩やするように対応

するかについて、主著安中5発畿としたます幾潟の議寒さ

は、 3.6ミとどちらかといえば総務に雲奪取するよう

にする綴向である@ この毒事長霊安終3友喜霊祭喜子餐渓言葉

習会受畿の夜祭郊にみると"事まり"の務では4.校、

"察し"の畿では 3.39と潟務:こは芸査会主認められく

れ0.1 室〉、言葉習会者~i還して慾をの心を支えること

そ愛護として重量後ずるようになったものと努えら

115 

2 

れる。

欲、

のこと、

24 

える c

でなしさ手影警警

議会、

今鈴懸遼

談、 三道議室室長文、 後ブ?の綴;こ

を3、基存会警のみでは、スタノブ喜、議;こ

多;パロ露襲撃さを与えるときさ勺ていないことの銃三査で

ると考える o 議g言できをカについて祭い密主5

雲ま主義務関かいつら襲撃しいとのべて

三宅を怨く

いて

、

いるこ

明

記

イ認したと

これ泳、 i鐙5警

り、

コワ
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121) ベットサイドlili銭勾rfliにおけどミコミニエー

ケ…シ 3 ン技綴に泌すと3暴露十 一!iycCOnLilC乞

n'怒変心 tこヴーえる浴努ー

τ 大今予告:'ど支ミア

ンタ o法i互

翠刈淳子・ )11口学三安

く務究Eliぬ> 教務済足;士、欠勤、離縁、経畿の

を及2玄し、さら

に鎚/¥の成長?とも三重要でるるという銭点から、

ーンでるるが， 3::t区分の一階層下記づれた。

についての潟j出合、

じて高く友金(P<O.Ol )もそれに反して

f注総・ゑ議緑樹立係ょについての満足はも下

終傾向

116 

会ミノミ'yfiJよ

)1111.苧、;;:

53PELftおだ、

)jiI長室主~:tj'子、ふ九五チ

奪還 H的

(;Ji '~~吟 t ンター

必殺'Jミ長誌にま;， 、て、ベットガイドでの沿むとの

)1; r-:ぷ的コミュニケ…ションザjぷi立をぷiI:)(こ

ずけることは、;長ぷ筏ト rJ) ‘として iとあ

ると与える G

ぶ級交でほベットサイドでの i会j湾労 i会;モデル

イじし、 JI，，;' il')コミュニケーショングj ‘つをあゐ

{(J急対の COliいじiイJ)似てさについ亡、 jjl.: むな

1)¥ら災誌なに λをじなったので銀行マ心、

襲撃 Jj

"ミ;さした'去でjfgi工、 Jj ざしお!ば)ぷえで詩人J

だ;Lsmパt;(1)大きア-rヂグi に記;げされた

ベットに災以殺で後たわる?主役去にだして、 tf!I1妄

ぶ守はベットグ !iIit二況かれた総(!こ絞って‘j(jづf

1111ぷt絞めiゑif'.なす'iIiえをする。

よそう子ル{じした場 lIJftまJ;J， f 1])之つである

どliii災の{設立が;:;i:1"， II'J !こ Eyοconlact t!: Nlやし

た 1会i(ぷじ滋!fuこぶ)ε

12.titi t妥.fi'1])fi¥i，え 1"1(r:) !こi':ycC()t!t.βct t'j九主 5うし

たJ.¥itili (三(ソと骨子ぶ). 

分子JrJJ[U I之以トグ):lつであ

ザ'J1fデータ(アンケート・じア IJンケ)

， t長if芸名品iこえ子すん忽

必v¥設uこだすみ 1
'
11匁
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122) 災害室長話言語におけるさ滋養遣の研究環

-5誇2主主然時間の検討ー

放問大学g長さ詳きIHH長翼線院

OllJ本塁審員IJ、i定議事23平

千3葉大学き守護学務

内海 号室

是主著5 カ~ ~ま警護者との錯し合いの後 3こ、 5主義護主ぎの予を

設や慾渓について様々怒い巡らし一雲喜一還をしてい

るのを~かけるのは、 E護隊長懇話においては珍しい

ことではない@そして、それは慾殺の襲警害者，診を主に

影警警な及Lます砂 したがって、霊童書霊場言語の会話会分

析し、J，i)]長約なコミュニケ…ションのだj去を紛ら

かにすることは愛媛である@そのために筏勾は予告

ざ降 r"~ と然ぎの雲寺鶴毛主総主主し、それらの雲寺閣の分

室震を li"なった。そして、その傘隊、およびそれら

の綴笈関係等が会絡に与える彩饗な議選べている e

今関;土、 iItl憾に引き毒素き笠i2主主要主将言語と僚の待問

に校践し妻女数化した。そして、約犯の綴2をと比事交

した e

慾若ぎと務長室写生の会話、およびそこに介入した

務保災後f号線援との会誌を鋒おした@そして、介

入の紛のえ急務と翁獲学生の会話 o暴言語 1)、怒お

と義語録笑湾総禁事苦言との会議{主義童話 2) 、介入後の

慾者とおよ菱学笠との会議(主義遅延 3)について以下

の数{設を主主めで土色豊交検討した e

1.対話器各々の警護ぎの待問{富i2沈黙待問)の

3認綴盛控室豪

器2沈黙時総の議綴総量議の総廷の i己犠{級王工

言i2主主然時間比}の宇多数的審議

3. 対話毅双方とも然ぎの潟路{協の待問)の累

綴産主義選

4. 各々の言書 2決然終僚の然畿とrJlの終協の然綴

との比叡{沈然と簡の上主若手)の移動昔話暴言

5. 1- 4についての約問の毅をきとの比絞

以上の比絞検討のま毒薬と各主義援についての会議将

の印象との綴遂を考察した@印象の務ままによると

、指名撃翁の介入の約後でさ詳設は緊張皮の変化が大

きく、慾設は少なかった@その潔自についても考

察し、言語 2沈黙持関との関遂について述べる@

なお、的関は祭言言の草寺織をストップウォチでの

み 計約したが、今問 はジェットレコーダーで選郊

を淡彩にしてま十設立する方法令{持尽した。

123) 看護場弱における?言語の研究

一 一検j盛時における発震の計議的分析一一

東京大学渓学務付緩病院

石諮美弥子

千葉大学ff護学部表議案践研究鍛造事センター

O内滋 渓

われわれは、援療の境紛における玄総の研究の

緩として、選議場言語における言務的交波を観繁

分析しているが、議議におけるぎ諮のコミュニケ

ーションは援療j二の憐綴交換ばかりではなく、窓

え告の弓，~去を絞り絵 t壁、緩緩書きに治療に取り緩む選

議きへの勤ましとして、重姿な窓容棄なおし、その研

究 i主主震に医療コミュニケーションの紙交のみにと

どまらず、心獲さ学的治綴の援にも後討せらるべき

点多きことは、すでに本家会においても、関路、

山本、三上、加賀谷、柴限らによっても務らかに

された所である。今回、後滋跨の滋議場簡におけ

るff議選一患者間の発設内をまの計量的分祈念行っ

て、その実態を緩察した。

〔対象および方法]

す犬家医学部付属病競外科書者授に入設やの怒議

41名ど護主主芸取の走塁議綴 8立さとの奪実滋場邸における

会話at111場弱について、持え詩の発予言内容を分析

して、法学的発設と泳法学会告発言?とに、 Eまた、患

者初発忍発言と;t護送初発君主発言ぎとに分類した。

〔結果および考祭]

l.場吉宮悠の発議の捻移に関しては、検護議場言語の

遂行するに従い‘選議委譲の主挙佼E寺j窃あたりの発言字

数 iま増加していたが、発言内容の比芸評は一定であ

った@すなわち‘患者に援してゆくにつれて、;t

護鰯i土次長率にE手ねになるが、その内務iま医学的発

言?と非援学的発舎とを一定にふまえ、君主喜ぎなポイ

ントはすべておさえているようであった。

2. 室主主度)jljlこみた発?雪の推移に関しては、 とく

にき設疲皮 2度税において、 j二途の談守護および平均

会話善寺溜の分散に他若手との潟遂主主を認めた。さら

に向綴の傾向i土、衛草寺・綴後の比較においても認

められた。遺言議綴の議議下に、雪主主主度 2度善幸に対

するfUJ毒事かの関心が縫Aされた。

3. 患者および遜護主警の年令、あるいは、入院自

数による影響などに若子の数去最告さ関係をみた。
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124) 身体的問題の訴えの難易度やその条件

に関する研究

熊本市民師会熊本地域医療センタ-

O有馬出佳子

大分祭立揖説

麻生恭子

熊本大学教育学部看護課程

本場富喜

身体的問題の訴えは、その内容や部位、問題を

持つ本人の状態、、また訴える棺手の状況等と密接

に関わり、変化するものと考えられる。身体的問

題にi在援している患者にとっては、それらを訴え

やすい人的・社会的環境が必要であるO 本研究で

は、問題の言語的訴えと、それに影響を与える因

子に若駁した。対象は、健康な大学生 153名(努

子77名、女子76名)とし、過去に経験した身体的

時揺について、面接調査宏突鈍した。

まず、身体的照題は、男子が l人当たり 3.5ft: 

の問題を持っているのに対し、女子は 5.2件とt王
子の方が多く、また、その内特;之、形態、に関する

ものが段も多く、次いで終痛、機能であっ

訴えについては、問題の79.8%は設かに訴えて

おり、特に女子は訴えにくいとする問題でも88.8

ているのに対い男子は50.9ちもと少なし

この自己開示性については男女間に有意~ (P く

0.01 )が認められた。また、問題が深刻になれば

なるほど、訴えた割合も高くなっており、他人に

訴えることで二次的利益を得ょうとする傾向にあ

っfこO

身体的問題の訴えについては、開題と条件、つ

まり、訴えた時期、学生の精神的状態、訴えた目

的、被相談者の状態等の影響を受けており、持趨

内容との間に有意義(P < 0.0けが認められた。

剖えば、形態的問題は f諦めJによって得られた

ある程度の f安定jがあり、被格談者に分かつて

もらいたいといったやや消極的な面安持っている

のに対し、終痛や機能に関する問題は了心弱むや

f拘/lうつjといった状態にあり、積綴的解決を求

める傾向にあった。さらに、被相談者は無条件に

設でもよいわけではなく、形態に関しては身近で

しい人がよいが、終痛に関しては専門知識や経

験を持ち、かつ信頼できる f底部jや「母親(こ

訴えることが多かった。

118 

58 第4会場第31群

125) 朱~~菱婆議会の地方への伝掻

-'f~雲大学看護学部

瀦緩みや子

第 15[!主 B本重苦鐙研究学会において， r$長氏E霊婆

蓄量の喜語訳と滋筆書教育への髭害警についてj と滋して，

医事~ (羽子台 7年 8J'l18臼)の布遼後， ，在家R守は，

f量谷 }lf 護きの r~差婆教授方法子手ニ試毒素務自之銭ニ付

伺J (籾治 9年 lOJ'l18B，東京府宛)により，

E差婆教授方法』こ独逸ヱーナ府大学博士シユルチェ

氏の方法を採尽し，教綬綴gはシユルチェ氏の産量

婆沼教科惑の毘次と!湾じにした。このことは， il差

婆教育の教育方法をシニエルチエ王立教授方法に，教

育内容をシユルチェ氏の霊童科学を準拠衿総とする

E霊童書学と，シュルチェ氏が5虫逸ヱーナ府大学E華院

の浪露誌に主主づき体系イじしたE霊童書芸義務とに各々規定

したことをさま罪者ずる。

シュルチェ氏の媛婆心符喜まの喜重訳には UJ埼元奪撃

があたり，う長E記E菱婆産主として全九fI!f，平総づっ出

版されたう長氏皇室婆捻の?慈愛印と販機免許は，芸誌Jj(

R守が所有したので， [奇警は公的な伎絡を拶びるこ

とになり，さらに， ~室主主紛の省庁， )f守燥の渓宮，

段段への苦寒具震により，公的経路を緩て総綴約に地

1f1こまえ綴して行くことになった。主襲撃雲行政がえき1f

!TIこ委託されていた時代に， ]築家月守が教科重撃を喜重

義夫・出版し地方!Tに雪害総したことは，ひとつの例

会示したことになり，その後の援護霊数資制皮の成

立に大きな影響を与えたと考えられる. ¥'[幸霊祭し

した。

そこで，今@]は，警察E撃された地方!Tのその後の

動向， ~経 2主庶務院E量挙霊童文授汐?のさ葬祭生による主主 1f

への務及および澄綴人科設まによる地方への管及が

どのようになされたのか，入手王宮昔話な史料より紛

らかにすることを試みた。

う長氏E霊霊童議選を言寄鰭された当主方j宇では， ~筆家月守ょこ

総会し， }j室主主府議第主主ままえにならって鐙婆数浸所を

設立する動きが活発となった。そして， r湾所のさ葬

祭主主は議1f!Tに霊童撃さ教授月?の教師として迎えちれ，

教授所の設立にあたったり数緩をとったりした。

さらに，独立して援護霊暴露留所を療を数緩をとり地

主誌に爽絞ずる革まも滋れている。いずれも， ~望家庶

務後滋婆教授所での学びを2義援とし， 5長氏E量議事務

もしくは栄氏援護霊絡を筏主義にした係予を数料著書と

して矧いていた a 塁塁綴人科B室長軍主)~皇自に数料室撃を

作成する鈎は，然主主主霊童基総を事芸沼していた。



126) 

の変滋

Zま護警からみた明治期における済拭主主

中村女子高右等学校衛生看護主事攻科教諭

OEEtt愛子

二子3露大学還ま護学部看護支援研究指導センタ

幸男沢滋子

しはじめに

*1議事日以， 表苦言?芝i往還ま綾j去j のなかで手:のよ

うに妻子いている o 還t築総;立怒愛と忍滋とを以っ

て?主主!fCこ援し奇y認と F潟議委の;二法ーによって綴を全

うする容でなければなりません。三と。

今I!ll，ギ?護綴の脅するこの伝統的，基本的かっ

議雪きな校長jの一つ， メ清潔j去j の々かで. J:ft本の

清潔7去について， その変遂与を 11ヰ;おの議議設で話建資

したので事長後する。

ll. 級交1ft去

i認潟妥当主~誉総長託裁の F 明治期刊行凶言l'H去

を参考5こ，おー議警告 2穣}安委警交した移

うら， r斉j交についての紀委主のあったものは 3号

機であったが， :if村泰j去としての清潔 j として佼

;鐙づけられたものな除外し。 会議の1李総みに{量殺

づけられている液潔のやの，身体0)1奇試について

後討した。

滋，総蒸

し 7書紋の目的

くじ綴分 〈お清潔にするため 宅金治主義上塁塁塁塁

議決め欲求のi童三友 努がみられた。

2. i青誌の対象

五芝絡を緩めたる怒主f から i笠友j翠採したる

とき i へと，汚染条件が加わってきた。

3. f史F詩務品

冷水込滋寄71<. アルコール，石室長， 手拭い

?み綴. rul紙宅事，多採な物占告が{受溺されている。

4翼手技

H終的 Eこ拭く予晃買をヨミしたものや， 数iこ f全身

を主主く j と記殺されているものなど， ぷ卒還さ 5二三室、

がみられるが診 3電線の際…総ずつ行い全身を

議長蓄しない J 事提iIcこ通じる乎授もみられる。

5，その{色

3苦寺 Lま，病人への身体の後潔をたもつことを際

安する滋23がみられたようである。

以上 lから 5~でを詳述する。

127) 学問等からみた近代看護教湾

守二葉大学復学者s附属病践

01:'5湿智子、鶴間際二子

鵜沢陽子

ンタ

ら8俸を緩返し、答護教事ぎは

カリキュラム改正と共に新たな終代を迎えようと

している G しかしこの留の足跨は必ずしも、充分

続らかにされているとは震い菱重い。

今路、

予ぎをさ学院等iこ主主づいて議室ましたので報告する。

方法;

検索した一日記資料を中心に議室王寺実おした。

1) [j'二子葉大学一覧Jl ;，大正 12年~昭和 20匁

2 )従騒然縫監修言看護学上巻第二段』、 言者議

空宇老会第二級占 ;昭和 13王手段織を室

3 )委譲総服務心得大豆 13伝~昭和 19 

年

4 )ぎ

給与条;

1 )医学、愛議教予ぎの変遷

2 )学察官宅事の変遷

3 )教誇議稼の変i整

4) [j'看護さf:Jl上老きよりみた教育内容、並び

に執筆苦言・教授担当者

;) )笑努指毒事要領としての f者議録綴務心得j 銭

びiこ実務指導者

6 )存薬伎の出身皆察と卒業生数の変遷

まとめ;

援学教資は医学教土器から約半没紀で官立の重科

大学に途渓し、審議教育は誕生か

22土手令怒て

入学偲令、生徒の待選等、

社会情勢が怒化する戦時下昭和 17王手になると

多少の変化が認められる c

しかし内的議議である

中心に、滋5訟によって担当され、この間の変化は

殆ど認められなかった。臨5友三ミ滋については、教

らみると実留であっ

た。以上より委主成所持代の教斉は、医喜市やーと三毛主主

びに綬堅守による統率が可能な委譲主義の養成毛主自的

とした教育と考えられる。
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128) 翁喜重喜多額長率入の試み

一段内務長撃に務富豪診断を取哲人れて一

宮署山大学医学部付長室露寿院議室菱総

03:f1弁E託子， 潟緩喜善怒> Il!lflW資受

大綴喜妻子霊E百三議

ねたちは， 滋者の還愛護上の倒産重点を益事室にま主Z還

するために，看護喜多額を叡哲入れている.慾苦言の

問題点を病名や主主状で芸書いていた草寺4こえベ主義者の

縫漆状主主の変化や，反応、にt主回するようになった.

そのために，議議上の尽き撃が設定しやすくなり，

具体約なt重量金方法もJ!い出しやすくなった.

そこで，還をま霊診滋を続内4こ広く知ってもらい，

滋Fまの穏で佼いこなせるかどうかを後廷するため

に，卒後 2年慢のナースを対委主に行っている愛護

遜穏の務長まに取り入れた.その続縁状況と，右寄金量

後の誇{認から，務主要診断が滋Eまのナースにどのよ

うに受け入れられるか，また，今後発~させてい

くためにはどのような飽きかけが必喜きかを考えて

みた.

1.方法

浅草主の卒後 21:手段のナース46名そ 2つのグノレ

プに分け，それぞれ一段研修を行った.

まず， 議長室長多議去の綴霊会と診騒の方t去を議室撃した

その後. 5 -6人のグル…プ綴裁を行い，察側を

縫紋し， 還を喜重喜会最話してもらう主義務を2産会話した. 議

長き綾了後> j研修の波線およびE交替を記入させた.

2.総菜および考察

1 )長寿{鯵吠況について

還を議診断について学ぶことが初めての人が予言どだ

ったので， 議事霊だけでは，若草露舎はf翌緩できるが，

なぜ務言室主会昔話がいいのか実態できていなかった.

淡習に入ち 2 具体的に方法を指導すると，ほとん

どのグループが> 3-7畷Elの還ま議診断を的援に

行うことができた.

2 )研修後のナースの終儀

〈ひ関室重点の亥漢方法が今までと異なっていたので

多少混乱したが，意ま喜重診義者と表現してみると， 怒

密接まがイメージしやすくなった.②務護の宅建点が

変わった哲.選33菱に喜善悪まが?寺てるようになった.

③もう少しトレーニングを行い，童話Eまの滋でも主E

F号していきたい.

以上のことにより，卒後 2年協のナースは，指

導すると，若宮主要診衝することができ， その総泉，

整理味をt寺ち，務持してドることがわかった.

今後> ~蓄 Eまの滋に導入し.発差遣させていくために

は，議議診断を広く紹介し，争議銭的4こf詰毒事してい

くことが必獲である.
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129) 三雪護診断を臨床へ応F認するための研修

効5廷について

JII総長室科大学総滋病院

Ot:t務主主子 橋 本 幼 子

~院では昭和 5 8 王手よりプライマリー・ナーシ

ングを実絡しており、意3護記録{ま POSを袋潟し

ている。昭和 63年;こ務室撃の専門的役却をより明

援にするために、遺言霊記録の己主iEを5産主義した。

平成 2年 2.Flに看護記録記議長の実態議資を行っ

た。その総菜、看護の fl喜怒ぷが十分認識されず疾

患、名になっている場合もある。情報収怒として入

院前の生活像のf毒殺が不十分である。選言護記録の

充実をはかるために、事3護i鐙緩の一つの構成塁塁主義

としての看護診断の緩念を毒事入することによって

務護の隙巡のま苦言議が iまかれるのではないかと二考え

た。平成 2王手 2.Fl2 3臼・ 24 B Iこ管E護者研修の

まきとして絡会議室雪佼者研修を務議i盈緩の霊童解がで

さ、省主筆診療iの綴念を華客入し POSで記録ができ

ることを綴約として災童話した。

刀法としてを庁長警は q雪護記録の笑慾議至宝より j

fピジブんと行為カードの遜}誌について j の言語銭

安行った。その後、淡習としてロールプレイング

により f毒殺収祭を行い、看護i鐙緩のE室開を記録し

fこ。

総援として渓遂の問題を主主おし、問題の籾B.関

係留と隠怒リストが一番むつかしく、ここに待問

ぞかけた。研修修了後の5是認容は今後、自分で入

続時より看護診断の緩念を跨いて記録し、惑解し

からスタッフの指導事をすすめたいと考えている。

三宮妻美 意IT議診断の緩念の議事入と定義 l立、まだこ

れからである。慾主雪の筒怒 i立向か、意雪議El擦は{向

か、必要なケアはなにか思考し、遺言菱i議写室の霊童関

をしてゆこうという緩向はある。臨床においては

審議長喜怒をiE擦に表現できる府議を用いて症例検

討を弱み透ねて行くことが大切であると考えられ

る。章者機ごとに議議記録の委主湾計磁をたて笑絡す

ることが今後の議題である。



130) 大滋炎惑者に必姿えn毒殺i波3裂の

プロセス

liI総 E産科大学的滋総~

O滋戸和子

我々の籍後では数多くの蓄愛媛性大綴炎慾設の審

議を行ってきたが、その経滋号をJlると、入院中何

度か湾燃し長い経巡をたどりいろいろな潟磁を引

き起こしたケース、またより額約約にかかわるこ

とができ妻子長惑を得て返践したにもかかわらず予怒

より皐く湾人践し、宅~豪雪十綴の喜多îEをしなければ

ならないこともし{まし iまあった。

この喜多iEf下途中務らかになったことは綴別の?警

報絞3撃をしているにもかかわらず、議選議役大滋炎

5謀容の議議のアセスメントデータ…としては不足

や務議プロプレムが総長霊でさきていなかったことが

あった。そこでき塁審議後大緩炎滋殺に立すして審議プ

ロブレムを紛らかにし途切な務遂行為を選択する

ためには、どのような然繁を重量雲霊的に絞3裂し記録

されなければいけないかを検討した。

方法 1) 1吉 88-198告年滋去 2年f習の

人絞 R会議ぎの手号機、湾人践した際問、議綴の淡い上告

し。

2) 1告 88 - 1宮 8草生手滋去 2年間の入段，滋劣

後銀波祭殿緩より議委譲議後大綴炎怒容のデータ-)妥

繁を行い、守幸喜撃をま語る。

3) 1) 2) より?議事望校繁の不定書草分のまとめ

4) 2) 3)より後豪語絵大議炎E義者』こ必警警な傍線

i夜祭綴 gを選択した。

総菜 1)では 8予言主主主5総選率が爽際のE主主51こ透さ

ない (入続中}こ行った自己管室霊謬議すぐみだれ

た。他人との付合いでやもうえず中断した。警護予

がよくなったのでやめた。生活の主義援が議室う。望室

長室の察憾で災行できない。〉怒容の家主主及び護霊場

などの協力 iこ関惑があるさ撃のことが綴られた。

2 )では入援の潔 E怒(::1::訴)復活著書後(休怠・遂

動・警護慾・食務・吾n授・霊童滋・欽語霊・行望者〉毒霊祭

望室長室・総務での役割関係について特徴的な後援蓄性

大滋炎慾者の綴戸iが出た。 3)では::1::草寺及び身体

検笈でのデーターとしての喜喜怒不足つまりぎ録的

てがかりによるデ…ターのみで後認が不十分であ

ったことのアセスメントの誤りもあった。以上の

結5震をゴードンのアセスメントデーターにより仕

分けしき塁磁性大滋炎怒者の必姿傍殺をまとめた。

131)審議診騒を絞り入れた言寄託証庄怒者の生活指

導率

111毒事医科大学的疑索後

OUJ家主字予 言霊芥滋子 中務E草子 祭主主きを代子

2当援総会診療きill立、プライマワ…・ナーシング

の受持ち審議終紛をとり、記録も POSを悲喜入し

遺言護の笈の向上をめざしている。しかし、実際に

記録を幾くことは、iYll綴されているが、喜語録にお

いて餐議長男怒が籾害警にされず怨l:JIJ約な審議ケアー

が十分できていないのが務状である。それは、審

議記録の下認の点 iこ綴協があると思われる。

( 1 ) l警報i渓3撃は綴l:JIJ的な務惑の号話番室化と務遂ケ

ア… 3十綴立塁撃のための情報議室であるが、 8~君主主活

?害警誌など務議』こ必警警な惨殺がもれている。

( 2 )跨怒点 i立、医学的な問題を露支上11、慾重言の

孝室長喜怒ではなく、怒善言の{鐙l:J1j後がおていない。

( 3 )言十綴 i立災体後 iこ欠 11、事 i護国擦はすぐ行動

;こ移すことができるように災際的な問主震がたてら

れていない。

( 4 )緩滋記録 i立、務遂総長喜志向裂ではなく、笑

綴したケアーをや心として記録している。

このようは選議ぷ葦まの長&のふj遜 iこ対して、:G

3整診護去を絞り入れてみることが効5裂があるのでは

ないかと考えた。そこで、浅草ヰの滋去の潟邸E王怒

容の室長約を審議診断の緩念苦~ffl いて後討した。

その総菜、議磁データ…として怒者は客足慾の診

けどうEl分の奪号室誌をどうとらえているか、また室長

害者に*1してのような章者懲役援の知裁があり、どの

ような生活務遂を受けそれをぎ笈で設え、災喜美で

きているかいうことが大切である。また、自分の

害者き誌の誘践がどの主主議室ぎ僚が鯵襲撃しているか自分

で設えるかどうかなどの?警報も必要書マある。この

悩殺を撃さ潔し総3主総係を考え意H撃が介入できる長遣

をあげてゆくことがポイントになる。

遺言護診断を fflいることにより、務議自主撃が祭儀

できるようになった。より怨l:Jlj牲をとらえた務護

~H警がたてられ、審議として介入できる絡協が明

らかになった o 今後も、疲例検討を義主主語的 iこ行い

護j~護の笈の!待ょをはかつてゆきたい。
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132) 肝硬変合併肝綴 i汗切徐後の看護絞殺

呼吸ケア iζ 隠する選本 f高級の

i反祭状況に隠する考委主

lT!大学際学部総総書寺院

。IlJlti怒子

ニf'l露大学おま護学部

1:， )(IJ i辛子

はじめに

llH更さ芝合併 Hf幸吉野切徐後急性期における呼吸ケ

アについての対応は、 24時間怒者の{l!IJにいる渓言菱

総の長室切な綴署長能力 1ζ 負うところが大き L、o Bま菱

総によるこの立手数ケアについての毅告は多いが、

それらは主主潔tr.Jケア方法による対，tがほとんどで、

心滅的お会的な ifiiから者三襲のかかわる枠緩みでア

セスメントしている報告は少な Po そこで、主主JlJl

tr.J心 E頭約社会的側j泌からの1E1i室な f斉綴をt包装妥し、

切な対応をすることを釘tr.JIこ、波紋における ~f

紋ケア iこ関する絞報収集の 5足立きを切らかにした。

1. 溺王立方法

答rf愛媛滋の災なるさ当主主 flH罰IJ4 f自jそを対象とし、お

{呉J(})李総おf:lから主結後 7fI Flまでのお三菱記長誌に

おける約綴;災後 iえだそ綴資した。

1)総本的認iの設定:11I綴合併君子主務 Ilfl;Jリ員会後 :fJ

i生拶!の立手数ケア iこ隠する訂後 3基本 f書籍を24fti l~ 設

定した。(松本による生 76行動系の持率良みでき義務!

したおAお DA む奇襲 j多額 ~j 塑( 1982>ド)からよ警んだ

211Jj Elと、肝切徐後急性鈎の問鐙 iζi渇する 31資限)

2)議司王堂内容:金銭i還記ままにおける怒本後毅泌総

報収集率。@寺H罰IJ1の f1'd菱j二の問題の明確化 j

の主題程で自己毅されている後録。

11. 棄さ m 

1.基本情報)jIJm幸喜奴主主主事

~f 後ケア iこ関する生堅苦約絞殺は、 rm 室主の干'f j渓

に か か わ ら ず ffi.:絞されているが、心 JII!tr.J社会u'-Jt斉

餐1，之、それが紛らかなF.l]畿として絞れた総会 iζ 記

事えさ ~"l ること 1J i 多い。

@fi言菱総主主数年数 JJljで、絞殺奴築家の五♂や収集

がう宅なる攻El(ま滋められない。

2サ 11主筆 iニの Fd]芝草の i努普在化の i詮干支

r11滋上の ml!i語。〉現在室 itJ の~ねで記絞された

字誌は、生1'!1(r-J総裁がばとんどである。また、まま

本総李裂がト分 iこ紀議えされておらず、 Illl1通の l手jli産化

につ なが って いない実慾が紛らかになった。
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133) コンビュータ・ワープロ lこ対する窓議

議変

札幌医科大学付緩翁段

。幾世みはる

千3葉大学警雪渓学部

阪口被努

はじめに

今 g、医療機関におけるf警報システム化が進み、

看護部門 lこもコンビュータが導入されつつある。

しかし、審議録綴システムfとは伎のl2i療システム

に比べ、逐れている傾向にある。その潔白として、

一つには審議会議自殺によるもの、二つめには、審

議業務が麗-1とされにくく、審議後報そのものが

整理・確立されていないためと考えられる。ヰ寺:こ

審議溺E!身によるもののやには Fコンビューす・

アレルギ -J とぎわれるものが考えられる。しか

し、コンビュー?に立すする滋B反応があれば、た

とえ看護部門lこ コ ン ビ ュ ー ヲ が 導 入 さ れ て も 、 効

果的な豹1mとはなりえない。

そこで、今節、審議学生、看護綴、意雪渓教自躍が、

コンビュータやワープロなどの情絡機器lこ対して、

災際どのような意識を持っているかを錦変・分析

した。

対象と方法

さ詳役人若草124名、学生 8君李総名、議ま言要綴群104名、
波数級若手21名を対象としてアンケート読まをを行っ

た。パソコン・ワープロの使沼状況、パソコン・

ワープロ iこ対する j筑抗の有無とそのま聖E告を潟査し

た。さらに、コンビュ-~・ヮ}ブロ lこ関する知

官誌の獲得の字告を霊とその内容などあわせて、 16J翼闘

について滋潟潟3筆者全行った。審議学伎のうち?寄幸罰

処潔の;愛護義ある学校をさ罪主主A若草とし、 f蓄幸罰処理の

綬畿のない学校者全学生 B若手とした。さらに、審議

綴群、還ま幾数般若手の 4者手:こ分類し、分析・検討を

行った。

総菜

1 .パソコン・ワープロの使用主義は46.1%から 95.

2%だった。

2.パソコン・ワープ O(こ対する t底抗は、学生A

若手に33.1%で去をも多く、霊宝飾若手が19.0%で長をも少な

かった。

3.抵抗のある潔E!3(ま「襲警機が苦手J r入力が添

約縫いnがわからない J の 3つが大部分を占

めていた。

4. 1使賂月数iこより、 t底抗の至芸品3tこ絹遂があった。

5.パソコン・ワープロを「使用していない J よ

り F使用している Jnが、又、 rj:託統あり j より、

「抵抗なし J のガが得たい知滋の内容の綴室長が多

くなり、その寄せ合も高〈なる傾向にあった。

以上、審議学生、意号滋主導、意号護教員のパソコン・

ワープロの使用状況、長五抗の予言実きとその望室長ヨ、得

たい知設の内容などの絡5裂が得られた。



134) 革まま警と十資事量処理教育に喜還する毅交研究

一自自記室主による殴号事についてー

二子楽大学看護学部議悪霊儀後学言葉媛 OJtt妻子iE家

聖子氏雅美

後 軽宣告哲

三F-~重大学肴殺さ宇都 t事後議室菱学長毒慾 Zヨ弁トク

1. はじめに

省綾子長学校における惨事護処理護教育のあり jjなら

びにカリキュラム該議室の作買えのための塁審議室資料を

1怒ることを筏的とし、 教室霊祭皇室の撃さと著すま護教育の

惑さとをますさ裂に、それぞれの畿でのコンビュータ毒事

入や僚機長生後数夜空事の災童話状況及び怒議等を綴支を

した匂義憲三塁毒事5裂の一議事は、 ぬ88年と l詰89停の教室室

長耳炎学会で孝義訴した a 今問、吉守幸菱、泌総綴ではポ

さなかった自白記絞を中心に綴ををする。

II .線変対象と方法

察長室の畿での務室蓬は、会i議案者総から系統主義おさま

により 1110(1039伶)の喜善後を議iおした。そして、

それらの綴践の養毅苦手授ないしは総総長を対委設に

して、撃事i遺志去によりアンケート総務を行なった@

潟支量級協は1告87年 2f1下匂から 3f11二匂にかけて

であった c (ill級選挙は約30%であった。一方、数震ま

の壊さでの幾重芝は、会i議選言緩系学校のうち禁事門学校

2主手議緩以とでかつ学科及び専攻科主義伎で、言?詰

54fキの学科長ないしはミ専攻科f誌を対委設にして、毒事

送訟によちアンケート繍遂を行なった。幾重主総隠

は1988匁 2f1下勾から 3月上毒事にかけてであった。

間以選挙は約51%であった窃

m. 棄さ主義

1) 6，誇炎・教養子}喜コンビュータな絞援する n語警

が全くない学科(専攻科)に対して、その怒叡毛主

自白記委主で!ill答そ決めたところ、 186'学科236終の

E立さぎを得た。分警襲警護受章すると、 f予言卒・財長文 j二の

怒EbJが87f卒と露支も多く、ついで、 f必婆殺を感

じない・検討したことがないj が35伶であった g

2) 還まま護系学校での後幸護処滋数替の必要署殺に対

して fどちらともいえない j とした怒滋(弱虫記

童文) 宅をみると、 妻女 1iの建造では r;翁主主?なカリキユラ

ムj や fまだ、行う設予警ではない j 号事の慈5もが多

く、災差是の畿では f念宣撃になじまない・利殿のし

かたが詰丹後でない j や fまだ、行うのは率いので

ないかj 等の慈Jiが多かった。

135) マスメディアにおける幸喜怒問主筆記家の

内容分析一一議主主・務自 2大級を笈料として

こF-~露大学審議学部

。塁量産主律子

ニH露大学審議学訴さま還さ然主主学議長芸

校長生綴，聖子尻号震災

キし終B'f科大学後i~主慾支芸大学部審議学科

UJEB一関

くはじめに >1笠後形成においてマスメデイアの及iます

影警察iま大きい。多様なマス?デイアの中で、銃器!ま

及率会~î怒く、 ga総務としての{ij渓伎にも後れている。

そこで今節、新flll!こ浴室還されたそ?渡的i室記率のi*J等分

析を行ない、終年奪三うる気lJ!をi等たので殺ミきしたい G

く研究方渋〉金協議支のやで議ま道義交の 1・2j伎をおふうる

淡ぎを・綴 B問主義を対象室長とした c 喜善3空会jゑi!寺綴iま1

Z手1 手間とし、記導主総I:l:¥!こさきたって潔蕊ヌ主役発11'の

翠1I援を続いた.!漠々の記号まについて f記ヰ工務 r
了潟童文絞苦言佼俊J 議室紀今設の系淡

議へのイメージj 主事iこ関する分室員・分析どを行なった。

く絡系および考察〉会総意義件数i主、淡う.'e31l(午{努JflJ 

件、夕刊551*)、手¥iJB 3091キ{車¥iJfIJ262i*、タfiJ47iキ}、

&t6zolキであった G ミ多彩ゑ;分ぢiでは、淡先手!JJ誌の

「警ま災害雪道 (34.1覧室率主会長誘守(!8. 0茎)Jこぷごい

で1:交努(13.'8茎)Jが多く、夕刊では?等冬季護送(33.9 

覧)Jf{を鰯終3美紀家(!6.9支)J 渓であった。綴幸で

はf等ミ李登滋(22.0事選草案会沼署ま (20.4雲)J会;Jこ!立

を占め、タヤjでは?家災級選 (4O.号案雲寺号然記事

(20.0実行の護請であった。号事長設立草分絞め総長ミ、淡子三季¥iJlせ

では、支童委・毒李総立jjJ;(;>26.2落と査をも多く、次いで

g宣言ji<22.3主)Jの綴であり、夕刊ではf役会iJiiB(27.7翠)

f干上会室君主(19.2草)Jの綴であった。季語g率五千IJでは霊

感j会>2 5. 2完と綴も多く、次いで rt交議・然数iJii(15. 2茎)J 

であり、夕千百ではfその他jを除けばパ士会室主が25.5蓄

と重量も多かったc を委託壌が緩霊童のトッブiこ泣き愛してい

たものは、警25言で611宇(19.ß草)、 t~ B 901キ(29号 iめであっ

たG 会議裁については潟緩限で大Eをなく、 f怒li考・

主主・疑念主義・3愛.i霊祭・応援害事j の妻子議室約えよ淡警警が

雨露王とも約 4叡をおきうたo そのI.R苦言、 ?奔菱重・!'l;1)・

不主義・訴えj や?不f雲・不潔j といったゴド長子三塁約なも

のも約 2窓i緩あったo⑤内容の系統分綴の総菜、絞廷

では f 援Z後~ (40.6芸審議系(32.銘打 t喜子立・

主主系 (2ι2覧むの綴とえより、毅包では f審議系jが50.主

をおめたo 以上のように、審議 iこ支ましてf量殺約{こ妻子:議

約かっ長寿待感を終ったとらえ方がえまされているといえ

る。一方、波容が霊童後記察 iこ塁塁泌する「役懇Jの系後

分主翼では、 7塁塁床ケア Jこ関するものが大多数を占め、

E喜怒沼運査となっている語審言語化役会へ向けての審議の之、

察後iこ!認した役警は潟怒会わせても 41'キと少なかった。

このことは、議議鋭化学士会 iこ向けた審議への綴f寺誇5還

はOOf完の践に今なお充分iこはi浸透していないことを示

唆するものであろう o

123 
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136) 千渓燥における審議記録の液状について

千葉県立言語生怒綴大学審後学科

援本島f，!d塁、加藤美智子、 2吉崎和子

ニF妻芝大学看護学部署ま議笑銭指導センヲー

ニu護ぬ草委

1970年代より 、 委 後 記 録 は 審 議 そ 向 上 し 、 看 護

ケアの資料とし て 活mず べ き で あ る と い わ れ 、 そ

の己主義について検討されるようになった。 1晃:(f、

慾 j末の土塁でどのように認識され、記録されている

のが 、そ の改 蓄がどの程度受入れられているのが

実態を知り、問題点を切らかにしたいと考え、以

下のような認主筆者在行なった。

方法

千葉疑内の 1001::ま以上の医療施設(167去を設〉安

対象:こ、審議記銭ま主主警の取緩みの E免状について、

アンケート L埼玉室、 Zえひ一日分の緩@記録添付を!衣

季語した。議玉主総f認は玉手段7t1:手 12R1 B ~25B であ

った。

総・ t号。祭

回収5怒号l.3% ((;9旋設〉、有効数G81Jを設であっ

た。 過去、問等かの形で記録を改妻子してきている

絞殺は多く 57自主役 (83.8%)、 i年以内 lこ改姦し

ている主主役は22施設 (37.0%)であった。また、

現千五においても 62経設 (91.2%)が記録改善Hこ絞

絡みたいと考え、改警への意裁は高いと怠われる。

しかし、実際 lこ改善のための委員会等ぞ千ぎすると

ころは、 24旋設と少なく、また、 ile去最を室主3まして

いるところも 19B主役と少なく、今後の問主主と思わ

れる。

1;: ¥こ一日分の経過記録を会~舎の五葵繁 Lこわけ

で検討した。

会合を設の五望書泰のよ詰1晃頻度を会i本の説会からみて

みると会観察69.6%、②判断4.9%、三き回祭 1.6%、

安:だ筏 2 1. 7% 、~~手 i白 2.1% で観察事項の占めるおj

合がおく、従来の記録とあまり変らないと怠われ

た。しかし、震的:こな、 P0 Sまたは五望書棄の充

実をめざして改遂を主主殺している総設では判断の

記載努力がみられ、緩雲互の内容もより具体的であ

った。経過記録についてはきさに検討を加え、発表

す;;， 0 

12，1 

137) :tf輩記録における急災1誌を考える

E誌のぷ当主色について

綴浜市京大学!災学滋;j寸隊長;lj等看護学校

。ぉ!H:l託子

i耗51く大学緩や滋¥i茶室塁手交JlHさ戸数守主

i当lfI克

1、はじめに 昨年、カラ チャートの色認識

に授があること、 s;jflilによりぷ総色の IE線本が低

下することから、長:1濯な色彩tl守幸設の記録会行なう

擦に色彩訓練の必要枚、 li'Lちに記録することの f主

主主性について毅告をおこなった a

しかし、霊長派滋I扇での綴誇をはfgf兵と災なり、物体

伎という費量しい状況での綴祭であり、光iiJ告の耳、統

a ということから、物体f立のサンプルをつくっ、

比色による方法がより 1[6撃であると符えた。そこ

で、 L誌の色彩ffj絡は俊践の判断として FE笈授され

ているが、今隠は程H誌な人の以の築家{立について

検討することにした 9

2、災後方法 1)サンプlレな作成

(1) 18Jゐ~ 22才の縫燥なまE子の泌を 50本採取する

( 2) 被毒素手P:?;のi=lで似た色ごとには淡にわける

( 3) 災怨・必. í!f の染料を 10選手 iこわけた長立をJ，~ Iこ

者7釈してサンプルを作成する。

2) 120名のlJRをサンプルヘうまま長する

(1) 18~20才の後L誌な t王子、 120 :zきから採を綴淑

する。

(2) 笑験?J7名が各自、サンプル loeと検体を対

上七し分室長する e

(3) 各阪のデータより 4 名以上が[託]じ主主祭となっ

たもののみ設問し、機体がどのサンプ jレに泌

するかを決定する@

(4) 客室見(l'~ ¥こデータを得るために、サンプル 10;，$;

を分光7tJ.主計;こて滋IJ}芝する。

3、結果 1 )サンプルのマンセル1111 A 6.65 

Y 9.69/1. 17 B 8.42Y 9. 66/!. 59 C 1. 78GY 9.7 

6/1.24 D O.69GY 9.81/1.35 五 O.30GY 9.79/9 

.91 F 3.95Y 9.14/4.92 G 8.81Y 9.57/ 6.62 

H 6.39Y 9.42/3.85 1 3.41Y 9.22/5.98 J 5.50 

Y9.51/4.39 2)機体をサンプルに絡分けする

A 27ノド B 10本 C 1 本 D 2ノド E 9本

F 5 本 G 1 ;本 H 53本 メド ，J 本

議定IJ不能 S本 3こ終分できた。



138) 返凝サマリーさを i遷して行う害警護霊安潔に

関する綴災{言語 2季語)

議室笈医科大学医学苦言予霊長義務隊等霊言義務

C綾子字 会量子

{尽古寺及び方法〕

務111!主主主学会では返滋サマリーによる愛護ケア

の評{畿のための toolとして 3蓑箆を設定し、言己重量状

況をと議宝をすることが奪還議号若返上手if努セあると李養食

LJこ。

渓をのサマリーは議室霊診童話を絞り人tL、議議;こ

議主主さと鐙いたケ?の絞緩や、養護I'H撃さと え義務め ~T

還さ警察として設定し喜子後していく生支援が認議室され

ている φ これにより震を警察喜子爆に必警警とされる李譲渡

を機く量霊長撃と義者裂が紛らかとなっ考委譲ケ?の妻子{議

絞殺となり終ると考え、豪雪丈:(こ愛護三多額骨警護 13

警護・ 自警察♂〉長議長免震害警の緩 13をま支返し、 奪還ま襲警ぎ獲に

利用 E話予経る ~è 議室主主 i廷であるか潟三菱した φ

対象:議後 3C寄考委筆{護支ラタト終}よ五よ i.F6 B害警

務(革委暴綴綴科 DI室外科}を 198き塁手 llfllBtl.

録返筏した幾三号サマリーさを l∞終

{暴言3築設び診察;

奪還議参議会後 iJ'Prob 1鐙 orientednursin事record

iこ後れているために銭授況に大きな透いはみら

れなかった φ

プロブレムについては害警護診震0)考えをとっい

れており、害警さきを後濁しない孝喜三警の介入できる絞

鐙のものであった争プロブレふさ翠0)ile議まやプロブ

レふ芸番号認毅もさを鍔に1Tわれていた寺

警奪三 1受潟しないためアロブレム童文会，議童話して

いると慾とたため、総額縁行わなかったプロブレ

護支をと多喜べ平均 2ψらであり、人設滋憶に上主要警して

土議童話していた e

襲警察H警警護及率緩約?警警警の畿につ D プレム

との内絞め不一款はなく、アセスメント .13緩め

もささ長警に見られた。

長警はケア畿・襲警察計量警 護文字事計畿にう?

げでは疑念燃に認案支されていた e

務をめよ塁縫サマリーの室主我況は入段取の宅霊長撃

の筏警護や主霊祭交のための愛護言十銭及V:~卒後警警が議か

れているた設うに、@l襲撃会雪之と愛護ケアめ妻子綴を行う

ことは司書きであっ、等霊議ケア0)向上のために三主体

約ごとさ喜三菱を行い警警号変壌に約黙できると怠われる

139) 送設時表護サマリ…の記載状況に隠

する検討

;1J大学援学苦言街綴終段

千葉大空評議議常務

務付 うを校

金芥利子

土震対議

ささ大学病設治化器内科病筏では、退波野寺に患者会

員の-tj--C:?リーをお裁するようになってから、箆;こ約

2空宇を経過した。今回、 ザマザーの-1替の光5還を段

約として、内容の検討を行ったe

対象および方法

日己内孝;H湾授の王子成元年!万-61ヲの退院符審議

そT-C:?Ij - 23号校、記殺した議議綴21名について、

もとに、サマり

ーのお毒素状況を空会討したG 持綴は、"はむげ 2点~";:r::: 

十fj"I点、"しW、え"。点、として行った。

長支議2ヲよび銘議

トサマリ一一枚おた号の得点は不均 13.4 1.9点、

(20点機点、〉でほぼ五滋分布をぶしたが、テ子;初訪日汚

点 iこ及んでいたお

2.緊霊堂現段ごとでは f経透 Iこ関しでは

いる"がすべての袋路マ 66長以上を点めたが、

および技狩，こ認しでは"不ナう

"し待、え"が鴻 w 訪露をおめでいた。

3.護主交宅実務の王子均得点以

く、 f行った謡選の内緩め怒おづけ;

が 0.07ぷと設が乏し項れこよる

議議綴一人たちのすナマ 1) 人枚数は不支窓口.

16)放で、得点は .3- ぷi二分移し、記三人枚

数および空宇令とめ務係iま認められえどかっ

5騨室長忍郊のご:ば特;こ認められなかった0

6.経験空手数が喜多饗すると j認、われる

ゅの 3攻絞め総王子均得点はおお二れまト2点、

もおく、 22-23才は 0.9ぷと設が廷かった。

以上よ号、今後、混良時議議サマワーの慾式および

8 の斉検討と問符;こ、護ケア O)~李総の喜建立

が霊童さと思われた。
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140) 老いの自党と受容にB!!Tる予言君主蓄号室変 (1) 

一一議室変!司君主および釜本重軽富十銘桑

キL綬Eま科大学祭;主主主要員耳大学部審護学科

O山 E君 主喜子、*跨i ト2 子、山 E日 -oJl 
i翌月泰子

くはじめに〉

入閣が若互いというミ語録をどのように認滋し受容

していくのか、その実態 lまいまだ充分 iこは解明さ

れていない。主主研究は irt王手綴における老化の自

覚と、遣さ後 iこ向けての生活議後行動の突慾 j をEl

約としたものである。

く対重量と方法〉

キL務r!irE伎の有数努女 981名、ならびに言交差主婦人

108名、計 1089名を対象として、長支援立言後t去による

お資を行なった c 喜寿3室内容として主主り込んだ攻El

iま f定年後の湾就殺の字詰銭 H劣後 iこjOJけた金銭的

i丈況 H余駁浴室主 Jf臼'殺生活における気持ちの

;きち jJH家主主と食事を災にするま長1l'ur総力・話3カ

・長選 5妥昏委主労議・告さカなど、容Hfの後手五絞

めき変化 iこ関したもの H議!主主主主5をiきるために仁、

げていること j怒である。

〈季高 気〉

〈む均等'~習の{生・年金}Jlj 均三廷は以下の送りであるむ

すえEわち男 (40-1，1， i，義:24匂 3葉、 45ω49主義 26.3案、 5自由54

Sゑ 22.路、日付59後:26. 4わ 677名、女 {ω-HI蒸

25. 5覧、 45-49後:27. 2案、 50-54産主:21. 2覧、 55明日後.

20.2%) 412名であり、努女 rJlでほぼ均等な年齢分

布を示していた。② f定年後もぬきたい j と筏え

た容の総合は男性 68.鋭、女性 40.3完iこ2えんだ.ただ

し女役では王手隊長雪による変化がないの立すし、男役

では 50-54言語が 51.6 %と最も言語く、 55-59主義では 39.7

Eと低下綴向を示した。③男役では f家族と夕食を

共にする審議会が:i!Il2留米長寿 jという警の説会が 35.1

%1こ及んだ.③長室長菜絞立さの変化について年総務によ

る涯がみられたのは rt語力 J 務1交議選滋カ Ht話芳の

状態 H体滋の議室Eカ (j母性のみ)J I記憶力 (9l伎の

み)Jであった.③ f後ftJ!生活をおくるよで心後けて

いること j では j 滋滋 HI主主主の笈E3l室長{絞 Hi宝物

性脂肪の筏耳~J など食生活 iこ関連したことがらを

さ挙げた翁が多く、加密告との手干7認、な裕f潟も認められ

た。一方、 f絞り立てて侭もしていない j と答え

た議も約 2~ljlこ及んでいた。

126 

141) 連きいの自交と受容に践する笑慾筆書室主(ll) 

一一係長室行動成立 iこ関わる 3警察 E患の検討

キL綴医科大学締役綬 j努大学総務護学科

O;U主キヨ子、 UJE日一員号、 UJEB 塁喜子

くはじめに〉

本字誌は、EJ.};5約看護 (HoJisticNursing)の後点

から日常生mにおける心慾{綴向・主観的長tI議長芸の

あり方が、 B~'・の係長室行動にどのような影緩を及

ぼしているかについて検討したものである。

く対象および方法>

線変対象者:ま}湾総;こ[湾じである。員華街はお 3三分

析を中心とした O その条件として、 11主註~ fE] =fこは 4区

間行列の関ffflゑ1.OJ;!. Jニを溺たすものとし.::t !!slニ子

J法によった.Va r i筏ax回転後の!!sl子負荷蚤 iこ主義づい

て各総体の凶子得点を求め、その後の然 ifrに手11}fj

した。

〈総菜および考察〉

(j) B 1君主主mにおける気持ちの持ち方 1こ!刃渡し

た.filElからは、 75設整蓄しさ J と総連した鰐 1~ヨ子、

「長l!ミミ1:5長役Jと問返した笈i2 !!sl子、 r r勾戸Jl主 j

どr:去す斉l3をヨ子が主主 HJされた o (t ~克畿の{佼波紋 tl!\

いおする与iaからは f会主主主、j]ふ体力 ω会え J Iこ!滋

した気 1~ヨ子、 í~妻、カ J 記憶力 J など気J:l'J:の

変えに筏j;惑した斉~ 2国二子、 t晃ブJJ i務皮宣告 j 

長話 j など身体機能の渓えに[対巡した祭 3怨j二子の

3つが;露出された。会日常心設けている係長主11'!i!J 

について、偶然 IJ)喜平ifrぞ f'Tなった a その総 J長.r li1i 

務{生s，¥1~Jj の淡絞 お災後取 j など食生活の改

lこ問返した主~ 1 !!sl二子、 fタパコ rl溜 j といっ

た5霊長子J告の綴i設に i潟巡した祭 2扇子、 ~認知l iEし

い生活 j と関渓した第 3!!Sl子、そして fスポーツ j

と関巡した議 4関子が鈎おされた。③以上のをヨミ子

の内約関i童伎を検討した o 男役では、 i'E毅的体

力低下 j が i~忍菱重しさ J 内向性 j と、また f 気1 j¥t 

の{低下J，ま f自己主張役 J r内向絞Jと主義い綴潟

を;Jcしていた。また、主主力や議選IlIIカの紋下が、係

長雲行動のうち fスポーツ j とi童約関にあった。女

性においては、身体襲撃者告の低下 iこ{宇い修好ぷを糾!

議せする綴i匂がおまっていたこと、また内向喜男j心怒j

i議声]がF雲喜子長古事n苦言iとは i謹綴 fi還を示していた O これ

らは、災後ではえられなかった特徴である G 皇室長主

総人のアルコール摂取愛治加が社会的総主義を設し

ているだけに、主主Elすべきま主祭といえよう。



1ヰ2) 老人のイメージと緊密について (繁一線)

一 愛護者、還ま幾短大生、一章受短大主主の比率交一

銀三宮寺会蜜緩翼運大学 O 中長喜 八愛子

二千繁大学一審緩学童李総E塁審議笑綴研究センター

土慶 尚重量，念芸宇 和子

務幾多のぞ人よこ対するイメージを之、 3 の繋~

との関遂で後ぎすし、愛護者の終伎を後のき薬E去との

比較において籾かにしようと試みた。

しますゑおよび方法

議幾多(内科、 李警告争科勤務)72名、 愛護霊短大き主

95:s、 一議室緩大生〈護tj~主主支綴科) 278名、 設445名

に{工)護人とのi司王き状渓 (2)還さ人への際心

(3)考人のイメージ (4)審議主主義整役(][滋}

( 5) 塁塁後i簿一役(][認) ( 6) Se1f. Estee笥(以

下SE)Iこ雲還するアンケート務遂を行ったe 今関iま

(エ) (2) (3)の主主室長について殺さ?する窃

2. 長支緩および奪事選考

(1)老人のイメージ:務室護送は老人iこ宣言する

イメージ主主炎、 学生i之氏で奇警に棄宣言菱媛大慾はその

綴i句会主主義かった. I可E霊長室綴との関係では澄議選雲、

一露愛媛大主主ば撃さ量撃を認めず還を議緩大生iま豪童数ある

畿はない毒?に上主しイメージがまミであった。 I荷主意5李

総との塁塁係では還まま筆者は凌主主i考緩ゆが支室長三Lこ上とし

ややイメージが王立でありi設に務室護短大主主はやや廷

であったが 3殺と宅)RJlかな鐙は怒:められなかった窃

i苓縁遠き人の後援状怒とこの関係では議幾多、

大き怠は状態の芝草イヒEこ伴ってイメージがやや室主下し

絡に雲きま撃綾大主主}まをえ露霊長ではイメージ語'1記、 塁塁デF

2撃ではゑの綴{勾であったむ雪老人の人数、後、

主手暴露とは愛護護送、 還まま菱緩2えさ主、 一葉支短大生とも長3

4ゑさを認めなかったs

(2)愛人への妻子核・関心: “好議"が餐畿各

39.4%、餐議会設大生56.8%、一露室長室大ゑ2ミ必然で

“緩い"は各々 5.6%、3.2%、4.7%と少なかった。

議室重姿は妻子怒とイメ}ジ3玄関遂を谷育きすぎ学生隊、

“議室い"の畿のイメージぶ委主に緩く綴[IlJにあったむ

関心“あり"が餐緩者85.9%、還まま警緩2たさ主82.1% 

と多数をお与さ一議室怒大主主はさ3.1%に遜ぎなかった。

“なし"は各々1.4%、1.1%、4.7%と悠かった。

関心とイメージとの路線は 3著まとも緩められなか

った。

以上の王立緩からイメージの怒王立に緩緩や学習が

一定の影響を及ぼしていることが示唆された。

143) 寝たきりを人の在宅ケアーに鑓ずる研究

箆児島路交係鐙看護学校 。二宮 知子

綴ケ言1i潟等学校

塁塁終主5鎮祭務渓

八ツ繁ひろみ

渡辺 ;滋

}話会E沼 ひとみ

ヨネ;の総人口 iこ文せする65歳以上の務総人口め沈

は約11%であり、後溺Lこ額をみお:いスど…ドで

超高議役会を迎えようとしている。老人が祭fこ

号になる旅議i主主ゑiこ身体的疾忍や鰐祭のこ二次釣る?

ものだけでなく環滋的・心淫s(]喜さ溺が絞殺に絡み

を?っていることが多し、。このことから我々は、名

人がゑf摂すれば、好緩む:議ち稼門家や機関のパッ

クアップを受げながらu，ふ慣れた滋で気心の知

れた人遂におまれて、その人f記号の設なした夜食

生活をiぎることが笈たきりテと絞り、ひいては

QOLの緩持につら:がるのではないかと考えた。

こで務たきちのう王立さについて考えるために、

熊ぷ浴;々の 2絞沢に泌総する寝たきり毛主人 (65主義

以上で寝たきり感銘 61J 以ーとの宅後三奪三りほ

人を対象4こ家宅設たきり老人の実態について鍔

l[Xち議去をい、義人・家主主をとりまく訟擦・泌

-徐被告ミ h'かか内幹についず給付 i

その終媛、滋たきりや!W必:らびに寝たきり設態

の道行をVJ するための逐人・家主義をとりまく

後・議長上・上議緩約なかかわちはさま言力なものだけで

なく祭が家警さであることがわかった。そのために

は、老人を紋ちをく人rJl撲を卒、を綴警察しながら、必

塁さによ乙じて役会資絞をうまく約F話路交るように機

かけるこどが介護警の授や務人の;怠紋i勾 Iこ

る:役芸誌を3設すと考えられたa しかし、送人や介護

委均三宅志向震設や社会資きの受け入れに総事手釣なさ議会

もある c そのような持でも、き言門愛護段差芸人の持銭

安王寺;慈し fこ終lJiJ の会~f;f:;や介護送への織さを絞けな

がら受け入れるのを持つことも必警さであることが

わかった。玄 fこ、緊急符に鍛えて女子会柔道を・医療緩

関・保縫pJfなどが交いに遼絡を取ることが必要で

あり、ぞれにぶって

復・平総立すよちが可能になれば、よりさE~療養をス

ムーズiこ軌道;こ受せることができると，むわれたo

1)ハピリテーションについて、今i認の蕊の中で

適切な符綴を迭したと忠われた場合でも、機会をお

{支のえられた芸評例がる句、あきらめずに専門笈の

指導をうけながら議室絞して行くことの火切さが示

唆された。
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144) 特別養護老人ホームにおける看護機能iこ隠

する研究〔第 i事長〉 一察母、生活指導員、表護婦

の本務;意識よりみた協僚機議ー

二子業大学器禁吉宗務審議祭議長寿究m，翠センタ

O~ぎ羽伸子、金弁和子子

守二菜採の特zJ!Ei愛護送人;1¥ーム〔以下特養〉は昭和

421F鈴子市外JiI閣の開設に始まり、平成1'1'6月現主主

62t月号 .300人余の名人がケア去受けている。一殺に

特養ケアの三平i滋はおいが、近手ずま送設送人の湾総化、

病弱fじが改fこな苓門的ケアグ〉必宣言在住んでいる。

特養ケアがぎ雲母、生活指導員、看護主言。)Yff援処送機

長の協働によって長さわれていることは言うまでもえど

いが、このJうり 11がケアの笠を決めている。特義務護

緩総研究が緩んな怒Eおもここにあると居、われる。

待午、千三義i系統設の養護22施設、特養G25包設に交す

し務設お;変ならびに滋援処遇綴災!こ率義務怒議、ヱド務

忍:滋、芸芝務施行状況を問う;夜、議潟交を突施し、三菱護

i号、枠三菱54箆設から沼きさを符fニ。

ノ子部、!符惑の 3綴手ぶ務友;滋ぞと中心iこ滋滋議議

しfニグ}で機会しにいの

研究訟:

ら千平/t)j{五:雰の符

看護紛73名でもらる。

総だ?の 2懇の笠rtと設工会い、

淡 7-9 のこぎ事送法iこて行った。

ネ;務芝、裁は360)道援終選行為猿i-設定し、ネ;王室

と思うか否かをiiijうた。この攻80)設廷に当たって

は、第izi忍ぶ学会総会で発表した、表議行為委譲怠:

議5〕5母子分析よ号得られた 3 子、熊ら“身の鈎ち

の談:話" “セ)1--アケア" “身体ケア"を然成した

護行為滋i-12づっ紋号 tfjし、一部施設ケアiこ子;復

される行為;こ改変して汚いた。

令t"モ父為
京k-III第苔.

ト 36攻反!こだい察母:之65.8器、?訟法及、48.9器、

護婦民β去をニタ務とし、霊安fi]:1三多毛索、誌にわf二号

務と三蓄え、浮気の問答;討議後が大きいのおく0.05)
') 
乙. . 
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の68.0話、

としお;な援を認めたむらぐ0.001)

ふ誌の綴;々にもかかわら

れの不均

! すゅ
〉九。

わる、 玄fニーとまわ

l立

が

145) 特別警警護老人;1;ームにおける体遂変動

と託証談後支をからの栄養アセスメント

藤a学箆{妥終審寄主主大学争奪j主主学務長著主主審議学科

。谷口ちえ 長谷JIIかずな

({ f3約》

号室裏金{仁役会設s総iこした浪芸玉、老人の長選E震が愛

媛浅されている。終iこ長選後レベ)1.-ゃう災害警枚慾を知

るには身体言十議!jや政液産会窓会，)霊撃さである。今回、

i本愛変重主と託証;夜空会笈及び活動状況を務遂させ分析

したので事震をきする。

者対象及7J1Ji去》

T特別養議老人;1;ーム入所者35名の全容慾設IJi'芝〈

ag事063年 6・9• 12、不足支えま手 3・ト ト 12の

各匁〉及び還を長溺主主、 I在1液検交代BC• H b • H t • 

Fe ・ TP ・~I b • AlG土色.T -CflO ・TG'C品〉を突きを

し、主主治活動状況久喜孝一歩行湾総で 81害復活滋駄

にほとんど文段のない苦言、 B談分の三舎の髭}り

のき警は翠-td:く行えるが、 移動Lこはま答率寿子必要警の

袋、 〈三雲孝一宇都寺ベット主主治広l警に分類しさき後討し

長総 d習さ》

i卒畿の変動:ま fミiヨ仁:雲学芸毛iこ、 笈綴iこ綴少し冬

iこi議1Jnし、 とのよ七絞はま字詰毅堅苦Lこ議しな

い考警が九選手23%、 B護学40%、 C雲学55%とご活動状況

低下によ老いやさ綴i勾であった。

互設液宅金交ではRBC • H b • H t • F e iまi出箆が多く、

重量級綴向であり、 TP.主Ib • えIG上主は活動力{長ア

Lこ従い養素少し、 長BC .持b舎時土 ⑨AlG t七はお暴言:こ

従いi議少、 Tぺ持0 ・TGt主総数i-'eで籾ちか:こ辞表少。

ぎを露ではiE字書i盛の下談以下iこか?-j大半がう士あして

いた。

長選言奪三》

i本愛は考察緩や生活佼況の影響さと受ける。そ芝

震きは念写葬祭絞髪、 霊童二ζネ)1.-年一、 喜多養護代滋畿、

総選舎による綴{ヒ毅絞幾絡の祭下、 j災慾主主どさ多くの

方言影警撃しあっている。 それら乏

し、 いかに体愛護護少さ託委愛小緩iこ務iえるかが大

ってくると考えるo と、互討議室議後設計j綴

議会、主義:こ正予言緩よ勺溺い添いを問惑にするので

はなく、 査手議会、 活動向芸家、 重量泰子号室ぎなとゴヰ雪E撃し総

会釣iこ詳慾ずる襲警がめる。 iE?葬儀についても一

露支の成人とは81Jこ老人のiE予言綴が必繁と今える。

さまnい毛主人の議長撃についてを苦言モ

緩めていきたいと選言えている。
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1ヰ7)持6) 言霊童書蓄をの冷えに露還する後三す

議愛護霊祭立匁裏芸大学 総努事喜子

二子三露大学泰三菱電詳童話 ニと議警告発畿
をどセンタ

人iま震還がきを主義じると安心擦を後でワラックス

し、霊祭さや冷えを議じると繁き援すこともある@そ

こで、 しばしば冷えを警まえるものの、冷えについ

てき主滋絞渓や変緩;嘉文芸ど2，3の留子との露霊長室主と妻子縁

との土色毅において後討し、 言電護者緩め冷えの終畿

の怒擦を試みた。

対象および方法

コミニケーション考会きな警護幾義人;t-ふ人滋溺

議会蓄を38名と老若繁華を113名:こ豪雪主義および設機緩により

務室愛したe また、 語審議会議まには反発計量、 ぎ温度の議議定

った②

重量芸事季語字

5塁

凶暴喜多3喜三塁命、冷えを議じているもの主2.1%

その潟、ま宇中冷えそ塁率じるもの滋 .3潟、

3ま1 忽や冷えをさ翠じているもの

えを感じるもの返答.3%で、幸喜重撃にく 0.02)語審

議委畿のだが査手や冷えさを長率じてい

;会え書量星雲じるものの議室i立法議等審会議雪紋下数・援

金，155. で、妻子得議i左手 e 遂のぎを幻であった。

長喜議会還をの冷え議蓄を童話芝緩2選考を議雪渓らの 2"芝方

17襲撃波した数多察、冷えあち務喜℃、冷えなし警警

災 .5'(;で、 返る警察合言受議案にくFぐ 0.00

去と@

喜多

の誇審議警17後援薮え室長撃いiまえ之がと

i之さ

と

叩 A と緩j議選還との務支蚤滋;会え議室診察22.震予語、

なし雲挙協でややj会え三きり彩i玄警察主主綴向であ

ない@

冷えの箆予をさらに後討してい会主

し、

以上

く
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148) 護憲尿病慾容の霊堂療行動に燃する検討

…納付し Cとの総量撃について…

名義浜市立大学医学童話病院 O<t主主授子

千葉大学務該宗主s 会共和子、土療治j務

浴中去を病院 葬祭知明

季語尿病のコントロール!こは、窓三雪の長室E奪行動力〈繁

華喜な皇室!2s!となる。そして縫夜行動は人格終後iこより

支罷さされる。第 11 岱本学会総会において、事~æ らは、

J. B. Rotte r Iこより弱発された !Esca!eと緩尿病コン

トローんとの関係を発表した。よ~cの !E sca!elま

その後さらに ね!! stonらにより矧LCとして発察し、

我々も冬穣対象iこ燃する2、3の成事棄を報告してきた。

今回、緩尿病慾遂の銭授行動との関遂について検

討を試みた。

対象および方法

Y市立大学E霊祭郡熊焼 事審尿病クリニック透続中

の窓、:萎 93名iこ、(1)各自の長霊祭行動のアンケート

議室をおよび女告書室長まの議室主 (2)摺HLCのJ露j主主 (3)案審

銀総のコントローんの約定 を行った。

足立委譲および総議

1. 奪還E雲行数では、{孝三愛;慰:iE1立93%と童委も多く、

遺書後渓!ま45%ともっとる少なく行われていたり

2. 鉛議得点!ま 81.1ごと42.1(160点滋点〉である。

3. コントロー)[，s立は31%である。

4. 語HLCの得点i立、 IIま4.37ごと0.81、PIま4.67こ士号.83、

CIま3.27土1.05である。

5.上記の成事警を年令}jIJにみると、 39:::t以下iま-'*革審

潟定を行っているものが多く、また忽審議得点が姦い。

65ごす以上では運動療法を行っているものが多L、。

6. コントロー )['~Iま不良にくらべ、体護j露'l:iEを行

うおよび友の会入会で遂がある。

7.長室E奪行動と最HLCでは、 iωHLCで食率療法、 i翠動

笈j宏、 尿器きj約定!こ、 P市LCでは主主義喜;s.!JA主に喜塁走塁がみ

られる ω
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官
民習を怨喫

鹿島労災病院

工藤せい子、持島律 弘前大学教育学部

i はじめに

嬰壊に関し、絡家病j滋苦言の Vitalsignsiこ与え

る影饗等を了、看護の側i訴から示した報告例は少な

いお今回、糖尿病怨考会対象;こ、

おIf!'ns し、 した。

立 対象および方法

対象者は、斡務資協があれ糖尿病と診訴され

ている入院および滋続中の縮長支持，怒者(以下、糖

尿務患者苦手とする)5名で、年齢は37-67議、平

均48.5裁でゐった。コント臼 ル群として、喫額

資舗がふし臼常生活与を夜通?と営んでいる健常者

17名で、年数18-抗議、平均20.7緩であったの

i契機lj法;之、 f忍者の了解および主治窓の遊女議を

綴泌:こmて、患者がJだん行っているようにヲパ

コ 1 、政い柄の長さが 4c官l(こえCるまで、 4分

i務撲殺してもらった。¥"i ta I日g-n::q立、体温・血

圧@旅指'JlSf'吸を澱定したが、体滋i立、皮!議混〈

と駿慾)と深部体滋(前額部中央と

中央)を了測定しだっ総定時間;立、喫:援!霊前 (0分)

( 4分)以後 5分怨 に40分総領11定したの

邸結集

?:示したo

(腹部)では、 2分は

は、喫

し、喫空襲箆後から44分において、ど

の時総帯にも有意に潟績をZおした。

4 綴衆病録者群の鈴毒事由!日立、コントロール群

とも

;ζ潟績を示した。

3 、他の

どの時鶴簿との比較においても、手ま:遂に高{庭を示

しだっ



150) 密議長選の霊童E雲行動4こ関する検討

委主沢大学長護学部隊燦然需主 OLiJ上手芸美

ヂ禁芝大学祭護学喜子》 ゴ二E霊尚喜義・金井おそ子

h立中炎然続 赤2謀総務

人却のセルフケア行動やコンブライアンス行動を

支援する密議長選;立、自己の霊童E築後;寺Lこ関してどのよ

うな行動をとっているのだろうか e その災怒と、長t

HしCの詩書i獲を知るEl的で以下の議室支を行った。

{対象と方浅}

3 年以上の審議長議事芝毒素を手三する 25才 ~47二?の奪三室

長者 148そきに立すし、

会長室長霊行動 (n露協)および食毒事行動 (8J露El) Iこ

燃する繁総選五議室主。 rいつもしている j な 5点、

fしていない j を l点とする 5J'変緩で築設した。

議長1H L Cの議室登" r五三くそう怒、う j を 6)点、 f全

然そう怒わない j を 1点とする 6投手畿で幾許した o

[成多選および総議}

余震安行委主の綴議~íl愛は「諮・ヂパコ J O)3.69:!:1.35 

、霊登{ゑ{盆iま rj滋後j の1.33:!:O.90点、平均点iま

2.83会0.58)なで、会5滋 Eヨiこ得点援がみられた。

必至愛媛行動 0)章受議議後以 f務室主 j め3.88土1.44点、 査受

fな1設は r 完'1怒 0)3.16:!:O.96点、本I汚点以 3.48

土8‘71ぶ1":、;l!i-J震 1こf零点支をはみられなかった。

ミ善努lj尺らの泌を交主主の議選ぎをと上と豪交すると、 長室長賛行委告は

3渓主主襲撃Fr滋は 7r叉意室長選の終点がぶかったe

校笠より f議室長義J r 1支警護 j 行動はとれていた。

愛会長手令郊に見ると、をきf遂行動で 4J真El、交響事行動で

8 王室尽きぎてに、対象数 4 各ながら 40~47二宇が長率く、

幸吉宗を主義えると援護霊行動は織まるといえる。

1'.1 H L C I立、 I討し C3. 総会 0.66)点、 PHLC

2.82:1:0.69点、 C H L C 3. 11ゴヒ 0.54点、であり、

1 HしC委譲{立毛主えミす。 これらは言語校生とほぼi毒自設で

あった e

委主幹1HしCと幸喜後得点iこ関i護の 5lられるものは、

1 H L C 5渓白、 PHLC、 CH L CIま会 i務自で

あった o 1'.1 H L Cと食喜多得点、に総長警の見られるもの

ほ、 IHLC5~震El、 PHLC6J置Elであるが、

1'.1HLCの終点淡のxt後書ぎにばらつきが大きく、給

総はHけ菱重い。 CHLCではその総i翠は5lられなか

った。

('f)IHLC溺長遺書学を受に 2雲季に分霊童したが、終番重の

恕菱重はできなかった。

151) 滋滋往E誌の係長雲行動 lこ関する研究

長室監禁行動タイブとの総 i率

O後 義主義!. 童子ItL号室炎， 中野iE岩手

〈二H露大学審議学部さ還後係長室生詳議後)

く務言言>滋綴俊民 iこ5還ましい係長雲行動安定後さ

せるためには lU毛の長室長室行動の主主否をその全体密

造から総長室し、長室擦に隠する三室主義と行動 iこ塁審づい

て綴澄化した長皇室霊行動タイプ(B塁塁産主主主.38 (3)、

自公 j務総.36(10). ~寺jJ lJ 付録) jJlJIこ災体約な{係長室活

動を援関するのも一つの方法である。そこで、今

窃淡々は泌左翼往渓の事長後行動の会体液去をと長室夜行

撃さタイプとの関遂について検討したので移管する o

く方法および対象〉喜幕後は 1989空手 2fl二子繁終丸

山霞Iの30議設か'"69露支 Eまでの会防災3194人を対象 iこ

際あ穣緩警護霊喜怒議選送主義 iこよって行なった。書李春子方

法 iま菱主重量化綴議3誇E霊童棄さを F奇い係長室行数 (17喜喜怒 34

カチブ 1))を S S Iこよって後初 iこ燃焼したむな

お、今 gの毒事著rxt警義務 iま2547人である。

く総渓 >1>5誇女主主 1李会 i立行数の災 2ぎを分ける。

2)努ではi!警警告、 然傘主主主義葉支への露と畿運争後餐

りパフン人、 3選 :TJ、重量i務総話器I!IJt災以へ vy爵己主ぎ。多量譲

E祭器寺邸、 車qj霊祭立文、土建長IJ約なぎ童家、労歓喜寺問への

波長撃不足などのグループが彩詩文される。女では〈会

理還後、 落語!Jfの童文言雪への記長撃護霊長菱重金、 !3支衣食品容を互交

への復縁@き殺害警のパランス、軽量分、室主務校総紡篠

宮支への記長撃を診喜重綴持問、 総3設;災互交、務員IJ約主主重量毒事、

e$歓喜寺務への露eli整不足③重量努事髪、土議分、野菜・築

物綴詩文への重己芸整不足などのグループが彩主主される。

3)長室長室づくり談後長警は努では滋物慾隊長主主翼童文、

滋分、警護士雲、走塁動への潔媛、女では撃毒物?生滋紡主実

際、滋分、自然食品主義詩文、走筆致への露eli霊と関漆す

る。懇談うも行・非行動援は努では喜義援雲寺問、ヲH築

基寺間への夜長撃と返さ後の童文言室、滋養きへの語eli整不足、

女1":1ま霊童数、 自然食o1f.実詩文、勤務後路塁走後欲、栄

養のパランスへの配皇室不足と関巡する o 手守家主室長文

芸警は努では滋分、野菜・築物語電波、語審議室翼E菱液、

喫鐙への夜長整不足、女では食等基盤、後分、野菜・

築物摂取、言言語薬類摂取への皮革整不足と関 i撃する。

長室後警護関心長警は努で i主総食主義童文、土器員IJ約な食察、

労喜義時間、霊議室長草寺長男への書記長撃不足、女では将来慾

吉文書道 iこiまく i潟じ夜径と関i牽する綴向がみもれた。

〈本研究は丸山町福祉認との共問研究をまとめ

たものである。〉
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152) 後盗殺心然怒E塁審の g己繁王室行動の爽霊童

( 1トー警護塁塁内容と対象議の翠礎資事塁

キL綴医科大学路線芸存続

O高Ij関 E晃子、潟村三宅撃gf子

宇L綴E霊手寺大学祭i主主主立綴大学孫審議学科

lU ID Jiil 

くはじめに〉

心族議忍苦言の社会i愛媛後の自己管E翠行動の安 tき

そ恕怒するとともに、その資意芝居ヨ子として、淡彩

iこ対する至芸書卒の緩皮が慾言警の行動変容にどの終な

影畿を及ぼしているか検討するため 2塁数殺まきを行

なった o 今後の慾務総華客の手がかりとなる総廷を

得たので季震をきする G

く対雲裂と方法〉

B苦手059匁 1slから昭和 63王手 4)ヲま"?:，こさき設にお

いて媛立区役心談窓、で治療を受けた!.!::容で、外科的

手 í~ï (A-Cn'{!¥' l)の経草案のある溺{以下タト料 )50名、

均約人E主主受験のみある者{以下内科 )50名、外来 i透

誇~つみの?t(以下外交 )50 君主の.さき 1 名を対象と

した。 fj支え王手 lOsl Bから 25!ヨの燃に、暴言iき

による議選まきをなった。 には、淡絞め怒!晃子、

絞殺、 3総統、 災ととよみ、 1工糸、 支J]、

う J漂白さをさミちよさんだ。

〈絞浮きおよび考察〉

お~文言文・後]l反‘タ íllJ :答議案文・@議平均

還請は、 外科 (41('牛、 82室、労 35、女 6，56. 1と7.liぷ)、

肉料 (40('牛、村落、努 29、女 11、58.2:t 6. 4定量}、外交(34

件、 68言、見 2号、女 14、58.7こと 7.8羨)であった。

くDI章者気についてよく主主毒事している j と答えたお

ば、外科 59.4草、内科 O.9翠iこ対し、タL持ミ iま23.5完と

慾く、この支をは 5完7)(軽量で季子;惑なものであった。

会守主誌についての後殺を得る努力そしている J

と答えた容は、タト干 92.5完、内科 97.5室、外来 81.8

%で 3塁手間での夜蕊;主査はられなかった O 外科、

内科では入j誌ないし手議1という体霊会を返して、完認

をより芝号室ミ約なものとして受けとめ、i'Ii:総につ

いての認;設を深めているさ完われセあろう。

く芝;努ぷjなさを診三容については外終、内手?とも災後

い滋;裂であったが、外交は 82. 誌と怨い綴iaJlこ

り、 3さIllliこ字をう遂笈 (P<O.05)そ認めずこ G

fタパコを号変わない j とえずこ議ぎは外科 8

問、外来 76. 警で高うり、外交はやや緩い{言i

j苓さをおした。

153) 霊長霊祭心室芸懇緩畿の浅 c霊安王室f守護主の笑芸芸

{立}ー慾議室の行動を変容させる姿溺分析

れ季語長室科大学関長議案者後

o器対条綾子、郎防災予

札談窓科大学誇iさ主綬鋼大学総務主薬学科

lUlD…紛

くはじめに〉

本幸裂では‘ f疾病 iこ泌する潔喜子の緩OCJrS1君主主 j芯令

指主撃の有終 jといった IZヨと、見長室さや予著作雲寺の対処

害事における怒議行撃さとの総i翠淡について主主べる a

対象議ならびに滋i愛子守j支は絞殺におiじである。

く幸吉桑および符警警〉

くじ f芸 Iまf替えヌi怒りゑ:んでいる j と答えた援は、タト

草寺 75.6詰が互選く‘外交 65.5完iま内科 61.問よりわずか

;こ言語かった o 笈を診;みえまれる終間後はいずれも主主

食後 iこ多く、季ぎに i勾きヰ1:.'1ま告さ誌が忘れると替えて

いた。 3援の対委霊祭モブーんした上で、害実務理絞

め校長三と還さの 5寝室室状況の関遂をみると、 fよく潔

毒事}もそ緩晃子 j と答えていた主警の 7 裂が議室を Hi

示i怒っ童文んでいるが、 f室主主写を露軍せず Jと:g:え

たおでは 50.0完と{限緩であった。

i之1. よニト口クワセリン u)rド問、月詰;話の{玄;与につい

てっている jと答えた議は、外終 95.1葉、内 lH5.0

丸外来では 79 誌であワ、 3雲季初;こ奪三"'を(pくO.05) 

さと絞めた G ここで、作m.fl塁F言法の3ミ努去について

廷しいものそ漆択させる売;;1えの笈!惑を設笈したと

ころ、 B索後j舎のt慢さ撃をうけた j と:g:えた議で

も3芸会@霊祭は 35.3落と{隠かっ~。

ミD 発作 5寺の支守主さ;/jについて紛っている j と答え

た議は、 タ主将 9 路、 向子守 100菜、デト 2裂き1.2言で、 3 

喜手続 iこ李主:議 2登校〈告か 05)そ認めた c よと!湾各警に設け

たわずp互協への完全窓会事手:をみると、予言主おの

3きさ撃を受けたと答えた姿{家会?家 50.1幻と、受けな

いと:g:えた会苦手(i湾 38. 幻とのおに手q 浅いく塁。 05)

そ認めた。

f究実務の潔毒事の務長芝 j や rき j 会王

行動 iこ塁5警警ぞ及;ますことが後察された c 一方、塁

線している j という畿議長うお

含んでいることも示唆されん。 して、

三主主雪 o定変緩め設疫を議室喜遂に恕怒し、 iこ

かすことがま愛愛である。



154) 虚血性心霊長慾患者の怠己管王室行動の爽慾

{源}一食生活ハ・トyとその変化iこ総わる婆liil

キL綴窓科大学衛生短期大学務審議学科

OUJEB -綴

宇L綴医科大学関線章者続

繭村炎智子、前回良子

くはじめに〉

慾者の g常生活者きま語る上で、 r:i量J1こ関する後

幸霊 iままま本的かっ3霊祭である。そこで、対象者の食

生活パターンならびにそれを変化させる察関とし

て r~主総怒終の緩皮 jを取り上 11 、検討を行なった.

対象主警ならびに潟三塁方主主 iま喜ij2線 iこ問じである.

く総菜および考察〉

全長長室・きを・ E ・語審渓・綴警子Ji);.ゑ暴露色野菜・果

物・魚介・肉・喜界・牛乳・学・主主・砂襲警・議室予の

1 5の食品若手について、それぞれ f殆ど祭日食べ

るJ r i嬰 1- 2 fi主食べる r空会ど食べない j の 3

E交際で回答を主主め、その問答パターン iこ対してをヨ

子分析を行なった c キ盟関t予知jのE苦手ぎ綴 1.0以上の

条件下で 5つの節子が徽 Eちされた。そのうち終 iこ

愛媛な第 l滋子 iまi童子主主委員 JI桑務 JI 7誇卒 JI .箆 jといっ

たぷEiとの関i塞が後く、野菜を中心としたパラン

スよい夜食を祭わす関子と考えられた。また第 2

溺予は、 f霊長、議室・議喜子 jと霊をも綴i塞が深く、 表霊童還の

授賞記に罪認する関子と毒事釈された。

これらのltSl子に対して対委主主雪各銀人の終つ綴向

号号、安否子得点によって後主主した.疾病について fよ

く章望書事している jと答えた苦手の、第 1 ・2事2鶴子得

点平均綴はそれぞれ 0.260.O. 030、れま iま至望書卒して

いる jと答えた務では -0.121.サ.048、さ会 iこrll霊長率

していない j と答えた務では ω 1.215，0.404であっ

7こ。

心主主 j怒の慾替の機会、終 iこ縫穏をj!]言え、菜食を

中心としたパランスよい食品摂取パターンをとる

ことが鎖待される。 E習で表わせば、分布の中心が

第 4S童話2におの中心があることが望ましい。とこ

ろが、実際に疾病を f怒毒事していない jという群で

は、正反対の祭 2芸員隠 iこ分布の中心が存在してい

るという爽味深い絵5裂が得られた。

主主総 iこ関する霊童解の宝章裁は、食生活パターンの

総選室 iこも影響を及ぼしていることが示唆された。

155) 心疾患患者の鍵康行動

-MHLCとの関連についてー

東京女子援大看護短大 O還を藤やよい、藤野文代

千葉大学看護学部 土屋尚畿、金井和子

く包釣>

作年の研究に引き続き、復位疾患患者の縫護行動

に影響を及iます由子について、特に語ultidimen-

sional Health Locus of Control (以下側LC)との

関遼を検討した。

く対象および方法>

臼常生活自立可能で病状の安定した心疾慾患者

127名、平均年令 52.35こ主13.29:tを対象!こ、幾康行

動、ソーシャルサポ-~， ~むきの議忍度に関するア

ンケート識変、および MHLCスケールの潟定を

行っ7こo

く成績および結論>

( 1 )心疾懇祭事雪の後援行動iま得点の高いi壌に

f獲を飲むJ r禁滋・禁媛j I i滋践するj r食纂iこ

注意するjであり、前回の議笈と比較し、禁i蚤・繁

嬢の得点が高かった。

(2) 縫療行動の得点、は加令とともに~くなり 50

才未満、 50-59:t、 50才以上のグループ鈎に有意差

カイあった。

(3 )生活の満塁度!立、主君令と縫康行動得点の増

加に伴い高くなった。

{ヰ)MH  L CIま InternalHealth Locus of 

Control (IHLC) 23.54玄 4.05、 PO暫芭rfulOthers 

HLC (PHLC) 27. 15こと5.39、Chance 討LC(CHLC)18.94 

土4.43であり、 PHLCが箆鑓を示した。

(5 )お令と&もiこPH L CIまiiiくなり、高縫康

得点詳の PHLCもiiiかった。すなわち高齢者では

PHLC 、健康行動得点ともに滋緩のものが多し

この中での縫箆行動は IHLCにより影響される。
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話題の新刊@期待の近刊

E高E震の会綴1或から270の玄喜喜疾慾・指定{自宅を

i翠ひ¥50務員翼に配列.各疾慾・君主伎の後

姿， ~還E記者主状，診断，治療， および審議

について，銭床の言語一線の底部・審議長寿

が章受章青のおさ十を総援する.4寺に透惑に笈

点、を霞いた機足立をとり.i警幸喜絞言葉・緩察
のポイント， 具体的意苦言霊，議室続審議害事，

トータルな務惑の流れをおさえて露義明に

解説.芸事E長選雪i撃の最新の動向を約援にと

らえ， Ii基E表後室主としても密己主学習餐とし

ても役立つケア・マニュアルの決定版.

〈領域および磯良妻女〉

E子級者苦(li)/筏燦著書(心・血管)(14)/後室霊祭

(裏手)(9)/消化器(外科)(23)/消化祭(内科)

必ず衿経・霊祭30)/忠液・造立立総(8)/内会

滋 i部/主役警警・代議(6)/感染症(11)/アレル

ギ縁j渓終・ i出季語英長号、例/物E霊的j京

協皮縁側/泌尿雲監i島長OL/]苓塁率号車

言語・ロ綬(11)/支童数号iW2)/務卒中怒号蓄
喜多入金芸霊祭・母校総/小児041

A5料・ 1552頁・定倣10，000円
(本体9，709円)

， ， " 
参考烹桝間取場経時~u，!<."， o凶 ~HI)[III府開

J円安問問問的叫する

"盛~智進

本替の特色

電器 1Ç~W-存 IJI]国際線践が新病院開設に伴って見直

した，臨床会絞にわたるお綾子販のすべて

を集大成.

電器話約誌におけるl2i療体i1il]のy;!'Itrしにf4こい，

検霊長・珍擦の予)r偵を改めたほか，記滋方式

を大事誕;こ変廷した.

森ぷi恭彦
策京大学教授

大関克彦 坂元正一
日本大学事支授 東京女子医科大学教授

::q;:ぇ !:¥rlif1各方u[;j011祭病院の新病E窓口語設に{半う fj'，:童子)11員の

Jtr立しを受けて，今日の医療王見場{こ即応できる実践的r.

5護手以?ニュアJしとして李総まれたものである.たとえば，

第 l 殺の「ヂÍ~Ii'是認3しでは，千手記録別;ニ多くの!Zl'炎を犯

し，ひとElてρ王立i線できるようにしたほか，毎日の~:男主・

ケア{こ必姿な ifrくの記主主を主11えたことは， 日々の業務の

効率的な走塁'設に大いに参考となるだろ-j. i伎のや;こい予

昨夏"と呼ばれるものの数は多いが，利用者の玉工場で， ま

た~足場の変化をとり込んだ)f~でまとめられたものは少

ない.その点， 4三i!}'ま，臨床王j'jigJ殺のみならず，ま?必"1:

主主にとっても利用1交が高いものといえよう.

繍著/謹路加盟擦構臨看護手JI震委員会
A5判/1，136頁定価8，800内(本体8，544内)

き起訴野噛.11:71-:'ド雑 @¥102 東京都千代限九段北ふ2-4 念 03(263)7666 鱒・燃料14708



自一次損診口問診・視診・額診

盟二次損診コマンモグラフィ等

寵由5横診法の指導法を搭<、

援護スタッフ!lZ:1晃のビデオ。

第三子の誕生を揺い疋感動編。

両親と鈎ない嫁達の不安や、

喜びを還してj産む喜びsを

若い女1生違iこ伝えようとする。

18分 重量5.800(税・送料別) 26分 家9.500(税・送料l:lU)

副
会欝で、 2，190由罷説、 954の務撰、 517の学授、 915の市街結合器犠j之ご鞄掲環いています。

平成護れの下記作畠を加え定金25巻一…。自由な組み合せでお求め頭けます。

翻菰ちゃん誕生〈出欝改題〉 鼠新生兜の取り扱い方

忽麓畿の生活とこころえ 叡分 競 介 鈎

慰新生男の腎て方 g新生児奨常の箆方

陵子宮ガ ん

~中学生女子向~

雇自麗櫨薗 i搾

-出立Eの語意手当・やけどのそ手当・

の手当・発熱的手当・ひきつけの手当

.鞍iこ物宅を諮めだ跨の手当

<1出髄蘇生法〉

人気議の護保 B.人工呼吸 C.I出騒マッサージ
議ピデコキお策い.tげの方に“毅ゑ!，l1欝したじき"プレゼントct/

昌司画通 強瞳晶画母語
金援 8瑚銭授遂闘会 〈文部省選定〉

す拘さき愚母揚戸e)(b主u
-ーそんなに悩まなくてもいいのに一一

2妊嬢と出産

3避妊の科学

4男性の生理

5脅審の態学
母乳房のコンプレックス 嘩月経誇の察み

畢初めての月経ガまだ来ない .Jj理友だちとの受擦について

〈摩生省提瀧〉
~中学生男子向~

帝夢精・3す務 事二次役慾 生命の誕生をとらえた驚異のドキュメントビデオ
事マスターベーション 事恋の悩みむついて

lI穏健I損保淘諒持労経常務議.帳簿.倒|



ナースはもちろん

パラメディカルな分野の

人選に/

{本文ニ色尉} ポケット料 700頁定価 3，914同(税込)

令看護学・民学に最小限必要な基本用語約9000語収裁

判長ハンディな新書事jて見やすい二色縦

。英和日和英を兼ね鍛えた

。各語!こは簡明な説明を加えた

や見出し語の発音にはカタカナて読みを付した

令繁用医薬品を明記

や生化学・血液学正常鐘ヂータを併記した

総額築一-

5翼河内トモヱ

コトミ

霧人

出先紫男

解剖学

薬理学@薬剤学

徴生物学

藤本 i字綴 270A3，000fIl =;=310 

係悶終予ミ/お綴丸溶液 290ft2，5∞円守310

4、E司紘毛筆 130N1，700内苧310

社会福祉@社会保捧 胡鰍綴加支 2，500阿守約

衛生法競 内山裕務 200頁 1，400同千310

臨床 検査 服務太郎綴間交 2，500同千310

成人看護学総論 跡令子/IJゆ肝綴幻阿川00肉守310

歯@出控外科疾患患者の看護 小 問 問 綴 10傾 1，700舟守制

小児審議学

生 理 学 側災ν/山附関初徽嫁綴れ2似 2，80∞0円守杓刊3お抑Iω 0 

看議医学按論 土山附秀炎務均似支れ1，5川，5却5ω蹴0∞0汚千刊お仰0 

女性生菊器疾患患者の看護 深削JI川i討iゆ的肋カか為吋り綴抑頁川0∞G汚〒刊3幻抑1ω 0 

稽環器疾患患者の看護 上罰一雄/絵悶絡編制頁 2丸口，500∞0円宇刊刊3幻10

精神疾患患者の看護轄神禽生 永紛減葵津肝子綴 18凶川附守杓刊3幻1

呼吸器痕患患者の零護 学津輿彦/野口務子総 1凶 1，700内守おO

(税別)

続事l生化学・栄築学/病理学/公衆衛生学/看護学総論(1)・看護学総論(II)/血液，造血器疾怠怠
殺の看護/消化器，内分泌，代謝疾怠怠者の看護/脳・神経系，アレルギー，穆尿病，感染症:疾怠怠考の
看護/腎・泌尿器系疾患，患者の看護/符，関節，筋肉疾怠怠者の看護/皮!欝科疾怠忍者の看護/娘科疾怠怠
者の看護/耳鼻噛喉科疾怠怠者の看護/外科看護総論/i宇佐看護学/老人看護学/地域看護学



第16回日本看護研究学会総会議事事項

議題

1)平成元年度事業報告及び会計報告，監査報告

2)平成 2年度事業計酪について

3 )平成 2年震予算案について

4 )地区検討委員会について

5 )会長IJの改正について

6 )平成 3年度(第17倍〉 の選出について

6 )その fili

報告事項

1 )会員の動期

2 )平成 2年度奨学研究について

3 )その地

1 )平成 2
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平成元年度会計収入
自平成元年4月 1Eヨ
ヨ5 平叩成2年 3Jl31 B 

現 El 元年度予算 元年度爽績 綴 考7

1.前期繰越余! 121，155 

2. 89年度会資 7，285，000 7，455，000 

〈((((理評新評 議人般一員会 員組員事員)〉)〉) i 

4 ， ~Q~ ， QQQ 田92177田名名1名名 〔未収76名含〉170，000 170，000 
970，000 970，000 I 97:'6 (未収 l万x2， 5千x1合)
750，000 1，410，000 

O 010名

3.雑誌広告料 1，250，000 1，250，000 I 27J5=fx5回x8社， 註l

4.雑 収 人 500，000 581，596 耳目別り，雑誌売上，過年度会費

5.受 耳文 手IJ ，@、 50，000 68.068 定期，普通預金

ぷEコ入 1it 9，206，155 9，250，819 

註1.広告料は， 2社辞退 態時号のみ 1社

平成元年度会計支出
自平成元年4Jll日
三三 平成2年 3月31B

攻 モi :予算 ! 元係官実会計 主主 考

1.学会総会総効資 300，000 300，000 第15回総会(東京)

2. 資 50，000 i出i氾焼却h~

3. 150，000 109，514 奨学，編集，地区検討 設 l

4 雑誌印刷費; 5，000，000 5，337，875 雑誌5@)，別別り

5.会報印刷費! 100.000 

6.郵送通信費 1，400，000 1，226，425 設 2

(((雑事会 務誌費 発通議 送求信))) ; 
1，250，000 1…l雑誌5田新人間送本

80，000 78 β58 I 1 紙閥
70，000 62，857 手 ，綴込料，手数料

7.会 議 まま 300，000 371.208 理事会 2回(東京) 設 3

8.事 務 資 200，000 142，695 封筒，ラベル用紙， コピー用紙

9. 人 手ド 費 1，500，000 1，409，600 

((常霊毎 日寺雇援 用用)) 
O 1，249，600 

会5員回管発送理 会会費計諮求O 160.000 

10.予 係 資 206，155 O 

11.雑 f員 O 175.000 63年度未収会費35名 ltt4 

12.次期繰越金 O 128，502 

l仁h3、 言十 自，206，155 9，250，819 

失損費
A
M十
品収米の者る

本

な

送

と

括

象
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対
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名
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長
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務
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臼
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勤
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昭

会
資
資
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長
信
議
提

一
姿
通
会
雑
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3
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J
u
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4
4
A
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貸借対照表
院本看護研究学会財産現在高

平成 2年 3月318

O 議

会

金

会締

出

計

期
A
A
m

為

前

米

次

平成 2年度会費3，3 6 5，00 0 
405，000 

受

収

繰

502 3，4 9 3 

撰
臼

平成 2年 3Fl31 8 

f設 考IIIii 貸 方

121.155 
7，455，000 
1，025，000 

581，596 
68，068 

方

300.000 
50，000 

109，514 
5，337，875 

O 
1.226.425 

371.208 
1 4 2 ，6告5

1，409，600 
175‘000 
128，502 

項位

前年度繰越 金

会 授

広告料

総収入

受取手IJ 怠

学会総会総助資

地方会運営費
委員会運営

雑誌印環IJ

会報印路IJ 殻

郵送還{言資

会議資
事務鐙

人{牛設

雑損
次 鶏 繰 越金

と上二
仁ヨ報監

平成元年度に関わる会討を監査しましたので報告します。

監査実絡日 平成 2生存 5月10日

平成元年度決算審査

平成元年 4月1臼から平成 2年 3月318の鵠の桜簿，並びに証拠諸表，現金，頭金通援の援

を受け，平成元年度合計収支報告書に基づいて議査の結果，いずれも適正であることを

めます。

項

なし。

B 

1. 

2， 

3， 

。
窃
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監禁 金
監事 国

平成 2年 5月10臼



項 自

前年 度繰越金

奨 点すuー与 金

災'状，街代

手せ ，旬、

本学会より補劾

通 資

望号 イ寸

次年度繰越金

l仁〉ゴ、 言十

日本看護研究学会奨学会決算報告書

収 入 支 tお

4，642，545 

O 

3.4 9 1 

429 

10，455 

10，000 

4，659，028 

4，672，974 4，672，974 

自平成元年4月 1EI 
~ 平成2王手3月31臼

係 考

[該当者無し

JiI口孝泰

普通429

芝田不二努氏より

次期繰越金内訳-~発金5 ， 933内，普通預金353 ， 095凡債券4 ， 300 ， 000円

寄付内訳…芝羽不二男氏逝去によりご家族から雑践として送金されましたが奨学会援金iこ繰り入れ

ました

監査報

日本看護研究学会奨学会の平成元年度に関わる を しましたので報告します。

1.監査実雄日 平成 2年 5月108

2. 平成元年産決算審査

平成元年 4月 1日から平成 2年 3月31日の賠の帳簿，投びに設拠諸表，現金，預金通帳の提

示を受け，平成元年度会計収支報告書に基づいて諮衰の結果いずれも適正であることを認め

ます。

3， 技意事項

特記事項なしO

平成 2年 5月訪日

日本看護研究学会

監事 金井和子@

監事 国島桂子@
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平成 2年度 計画(案〉

1. l同の を!禁j依する

平成 2 8月4汀， 5 El (京都会舘第 2ホール〉

2， をまド 4 つ

3. るc

とこ発表

4. tt主プj会を る

5. る
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平成 2年度会計収入予算(案)

羽 日

1.前期繰越金

2. 2 年度 会 設

〈〈((F華 般 会 員員只料) 
新評 議 ) 

入会 ) 

3.雑誌広告料 1.025，000 

:1 .雑 収 ノ¥ 581，596 

5. 受 取 手IJ ，@，、 68，068 

1仁ヨ入 ;十 9.250.819 

ー
jff
 

'
h付
V

37 

1.263名
16名
97名
250:('， 

25.00011J 8社 51111 

君IJ路IJ弘雑誌光 L jI!]年度会資

定期，lf1.iffi涼令

平成 2年疫会計支出予算(案)

JS1 日

l.学会総会長lijj}J ~~ 

2. 地方会述符波

乱委 11会jj!沢 t1[

;J .全ft必 EIl認IJt11 

5. 会綴r:IJ 見IJ 沈

6.郵便通{己資

(雑誌
(会怨
C'F 務

7.会 議 設

8. 'F 務 資

9. 人 fij: 党

((7臨5t 時雇緩 用用)) 

10. ::y 自;占 資

11.雑損

12. 次 期i繰越金

合計

1，500，000 

1，350，000 
80，000 
70守000

9，250，819 10，373，502 

{信i

第16回総会(京都)

近畿，問問lt!lJ5宅地方会

焚学，編集， t俊民検討

縫誌51ill，日IJ路IJり

考

ラベル用紙

会員管旦11，会計 (11続c.'t5501司)
発送アルバイト，会賢治求

*委只会運営費(lt!l[ま検討100，000内含む)
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日本者護研究学会会員Ij

第 l条(名称)

本会は日本石護萌究学会 Society of Nur・ ResearchCJ.S.N.R)と称する

第 2条 (日的及び活動)

本会は広く宥護学の研究者を組織し

とをけ的として次の活動を行う c

の教育，研究及び実践の進歩発桜 iこ するこ

1 )研究会の開催9

2 )学説、1議接会の!謁能。

3 ) 発行。

4) 

5 )関係学続出体との連絡，誕携C

6 )その地， 14的達成に必要な活動。

3条(会

のけ的lこ

で会員とする

し， の権銭安えて，月ff，主の

2 ) 

L， 4';会;こ るために入会を

とする G

きと， の納入を した者をもっ

し， ~型 の を得たものを

3 )特別の恕iおなく，引き続き 2年以上， 人しない者は会誌の資格を失う G

ヰ条 (名

名

3 ) 

に永年に反る

とする

を免拾し，

る

の猪'1廷により，評議員会の議を経て，

の妊患は l年とし， f!f任を抗げな L、。

により， の議を経て

送付寸4 る。

される O

4)会長{こ宗主主ある場合，

任期は桟余の期1mとする。

により の交代をすることができる c この場合の

6条 (理事及び援事会)

を総括:し，会務を掌理するため，理事約15名をおき，理事会を組識する。

2 )盟事は評議員の任選により選出し，会長が委嘱する O

3 )理事のiわから常任理事若干名を

酒運営をm汚する G

4 )金甑迷宮'に竺!り，必要に応じて

5 )理事会は会長が必要によちじて招集し，

し，本会の 会計，渉外.

を組織する O この

は会長があたる O

は別に定める c

などの企
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第 7条(監事)

本会の会計，資産を

2 )監事は

第 8条

の諮問iこiむじて，

るため 2名をおく。

し，総会の を縫て

を るO

2 ) の定数，会員数の約10%を定数とする

る。

をおき， を組織する G

3 ) は別に定める規定により，会員の中から

の任i誌は 3年とし，再f壬を抗げな L、。

11¥し，会長が委嘱する O

4) 

6 ) 

7) 

ロ

8 ) 

の託期中の欠員は捕充しない。

は年 l自定例に会長が招集し，議長は会長があたる C

の 3分の 2以上から請求があり日つ，理事会が必要と認めた場合は，会長は離時に

を招集しなくてはならない。

の過半数以上のl:il席がなければ議事を開き，議決することができない。

第 9条 (総 会)

本会の総会は毎年 l閉会長が招集して開催する O

2 )理事会が必安:と認めた場合，評議員会により開催の議決のあった場合，及び会誌の過半

以上から汀的を示して総会の開催の訴求のあった場合には，会長は臨時総会を出会11しなくて

はならない

3 )絞令の は会長があたる。

4 j をもって決し， のよ晃ーのは議長が決する O

10条(J:tll

本会のけ的に員IJして，地方活動を行うために，地方会を組織することができる。

2 )地方会の名称は日本看護研究学会を完ました地方会とする。

3 )地方会の運営については，夫々において}}IJに定める o

~n1条〈会

本会の運営は会費及び本会の事業:に伴う収入等ーによって行う

2 )会計年度は年度 4月 1日より翠年 3月31日までとする C

第12条(会

は次のとおりとする。

10，000丹

5，000円

賛助会員(1 [J) 30，000丹

2 )納期は年設始めとする。

第13条 〈事務所〉

千280 'f・葉市亥鼻 1了日 8

14条 (会員立の変更)

の変吏は の の
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十J- WJ 

この捜部は，昭和57年 5月10Elから実擁する。

1 )昭和58年 6月1El 一部改正(会費)実施する O

2 )昭和58年 5丹 1El 付flJj1 ~ 4現)]IJI珠

3 )昭和59年?月間口 一部追加改正(理事会)実擁する O

4)昭和60年 9月7日 条項追加改正(名誉会員)， (地方会)実施する O
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日本看護研究 学 会 奨 学 会 規 定

第 1条(名称)

本会を日本看護研究学会奨学会(研究焚学会と略す)とする O

第 2条 ( 目的)

本会は日本看護研究学会の事業のーっとして，優秀な看護学研究者の脊成のために，その研

究費用の一部を鰭与し，研究成果により看護学の発展に寄与することを目的とする。

第 3条( 資金)

本会の資金として，前条の目的で本会iこ贈与された資金を基金としその金利をもって奨学金に当てる。

会計年度は 4月 1日より翌年 3月31日までとする。

第 4条 ( 対象)

日本看護研究学会会員として l年以上の研究活動を継続している者で，中議または議議によ

り，その研究目的，研究内容，審査の上適当と認めた者若子名とする O

2.奨学金は対象研究課題の 1年間の研究費用に充当するものとして贈る。

3.研究が継続され， Eさに継続して奨学金を希望するものは，改めて中諮を行うこととする 0

5条(義務)

この境学金を受けた者は，対象研究課長話の l年!日jのう完結成裂を次年度日本看護研究学会総会

において[J頭発表し，更に可及的早い時期に日

をまiうこととする O

6条(罰金)

に論文を掲載し公刊する義務

けたおの負う義務を怠、り，また日本君護研究学会会員として， その名誉を誌だしく塁走

損する行為のあった場合は，委員会が査開の上，贈Jりした奨学金の全額の返還を命ずることがあるO

7条 (委員会)

本会の運営，審査等の事業にあたり，日本者護研究学会理事会より推薦された若干名の

によって委員会を設ける。

2. 

3. 

に委員長を霞き，本会を総務する。

は次の事項を掌務する。

(1) 基金の財産管理及び日本看護研究学会会長への会計報告

出 奨学金授与者の選考，決定及び会長への報告

(3) 授与者の義務緩行の確認及び不履行者の査問，罰則適JlJの決定及び会長への報告

第 8条

委員会より報告を受けた事項は日本看護研究学会会長が総会に報告する。

第 9条

を設与する者の募集規定 において加に定め， iこ公告する O

第10条

11>:規定はi昭和54年 9月24日より発効する。

H JtIJ 

1 )昭和59年 7月22日 一部改正(会計年度の期日変吏)実施する。
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評議 選出規定

1.この規定は会員IJ第 7条 2項による

2. (地iズ・

Ifl ，こ関して規定する G

4地区に分け，夫々の地区に る の約10% ({立し小数点以下

る)をt悲i哀の とするむ

3. 

Hl者となる

の公示の日までに

められた地況に活花する

している者とする G

となって 5年山、仁の

4. 

地況に を した容とする Gの

5. 

{の の鰐11mを明示してー を公示する

6. 

し るc

7. 

るQ

し会員;こ公布する

2 ) ることとする O

出 し，屯めた締切り日誌ij1カ月8. 

までに に配布しなくてはならない。

人に し められた投 詔りはまでに投 そ司ルど

さぜる。

とする。

の釜11殺をもっ る

り なければ関 出来ない

9. 

fするよう

10. 

11. 

12. 

13. 

を記入したもの;まその投票用紙について全員無効とする c

についてはそのを付したものの得票として有効と

。
ザ

A
V

)

す

)

つれM
A

ソリ

の者 iこ

に議たない

の印〈伊iえば×印， が記入されたものは，そのものについて無熱とする O

のほyう〉に の記入はその駆りでない。
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14. (得票，及び名簿作成)

各地区:毎，得票数 L位の者により定数枠内の者を該1i者とし， これに次点者を明ポして加え

て，禁数を記載せずに名簿を作成し，理事会に提出する C

2 )最下位得票者に向数のもののある場合は向得票である崎明正式して名簿に加える。この場合

は次点者を設けないc

3 )次点者に同得票数のもののある場合も何様，明示して名簿に加えて記載する C

15. (会長撹薦)

会長は必要に応じ， この選出方法とは7)IJ に若干名を評議員として理主j~会{こ推薦することが U\米る 0

16. (評議員の決定〉

理事会は選挙管理委員会の報告と，会長による推薦者について地以毎に審査し，評議員を決

定する。

17. この規定は，昭和57年 5月10臼より発効する。

く付 表>

Jt1l 方 者f5 道 立す ~…gt 、 名

人 Jt1l~ま
jヒ 海 道 北海道.I与森・終予:.宮城

分~ ;lt 地方 UJJf5 .秋fll.福島

関東引い越 東3tl・712・淡滅・埼玉・栃木・ 1ft.!!t 

B 泌氏 中京東海地 jj 神奈川・山梨・長野・静i防D.愛知・岐1}t

Jt 路地方 新潟・京tlJ.::[jJlI・福井

C 泌氏
近畿地方 大阪・手段i，f}:!1J .奈.l5:!・ゴ[Ji:.滋賀*京/'，1).兵w
I'LI [現地方 持111.徳j;b-高知・愛媛

ct [羽治プJ i尚 ÚJ ・広 I;~ • UJ [J .鳥取。Jt1lfX 九州Jt1l方 fl~ 1M]・大分・ 2江総・続兇お・熊本・佐賀・長崎

言I1 総 沖縄

く投票ffJ抵書式〉

投
YEZFE2 C 

十議j LI 
.Qli ヨt~ 投 i議

秋 守主 お Fiq3辺ユミ J:.l. 

空? i議 長官' 投
聖子 .rm 務f !;JJ Yi1J2V 2 

委 究 り 用
J.t 学 f:rJ f] 卒立
メ工〉三、 ノL〉Jミ、 {f 

子 自1¥ 手口 C[ 銭i fド C 
地

絞 度2 殿 )j !え
) 

f:[l fl 

(投22する候補者の磁の投ifj繍;こC印を記入)
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日本看護研究学会雑誌投稿規定

1.本必;こ投ll::1するには， -?i: :('I'，主主子手?すべて，本学会日でなくてはならな L、似し，編集委社会により

依頼したものはこの Ill~ りでな L 、

2. 1.ボ五年が剥 1)}:りで，下記の論文類)jIJによる事IJ!裂H数以下の場合;丸その掲殺事'Hま然科とする。その告IJ

i裂を超過した場合;主婦Z立の料令を徴集する。

論文殻)jIJ おIJ 泌氏数 !反主主枚数守刻表〉

!点 行。 10 H 約 4 5 f.文

主主 Jえ 1 0 fヨ 約 :¥ 5枚

開ノ， 11:[ 2民 約 2枚

事例報?っ 3どi ;よJ 1 5紋

戸ヂ、 の {也 2 ti 約 9汝

超i数料金;ま，号ijり Lりで趨送分廷につき7.000[1]とする C

]]IJ邸については三め詫:nより l!liふをうけて行料でとり思IJする c

)jIJ議IJ料金(;1:， 30JlJ 制り Lり民数×きi¥数 (50部そ'it{i'lとする)

3.広i総別紙は派員1]として， B 5絞， ，100字 詰ttli存続i稿用紙をFfJI.、ること令

iml1'::iFfJ絞(:¥0 07=詰)

5枚弱で取り}'.り IH

といわれている。 1ヌl三三

はk/J、あるが， 1つが

!京総用紙 1校分以 Lと

JJ"えるo

1.以i奈は， B 5版用紙;こトレースした採i文jを添えること d f:lJ誇IJ:実行でトレースが必立さになった持;こはそ

の3定資を徴収する。

5. 1，刻表・写i之さ李珍線総本文と:主主1]1こまとめて巻末;こ添え，三本文のtill入手号明i安打去はその佼inの機タト;ニ 〔表

りの如く~と記すること O

6.以?i:として渇去を希摂するiお合iム 250必ね疫の英文抄録，及びその和文 (400字限度〉を添えること

炎文弘、銭{まタイプ(ダブルスベース)とする。

7. )jj(稿iこは表薮を付け，

1) J:段喜多 Iこ，是主題，lJi:文表題(子守ijt，j互の頭文字をj三文'"(とする). .n行氏名〈ローマアド氏必然ぷ) ， 

所属機i葉I(災文併記〉を記入のこと。

2 )下段軽量 Iこは，本文， 1対表.'f子1:1宅事の枚数を明記し，'{fi摂する原稿諮)jl]をう長記すること。また.i1!銘

うたの宛名， i主I9r，'，s話設なをど人すること G

3 )別殺jを希望iする場合は. 7}IJ認IJ*訟と米記すること

8.投総保存:5Iこは，表絞ド文. 1災i差是，汚点等:すべての従流用コピー 2ffflを添えて擬似のこと。

9.投議jEi秘の認-;ff及び. 1ボ誌の類別については，編集委託会で決定する

10.原稿は係員I}として返却しない。

11.校iElこ当り，初校は 2Tおが. 2校以後は.n表校正に蕊づいて編集委社会が行う c なお，校jfーの53その IJIl

4': !ま一切認めな L、。

12. i滋おの郵送うたは

千祭I1i亥察 8 下祭大学者護学総 有護実技研究指導守センターi勾

日本{]'護研究学会事務局，竣誌編集委f1会係

13.封筒の表に [J者研よ!:.JfJ(おじと公認し， ZF穏郵送で郵送のことc

14. 朕務会主主IJ着後，速やかに原稿受付ゑ:そ発行し郵送する。
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.un:7~クズ
1100KからIsDむi誌に 装いも新たjこ単行本になりました

-肉楊鏡検査の知識 新事J
議集大津 忠 8治医科大学教授 湾合 忠 8治医科大学教獲

伊藤 緯一自治医科大学劾教授 小林由紀子虎の門衆院管潔矯長

議会丹和子千葉祭立慾~短鰐大学講磁

tAB判 2色副賞176 1990 定髄2.060p:j (税込)干300

置謹EいかすPOS
雇集 器野原嚢鵠 繋努力日童委譲大学学祭

井欝 嬢子 日本赤十字緩護大学講続

ーAB半U2話 割譲124 1990 定額ι060円{税込)干300

鹿島ISU看護アセスメント
語襲 安部費量樹安部内科箆競

安部千鶴前橋取大搾 鰍繍懸大学鱗護学科

ÞAB卒~ 2色制費1681990 定額2.060丹{税込)〒300

，~イ勿bサイン
診力、たがらケア(])奨繋まで

時安大仁総忍本大学教授

霞場f蓄孝裕笈大学教授

惨AB事U2急 尉箆128 1988 定錨ι060丹(税込)千300

くすりと君寵
語集 笥鯖 統受銘金調際病院内科畜擢祭

岩井郁子聖路泌総牽大学教授

8AB判 2~主総翼180 1988 定髄2.060丹(税込)干300

競

新刊


